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1. 1121調査地点甕棺検出状況 （北より）

2. 0304調査地点逍物出土状況 （北西より）



序文

熊本大学のキャンパスには大きな迫跡が二つある。一つは黒嬰遺跡群であり、もう一つは本庄追跡

である。前者は延密式にみる「蚕飼駅」、飽田郡司の居所と推定されており、後者は古代の役所と目

される二本木辿跡群に続く地域である。本内は、これらを含む 4地区fitl3件の発掘調究（黒愛北地区

3件、黒嬰南地区 1件、本荘北地区7件、本荘中地区2件、大江地区 1件）にかかわる報告書である。

黒嬰地区は立田山（標高152m)の南亜にのびる緩やかな斜而にあり、南は白川の低位段丘に、西

は坪井川の沖積低地に続いている。ここに縄文時代から近世に至る辿跡が重l習的に遺っている。今回

の発掘調査では、弥生時代の甕棺墓、古墳時代の大型掘立柱建物、古代の住居、近世以前の畑跡がみ

つかった。今回の調在で、黒嬰北地区の住居址は予想より深いところ（地下1.5m)に構築されてい

ることがわかり、今後の迎跡の保存に期待がもてることになった。

本荘地区は白川左岸の自然堤防上にあり、本学医学部附属病院側から旧医学部側に緩やかに傾斜す

る砂地の中を白川から分岐した小河川がII音渠となって流れている。ここにも縄文時代から近世に至る

遺跡の重なりがみとめられる。 2011年、臨床医学教育研究センター（仮称）整備事業にともなって、

500余m2の土地の発掘調査を行った。地下から現れたのは古代の住居と近代の硲地のおびただしい重

複であった。以前仙崇寺の墓所であったため、墓が密集しているのである。発掘調壺によって明治か

ら大正・昭和時代の約450の墓が検出され、副葬品の六道銭やキセル・耳かきのついた舒・着物・泥

面子、さらに人骨から当時の庶民の姿がよみがえった。出土人骨については、松下孝幸氏（土井ケ浜

遺跡・人類学ミュージアム名脊館長）から玉稿を賜わることができた。本肉により、少し前の、しか

し確実に隔たりゆく過去の時代と生活を再発見し、迎跡・遺物が語る人々のが粁らしぶりに思いをはせ

ていただければ幸いである。

さて、大学構内における発掘調壺は、配管工事や建物取り壊し、増設工事に伴う小規模な面積の場

合が多い。しかしどんな小さな面積でも、考古学の技術とこれまで蓄梢してきた経験によって、地下

の情報を的確かつ最大限にひきだし、それをジグソーパズルのように繋げ、やがては過去の姿歴史像

を明らかにしていくことが可能である。大学にとって教育研究施設の充実は不可欠なことではあるが、

それによって地下の文化財に影響が及ぶ場合、それを適切に保存し、記録し、活用し、後世に伝えて

いくことが学術教育機関の責務でもあろう。

2011年10月 1日、これまでの埋蔵文化財調査室は熊本大学学内共同教育研究施設として改組され、

埋蔵文化財調壺センターとなった。 2012年 4月に発足したセンター巡営委員会は、 2010年以前の調査

に対応する報告曹の刊行予符を本部に要求し、今後3年間の刊行計画に対する予符措置が実現した。

安定的な報告書刊行の現境整備に尽力くださった谷口学長、センター述営委員会委員各位、施設担当

各位に厚く御礼IIIし上げたい。

平成25年3月11日

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査センター

センター長 木下尚子



例 言

1. 本報告書は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財調査室（平成23年10月1日より「熊本大学埋蔵文化財調査センター」に

改組）が2003（一部）・ 2006・ 2011年度に実施した発掘調査に関するものである。

2.本書に収録した報告は、 2003（一部）・ 2006・ 2011年度に埋蔵文化財調査室が実施した発掘調査

報告とそれに関連する立会調査などの成果のうち、 13件の発掘調査に関する成果である。

3.上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する。

11章：黒嬰北地区 0603調査地点． 0604調査地点・ 1116調査地点

m章：黒髪南地区 1121調査地点

w章：本荘北地区 0304調査地点・ 1104調査地点． 1112・ 1113調査地点・ 1114調査地点・

1129調査地点・ 1145調査地点

v章：本荘中地区 1106調査地点． 1130調査地点

VI章：大江地区 1125調査地点

4.以上の調査を実施した2003・ 2006 ・ 2011年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとお

りである。

室 長：甲元館之（文学部教授） （03~05年度）・木下尚子（文学部教授） （05~11年度）

調 査員：小畑弘己（文学部助教授）・大坪志子（文学部助手・埋蔵文化財調査センター助

教） •石丸恵利子（技術補佐員）

事務補佐員：坂元紀乃 (2003年度）・中川木綿子 (2006年度）・村田知堅 (2011年度）

5.遺物番号は地区ごとに 1から番号を付けている。写其図版中の番号はこれに一致する。

6.本文は、小灯lI弘己、大坪志子、石丸恵利子が執節した。

7.本書に使用した迎構実測図にl闘しては、小畑弘己、大坪志子、石丸恵利子をはじめとする調査に

参加した熊本大学考古学研究室学生、株式会社埋蔵文化財サポートシステムによるものである。

8.本嘗に使用した逍物実測図は、井上裕美、入江由真、山脊早苗、興嶺友紀也、大坪、石丸が製作

した。

9. 本書に使用した図版の製図は鬼塚美枝、首藤優子、増井弘子、石丸が行った。

10.遺構実測及び製図には手描による記録とともに追跡調査汎用システム（カタタ Ver.3ーアーケオ

テクノ社）、株式会社 CUBICの近跡実測支援システム「遣構くん」及び製図システム「トレー

ス3Dくん」を使用した。

11.本書に使用した現場写真は小illl・大坪・石丸が、辿物写真は小山正子、末吉美紀がこれを撮影し

た。

12. 本嘗で使用した追物観察表は、首藤が作成した。

13.本書に掲載した出土迎物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財センターで保管している。

14. 1104調査地点出土人骨については、松下孝幸氏•松下真実氏の玉稿をII易った。

15.本瞥の編集は大坪が行った。
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写真241 掘削風景（南西より）
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I 構内辿跡と調在の概要

1. 熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の黒嬰地区•本荘地区・大i:［地区・宇留毛地区・京町地区・

城東地区及び下南部地区の 8区、市外の合津地区・阿蘇地区の 2地区に分散しており、それぞれ埋蔵

文化財の包蔵地となっている（表 l)。

法・文・教育・工学・理学部の校舎が設岡されている黒嬰地区は黒髪町遥跡群（熊本市埋蔵文化財

地図No.8-88)に含まれる。本辿跡は熊本市中心部のほぼ北東端に位骰する立田山（標高151.6m)

の南西部の緩斜面が、西を坪井川の作る沖梢面と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東西900

m、南北1000mの辿跡群であり、縄文時代から歴史時代に至る追構・辿物を包蔵している。追跡発見

の経緯は昭和11年に遡り、大学に隣接する熊本県立中学済々學（現済々傑高校）の校庭から甕棺2基

が発見されたことに始まる。また昭和40年には隣接する九J•|•I女学院敷地においてやはり弥生時代中期

の甕棺や古墳時代の須恵器甑などが発見するに至り、その重要性が認識されるに至った。黒嬰町式土

器の指標迎跡である。このように弥生時代を中心とした遣跡としての認識が高いが、 1983年に実施さ

れた済々傑高校内における新たな調査によって古代の竪穴住居址と土師器・須恵器・黒色土器などの

関連逍物が出土し、その中には「寺門」銘の歴曹土器が含まれているなど古代飽田郡における拠点的

な性格をもった追跡であることが予想された（「新熊本市史料編第 1巻考古賓料』新熊本市史絹築室

1996)。古代官道や駅伝制の研究上、文献で推定されていた延喜式にみる「投蚕駅」、旧飽田郡家の推

定地としても注目を集めてきた（木下1975・ 1995)が、近年ではこれまでの周辺遺跡での発掘成果お

よび文献質料の検討、そして本調究室による発掘成果を受けて、済々侮高校から本学黒嬰地区周辺が

飽田郡司郡建部公の居所であり、飽田郡家として比定するなどの梢極的な意見が展開されている（鶴

嶋1997)。このように、本迎跡は先史時代のみならず、古代律令制下の駅伝制を考える上できわめて

重要なものである。本報告において黒嬰北地区3地点、黒嬰南地区 1地点の発掘調査記録を収録して

しヽる。

表 1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧

No.. 地区名（学部名） 所 在地

l 
黒嬰北地区（法・文・教・大教センター） 熊本市,1,央II!!.！髪2T[l40-l
黒髪東地区（教ff学部附属特別支援学校）熊和Ii中央[i.1.I］嬰5「I]Ii-I 

2 黒嬰lfi地区(―l：・理）

迫跡名称 氾跡の種類

開竪町遺踪詳机落址

熊本jiHII央li!.I．し嬰2Tll39-I !！！嬰町遺跳群兆落.hi:

迫跡の時代

縄文・弥生・
奈良•平安

縄文・弥生・
奈良•平安

備考

3 以町地区（教ff学部附属小・巾学校）熊和1i巾央区叔町本T5-12 J;＼•町台辿跡机落址 弥I|:•近 Ill:

4 城東地区（教ff学部附属幼椎li:tl) 熊本ili中央［社諌町5-9 熊本城J1I: 近世
城館址・熊本城｀
関連姐構

5 教有学部新南部牒場 熊本ili東 Iメ••新南部 6Tll5-8 新,ti部辿跡散布地 縄文・弥生

6 沿船城環境科学教行研究センター .I•• 天：i，tiii松翡町）＜字合il\6061 111/島且塚 机沿:hi:

8 
本荘北地IK
（医学部附属剤l浣． l医学部等）

9 本荘南地厄（保他学科等）

10大江地区（薬学部等）

11渡鹿地区（課外祈動施設）

1995年度の調介
縄文・弥生 によって貝塚で

ないことが判明

本北I1地［公 縄文・弥生・
7 （発生l医学研究所、エイズ学研究セ熊和1沖央I:{＊it211i2-1 本9_•I：姐跡 散布地・集落址奈良•平安・

ンター等） 巾IIt

本庄追跡 縄文・弥生・
熊本ili111央r{本~ti Tll l -I （熊大剤院

散布地・集落址

敷地逍跡）
．硲地 古項・奈良・

平安・近代

縄文・ 1紐．・
熊本j|i巾央［を加品寺4-「1124-I本庄辿跡 散布地・集落址奈良•平安・周辺迫跡

中ilt

奈良•平安 周辺迫跡

奈良•平安

弥lE•奈良・
平安

熊本ilikil：本町5-I 

熊本lli渡鹿4―rll1-1 

12宇fll毛地区（学．ll索fiti令・職U術舎等）熊本rfiI[9央IK！！.！脱7l.ll

大江遺跡群 ‘I~湘湛：

大汀迅t跡 集落hi:

宇留毛神社
周辺逍跡群

散布地

ー
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I 構l人）辿跡と調在の概要

医学部附属病院および医学部がある本荘地区は、本庄逍跡（熊本大学病院敷地追跡） （熊本市埋蔵

文化財地図Nu8-95) を包括する。本迎跡は黒嬰町遺跡と同じく熊本平野を形成する扇状地形の中央

を流れる白川の河岸堤防上に位1悦する迎跡であり、標高は13---12mである。附屈病院の所在する白川

寄りの地点が標高が高く、南東部（医学部側）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地内を白川より

分岐した小河川が暗渠として流れており、古来この一帯は流道を変えながら幾本もの小河川が流れて

いた可能性が高い。「熊本市中央北地区文化財調査報告書」（熊本市教育委員会1980)によれば、 1963

年ごろ本大学医学部附属病院の敷地内から須恵器、土師器、布目瓦片類が採集されており、追跡の存

在が確実であるとされ、辿跡としての認定を受けている。しかし、その後本敷地内において学術的な

発掘調査は一度も実施されておらず、追跡の詳細な内容に関しては本調壺室における調査が実施され

るまで不明であった。しかし、先の報告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原墓地（現在の小松原

公園）内においても須恵器片が採集され、追跡の包含地がより広いことが想定されていた。この地区

で最初に本格的な埋蔵文化財の調究が行われたのは、 1995年に道路を挟んで隣接する医学部敷地内に

おいて計画された RI総合センター追伝子実験施設の建築に先立つ発掘調査である。この調査によっ

てより南側の地区まで良好な状態で辿跡の広がりを確認することができた。よって、迫跡の範囲は東

西500m、南北500mを超えるものと推定される。なお、本報告では本荘北地区（本大学附属病院内）

で実施した発掘調究の記録7件、本荘中地区（医学部） 2件を収録した。医学部保健学科の位置する

本荘南地区は、この追跡の範囲に入る。本格的な発掘調査が実施されていなかったため、保育園新築

のための発掘調査を実施した。しかし、本地区のより西側の地域では立会調究において古代の迫物包

含層が確認されていたが、今l国は明確な辿構を検出することはできなかった。同地区では本調査l件

を収録した。

薬学部が所在する薬学部地区は、大江追跡群（熊本市埋蔵文化財地図Nu8-93)の南西端に位置す

る。また、本学大江総合運動場は本辿跡群の北東端に位置している。地形は本庄辿跡とほぽ同じで、

白川河岸に隣接し、標高は13---20mである。本遺跡群は詫間郡家および渡鹿廃寺などの推定地を含む

熊本市内でも有数の大規模（東西1.8km、南北1.7km)かつ貴重な古代を中心とした追跡群であり、

これまで60次にわたる調究が実施され、各種遺物を伴って、 8・9世紀代を中心とした古代竪穴住居址

群、掘立柱建物址、道路址、溝址などが検出されている（新熊本市史絹纂室1996)。本学が実施した

調査においては、大江総合運動公園整備に伴う調査によって古代関連の追物・追構群が発見された他

は、薬学部敷地の北西部において古代包含層の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内におい

ては大規模な建替えが最近実施されたが、この際の試掘によって、構内の東側では辿構や包含層は存

在せず、北西部に絞られる様相が明らかになってきた。本報告では、 1件の調壺記録を収録した。

附属中学校・小学校の所在する京町地区は京町台遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8-45) （東西

400m、南北350m) に包括され、同逍跡群内には熊本市立京陵中学校と熊本営林局も含まれる。本台

地は熊本平野の北部にある阿蘇4火砕流（凝灰岩）が形成した標高30~40mの平坦な台地であり、東

西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要害ともいうべき

地の利を活かして台地の南端には熊本城が葉かれており、周辺の台地上には武家屋敷が築かれていた。

本遺跡における発掘調究の咽矢は、 1966年、営林署内の宿舎改築工事の際、追構は検出されなかった

が、重弧文をもつ弥生式土器、土師器、瓦器片が少最出土したことであり、現在では弥生時代遣跡と

して認定されている（熊本市文化財調査会1971)。これまでの発掘成果によると、構内の西側を中心

として弥生時代～近世の辿構・迎物が確認されている。

沿岸域現境科学教育研究センター附属合津マリンステーションの占地する合津地区は、熊本県上天

3 



2. 調介に全る経緯

草市松島町合津に所在する。迎跡は本地区のある松島の南西部端、標高12mの丘陵端部に位置する。

この松島を含めた一帯は有明海から不知火海へ抜ける海上交通の要衝にあたり、天草で唯一の形象埴

輪を出土したカミノハナ古墳群や長沙連古墳、大戸昴古瑣群など重要な古墳が密集しているように、

古来より煎要な拠点として意識されていたところでもある。また、縄文時代にはカルワ島遺跡や柳遺

跡のように海岸部や海底に位骰する迎跡群が数多く発見されている。沿岸域環境科学教育研究セン

ター附属合津マリンステーションは、 1956年に天草で始めて発見された縄文時代遺跡として著名な前

島貝塚（熊本県辿跡地図57-013) とその東部にある梅殿古瑣（同014)の隣接地にあたり、同貝塚の

広がりが合津マリンステーション敷地内に残存する可能性も大きく、古墳関連の迎構の存在も予想さ

れるような位骰にある（熊本県教育委員会1968)。実際、 1996年に合津マリンステーションの北部丘

陵斜面にある宿舎が建設された際、建設業者によって 7本の石斧が発見されているし、合津マリンス

テーションの船滸場南側の海岸では本学考古学研究室の学生諸氏によって縄文時代早期～前期を中心

とした土器や石器が採机されている。よって合津マリンステーション内とその周辺は縄文時代の遺

跡・迎構が存在する可能性がきわめて高いところとして周知されていたところであった。本地区にお

いては、 1995年に合津マリンステーション改築工事に伴う発掘調究によって、前島貝塚が貝塚ではな

く、本丘陵上には縄文時代早期の迎物包含附や辿構群が存在することが明らかになった（熊本大学埋

蔵文化財調究室1996・小畑2001)。

2.調壺に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように 8地区に分散しており、どの校地も狭監化してきているため、

かねてから校地の移転などが議論されてきた。昭和60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の申し出があり、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部・附屈病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘：地区も平成 5年に現地再開発することが決定されたので、全学が現地

再開発で取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再開発構想が検討され、基本的な計画が

出来上がった地区から文教施設1tを概籾要求し、それらが認められたところから再開発事業が始まっ

た。一方、黒嬰地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の追物が発見さ

れていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成5年10月から黒嬰南地区において情報処理センターの建設工事が始まったところ、熊本市教育

委貝会文化課から工事前に埋蔵文化財の発掘調究が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確認し

たところ、平成5年4月1日から熊本市文化財保護審議会において黒嬰地区などが埋蔵文化財の包蔵

地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係わる

試掘調究の届を同課に提出して、調究を依頼した。試掘調在の結果では、ほとんどの建設工事に先立

ち発掘調究が必要であるということになった。

今後の発掘調究について同課に相談したところ、以下のようなIHI答があった。

①国の機関（大学等）は考古学研究室などがあって専門のスタッフを擁していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調究を担当頻いたい。

②熊本市が平成6年度発掘調究の依頓を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調査

予定が半年分はあるので、急いでも 9月または10月頃から調在を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調査を行うことが必須条件であ

り、そのためには大学独自の調在組織を阜急に設けることが必要となった。まずは発掘調究組織の中

4 



I 構内辿跡と調究の概要

心となってもらうべく、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、急ぎ

委員会などの組織作りを行い、 tt任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況および他大

学に既に設骰されている同種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調査委員

会（以下「調在委貝会」と略する）を設けることとなった。また、この調究委員会の下に熊本大学埋

蔵文化財調究室（以下「調究室」と略する）を置き、発掘調究の実務を担当することとした。

平成 6年4月7Hをもって熊本大学埋蔵文化財委員会規則が定められ、調究委貝会が設骰され、委

貝会内に調究室がi彫かれ、平成6年5月16日、委員会委員の委嘱、調究室長および調壺員・事務補佐

貝が就任し、正式に調究室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元慎之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年度建設予定地の調究を中心に発掘調査が実施さ

れた。以下の経緯については『熊本大学埋蔵文化財調査室年報」を参照されたい。

3. これまでの調査と本書収録の遺跡

以後平成24年3月末日現在まで、再開発計画に則り行われた事業の事前調壺として、表2のような

調究が実施されてきた。本{!rはこの中から2003（一部）・ 2006・ 2011年度に実施した発掘調査の成果

を報告する。試掘・立会調在などについては年報において既報告であるので、本魯からは除外した。

2003年度は本荘北地区において本荘団地北地区基幹・現境整備工事に伴う発掘調究 (0304調査地

点）、 2006年度は黒嬰北地区において狩料館改修工事（霞気工事）に伴う発掘調究 (0603調査地点）

および資料館改修工事（屋外排水工事）に伴う発掘調壺 (0604調究地点）が実施された。 2011年度は

黒嬰北地区において文法学部講義棟便所増築等改修工事に伴う発掘調究 (1116調壺地点）、黒髪南地

区においては基幹・環境整備（屋外排水設備等）工事に伴う発掘調究 (ll21調在地点）が実施された。

本荘地区では北地区において臨床医学教育研究センター整備事業に伴う発掘調究 (1104調査地点）、

基幹・現境整備（第 6病棟等支障配線・配管替え）機械設備工事に伴う発掘調在 (1112・ 1113調査地

点）、基幹・現境整備（第 6病棟等支障配線・配管替え）機械設備工事（その 2) に伴う発掘調査

(lll4調査地点）、基幹・環境整備（旧中央診療棟とりこわし）工事に伴う発掘調究 (1129調査地点）、

基幹・環境整備（第 6病棟とりこわし）工事に伴う発掘調究 (1145調在地点）が実施された。本荘中

地区では医学部基礎研究棟 (A棟）とりこわし工事に伴う発掘調究 (1129調在地点）、医学部基礎研

究棟 (B・ D棟）とりこわし工事に伴う発掘調究 (1130調査地点）が実施された。大江地区では北門

周辺現境整備（植栽・外灯）工事に伴う発掘調究 (ll25調査地点）が実施された。

本報告では、 2003・ 2006 ・ 2011年度に実施した、黒嬰北地区3件、黒嬰南地区 l件、本荘北地区7

件、本荘中地区 2件、大江地区 l件の計14件の発掘調究の報告を掲載した。
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3. これまでの調ftと本11卜収録の追跡

表2 既往調査地点と本書収録調査地点一覧表

1994年度

9-l ・ 4 ・ 15-li 釘Ol I!!，1北）運動場整憐 1照明序II!設）工'Jl 兌掘コ忙 1おni 古代 古代：t師符・須恵器 年骰 I

釘． 4• 21 釘02 1:.1.1北• Iti)店舒整憐（牧f学郎エレベーター室取誼）工事 兌捉コを •17.5ni 現代 ガラス． ill苔片 年1!ll

9-!. ~ ・ 25 釘03 l:).¥Jt ・ I"）地1｛屈怜整IB1_1：牛郎エレペーター室取誼）工m 兌掘閃忙 48n! 包含層確認•土器片 年報 I

9-l ・5 ・ 13-14 細 （！l＼北） Ill!り出設1l!設＊F定地の樹木移Iii 立会匁在 30ni 古代 年根 I

釘 •5 • 17-6 •お，IO.ぅ (Jj[III) ""`II’‘t12 令 r.·紐設」••91I 発掘渇忙 40(Ini 付杞It・近世 縄文：I:召・弥生土器·須患器•土 ＊t!l告 I
閲器・近世困磁諾．砥石・銅銭・

瓦・ガラス瓶

94 ・ 5 ・ 20123124 9邸 (!l＼北）武た原遅勁場整{R（集水枡埋設）工事 梵掘潟代 l(Xlni 古代 年報 I

94 ・ 5 ・ 23-7 ・ 28 9407 (!A＼北） IMI)施設Illit:l?JI 発掘苫在 l,2!Kln! -，＇i ft ＊骰~I

94 ・ 8 ・ 1-8 ・ 10 94(18 （渡廊）グランド県水l9t霰1gult 発柑I岡充 •10.、In! -，＇ i ft 上師沿 ＊骰仕I
立会調牡

94・8・11 9409 (!A¥;lt)武火If,（岱Jし1,1（新党l:！JI・外灯絡礎：rJIt ://．会訓ft 公MIIi 包含層に遠せず遺構なし．土師器 年IRI 
JI・. 

9~ • 8 • 12 9410 (J;（町）附属ヽ l”閃佼電気'；1さ込み配線］：llt 立会糾：ft 1:1111 遺構・追物なし． 年t!ll

9•1 • 8 • 22 94 1 1 (！l1.lt)）＆幹整情 (!lf属図PI館ス11-プIR拉） ：［！JI 立会濶光 公i5lli U含崩1こ逹せず．遣情・遺初なし 年骰 I

9・1 • 9 • 12- 肘12 (!!.¥!Ill.Vi¥部．l[駿棟祈営：r．事 発掘閲充 7•13.linl i'i ft 古代竪9t(t居址．古(t:1：師器・須 ＊骰缶 l
ID・ 31 患路・瓦•土製印・鉄荏・縄文土

岱

引・ 11.14~ 9-113 （渡脱）グうンド整情I:!II 兌捉図忙 ⑳ IIt 縄文.i1ilt古代竪穴住1呂址・道路址．古代土 本親む I
12 • 2'l 師器・須患器・布日瓦・砥石・鉄

註・縄文土器・石器

95・ I・ 17-21 引H (！，.ut) Illl1J出設設情：I：!It 立会閃先 16911! 遺捐・遺物なし 年籟 I

95・!・9-11. I・ 引15 (！I.IIII) 1:9引郎Jtr、,JiRDII 立会因先 印11i 遺捐・遺物なし 年1111
26-2・ I 

95 ・ 2・切 9-116 （域東） 1111!1幼FLT団Ill水行敦設：I3It9F:I3lt 立会氾登 1299ni 遺Ill・ 遺物なし 年1111

95 ・ 3 ・ 15-23 釘17 (!！IIII) IIi41出品奴1日I只11

1995年度

95 ・ 4 ・ 25-5 ・ 2 9501 (!.I＼llJ) •I:r付郎研究実験1億新営 1 期共陣『建設工事 発掘苫査 90II｛ 古代～近LIT古代竪穴住9凸址・ 1主穴・溝．縄文 ＊llli'il 
後期土器1ヤ・古代土師若・須恵器

95 ・ 5 ・ 9-10 9:iO'l ()).¥JIJ) I？れ郎RI属l•が119.i；センクー新営工事 試掘潤梵 公）III I’j it U含M確認・古代土師皆・須忠器 年fll2

95 ・ 5 ・ 15-16 950:1 c:111IJ) I？れ郎RI研究‘K験棟建設及び甚礎掘削 試掘濶先 20IIi',Ij it 煤石．古代土師器・須恵器 年1112

95 ・ 5 ・ 29/30 9501~06 (!•1，し l9r) 1?I：郎研究実験1屯新営霞火設憐（その2)に伴う店 立会謁ft 鴻nl 遺Ill・遺物なし 年報2
・ 6 ・ 21 Itケープ9レ｝l！設

95 ・ 8 ・ 21 W.¥111) ー1:f/:郎通r,i設IR雌設 立会頌査 1 •I IIi 遺Ill・遺物なし 年tll2

95・8・22 9508 L',1.¥1IJ) IJI務l,ll:19卜tr配線改LL 立会潤．忙 10III 遺Ill・遺物なし 年恨2

95・9・8-10・ 12 9509 （介ih)J附》沼狐附属臨i¥実験所実験棟改格工事 兌掘潤佐 碑 NL 縄文 県石．縄文早期士器・石器 年恨2

95・11・2 9510 (：，.1111) :i:.＂}郎硝究実験 1県新1tI期にIf.うガス配音 立会潤先 i'i (t i1ift~含層碩認・古代土辟片 年恨2

95・ 11 ・6~8 9511 (*:l[III) birfttl{l托介センクー遺伝子実験徳設ll!設及び試掘潤忙 200IIi,Ii ft .，1ift包含層確認・竪穴住居址．古 年1a2
外溝切り f}え it土距岱・須恵．器

妬・ 11• 13-16 9512 {！U199) I.1;.tt研究・只験1直新tt1期に伴う排水枡設憤 兌据潤忙 60』 " 古 代 古It竪穴住居址・柱穴・包含層． 本親告 I
縄文後期土器片・古代土師苔・須

患召

妬・ 1l.17 9513 （！lし199)I••’H郎碩充実験1点新i'f:t I間に伴う外溝 立会閾充 遺構・遺物なし 年1112

95 • 11 • li 951•I (！III91) ［9祖tblill究‘尺験1点mt［間にIf.う外沿 立会閃充 ti it 古代、1潅5苔・須患器片 年恨2

95 • 11 • 21-22 9503 (！!llm.Etれ郎 1il研究‘J；験lgil!泣9こ伴う基礎掘削 立会閃虻 i1j it 古ft:1：図荏・須恵器 年恨2

95•11·22 95l5 {:，.1199) ＿1;！祖郎研究碑棟ni1tI期に伴う外j/; 立会潤忙 古代 包含層確認・古代土臼器 年11l2

95・11・24 9511 (＊4EI9I)仄牛郎 RI紀介センター遺伝子実験施註建設．T．m 立会閃在 一郎包含屈館認・遺fll．遺物なし 年報2

95 • 11 • 28-29 9516 (!！,1999)．I?れntlill究碑1東折背 1期に伴う外清 発掲潤忙 n111 縄文-i1ift包含冶・仕穴．縄文土器）l・・ 古代 本恨告［

:I:邸若

95 • 12 • I 9511 （本41:199）仄学郎 IiI柁介センクー遺伝子実験施設述設に伴 立会図在 包含層確認・遺旧・遭物なし 年恨2
う外溝りJI}

95 • 12 • 4 妬17 (*:II:III)仄,.t郎 IiI柁イ「センター遺伝子実験岳設に伴う樹 立会関在 這情・遺物なし 年恨2
木1911l

お・ 12• 5 妬18 (！J.1999) ：r.9't-8t1{1研究・Ji験I彬述設に伴う外溝IlJI 立会刃在 IOnt 遺111・ 遺物なし 年恨2

95・ 12・ 12-M 9519 (!.I.II9i) I:：'t-0証研充'）i験1東祈営 I期に伴うガス配管 立会閃在 古代 ti[tlt穴． i爵．古代土師器・須恵 年恨2
岱

95 ・ 12 • 18 9520 (nut)教贄郎,11追蹄改9E 立会閃充 IOnt 遺Ill・ 這物なし 年観2

95 ・ 12• お～ 缶ll （木El9/）仄9打郎 IU柁介センクー遺伝子実験施設建孜 分限ヨ忙 976.9111 縄文・ i!jftiIjit竪穴tE98址．掘立往述物・ ＊骰I'll
96・2・22 溝・道路・ 1i形竪穴iflfll・ 土環．

縄文：I:諾・石器・古代士師器・須

患岱・鉄諾

郎 •3 ・ I 9521 (：J¥19i) 1:（ntt1幻令新1:¥" 試掘潟．fi 弥 111 弥生：I：塙・ビット．弥生91項i土器 年報2

96・ 3 • 8 9522 （：1＼北）文法｛因郎・りWi店芍学校記念1'11庭団植枝エ1t 立会苫忙 占代 a含層確認・古代士口諾 年根2

96・ 3 • 21 9523 （城東）教f牛tt9f9属幼fftlfl水遊び場駄足洗い場設憫寄贈受立会潤ft 遺捐・遺物なし 年報2
入

96・ 3・ お～26 952~ （）；（町）教介｛1:郎HI属9Iヽ!F12拾IIF水mrm工!JI 立会潤忙 m.6IIi 遺構・遺物なし 年"12
1996年度

96 •,j • 19 9601 (~~:11:北） 1応‘'f.tt1え令建設 試掲関．ft :13Id i’; 9t 古代包含柑・溝．古代土師器・須 本報告1V
忠岱

96・5・ IO 96(92 I!!・＼北）法文’ttt品念禎H 立会潤忙 ] 119 遺旧・遺物なし 年恨3

96 • 5 ・ 10-6 ・ 24 960.1 I!.I.¥III) 1;Jttt佼令追設 発掲閃忙 IIXXln! 縄文・弥生・縄文後期泣含層・古代竪穴住居 本恨ttlV
.9,i i t 址・溝．捉立住建物・土塙 •ll:穴．

縄文後期土器・弥生中期土路・古

（し土ll!i笞・須恵．器・鉄苔・瓦

96 ・ 5 ・ 13 蜘； 1:.1.＼北）軟介＇'r:tC,\TM す• 9 トワーク付設工1It 立会潤充 •10II9 近代 這捐・辺物なし 年恨3
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I 構内遺跡と調査の概要

96・5・14 快刃5 （）；（町）教打学郎90は小学校 ATMネットワーク付閲l3It 立会閃ft 1 •I ni 近代珀笞 年報3

96 ・ 5 • 15 細 （大江）薬学部 ATMネットワーク付設J3lt 立会閃忙 遺IR・ 遺物なし 年報3

96 ・ 6 ・ 17 9607 憔1北）法如や部外灯設屈[!JI 立会閃虻 .id 古代 一郎包含層確認，古代須患笞 年報3

96 • 6 • 19 細 (!!.IW) ：r．学部 RI実験1点忙祝工l)I 立会閃企 21rrl inIll．遺物なし 年報3

96 ・ 8 ・ 5 9609 （！l＼北）入試保脊H（述設：r.9)t（試揺） 発掲閃fi: •19d 遺Ill・ 遭物なし 年報3

96 ・ 8 ・ 6-9 !)f,01 （本荘北）灰学部IZ令建殺に伴う樹木IUn．貯水Ill建設：I：m 発掲閲在 •159n1 iIiin．古代 tijn時代前期竪穴(I:／&Jtl:・古代竪 本報告W
(I • 2 • 31ヌ．） 穴il:J&Ji:．iIjin時代：I：師器・古代

；1．師柑・須患器

96 ・ 8 22-27 貨ill （＊荘北）灰学部佼令述設に伴う切り！わえifjiM建設 (,1区） 梵掘濶ff. 37,•I nf 古代 竪穴iI:Ii;.ht.I、t穴．古代：l：師甜• 本報告II'
!／i恵t;

96 ・8 ・ 29-30 ",0l （本i［北）仄サ：tttt令it設lこ伴う l,/JI)}ゎぇ；a郎建設 (5[;() 兌掲閃f¢ 28.2nl 古代 厄J止，古代i：師器，須恵岱 本紐告I¥'

96 • 9 ・ 6 %IO (!！＼北）教究郎!lll漱{i像述立 試掘関ft 9nl 遺Ill・ 辺物なし 年報3

96・10・1~9 96()1 (＊1E北）仄{'t-郎佼令述設に伴う'"水行切り fわえ」：りI(6区） 怜掘閲．忙 1(}t3IIi 古代 古代道路・竪穴住居址．古代土tる 本骰岩w
料，須患岱

96・!0・11- !){i()I （木」［北）仄学部12令49(k:I:II[（本潤fi.Ii.) 発掘閾代 l（咄1]｛縄文・i!jin-iq文包含/ilJ.;';JR:!：牒・古代辺 本骰告w
97 ・ l ・ 17 古代 路，竪穴tl9居址．掘．立1.I：建物・土

！廣・近代屈地．縄文後1UI:l.t，1・古

in／古代：t師器・須患器・鉄岱．

/I t.， 
!)6．lO ・ 21-29 !){i()1 （木荘北）朕学郎佼令建設にIf-う排水行り） I）杵えmlt(7． 兌掘閲ft 62.5Il｛古代 古代竪穴(199B址． Ii.古代：K師 本恨告W

8 ・ 9区） 岱，須思沿

96・ 11 • 12-13 勁 I （木荘北）区1t部,~令建設に伴う排水行切り 1} え．I．． 1Ji (10区） 発掘閃任 21.Snl 古代 古代竪穴!tl&Jtl:.'，り「し1：師器・須 本骰告l¥r
患柑

96 ・ 11 • 12 叩II (!11l1/） -T一学部外tri•Itm:9li ... .1．会閥ft 0.4nl 遭旧・追物なし 年lll3

9[j ・ 12 • 18 ！ffil2 (/Alli/)工学部霞稼JIIl設：rJIi .ff．会洲．ft 74,8I1i 遺Ill・ill物なし 年骰3

97 ・ 3 • 3-31 鉛1:1 (ilIIII) ：I：学部研究実験1屎II祈営恨代設情：r．IIt .，7．会閃在 175,rl 遺構，遺物なし 年報3

97 ・ 3 ・ 7 96M (!.!IIII) ］：学部f紆奴エネルギー実験i9i火；尉!NI[(迂 Iyμ 立会潤在 l(~)“ 遺Ill・ 遺物なし 年骰3

1997年度

9i ・ 4 ・ 8 97(ll （本荘ILL)朕学郎情""・1・ラシー教打抱設霞気孜情その他の 、t.ii1.l'1ft 2lrrl 一郎包含層を控認・遺柑なし．古 年紺4
改9亙工平 代土料）i•

97 ・ 5 ・ i 9i02 (!,1，llll)理学部ヘリウム1東増格・ヘリウム管JIRim：り1 ・,'l.．会潤ft 126.Grrl 逍旧・遺物なし 年報4

97・5・28 97(）3 （＊荘北）医学部外来臨I相研究棟Ill液製剤約1陳 1阻設：I3Jt 試1附刃ft IヽId ill旧・遣物なし 年報4

97 ・ 7 ・おー 97(｝I (！.1．lrli)工学郎佼令新件：I:事 発I~閲 fr. 178:l.3rri 弥生・古代・弥生時代史棺l,i・ 古代竪9tiI:1,1；. 年報ヽ I
l l. •1 近恨 址，溝，揺立仕建物， It穴， i!.i:llt

:u.弥9炉t1期甕!fr・ 土臣註・鉄

沿・古代須患器・近世困田笞

97 • 10 • 29 9705 （京町）軟f1学郎Hiぽ中学校女性立像建立 立f計nft 2.6nl 遺tll．遺物なし 年穀4

97・10・22 9706 (！l,＼北）法文学郎阻,,！健児（象建立 立会閃充 l.2 ni 遺in．遺物なし 年報4

97・11・11- 9707 （本荘北）朕学郎／出既研究1東用外配線：I：IIi 立会関在 370ni古代・近代近代喜地・古代：i：腐・ 11次．甕． 年骰4
98 ・ 3 ・ 31 ）、1t・M石等・古代1：屈

98 ・I・ 30- 9708 (nut) 法・文 •.f',(ff学郎外tr孜憐増設←1渾 立会図忙 61.9ni古代 溝 年報4
2 ・ 12 

98 ・ 2 ・ 3- 9709 （！！しIii)行ut保！，I，＼閃61}ltl令取り墳し．．I3It 立会刃ft 116Ili古代 一部包含吊を帷認・遺illなし． ,n 年紐4
2 ・ 13 Ifした古代土荏

1998年度

98 ・ 4 ・ 14 9沿 I （！！．＼Iii)工学郎佼合注設に伴う排水行撹去．T．qt 立会図代 IO“ 拙削により遺構なし 年枡5

98 ・ 6 • 26-7 • 2 98()] （本荘l")＂：学部エイズ学研究七ンクー・動物資i!l'.llll~ ・ヒン ．ff．会閃ft 2..¥rrl 古代 遺IR・ 遺物認められず 年骰5
ター新営支は配脊{f:r.！lt

98 • i • 6 9叩l （本荘III)［bl樹木itit:r.1! t!.it図充 遺旧・遺物なし 年報5

98 ・ i ・ 13 9珈 (:•[＼ lIi) 工学部3 り館電気註営：Em 立会閃充 3trl 古代 遺物泣含層を荘認 年報5

汲3.7.28-9-10 9SOl （本荘iIi）保学部エイズ学研究センクー・動物沢;!9.開発セン 兌掘閃忙 9i2ni 紐文・古代・竪穴住屈址・担立柱述物・ ill・ 土 本報告V
ター薪営工事 近世 坑

郎 •9·21-22 9803 (!.I＼北）文化部5伐取認l渾に伴う柑木1;MI:III 立会閃ft 9ni 辺物・遺tnなし 年報5

98・ 9 ・おー11・ 6 98()2 （黒北）文化部衣取・ir設その他のエり1 梵抱閃．忙 575n1 現文・弥生・縄文土笞・弥生土器・石註等•土 本報告v
近世 喋・溝・縄文・弥生ill物包含層玩

認

98・9・28 98(l5 （本荘北）大学刹院刹IU9れ営：J：i/i 試氾閃忙 IOn1 古in．古代古in.ili(t土苔 年恨5

郎 •9 ・ 29 細 （本荘北）大学刹院中央診根棟箭g:l:llt 試氾閃忙 51rl isJ成砂罪層を検出．遺旧・辺物な 年恨5
し

9S •9 •3 9807 （本荘北）大学刹院ぷ削郎注射患・行証七ット文t記it：が取孜工 試捉閃ft 2m 古代 道物包含層・柱穴検t11i'jit:I・9缶 年紐5

“ 
J¥・ 

98・10・6 9808 WIii/)工学郎 1.9・l;舟nE気埋設工1J1 立会閃~忙 .'lOd 遺Ill面に遠せず．遺物なし 年報5

98・10・28- 9807 （本荘北）大学研院深剤部iMt患,r,・1,$セット文給51序取設工 発掲潤在 li5rrl 古代 縄文：I．器・石毀序 本報告＼’

11 ・ 20 !It 占代竪穴il:lii址・土廣•浜・近代
構

98・11・2 9801 医学郎エイズ学研究センター・動物資源開兌研究センクー問 兌捉閃代 139nl 削平のため存在せず ＊報告V
述図宵餓り1体工9ド

98 ・ 12 ・ 14-12 ・ 9810 <:!•＼J11) 理学郎fl 然It牛等紀介実験棟薪営支閃記行！｝］：m 立会四先 35ni 古代 這物包含層・往';3紺II.i'ift:l：器 年報5
18 片．

98 • 12 ・ 16 細 (！ll北）文化郎室新営排水行敷紋工1" 立会閃先 35ni 古代 這lllifii確認・遺Ill・ 這物はなし 年報5

98 ・ 12 ・ 17- 9805 （＊荘北）大学剤院病1県新営に伴う支閂配行料I:1J1 立会濶査 333nl 古代 竪穴ItI}｝址．古代士器JI・ 年報5
99・ l ・ 10 

99 ・I・ 12 9811 (l!.1111)工クH郎実験5"新設：cm 試Iii!関先 14nt 縄文後期 ：l:ii 年報5

99・ l ・21-3 ・ 25 9810 (:!1111)理学郎自然什!'f.亨総介実験1"mm:m 兌IM関充 1.098nl 縄文・古代・縄文土器・石雌等．古代竪穴住9＆ 本報告v
近代 址 •It穴・溝・近世溝

99 • 2 • 2 細 (!!！北）環境覧1がP業にfj!う文化郎室解lト 立会刃充 260n/ 遺情・遺物なし 年報5

99 • 2 • JO 9802 （！l¥北）環境笠債り！業にff.うII!築工m 立会円9t ,10nl 遺構面には遠せず．遺物なし 年報5

99 • 2 • 18 9802 （開北）環境整債m榮に伴う禎樹工m 立会閃忙 12.3m 地't.・F2mで弥生時代遺物包含 年報5
屈・遺構面を確認遺Ill・ 遺物な

L 

7 



3. これまでの乱i]ftと本肉収録の辿跡

叩． 2・ 9- 函 2 (！I＼北） m填整ぼIt亮に伴う窮ク［化祝I叩
3・9 

99 • 3. II~12 9812 1•j<ir.) 渡鹿団地東憫プい・1 ク叫改9;r" 

:!I.．会潟ft 、1ni

9.f会ぶft 7[l出

地衷F90cmで＊111:tを検Ill.退 年1115
捐・遺物なし

位含眉． i1'1情dlili認．迅情・這物 年1115
なし

切 •3 ・ 10-31 鉛OI I本荘111)lli学部エイズ学研究センター・動物R辺間兌研究 ：f．会JHc 57.5nj i1i ft 一郎包含層・遺旧面荘認（ピプ 年1116
七ンター祈岱に保る配rfl,IJ！打：？II 卜）・遺物なし

1999年窟

99 ・・I・ 5-8 • 31 

印 •6 -1•I~ 
7 • 1•1 

9'J ・ 6 ・ 17 

9'J ・ 7 ・ 19/26 

叩 •7 •お～

7 ・ :m 

知 1 (）,.:iE北）柑代（伯）祈竹•I:'1l 発掘刃忙

99()2 （本itlh)灰学部エイズ学研究七ンクー・動物沢源lt1兌研究 、t会潟ft
センクー薪片屯設1?l1•，'f.会

叫 XI (/.I.IIII) ．．I？れ罰；研究実験1屯11-2-2新営．l．．1IにIt-う1州樹．、［会 ；r．会苫花

9'.lOI （木荘 1♦1) !Nil:部エイズ学研究・ヒンクー・動物沢源11/l梵研究 ；［会洪忙

センター新営／ぷ茫1:•1バf．会

9905 (！,I，IIll) 1'.I然料学研究11・ 、fl！学部奇t,frili究実験棟新1:i-ガス設 立会渕fi
営．1:111

2.405m 縄文・古In・ 縄文時代1i苔・玉・古1n時(t(E9l;
古代・近代 址• iR. j：師店・古代(ELり址 •11

穴溝• :i：塙R;.:I:節料・須忠器・

鉄器・胞衣泄． J：浚・近代溝

•IOni }i (t ti(ttt穴．清．遺物を少ほ検III

l(）II｛ 遺lll・ifl物なし

2nf ,li (t 遺lll・ifl物なし

5(Ini 遺物・ illlllなし

年9t!6

年紐6

年ffl6

年帷6

年恨6

99. 7. 2~8. 7 9900 (！lIIIi) 11 然i1学研究l'f•J'I！学部稔介研究実験棟新営砥公設 tt．会岱IN 2(Xlnl,1; It ,1ilti青6条・！t？t2憫． ・1＇i(t.I：辟 年ff!6
fn:9lttl会 片少ほを検ilI

り！）． 9• 22-10 • 5 !)(.l(17 (、9,I、111/l:1．．学部実験！I！ブレハプ餅格l3l［ 兌掘濶fr. 1:16.5n! 縄文llり l0ト~ピ•, I・ 群縄文：I:器片111:J: 本91U'；VI
晩10J

叩・ 11・ 2.1～ 
11 ・ 25 

00 • 2 • 1•1~ 
3 • 2・1 

00 • I • 2:う

!l'.)(18 (！l1東） fIIli沢護‘'I孜給ft{｛ln改格l:9Jt 試掘濶1i:

9909 (．9.I.＼IIf) 1．．学部衝繋・極Pl環Ill研究七ンタ＿・サ・テライ I-． 試伯濁忙

ペン •1• ヤー・ビジネス・ラポラト') -！屯新営．I：rli

9910 （本9［北）血液照射行珂i慣1改格試氾 試氾苫ft

•12,rl 近 tit以砕 トレン・1・2本設定して潤先したが．

遺柑なし近Ill:磁笞Jヤ

1ふ勺IIi 近tit・近代珀址． g地近tt囚磁召．耗脊

絹・鉄銭

2nl lll乱t•L く．遺構・遺物ともに確
認でさヤ

年削（う

本りH'i¥1

年ill6

00 ・ 3 ・ 6-1-1 9911 l'..l.¥1li) ;f;.11;動物糾ff令建’さl?I1

00 ・ 3 ・ 1-1 9912 (l!·\Iii• 東）外t「取設I:'1位会

00 • 3 • 2 9913 朕‘F郎液It窒ぷ供給設情祈設l?It ．ヽ•!.会

00・3・16-li 991~ （本荘Iii)さく）F設侶I?Iいt会

兌掲濁ft 7(J.9Ili 

,'[•会刃忙 ：lIli 

'，［会刃fi: 7.81Ili 

,'f．会汎在 公5nl

縄文：I:笞・古代：I：師岱・須患諾 年報7

遠物 •.illIll ともに搾認でさず 年lll6

遺Ill・ 遺物なし 年1116

遺構・遺物なし 年lll6

2000年度

(J()・・I・ i 

(J() . •1·11 

(J()·•I· 17 
(J()．10・ 21 

(X)．10．因）

(X)．I I • 6~22 

(X)．l l. 22 

00 ・ 12 • 26-28 

01 ・ I・公J

01 ・I・ 22-30 

01 ・ 2 ・ 5 

01 ・ 2 ・ 6-9 

01 ・ 2 ・ 16-19 
(Il. 2. 2 

01 ・ :1 ・ 5-6 

01 ・ 3 ・ Ii 

Ol • 3 • 22 

2001年度

(XX)1 (．9.1．h9i)水生動物剣fU,祈符給水行は岱．．I？It

(XX)2 (！！．し19i)水生動物創f合箭付四らU切れ：’1,

IXX)3 {）,.;{［北） UI!“病院格納ll<IJ設．．E’It

立会紺忙

立会刃忙

試掘況忙

(xx卜1 (！l.¥lij）工学部衝撃・柘限m填研究七ンクー，サ・テライト・ ．t．会濁忙

ペン-f・ヤー・ビジネス・ラボラトリー1点新',it紅気設1t:r.！Ji

(H郎 W.¥1li)」：［や部梢it:l3JI 立会潟忙

(H郎 (4;Jl；北）附属紺院｝屈幹・環境整佃術3)hi人 梵拙調ft
水Ill設‘ttr.9lt (1 |4) 

()0(H} （ 441;it) 附属利院）•~幹． J．n境飲｛何筍 Ill叩入＊Ill設'/.'!•:I:lli 試掘糾忙

()(）． II・ 27~公) 0006 (＊4E.It)附属紺院J&019.JR埴~161給水行配行］：li[ .，'1．会濶ft

(Xl ・ 12 ・,1-1:1 畑 (4:41ut)附属祈院J＆幹． J;¥)だ整憫排水竹配行：r．IIt(IIIi) 沿掘i月ft
t［会図ft

(Xl • 12 ・ 8- OOl6 （本荘北）附属病院店幹． ll!l/1.笠1佑E気設営：r．1i(IVII.） t1．会戊fi: 31.5n1 •1'i ft 這捐なし．；I:師岱数．＇．． ｛ 年骰7
OJ • I • 10 
(X)・12.19~20 [xxx; （水41：北） f.11111柑院）＆幹・環境整憐排水行配行．I：9It(Ill[｛) 兌恨滋忙 20 .. 1n1,I; ft iE屈址．：I:的器 本骰告~1

・・，・1．会苫忙

Ixx)6 （）,.:i!：北） ＂1i,;1叫院屈幹・環境整憐船水行化汗1叩

IXXl6 （本4！：北1"＂‘刹た）ぶ幹・環填笠慣排水行化汗： I：1!（V[1_)

IXX)i I l;＼'町） ＂＂（巾学佼 itff苔Jt駅祈'.tt..r:9JI

叫 (!!，＼北） ！Ki£9}'，＇1填tえ研究・センタース＂ープ取奴 r.lJt

IXXl9 (!.l.¥111)兜!沢郎 I・ 2 り館iャ｛糾n1”;•9t1設憐整情エ!JI

立会四忙

；f．会苫忙

兌氾苫仕

立会潤忙

;'!.会3fC

6.1,d 

•I.Int 
5.8，d 

18,tl 

遺情・遺物なし

遺Ill・ 遺物なし

遺Ill・ 遺物なし

遺Ill・ 遺物なし

63199 遺構・遺物なし

119Anf 縄文• ifiln 縄文時代6器・古1n時代！じ穴• 91: 
古代 屈J1l・:l:f.面器・り[I恵器

•itlf 近・現代店近・現代応石・店墟・遺1t
地

100.inl 近・現代店近代g塙． g•6 ・遺什

地

inl 遠物・逍情なし

ll9,1nl 弥91；・古代弥生・古代1：師器・鉄苔• J：製紡
銹Il[

お11i 拉乱のため遭物・遺Illなし

70ni 古代 包含屠を確認．古代：I:師笞・：fi忠
笞

m10 (!.1.¥4tl Iいf系部メ惰郎・新営I?lt ,‘f.i年nf¢ 372ni 

0011 (）dif.) IIIit党910れば 1:•Jl· Illポイラー屯解lt徽去．13It .＇［会渇 (r. 132,rl 

（川12 (：I.＼北）外irlf(｛，II.'Ji ＇［会濁 ft 3出

(Xll3 (・k.江） K!内運動沿〔1:'，i武館） 1［い）填し1:9li ,‘f.i沿ift 双 Iiri

(X)14 (nuし） 11111,•沿 l619ilHIがJI務所州1iト1位1ぷ 1: ＇li .,；［会潤tr. 66ni 

年1117

年11n•

年9i[7

年11u•

年11!7

・水91U I ; VI 

年恨7

＆り59l1 遺情・遺物なし 年tP7

32nj 栂文・ iIift:I：墟状遺lfl・ 縄文時代／it:;．：I:t5 *"ittVJ 
岱・ガラス玉・鉄岱• !ii息岱

遺物・遺捐なし

遺物・遺構なし

遺物・遺構なし

這物・遺構なし

遺物，遺構なし

年観7

年91l7

年"17

年骰7

年lll7

年恨7

年11l7

年骰7

年骰7

年IIt7 

(）I • 4 • 9~7. 3 (）］（）］ （本；11:．It)Hi属刹院保学郎松介間究l県新'it:I?Jt

Ol •5• M 

01 ・ 5・ M 

(）1. 7. 9-a; 

(II(12 {!,l，\11[)!＆幹• In埴屹伯

(11(}：I J;（町 1•91地邸l；ケープル改9知： 111

0102 (.'Alli/)）＆幹． m填整情

(）1. 7 -•I~1(）・ 2'J OIOI (4項：．It) 附属利院 I¥仲• m境校情 (Jしloli鼻設憤）

OI • 7 • 13 OU)5 （,;（町） if.F'l取設I.JI1

01 ・ 7 ・ 30- 0106 (!!•＼北））く学軟fl研究センターや改9EI?lt 
11 ・ 1-1 

01 • 7 • 31 
01 ・ 8 • 1113 
01 ・ 8 • 2121 

01(r, (）<iII'罰祖印JtM・X験棟改991?lt

(IIOS (J;f町）キャンバス情骰i・ット・J-クその他1：事

01(19 1:.1.\~t) キャンバス t/ilu ネット・J ークその他I: ，It

沿掘潤忙 17:t!.75Id i'jJn・古代・ 11:l,｛址・消・畑址． g鉄鏃・：I：f』 ・本itt;＇iVI
近IIt・近代 悩• !ii！ぶ器

試掘Jll.fi: •1.81rl 
fl．会糾忙 59.5Id 

兌拇潟代 ・118.5,rl 縄文

兌拙潤ft l,(Y238rt1 縄文・弥生・ itl,{址． ilJ· 縄文 •l：器・弥生 •1••
古In・古代区・土師器・ iii息器・ Ii器・鉄

儀・ "Ill苔

'!．会共究 7.12rrl 遺Ill・ 這物なし

，1．会汎ft 3.9()i出

if.会.:lfr. 9i.8-lnl 

!!.i,i刃忙 おnl

:f.i3刃忙 改lnl

本HKIiVI

ill!)l．遺物なし 年ftt8

閲文；I:沿・寛永通宝・風倒・木狽・ 年親8
防空滋

*IIIM1 

遺Ill・遺物なし

遺旧・遭物なし

遭構・遭物なし

遺旧・遭物なし

年骰8

年骰8

年柑8

年柑8

年t!l8

8
 



構内追跡と調在の概要

01 ・ 8 • 27 
01 • 9 ・ 4 

01 • 8 ・ 2219 • 4 

01 ・ 9 ・ WIO • I 

01 ・ 9 • Ii 

01 ・ 10 ・ 19 

01 ・ 10 ・ 22~ 
02 • 2 • 19 

01 • 12 • 8-
02 • 2 • 9 

01 • 12 • 12~ 
02 • 2 ・ -I 

02 ・ 2 ・ 2.:;-
3 ・ 20 

02 ・ :i ・ 18 
02 • 3 • 18 

02・3・22 

2002年度

U2・ •1. 3~4 

02 ・-I・ 15-16 

02. 4. 17 

02 ・ 4 ・ li 

02 ・ 4 ・ 24 

02 ・ 5 ・ 20-29 

02 ・ 5 ・ 30~8 ・ 2 

02 ・ 6 ・ 3 

02 • 6 • 12~8 • l•I 

(12. 7. 2 

02・8・29 

02・!0・1~!0・ 
3. II・ 18 

02 ・ 10 ・ i 

02 • 12 • 3/5/11 

03 • 2 • 7 

0:1 • 2 ・ 18 

03 • 2 ・ 21 

0:1 • 3 • i 

()..3 • 3 • 10 

03・ 3・ ll 

03・3・26 

0110 

0111 

0112 

(）1 1 3 

lllM 

0115 

01 Iii 

0117 

0118 

(1 1 19 

(）12(I 

0121 

0122 

0201 

0202 

(）2()3 

02().l 

0傘

02()6 

0203 

a刃7
()2().1 

112()8 

11211-J 

IY2111 

0211 

0212 

11213 

()2 14 

0215 

0216 

0217 

0218 

0219 

022() 

（大tr.)渕学部キャンパス情恨ネットワークその他］:1Ji

(*:i.Elti)仄学郎キャンパス情骰ネットワークその他工事

w.¥北）允炊ItI憫テラス整IR:l3lt

（本荘ltl)医僚技術).tJ.1111大学キャンパス情恨ネットワークそ

の他エJIt

（本荘北）附属刹院キャンパス情報ネットワークその他工事

(!，I.Iiti) 理学部 2•サ館1tll1l:J排水工事

(＊il［北）附属刹院｝屈幹・環境整備 (A-Dltl!IK・ポイラー設

Iii/更新tク）
（本荘北）灰学部稔合研究棟新営慨械設侃l3It

(！9.¥lti) ｝ぶ幹・環境整情（特店変電設i9守 •H杖その他）

（本荘北）医僚／IIガス供給設伯当取設J:llt

（本荘北）総合研究棟／,¥I辺環境整憐．Dlf

（本荘北）附属刹院洒病棟 (ft上1I) 新営工事

（本荘北）附属病院洒病棟電気設情工事 (fl:J:II) 

(!・I.＼北）図11F館19l側学生部駐車場拡張工事

(）;（町）附属小学佼スロープ取設工事

(!l¥ltf)：r．学部樹・木f9M]3It

（本荘北）医学部鯰合研究棟薪営工事（渡り庇下部分）

（黒l"）通Jill"l拡幅：I3F

（木荘北）稔合研究棟新営砥気設儒工9It

（＊i[北））ぶ幹環境整Iii!外tr工1It

（大江）秘学部実験動物也霊碑建立工事

(：.［＼北）外灯設Ilil:I3It

(;f,:,iEltl)体f郎1{（プレハプ）新設］:11i

（聞北）外灯設Igr.IIt

（本荘Iti)塀新設：1:11i

（新1t1部）教ff学郎新1t1部農場竹荘・畑地坑界掘り

立会潤在

立会関充

立会潤．ft

立会潟ft

立会潤．ft

立会潤ft

立会調，fr:

.ff．会関在

立会閃忙

発拙潤．忙

.、［会潤充

立会潤充

立会濁充

(！！！北）大学9え介研究センクー C棟空潤閲取設工！Ji給排水及 立会潤充

ぴ5i外1乳・1駐況］：りt

(11.¥北）外tr設阻[3lt

(!UIti)インキュペーシ日ン胞設新営工事

W.lltl)栓．合研究1東新件：r．llt

W.¥lti)食堂夷エコクリーンツイルエ事

(！!.hH)稔合研究棟新営に伴う樹木移槙T邪

(！！．し1fi)インキュペーション捻註新営工事

（！！．し1fi)稔合研究棟新営一次掘削に伴う電気工事

（！！．＼市）托合研究棟新営］3Jt

立会潤充

試掲潤充

試抱潤．ft

立会刃ft

兄掘刃充

兌掘閃ft

立会閃充

発掘刃ft

立会潤充

立会潤．f¢

発掘因fC

立会因忙

立会濁ft

立会因充

立会潤充

立会潤ft

立会潤充

立会図任

立会図充

立会閃充

立会潤．ft

20m 

2.781rl 

お2m

105m 

38,rl 

8.、II"
4 2(jA rri 

1:i:um 古代

111.7d 

14929Id 

1076.-1川

5-lm 

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺旧・遺物なし

遺情・遺物なし

遺IA・ 迅物なし

遺IR．遺物なし

遺1111・遺物なし

91:9,1}址． t.t絡礎

:t:Ci52, • irw.m 
遺In．遺物なし

加5.Sni 縄文•i!iin• 1l:9,'：址． iR・ 掘立11建物址・縄文

古代 ：l：器・；l:師路・須恵器・鉄猷

if.II≫.遺物なし

溝？・遺物なし

遺In．迅物なし

29.31-d 

199出

31rl 

•Im 

o.73m 

28m 

810m 近世

32111 

2. 803111 

2•1nf 

13nf 

61.19nf 

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

甕"

畑址

遺旧・遺物なし

縄文・ ihin化,,,}址． ill·火葬g. 縄文：I•• 笞．
古代 ：I：師岱・ iii思器

遺In．遺物なし

遺In．遭物なし

包含崩・縄文：i：器・ 11儀

32rrl 

•180ni 

216ni 

21611{ 

3.4ni 

18.5m 

3ni 

'Orrl 古代

36ni 

•IOr1i 古代

遺旧・遺物なし

遺構・遺物なし

遺In.jft物なし

遺IA・ 遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺旧・遺物なし

"：It址・：I:師器・ 1li患苔• B.tfi 

遭IR・ 遺物なし

fl: l,1H1l • I t,1~ • i昇． 1i it:I：糾jばふ・
須患器

年恨8

年骰8

年報8

年Hi8

年骰8

年骰8

年報8

年恨8

年恨8

本恨告＼1

年報8

年報8

年報8

年恨9

年骰9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年恨9

年報9

年骰9

年紐9

年報9

年報9

年報9

年骰9

年報9

年報9

年恨9

年恨9

年骰9

2003年度

03.4.10 

(）3.4.10 

Cl.15.20 

o:rn.2～7.2 

o:ro1 

()3()2 

o:k)3 

()3().1 

(）3.7. 1 8 

03.8.19 

0:1.8.6~9.12 

l>.1.9.4-9.8 

00.9.5 

0:i.929 

03.102 

o:uo.1-10.rn 

0.3.1027 

00.11.6 

03.11.17-28 

03.1126 

03.12.9 

03.12.10 

().1.1.13 

().l.l.14 

IH.l.15~19 

OI.1.23～27 

01.1.30 

IH.2.9 

01.2.16 

l).1.2.23 

（）双）2

（）収5

(）：i)2 

0.双沿

0307 

0308 

0309 

o:≪12 

0310 

匹 2

ll.111 

(J:112 

0:~)7 

0313 

0.31•I 

0315 

0316 

0:111 

(!1.IWi)工学郎渫品bl（新設：I3lt

(！1,¥Wi)総合研究1東・Jtldli昇設情エ！ド

W.¥iti)事務屈i/t水行9田理：口lt

（本荘北）店怜． m境整情エ！it

（黒Jtl) 総介研究棟共l•l溝設備工事

(）；（町）附属 Ilヽ• III学校フェンス取設：l3It

（黒ltl)総介研究棟共IIil溝設Ii工事 (IIを）

（本mti)灰ik技ifitJ.191大学部北餌駐JJ(場環境整19:r3it

（薬）大江経．介研究棟船排水行および屯クt]3lt

（字留毛），JMi9り令 l棟捐水行泊水修理J:m

（本荘Wi)動物烈霊碑新設J:11,

(!!.¥ Iり）経6研究l点共l09溝設ll't工事

（！！．＼北）教室新災I:llt

（薬）品念館述設：I3lt

（本荘Iti)兌生灰学研究センター捻設整腐It亮

(！l.＼W)稔合研究棟共IIIl溝設情工事（ガス行）

(＊4EItl)発生tt学研究七ンター整憐事業本it:r3It

（木荘北）中央お燎棟（伯）設営工事

亮J;(hIIrは設心It

（薬）大江終．介研究棟給排水行及び筵気：r．りt

（！l¥北）教室祈屈I:lIt

（木荘Iti) 灰学郎B 棟 •E 棟． RI· ID動物令取墳］3Jt

（本荘北）東問駐JI｛場整阻T3It

(!l.＼w)理学部ヽ1サ館l,¥l辺プレハプ等設間工りt

（木荘北） ll'i樹の木f引n

立会潤．在

試掘潤究

立会潤在

発掲団．ft

立会潤充

立会潤充

発掘沿充

立会図充

立会囮光

立会潤充

立会河充

発掘潤．忙

試掘潤忙

試捉刃充

立会刃充

立会刃．忙

試掘刃光

立会囚．ft

立会潤ft

立会汎ft

立会図ft

発揺悶充

立会四充

立会潤ft

立会濁．ft

2ni 

9.6ni 

1 6.8Ili 

3.13.5ni 

5.19.2rrl 

7.5-lrrl 

3.6-lrrl 

・1.02rrl 

公i..1.5rrl

遺旧・遺物なし

:I:師岱

遺IR・ 遺物なし

縄文・弥生・ [I:9心址・溝・縄文•6 器・：I:師岱．

古項・弥！l：・ifi患岱・近代困磁器

古代

幽 ni 遺情・遺物なし

44.3m 遺IR・遺物なし

168.21rl 縄文・tiit iR・ピット・：I:坑・遺物包含附

縄文：I：岱
遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情・遭物なし

遺Ill・遺物なし

縄文・古代清・ビット・囚磁器・：I：邸器・ 1Ii
忠岱・縄文土器・ 1it}

遺Ill・遺物なし

:I：師岱

遺旧・遺物なし

遺構・遺物なし

13.75m 

7..Irrl 古代

557m 

3.6ni 

2658m 

•1Id 

ll.21rl 

•15.5rrl 

398Srrl 

l.<XXlrrl 古代

30.7rrl 

遺IR・遺物なし

遺IR．辺物なし

遺旧・遺物なし

遺111・遺物なし

溝・ビット・土師苔

遺Ill.遺物なし

年骰10

年tlllO

年恨10

*1F 

83m 
16Id 

年骰10

年報10

＊報告＼n

年報10

年報10

年"10
年観10

木tll告＼n

年限10

年紐10

年紐10

年骰10

年ffllO

年報10

年fll.10

年報10

年骰10

本紐告＼n
年親10

年紐10

年報10

，
 



3. これまでの調査と本・11卜収録の遺跡

い •3· ◄ 0318 {nut)附属費讀！引佼r'llllili道水道修粍工m 立会潤査 2nl 遺Ill・遺物なし

OI ・ 3・ 5~9 03I~ (＊4El"l 灰!'f.81:B 棟 •E 棟 •RI· Ill動物合取壊工りI 発掘躙査 l,OOOnl 、iItff:• it;ft溝・ピット・悶磁苔・土師苔 本親告Ill

Ol ・ 3・ 9 0319 (9.ut)外9I改修：I渾 立会潤査 2.3ni illlA・遺物なし

い •3·9 0320 (9.ut)福{IJ紺設空閃泣情取杖．．1:111 立会潤査 13.19n1 遺1f1・遺物なし

OI • 3 • 10 0321 (!!•1111) 外灯設偽：1:~1 立会調充 14d 遺構・遺物なし

0!・3・10 血 (!！Ilfl)総介研究I直9ur設債．．I:事 立会関充 4m 遺111・ 遺物なし

OI ・ 3 • 10 0313 (nut) 軟3"新墨：1:~1 立会ヨ査 IOn! 遺Ill・ 遺物なし

い •3 ・ 10 0323 (!!¥北）軟衣断墨：I:m（空刃費取設） 立会綱査 44nf 遺構・遺物なし

01・3・ II 匹 ・I （本荘111)外tr設伯．I3" 立会潤査 hd 遺構． lll物なし

Ol ・3・ II 0325 （紐III）外tr設債：I淳 立会闘査 112d 遭111・遺物なし

Ol ・ 3 ・ 15 四 (nuと）外tr設債．I：,＂ 立会調査 均 d 縄文土蔚9ヤ

Ol ・ 3 ・ 16 03打 （覺）外tr設伯．．t：，Jl 立会調査 II.8nl 遺情・遺物なし

Ol ・ 3 ・ li 0323 (/.!I北）敦寮訴格I:，Jl(IllIし） 立会調査 8.92nl i1i fl: :I：師召・須息召Ji•

Ol ・3・22 ≪ (Jj(町）軟fm祁研I属,,ヽ II9牛佼街路ir設債：r.111 立会躙査 7nl 這Ill．遺物なし

い •3 • 19 032!J (!I.I北）梢＊代応．も処＂ 立会潤査 1.08nl 遺構・這物なし

200悴翫

01 • 4 • 7 ().101 :i1嬰I.JI地北地区軟3｛薪格：1:111 （渡砒,.•政Ill) 立会潤査 33.8ni 遺11J・遺物なし 年親II

い •4·9 ＊荘I•l1地北地区中央，1タ燎棟（袖）設営工事 試掘調査 10.44,11 古代 清？ • ：I:師召 年籟II

04 ・ 4 ・ 13-5 ・ 31 ().i02 本荘団地Ill地区兄Ilゥ{!'f-filf充センター追仕工事 発掘閃査 1241.75nl 古代 :t師召・絹患苔・縄文土器 年籟II

Ol ・ 5・ 祁 :intfl1地北地I{熊＊K：'f.大!n院社会文化ft学研究科研究寇新試揺調査 7.76,rl ;t; ft ピット・：l:閏苔 年fllll
格．］：事

Ol ・ 5 ・ 14 0103 -J,.::IEI・l1地北地1iJlI央i1と様棟（紬）孜営．．I3li 立会閃査 150d 古代 J滋召 年報II
Ol • 10 • 14 
OI • 5 • 21 OIOI 必牛郎地1｛偵物1tJ円文ltほか設l1t.13II 立会閾査 33d 這111・遺物なし 年報11

Ol•6•25 (}105 喝牛郎地lg:f＊記念飢新代慣械設憤及びその他エ賽 立会綱査 68.48m 這Ill・ 遺物なL 年籠II

0!•6·28 ＊荘l•n地北地I! （灰紺）居幹・環墳整債エ!JI 試掘綱査 10111 古代・縄文：l：閾苔・縄文土召・：I:墟 年骰II

0-1・5・24 0-I06 渫ヤ郎地r,(宮本出念館（阪~)追設工事 (IU追物撤去・樹＊ 立会塁査 1332.~n! 遺Ill・遺物なし 年報II
04・5・26 撤夫・霞公記箪・紺水行記行・ガス行配行・樹木移槙）
().I •6·4 
().I．10 • 26-28 
OI ・II・ 12 
~.II. お

~ ・7・26 0.108 字留•EIil雄91屯""rill水惰泊水配管改修工事 立会潤査 祁2nl 遺＂・這物なし 年籠II

04・7・29 ＂09 ：l"狙l地北址I“記念碑設n:［！ド 立会詞査 721li 遺罰・遺物なし 年1!lll
0-1 • 8 • 6 
01・8・20 

04・8・23 :l1梵1-Il址111址IU罷?'/=郎駐翰場Jrut:r.lJl 試揖潤査 llnf古代 tt穴・絹患岱• :1・・幻荏 年11111

04 ・ 8・ 9 1}110 :11嬰HI雄JtJ也区熊本大’'t-）＄rf.院l.t会文化り学研究料碩究室箭立会潤査 ”'0n! 遭111・遺物なし 年骰11
04・8・10-ll 屈1:!JI
い・ ll・5 
01・11• 11 
OI • 8 ・ Ii- 0111 *9EI.ll地北地li.（灰病） 1屈怜・環境霰債（ポンブ痘 •RI 実 立会潤査 420m :I:細召・須患罰・縄文土器・竪穴 年報II

19 ・ 23 験棟取墳・ガスりJlf• 水道プラグ止・周辺設燐関連）エm 貸掘潤査 9E屈址・構・ピット
Ol ・9 ・ 3 
ぃ •9. 14-22 
05 ・I・ 2i•一

Ol ・9 ・ 16 0112 本荘I'II地北地l!Rl属刹'-:ll!iiliガス泣記管9出珪工事 立会綱査 5.7rri 遺111・遺物なし 年輯II

().I •9 • 16 0-113 )j(l!f地I引附属IIヴt12{r風桟；＇；による倒・＊起し 立会閾査 8rrl 遺1l1・遺物なし 年報II

い •9 • 16 0-11•I n.＼忙I・n地111地1,u:｛内部fr風性1；による倒木起し 立会調査 4m 遺ffl・ 遺物なし 年報II

().I• 9 • 21 0-115 伍牛郎地Lれやに記念餓新井憤依設悶及びそのf1!!工事 立会綱査 !On! 辺f11・遺物なし 年輯II

“•9 • 21 C).116-1 *1EI•H地北地1引nI属利たtr風侠•Itによる倒木起し 立会調査 8n1 這111・遺物なし 年轍II

CJ.I• 9 • 21 0-116-2 本荘1り地1"地I4灰牛郎fr風彼井による倒＊起し 立会調査 1.5d 遺Ill・ 遺物なし 年輯11

い・ 10• 12 0-117 l¥嬰r,"地北地区頂安文化財案内仮拉貫：E事 立会調査 0.5n! 遺Ill・ 遺物なし 年籟II
0-I • 10 • 12 0-lli :！＼梵団地川地区頂饗文化Qt案内仮設胃工事 立会関査 0.5d 遺Ill・遺物なし 年籟11
01 ・ 10• 19 OI18 !l"印1地北地li<:0:11漱―{i品念碑撓仕設質工m 立会潤査 0.3m 遺IA・遺物なし 年報11
01・10• 22 い19 *m-n地北地1“"1属利院椙f1JP;(!I,捻政引込配緯工事 立会調光 2.23出 遺惰・遺物なし 年籟11
い・ II・ 1-28 (),111 *41;I•JI旭北址I{ （灰刹）屈幹・環境整債 発掘潤充 55lnl 縄文・古墳・竪穴iE,'ht．掘立11述物址・溝． 年fl!ll

1ift 煽． J：邸召・絹恵器・縄文：I:笞・
鉄鏃・クJ:It.•6罰

Ol-11-26 "20 渕rれ郎嬌I4テニスコート霰傭1:111 立会潤査 臨 1d 遺構・遺物なし 年輯11
04・11・29 (J,121 :l1嬰IiJl嬌l"Jtfr.［くさく）H晶慨1:111 立会潤査 ~3nl 遺111・遺物なし 年報11

04 • 12 • 6 0-122 本荘I,IIltl!北地Ii<中央，伶椒1恵（紬）．—,：m 立会調査 66.39n1 遭Ill・遺物なし 年輯II

04 • 12 • 15 !lI忙北地I{iflt11ネットワーク館OO追：1:1,i 試掘関査 18n! i1i (t 住し”.ht• 1.t穴・須患器・：I:師器 年恨II
04 • 12 • 2•1 "23 9.I閃l,n地』ヒ旭1≪:“念館（オ:i'll)取墳：r.事 立会鋼充 754m 遺Ill・遺物なし 年報II
04 ・I・ II (~12-1 ＊荘l•11地北地1もポンペ紺JR設：1:111 立会調査 14.5n! 遺Ill・ 遺物なし 年報II
05 • 2 • l-2. 0125 /U提北地[,(lflIllネ・ットワーク館事lln：事（配行工事） 立会潤1t 160.08111 i'i It ；l：師召・須恵笞 ＊骰店m

7-9 

05 • 2 • 21-3 • 30、OU5 9.wut嬉(!.lfl恨ネットワーク館建設：r．m 癸掘霜査 1170.4d iり代 :I：関笞・須忠笞 ＊輯告m
5 • 9-6 • 10 

05 • 2 • 4. 8-9 0126 本4E1-H地北地1引防火水惰取拉．I：m 試掛・祭据 糾出近恨 溝・土師日・須恵苔・馬什・絹銭 ＊fll告1"
詞査

05 • 2 • 4 01万 ．IlI嬰（引地北地U資＂館前水道行瀾水 99煙工事 立会調査 1.5“ 這111・遺物なし 年報II

05 • 2 • 21-22 "28 !"1嬰1』地1"地14樹木ISM.［．．膚 立会ヨ査 19m 遺111・遺物なし 年11111
05 • 2 • 21 0129 ぷネ紀地I“iii木設償1:111 立会潤査 425nl 這構・遺物なし 年報II
05 • 2 • 28. 3 • J.I. 0130 紐 IJl地1"地1“̀tII（場環填整債；1：事 立会潟充 1俎6nl

4 • I 

05 ・3 • I 0131 !，.＂捐1地1―411樗k“"れ訴貨．I：事 立会閃査 1.2n1 illlll・ 遺物なし

05 ・3 ・ l 0132 軟＂？れ郎""‘'!•''t-1~字寮記念HIt寄•T.m 立会閃充 0.釘5n! 遺111・ 遺物なし

10 



I 構内逍跡と調査の概要

05 • 3 ・ 1 “33 軟打牛郎附属幼lltlOI掲示板設n:r・事 立会潤査 0.81 rrl 遭旧・遺物なし

05 ・ 3 ・ 2 ().IJ.I !！.＼梵 lt1地区J:1t-郎危険岳品氷改9t.t事(!反~) 立会閃充 192.519i 遺捐・遺物なし

05 • 3 • 9 0-135 黒嬰1,i地r{．さく井設IOI3ド（追加分） 立会閃充 5.6d 遺Inなし•土師器

05 ・ 3 ・ 10 ・ 15 • “36 !！.＼嬰川地[11t務kHr州改9tr.1t 立会刃充 紐I•IId 遺旧なし

16 • 18 
05 ・ 3 ・ 14 ・ 16 "m  .）く江地区岱学郎クトtr設情：I3lt 立会潤充 8.lm 遭旧・遺物なし

05・3・22 “38 教介学郎附属幼紐団道Jし取孜．T．1[ 立会閃充 •I.1•Id 遺旧・遺物なし

05・3・23 ().139 聞嬰It1地［引．樹木Mitl:！It 立会閃充 6m 遺情・遺物なし

05・3・24 0140 9tff学郎附1it111学校洗溢9乳買さ場新設：r．1Jt 立会閃充 遺構・遺物なし

05・3 24 “、II 教ff学部附属小学佼道Jtlrl設：I：lli 立会関充 2IIi 遺Ill・遺物なし

05 ・ 3 2-1 OI42 （＊i[北）附属柑院i/，Wll7-!1：ガス脊問i 立会潤査 9.181rl 遺Ill・ 遺物なし

05・3・24 ().443 （本北北）中央{I夕1KI軋j糾格1東ll行：r．1It 立会岡充 0.8111 遺情・遺物なし

05・3・25 ().444 m嬰東地IK教fftr：船附属沢護学佼給水竹iIjJ水改修工事 立会濶充 1.74111 il'lllt ・遺物なし

05・3・28 0445 ,91＼忙ItiJ叫UIt務｝idll11樹木移MI:r.lli 立会謂充 3.355ni 遺構・遺物なし

2005年度

05 ・'1 • 19~4 ・ 20 0501 本il;I;11地1t1地l!{Jll:11（場環填整!Iii工事（追加） 立会調充 おni 古代 :l:t面岱｝・ 1[{！i,（tt 年骰12

05 ・ •l ・ 27 0502 I応学部附属刹院排水貯f；'I{flポンプアップ排水管補修 立会謂査 4Id 遺IR・ 遺物なし 年報12

05 • 2 • 4~6 ・ lO "25 (！J.＼嬰）情'’しネットワーク館本体工llt 発掘関充 10652IIi 縄文・古代竪穴itI8址・掲立柱建物・縄文土 本報告田
器・土師器・須忠器・開色土器

05 • 5 • 30. 0503 （本荘）発生朕q:li.lf究センクー施設整伯事栗（外捐） 立会関査 23372nf 遺旧・遺物なし 年報12
6 ・4~ 
6・5 
6 • 14 

05 ・ 6 • 7 卿 小碩9B令捏設ガス配行i\ltu09E• 新設工m 立会況充 7nf 遺旧・遺物なし 年報12
6 • 10 

05 ・ 6 • 9~ 0505 （医f)ij) }[;幹・環坦整閲（設旧・曳さ家Il1) 立会潤充 55.96m 遺捐・遭物なし 年報12
6 ・ 10 
6 ・ 12 

05・6 20 0506 （大江）必学部・テニスコートフェンスIR設 立会刃充 2.28ni 遺IR・遺物なし 年報12

05 ・ 6 ・ 21 0507 （本荘II1)吸地填界プロック改9t工9It 立会刃査 10.5ni 遺捐・遺物なし 年報12

05 ・ 7 ・ 8 0508 （！！．＼嬰）情t!lネットワーク館仮設進人路工Iii 立会潤査 •I0.91rl 古代 :I:師符・ ~ii患器 年報12

05 7 ・ 13~ 0509 （灰11il)）＆幹． m填整i日（曳さ家・移勁先） 発掲潤査 ll•17IIi 縄文・如l:9l:Itht. iド・土的器・須思諾 年報12
i ・ 14 古,n.古代

7 19~ 
9 30 

05・7 19 0511 *~1:1~1地北地li<iU水配竹叫E 立会潤査 7.6ni i1i ft 包含層・土師器・須忠器 年報12

o.:; ・ 8 ・ l 0512 教ff学ilWil属幼椛l~I物訊設償 立会潤充 0.96ni 遺情・遺物なし 年報12

05 ・ 8 ・ 2~8 ・ 3 0513エ④ （！犯と1ti)：r．学部他佼令改9糾施設整1が等1Jt亮ー 1 立会潤査 !l.ini i1i ft :I：師器・リi恵器 年骰12

05 • 8 ・ 2~8 ・ 25 0513理② OJ.I梵Iti)_r．学部他佼令改9囚抱設整fl',/等1it亮ー 2 立会閲充 198.75111 古代 :I：師器・須恵器 年tlll2

05 ・ 8 ・ 5 0514 医学部It1地lステニスコート内粕水設{nmIt 立会図査 19.9•II" 遺構・遺物なし 年恨12

05 ・ 8 5~8 ・ 10 0513:r.経） （，’｝.I嬰1,1）工学郎f也佼令改＇囚柏設整伯・守事業ー 1 立会閃充 17.819i 遺Ill・遺物なし 年骰12

05 • 8 • 8~8 ・ 18 0513エ① (!.1．\~ltl):［浮郎他佼令改9囚施設整旧等nt業ー 2 発捉閃充 80.88nf i'i f~ "：li址•土的器・須忠器 年報12

05 • 8 • 18 0515 本荘団地 (Itr地区） nt1J(J_ij,環境整情工事（その2)、追加変立会悶査 235.98rrl 古 代 住,,;.址・：I:師器・須恵器 年恨12
史

05 • 8 • 18~8 • 23 0515エ⑥ （！l¥嬰ItI)1:1祖印他佼令改9民も設整f9字事寮ー 2 立会詞査 1•1.irrl 遺IR．遺物なし 年報12

05 • 8 • 19~8 • 29 0513エ⑬ （！l＼嬰ItI)：I：学郎他校令改9民柏設整伯守り9菜ー 4 立会悶充 259.rrl 遺IR・ 遺物なし 年報12

05・8・2-t 0516 *1EI•i1地 111 地［ス．外灯設伯：r3it 立会悶充 I Mrrl 遺旧・遺物なし 年報12

05 • 8 • 23~8 • 29 0513エ⑫ (!l.＼嬰It1)：Iジ祖郎他佼令改iE施設整[9等！ド莱ー 2 立会関充 li.2n! 遺tR・遺物なし 年骰12

05・8・25 0513エ（り (!9.＼嬰ItI)：I:1沼后他佼令改9民捻設整{9等事究ー 1 立会潤査 14.7nf 遺tR・遺物なし 年報12

05・8・25 お13エ⑧ (!1.＼嬰lti).Iyr：郎他佼令改9民施設整f9等事業ー 2 立会閤査 86.1 rrl 遺構・遺物なし 年報12

05・8・25 0513理③ (!1.＼嬰ltl)：I:t'f.tt他佼令改9H捻設整{9等事深一 l 立会岡査 65.rrl 遺IR・ 遺物なし 年報）2

05・8・25 0513理④ (!l.＼嬰Iti)：I：学部他佼令改9民抱設整fl'i等IIt業ー 1 立会濶充 120.25m 遺旧・遺物なし 年報12

05 • 8 ・ 29~8 • 30 0513エ⑪ (!1,＼嬰Itl)：r．学部他佼令改り出抱設整｛かがIt業ー 2 立会閃充 24.6d 遺tR・ 遺物なし 年報12

05 • 8 • 30~9 • I 0513エ⑩ (!ll嬰ltl):i:．学部他佼令改修祐設整伯等事業ー 2 立会図充 20.4ni 遺IR・遺物なし 年ffll2

05 • 9 ・ 1 ~9 ・ 13 0513理① (!1.wat1) ：r．学郎他佼令改＇囚祐設整旧等 nt棠ー l 発揺閃査 6i.6n｛縄文・古代竪穴fl:It址・縄文土器 ．i：師器・ 年紐12
須患器

05・9・ l. 9・20 0517 （医討））＆仲・環境整I~ （曳さ家・現在地） 立会図先 1337rrl 遺IR・遺物なし 年骰12

05 • 9 • 4~9 ・ 5 0513理⑤ (,1,I．＼嬰Iti)：I：学部他佼令改＇囚比設整債等 IIt突ー l 立会図充 •18.i5n1 遺IR・ 遺物なし 年報12

05 • 9 • 12~9 ・ 2i 0513エ⑨ （！l＼嬰Iti)：I：学郎f也佼令改修抱設整i9等lII業ー 2 立会コ充 •13.9n! 遺IJJ.遺物なし 年紐12

05 • 9 • 13 0518 附属1iij院都iii.,1ス設IR改9t:I3II 立会図査 公Jrd 遺IR・遺物なし 年ffll2

05・9・14 0519 (!,IM比It)!m務部ft)I（取設：r3It 立会頌充 157.76111 遺Ill・ 遺物なし 年骰12

05 ・ 9 ・ 15 0513:）：⑭ (!.Ii嬰Itl)：r.:f：部他佼令改修施設整i8等lrt業ー 5 立会図充 0.79n! 包介層・ピット 年報12

05 • 9 ・ 15 0513エ⑮ (!l.＼梵Itl)：r.1祖：郎他佼令改9民施設整{9等！ド業ー 1 立会潤充 40.5nl 遺ln．遺物なし 年恨12

05・9・15 o.:;20 本荘HI地北地［1．人退院1東llirスロープ取設工事 立会潤充 1 7. 1 8 Ili intll・遺物なし 年恨12

05 • 9 • 15 0521 *:iF.1i1地（北地IK．)か風倒＊91起し 立会関充 2.3邸m 遺IR・ 辺物なし 年報12

05 ・ 9 ・ 16~ 10 • 2 0513エ② (!.I．＼梵Itl)：r．学部他佼令改l囚施設整伯字1rf業ー 2 立会潤充 97.J.12ni i1i ft 土師符・ tII恵器 年報12

05 • 9 • 16 0522 医！れ：部附属刹院竹兜棟ht外給水パルプ取!ヤ工事 立会潤査 2.25nt 遺情・遺物なし 年報12

05・9・27 0523 （朕刹），II央iBIKI吼({1:.1:) 立会潤充 57.6n( 遺旧・辺物なし 年報12

05 • 10 ・ ll~ 0513エ③ （！．し＼閃Itl)：l1れ：郎他佼令改＇料施設整伯等！ It菜ー 2,3 立会岡充 150ni 古代 "：I&Jt ．溝•土師器・須患器 年報12
ll ・ 7 

05-lO・ll 0524 *itHI地（北地I1.）BI:ll（ゲート整fa:［！It 立会関充 261.:1:'Int 遺旧・遭物なし 年報12

05 ・ lO ・ 13~ 0525 (!9.＼梵） t＂1lネットワーク設憫：r．2" 立会岡充 i3.6ni 古代 It穴・：I潅5器・須恵器 年報12
10 14. 
10 ・ li~ 
IO・ 18 

05・10・1-I 0526 J!l!.文潤忙5｛内郎改9引恨使設憫l3lt 立会潤査 2.0"i 遺IA・ 辺物なし 年椛12

11 



3. これまでの調在と本椿収録の姐跡

05• I0• 19~ 
10 • 20 

05 ・ 10 ・ 21 

05・ !0・25 

a・10・26 

ぉ・ 11・4 

a・11・ 7 

“う・ II・7 

05 ・ II・16.
II • 21 

05 ・ 11 ・ 29 
12 • 15 

05 • 11 • 29~ 
12 • 5 

05・ 12 • •I 
05 • 12 • 7 

05・ 12・ 9 

05・ 12 ・ 12 

05 ・ 12・ 12 

05 ・ 12 ・ 13 

05 ・ 12 • 13 
05 • 12 ・ 13 

05 • 12 • 13 

05 • 12 • 14 
05 • 12 • 14 
05 • 12・15
05 • 12・16

05 • 12 • 19~ 
12 • 21. 
12 • 26 

06• 1 •6-
1 • 11. 
2 • 27一
3・2 

05・12・22 

05・ 12・26 

06・ I ・4-
I・ 19 

06 ・I・ 5 

06 • I・10,
I・ 25 

06 ・I・ 17 

06 •I• 20 

06 ·I• 26, 
2•2 
2・10 
2 • 27 

06 • 1 • 23 
06 • 1 • 24 

06 • 1 • 26 
06 • 1 • 27 
06 • l ・ 30 

06 ・ 2 ・ 13 

06 • 2 • 16. 
3・ 13 

06 • 2 ・ 17 

06 ・ 2 • 2•1. 
3・1-
3・8. 
3 • 13. 
3・16-
3 • 17 

06 • 3 • IO 

06 • 3 • 13 
06 ・ 3 ・訊

06・ 3・ :IO 

2006年虞

06・4・11 

06・4・ ll 

06・4・11 

06・4・11-
4 • 12 

06 • 4 • 12 

06 • 4 • 13 

06 • 4 • 18~ 
4 • 19 

06 • 4 • 21 

0527 

0528 

0529 

磁 9

0531 
(15.'12 

砥 1

053,1 

(：！.I嬰北）文法学糀本鮪スロープ整慨I:！lt

..1浮部ものづくり実惰室新信:i:111

（駆消）外来臨床研究1東玄間1肖聞埴整憐血It

凜t内郎温l相痘憤稗幽）補1u:111

IrI情親処理センター屈外陪段取設工事

敦ff牛郎附属拠頷学校給水引き込み漏水補IJ

(:Al北）ポイラー也給水管補作工事

黒嬰Iii地区囲”改修：I：！lt

0513.’I溺 (Ill髭iII）工学邸他校合改99誨設整憐等!J［業ー 2

お13開⑥(/!.¥髪l")工学部他校合改修紺設整雷等!fl業ー 2

0513エ⑰ (!!.I嬰肖）工学郎他校合改修施汲整備等事業ー 2

お13:I遥、(!!，1髪内）．1:1'f.邸他校合改修施設整償等nt棠ー 2

0513]通 (1.I髪111)工学部他佼舎改修結誼整憐等事業ー 2

0513.1憑<:!.¥戻JIil工学部他校令改修施泣整債等事震ー 2.5

(l535 敦fi沼屈新l"郎農場竹藪抜艮

0513:1:21 (!l¥提111)エ牛郎他佼合改9因等給設整備事業ー 1

0513:1:ぶ2()J_¥嬰Ill)エ牛郎饂校令改9E施設整債等事業ー 2

0513]:23 (/11嬰111)エ牛郎他佼令改修施設笙情等事業ー 1

0513:i:24 (Ill嬰Ill)エ牛郎他校舎改修施敗整偉等事業ー 2

051：輝（り (!lI髭N)エ牛郎値校令改9目胞註笙偏等事業ー 2

(J5:沿 灰学部弓辺場紋燐ヰJI

0513理R(/!，1嬰Ill):i:．学郎ftl!校台改修雄設整憫等lJI業ー 1.2

呻 親学郎プレ9 プヽ6ik訴営工郭

0538 (!!I嬰）情t11ネットワーク館設憫工！JI（追加）

0539 紐樟地（中地IA)ゴミ罰場取設

051碑（!!)（UI梵川） J:!'f.郎他佼合改修施設整帽等事業ー 2

051諏⑳ (!lI斐ill)工学部他校含改修誨設笙伯等市業ー 2

缶131'1!⑪ ()'•1嬰Ill) 工学部他校紐修施設整憐等事業ー 2

閲40 本荘団辿 (ill旭区）糧設ガス管改修工事

0513:I：お（9，1嬰w)工学郎他校令改作権設整園等11i栗-7

お13:r.20(/1¥髪Ill)工学部他校令改修施設整慣等11i祭ー 7

固 I (/1,＼嬰Ill)糧学部駐翰場整摺エ11i(追/Jl1．再追加含む）

0513：四（！i＼嬰lit)工学部値校令改修施設整備等事業ー 7

0513:i:23 (/!.¥嬰l＂）工学部値佼舎改修施設整備等事業ー 2

0513]:29(！！はMi)工学部他佼令改修施設整憤答事業ー 1

四 2 （仄刹）扇幹・環埴整備（曳き家・移動経路）

0513:r.30 （：!.¥嬰iII)：I：学部他佼令改作施設整憐守り1業ー 3

ぽ13 "属納院ni•I厄生施設団庭整情

()5.1•1 （仄刹）基幹・環埴整憐（設債・曳さ家後）

岱 15

ぼ16
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敦f牛郎附属幼椎団プランコ用ゴムマット布設

(!!•1佐）情観ネットワーク餓新営工！JII：伴う外情．T．m

(9.1嬰）北地区学生会館西囮バイク訊場設訳］:111

*1E団嬉（中地区）渡1,!lll.f設IU
（医刹）外来化学療法七ンター以外汚水配管工事

ざ人舶修工ilt

救ft学部附属中学佼テニスコート移設

(!I.1嬰北）接嬉：E濯

(：l1嬰北）資料館改修：mμ

（：i＼梵北）資料館改i芦工事（屋外排水）

:r•学郎研究実験l1111償渭UEr＿邪

放送大学峯内Imn拉T＿事

(!,.＼髭 lfl) 工学部他校合改修誨誼整傭等nt亮 •9

W.\'J.!~t) 崩面歩道配管補99エ1ド
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遺構・遺物なし

遺構・遣物なし

遺構・遣物なし

這構・遺物なし

這構・遺物なし

遺構・遣物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

住届址・住穴

住・溝・ビット・土緬匹・須
恵器

土師器

ビット・土師器・須忠器

a含層•土師器・須忠器

遣構． il'l物なし

往穴

il'llll・遺物なし

遺構・遭物なし

這構・遺物なし

遣構． il'l掬なし

遺構・遣物なし

遺構・遺物なし

置構・遣物なし

遺構・遣物なし

土師昏・須患器

遺構・這掬なし

遺111・遺物なし

住居址•土師群・須恵器

遣構・遣物なし

遺構・遺物なし

還構・遣物なし

遺構・遣物なし

土師翡・須恵器

這構・遺物なし

遺構・遺物なし

遣構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・辺物なL

遺111・這物なし

遺構・遺物なし

住居址•土師器・須慰器
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遺111・ 遺掬なし

遺構・遺物なし

這構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遣構・遣物なし

溝状遣構・ピット
土師器・須患蕃

住居址？・構状逗Ill・ピット
土輝器・須恵器

遣構・遺物なし

這構・遣物なし

遣構・遺物なし

遣!fl・ 遺物なし

年観12

年恨12

年tll12

年恨12

年恨13
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＊宵

*” 
年観13

年観13
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年11113
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理学部駐給場ガス洩れ補修

教f学部附属小学校遊Jt新設

（！i＼嬰w)工学部他校舎改修お設整情等事業ー 1

(！!．＼嬰w)工学部他校合改修施設整伯等事業ー 2

(！U嬰ltf)工学部他校舎改修施設整情等事業ー 2

(!!.＼髪Iti)工学部他校舎改9刃桔設整情等事業ー 6

(9.＼嬰）環境安全センター給水配行補作

附属病院中央診根棟新営冠気設Iii工？lt

附属病院中央診楳棟新営恨械設情（衛生）工2It

（！l＼嬰l")工学部他校舎改修施設整伯等事業ー 1

教f学部附属巾学校給水管補修工事

（黒嬰）プール附属家等環境配慮改修（アスペスト処理） ：r. 
事

医学部附属病院駐車場側溝修理

教介学部附屈蓑設学校kt外人工芝張fiその他mlt

(!，¥＼嬰lii)工学部他校舎改修施設整憐等事業ー 3

（！i¥嬰Wi)工学部他校舎改修施設整憫等事業ー 2

教ff学部附属小学校プール系統給水漏水補修工2It

（！！．＼髭ih)工学部他校舎改修抱設整憐等事業ー10

(！.I.＼嬰Wi)工学部他校舎改修桔設整憐等事業ー 10

w.¥梵ltl)工学部他校舎改修抱設整情等事業ー 10

（開嬰Jtl)工学部他校舎改修胞設整憫等事業ー 10

黙嬰iti)工学部他校舎改修抱設整情等事業ー 2

(！！．＼嬰）プール附属家等現境配慇改修（アスペスト処罪） ：r. 
事その2

（医射）環境整情（西側駐車場等）工事

思嬰団地外灯取設その他エlIt

附属紺院設俯管理棟アキュームレータードレン竹油れ修91!

（医刹）絡幹・環境整備（外灯）工事

（医刹）碁伶整備（ポイラー設俯itl!涎新） ：r．llt 
（大江地区）雨水設俯工事

医学部附属病院管理棟北側外灯撤去工事

（本荘）医学部保健学科校舎改修電気設佃工事

！i＼嬰lti地区工学部通用I'1周辺梢栽

渡庇団地防火用水撤去工事

1Jf務局iEI")樹木梢替え

(！ll嬰市）工学部他校合改修抱設整情等ilt棠ー 6

本荘北地区nj側駐車場歩道環境整情：l3l[

（本荘）医学郎保健学科校舎改修恨械設憐．mlt

附属贄護学校ガス漏れ緊．c．立会

理学部4サ・館井降路取設工事

(＊11;)医学部保徒学科校舎改修工事

（字留毛）ゴミ訊き場取設工事

（本荘）医学部保健学科校舎CTJI!接地工事

！i＼嬰団地北地区知命堂ガス漏れ濶査

（本荘111)医学部門衛所取り壊し工事

字留毛91地災害復旧工事

（黒嬰市）理学部温室取り壊し工事

(Jtj地区）西開囲麻改修工事

本荘巾地区テニスコート埋設給水行泊水：l3lt

（医刹）環境整情（救．怨棟改修）横械設情工事

（教）附属幼稚団囲ほ改修工事

（医病）環境整情（山崎記念館外部改修）工事
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構内辿跡と調査の概要

遺構・遺物なし

遺構・退物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

住穴•土師器

柱穴•土師器・須恵器

迫構・遠物なし

遺揖・遺物なし

土師器・須忠器

土師器・須忠器

遣構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・逍物なし

溝•土師器

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

土師器・須忠器・縄文土器

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

逍構・遺物なし

遣構・遺物なし

遣構・遺物なし

土師器

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

土師器・須思器・動物竹

遺構・遺物なし

遺構・迫物なし

遺構・遺物なし

土師器・須恵器・礫

遺構・迅物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

土師器

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

退構・遺物なし

遺構・迫物なし
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年骰13
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年報13

年骰13

年骰13

年報13
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年illl3

年tlll3

年報1:J

年骰13

年Hll3

年骰13

年'Ill3

年骰13

年報13

年報13

年骰13

*＂ltmn 

年報）3

年tl!I:l

年tl!I3

年tlH3

年tit13

年報13

年tIt13

年骰13

年91し13

年骰13

年般13

年恨13

年tlll3

年恨13

年恨13

年骰＼3

年恨13

年報13

年11ll3

年11113

年11l13

年Hl13

年骰13

年報13

年骰13

年骰13

年恨13
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3. これまでの調査と本書収録の遺跡

2D07年虞

<Yl•4•10 0701 （教）附属養護学佼束l"I等改修工事 立会潤査 2m 遺構・遺物なし 年報14

07 • 4 • 12 （本）医学郎図密講義1最妍営工IF 試掘閃査 古代 溝・往穴•土器 年憫14

07・ ~ • 13 0702 敦＂学部附属幼艦閲糾介 9Jヽht取設工事 立会綱査 18.21,rl 遺Ill・遺物なし 年鑽14

Oi .. , • 16 07螂 （黒髪甫）工学郎他佼合改修誨設整霞等事棄ー 6 立会潤査 6lnl 遺構・這物なし 年報I◄
4 • 20 

07 ・ 5 ・ 7- OiOl （黙髪＂）翫営工事に i↑う樹＊け植mlt 立会悶査 446nf 古代 土師器・須患苔 年韻14
5・8 

07 • 6 ・ 7 厩病）東刹樟爾営工事 試紺悶査 年罪14

117 • 6 • 13 0705 （医病）東病棟翫営に伴う支閃配線柱エ耶（電気設憫） 立会潤充 7rd 遺構・遺物なし 年輯14

CY7 • 6 • 19 m （黒髪＂）工学部他校令改修紺設整帽等罪業ー 13 .-if．会調査 469.2rrl 遺構・遺物なし 年籍14

6 • 21 
6・カ

rf1・6・20 0706 本荘肖l11r.区保健牛9利通1111り竪憫 立会調査 17.4m 遺構・遺物なし 年観14

r11・6・20 黒髪北嬉区総合碩究棟覇営：r．事 試損潤査 往穴・土器 年報14

111 • 6 • 25 m四 （黒髪市）工学幅ft1!校台改修雄設整憫等事業ー13 立会綱査 31.4d 遺構・遺物なし 年報．14

ltt • 6• 26 0707 （本）医学郎図會講異樟新営工事 立会綱充 1.59lld 悶害物撤去・一次狐削 年報14
6・ 29 
7 • 10 
7・ 18-
7 • 19 

Cf1・6・28 0708 （黒髪北）大歎センクーllltlllill水行つまり修理 立会関充 1.5d' 遺構・遺物なし 年報14

Cf1·6•29 0709 （本荘北）阪誼渡IugnR設工事 ；1.会綱査 43.5rrl 還Ill・ 遣物なし 年報14

07 • 7 • 3 0703c （黒髪Jtl) エ牛郎餓佼合改,~詣設整債等事業ー 6. 14 立会調査 高nl 還f11．遺物なし 年報14

f11. 7. ~ 0710 （京町）軟＂学部附属 ,JヽヽIヴ液仮阪佼舎取設工事（変更） 立会綱査 40n! 遺構・遺物なし 年報14

111・7・9- m呻 （黙墜肖）工学部他佼令改修施泣整債等事業一 6 立会調査 58.75n! 遺構・遺物なし 年報14

7 • 10 
07 • 7 • 17 mll （医病）基幹・環境整情 (I[I中央診療悼取り壊しに伴う霞気 立会綱査 8.34nf 遺構・這物なし 年報14

設隋）エIIt

111 • 7 • 17 ~-1 （黒髪1tJ) 工学郎ltl!佼合改'9誨設整儲等事業ー 13 立会図査 1.576.6ul 這惰・這物なし 年轍14

07 ・ 7 • 19 ＂呻ー 2黒髪南）工学郎flll佼令改修誨設整編等事業ー13 立会閃査 300.08nf 遺構・這物なし 年報14

(11・7 ・30- 細 （本）医学郎図寄講義棟訴営工事 費掘潤登 1.590nf 縄文・古代竪穴住居址•水田遺構・ビット ＊報告111
9・3 縄文時代石器・縄文土器・土鱈

器・須恵器・訣翡

(11•8· 7 1Yl12 （医病）束研棟g:r．m ．、［会潤査 24nl 一次械削 本籟告v

07 ・ 8 ・ JO !Yll3 薬学部屋外翰水符漏水修理工事 立会調査 Im 遺構・遺物なし 年輯14

07・8・ 22 0714 （黒髪ltl)理牛部 1. 2・サ館掲示仮取設工事 立会潤査 15.7,rl 遺構・遣物なし 年報14

07·8•23 0715 (/I.I髪III)工学郎他校令改修誨設整備等事禽ー19 立会調査 2.09nl 遠構・遺物なし 年報14

(11 • 8・訂～ 0712 （限刹）東病棟翫営：1:111 藷掘調充 邸9.29n1 縄文・古墳・縄文土器・土師器・須恵苔•石 本観宙v
10・ お 古代・近世 器・古代鉄諾．鉗製袴否・属骨・

宋錢

rrt • 9 • 3 0716 本荘N坦区駐JI（場III入I:]整憫 立会潤査 294.8d 遺構・遺物なし 年報14

rJl • 9 • 14 0717 （医病）基幹・環埴整編 (lt1中央診燦棟取り壊しに伴う機械立会謂査 49.4nf 遺捐・遺物なし 年報14
10・ 3 設憤）工事

111 • 9 • 25- 07031) （黒髪l1J)工学郎他佼年2修誨誼整情等事業一 6.16 発掘潤充 ”5.511f 古代 住居士・ピット・土師器・須患器 年輯14
9・ Z1 
10・ 2 

rti・9・Zl rfll8 （大江）薬学部＊館酎震改修；1：事 硲11ll潤充 264.32nf 古代 溝・土師器 年報14
10・ l~ 
10 • 2 

C1l・ 10•4 0719 （京町）軟f牛郎附属小III学校校令等改修工耶 y土心げe 308.68n! 弥生・古代ビット・弥生土器 本報告V
10 • 15- 土師岱

IO• 16 
IO・ 2'l 
10 ・お

08・1・30-
I・ 31 
2 • 13 

07 • 10 • 19 0720 事務扁11111!1等屈外袷＊行傭修工事 立会潤査 2.5n! 遺構・遺物なし 年輯14

07• I0•26- 0719 （京町）軟＂牛郎附属,]ヽ 91ヴ液佼令等改修工事 兌掘鋼充 230.3rrl 弥生・古代竪穴it屈・ピット・溝・弥生土 本報白V
11 • 28 器・土師器・須恵器・打製石鏃

07 • 12 • 3- 0721 （京町附属Ilヽ919)佼合等親械設債改修 立会調充 1.309．おnl 弥生・古代・竪穴住居・ピット・弥生土器・土 本報告V
12 • 4 近晋・近代師岩・須恵駐・近景．近代陶磁舘

12・6-
12 • 7 

08 ・I・ 18 

fY1 • 12 ・ 5 0722 （黒髪）ュ：学郎8サ館内郎19そのIll!工事 . .，.,.会綱査 mnf 遺構・遺物なし 年報14

(Jl • 12 ・ 5 0723 （黒髪）工学郎8・1}館内部改修鼈公設情工事 立会潤充 14.1111 這構・遺物なし 年報14
12 ・ II 

07 ・ 12 ・ 7 0724 （本荘中）尿学郎基既研究1東(Cl輯取り墳し）工事 立会調充 1.000rrl 古代 土抗・ビット・土輝器 年轍14
12 ・ 10 
12 ・ 12 

!1i • 12 ・ 7 0725 （京町）軟f学郎附属小 •III学佼佼台等改修電気註1a工事 立会潤査 !lOrrl il'1構・遺物なし 年報14

o; • 12 • 10 0703③-l （黒髪l")工学郎他佼令改修施設聾債等事業一 6.18 立会調査 M8.75rrl 古代？ ピット 年報14

12• 17-

12 ・ 18 

08・ 1 ・ 16~ 

I・ 17 

07 • 12 ・ 14- 0721 （京町附属,Jヽ 中）校令字慨械設1眉改修 発揖調査 112.65n1 弥生・古代・竪穴住屈・ピット・近代土坑・弥 本報佐

12・'l:l 近世・近代 生土昴・土師器・須患料・近世．

近代陶磁器

14 



Di・ 12 ・ 19 

08 ・ 1 ・ 16~ 
I・ 17 

08 ・I・ 22 

08 ・ I・ 22 

08 ・I・ 23 

08 ・ 1 ・お

08 ・ 1 ・ 29~ 
1 ・ 30 

08 • 2 • I 
2・4 

08 ・ 2 ・ 1-1 

08・2・25 

08・2・27 

08・2・29 

08・3・ ll 
3 • 26 

08 ・ 3 • 17 

08 • 3 • 21 

08 • 3 • 21 

()8．:i ・ 25 

()8．:i ・ 27 

08 ・ 3 ・ 31 

2008年度

08 • 4 • 2 

08 • 5 ・ 7 

08・5・20 

08・5・26 

08 • 6 ・ 5 

08 • 6 ・ 6 
6 ・ 19 
6 ・ 23 
6 ・ 26 
7・4 
7 ・ 10 
7 ・ 18 
7 ・ 28 
8 ・ 25 
12 ・ I 
12 ・ 8 

08・6・20 
6 ・ 25~ 
7 ・ I 
7 ・ 28~ 
7 ・ 30 
12 • •I 
12 • 18~ 
12 • 19 

08 ・ 6 ・ 9-
6 • 10 

08 ・ 6 ・ 18 

08・6・23 
i ・ I 
i ・ 3~ 
7 • -I 
i ・ 15~ 
7 ・ 16 

08・7・10 

08・7・ ll 

08 ・ 7 ・ 1-1 

08 ・ 7 ・ 15 

08 ・ 8 ・ 18 

08 • 8 • 20~ 
8 • 22 

08 ・8 ・ 21 

08 • 8 • 21 

08•8•29 

08 • 9 • I 

08•9•9~ 
9 • 10 

08 • 9 ・ 9 

08・10・6 

08・10・9 
10• 10~ 
11 • 28 

08•10•10 

08 • 10 • 15 

08 • 10 • 28 
08 ・ 10 ・ 29 

08・11・4 

0726 

Oi03⑨ 

仄学郎屈既研究棟．It憫楔悦ili

（1¥梵III)工学郎他校令改9到も設整旧等!JI莱ー公）

Oi?i （烈梵）工学部8サ館酎宍改作閲伎設{Iii_tllt

mお (9.Iだ）工学部8サ館内部改作横伎投［日＿T3ll

0703‘⑤-2 (.9.I.＼梵111)工学部他佼台改作捻杖整｛訓t窯ー 6,18 

Oi03!i:I <:.I.I梵111)工学郎他校令改9日捻孜整伯巾亮ー JO

Oi03'El-3 <J.l:＼梵III)：I：学部他校令改9日佑註笠伯事亮ー 6.18 

Oio3·s>-•1 (：.I.I翌191) -I：学部他校令改,~お設整慌!F業一 6. 18 

0729 

0730 

0731 

0732 

Oi33 

07:!1 

0735 

07:!6 

0737 

07:'l8 

Ui39 

08()1 

08()2 

曲

燭 i

OS05 

OS()6 

()8(Mi 

ひ 7

螂

呻

0810 

0811 

0812 

()813 

08M 

08M 

0815 

0816 

0817 

0818 

0820 

082l 

OS..カ

0819 

0823 

082・1 

0825 

0826 

0827 

(！！I梵ILL)ボイラー等！位1こI叩

(!Al~東）教介学郎附属符~ll支援学校防火Ill水 !fl!位去工事

(！l1位191)191情恨処理センター改修

（オ9:It)特別店）I：受紅1逍JW底 I3It

(IX4,ij) ||,,,,央ii夕／MI東収り墳し．l3li

(！.!I梵北）排水路Inl[1部フェンス設nu:!Jt

I筏：,f：郎保徒?'f:ffポイラーJI!地―Flf(illlタンク撤去：r3It

（大il:.It)鉗:'I:H;i附｝jJII水柑撤去：l:出

W.¥梵Ill)ボイラー矧突撤去：いlt

（木北Ill)医学郎保健学1‘f記念碑l収設ーT3lt

(!J.¥梵北） IIIri{it,むtrl「am:9lt

（灰病） Ill中央診税棟とりこわし］：m（追加）

附即19学校散水復11i工事

亮学郎；；；；J，t団行理台ガス行改9t]:!Jl

(4;1E北）駐給埠取墳し］3lt

(:n翌19f)ポイラー屯IIf閲給水行泊木9印珪

(：n梵） ill地［を糾利控註支閃配脊伸］：m

<nl~) 111地1をtr，1利祐設支閃氾竹ff.ーいli

(＊:lE）医学部Li)1’F講義棟新代閃械設t日．tl!!

（！l.I代北） 1j悦系！だ液処理均註東悶給水行泊木修珂

(！l1央III)福利お迂樹木移偵工事（追加）

字留•&I-l1地給水行補9t工事

C:1.1嬰III).jt111棟!14閉改9知鼈父設19工事

（：ハ翌191)ill示板！“設工!)I

(＊4[III)医学部店税IR内都市ガス配行泊れ9印狸

（保利） J1(刹｛も新営：[!)J

（仄が1)東剤棟新1:I;;r3)［

（木ii:IIj)こぱと保ffhl支阻ぶ礎等撤J;:r:111

(＊11PII)医学部基礎11.JJI.Jili水道配管曲れ修理

中留毛HIJ也油クンク翌親線補修工111

(/11嬰北）ポンプ翌西閲給水管油水修踵

(/Al嬰北）文法学部本飢改修111開支陳物撤去工事

＊荘HI地（北地区）行護師t3令棟設ガス管It踵

*4EIIl地区保健学it東閲囲応整Ila

（渡脱） ikf館酎震改修その他工事

軟打学郎附属特別支援学校泊水閃丘禎作：［事

（本荘lfl）医学部保健学ft衷憶所取設工事

（医病）電力工事n担金

W.l~ltr) 共Ill棟黙嬰 3 樹木伐採・移れ工事

五店問佼120周年記念れ樹

立会潤fi:.

立会四充

立会図fi

立会円ft

立会閃光

立会閃沢

立会閃充

立会因充

立会閃f¢

立会関fi.

立会//ll1i.

立会潤fi.

立会潤fi.

fl．会潤11.

立会図fi.

立会潤：ft

立会潤充

立会関充

立会関fi

立会1.llft
立itl.ll充

立会図充

立会図充

立会1.ll査
立会閃充

発掘糾ft

立会図忙

立会況査

立会閲在／
発氾関任

立会閲忙

立会潤充

立会潤忙

立会四充

立会閃fi:

発揺関忙

. .,［会調北

立会潤充

.、［会糊充

立会紺充

立会濶充

立会閲充

立会閃光

一次掘削／

発掘閃査

立会閃充

立会閃査

立会閃査

立会閃充

立会図充

構内遺跡と調究の概要

lnl 

9-1.5Irl 

l2nl 

21rl 

89出

2.0-lnl 

96.inl 古代

53.02nl 古代

.'l8.8nl 

、1nl

l l.25Iti 

l2nl 

81Iti 

引）．3ni

40IIi 

73.3ni 

碑 Ili

l.811l 

10.lぽini

20m 

2rrl 

l.8rrl 

11.lrrl 

2rrl 

306.916rrl 古代

訟5,2Ili 古代

29.7nl 

O.Jni 

23.5diIi 代

遺Ill・ 遺物なし

遺旧・遺物なし

遺m・ 遺物なし

遺情・遺物なし

這旧・遺物なし

遭情・遺物なし

:!・・話器

土師岱

迅情・辺物なし

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

土師岱

遺情・遺物なし

遺1月・遺物なし

遺1/11・遺物なし

遺情・遺物なし

遺構・遺物なし

遺ill．遺物なし

遺Ill・ 遺物なし

遺旧・遭物なし

遺捐．遭物な L

遺111・ 遺物なし

遺Ill・ 遺物なL

:I：臣器

溝・ピッ I・.土師器・ lli恵器・近

代佑磁器•石硲

追情・逍物なし

il'I捐． il'I物なし

溝・住居址・土師器・石器

2nf 遺Ill・選物なし

36IIf 遠Ill・ 遺物なし

41,Ini 遭Ill・ 迅物なし

2.-12111 遺Ill・ 辺物なし

8nl 弥生 溝兌ll.

212nl 弥生・近世弥生時代溝・近lit溝

Im 

l.77nl 

0.96nl 

2.lnl 

80.2nl 

7.4nl 

30nl 

6!J.I,95nl 

4.8爪

0.8nf 

1205nf 

44.55nf 

0.25nf 

弥生：l：器・石器・近世内磁器

遺構・遺物なし

這構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

這構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・這物なし

縄文・古項・縄文土器・石器．古n時代玉、土
古代 師笞•石器・人什

遺構． il'1物なし

遺lll・il'I物な L

il'llil・ 遺物なし

遺構・遺物なし

年紐1・1

年i!l1,1

年恨I•I

年紺1•I

年紐l•I

年骰1-1

年ffll-1

年骰14

年穀14

年紐M

年骰14

年骰11

年9RI 4 

年紐14

年紐1•1

年骰 1•1

年紐14

年穀M

年枡14

年1!115

年紐15

年紐15

年報15

年報15

年紐15

1nlし15

年恨15

年恨15

年恨15

年恨15

年11li5

年11l15

年l1l15

年骰15

*l1li'iIII 

年lll15

年11115

年報15

年親15

年11115

年輯15

年籠15

年11115

年報15

年報15

年l!ll5

年穀15

年柑15

15 



3. これまでの調査と本曹収録の遺跡

08•11•6 0828 （本荘）こばと保'fr(91改築電気設憐工賽 立会謂査 I0.7nl 年報15

08•11•10 0829 （黒髭北）学務郎ブレ9ヽ プ倉庫改修機械設脩工"1 立会躙査 おnf 遺構・遺物なし 年穀15

08 • II・18 0830 （本荘）こばと保ffltl新常機械設閑工事（窒涎2) 一次掘削／ 気)nf 近代 溝 本報告111
II・ 19- 兌揖潤充／ 古代土師器・須恵器・石巽

II • 21 立会綱充

II・ 25 

08 ・ 11・18 0831 （渡鹿）体↑館酎霞改修機械設備工事 贄lltl躙充 11&3d 遺19・遺物なし 年輯15
II・ 20 
12 • 24 

08 • 12 ・ I 0832 文法牛部講義団北閲給水管llil水調査 立会潤充 l.04nf 遺構・遺物なし 年輯15

08 • 12 • 3 0833 （黒嬰北）軟↑年郎本館道閲i'j水揖補修工llI 立会潤充 l.4nf 遺構・遺物なし 年報15

08 • 12 • 10 曲 （＊荘,,,)共911研究1棗箭営工事（変更） 立会躙査 14.13nf A1曜石 年報15

()8．12 • II 0835 （医刹）東紺1最新営機械設置（衛生）工9ド（変更） 一次趾削／ 細 n! ビット・ fE屈址•土師器・須恵 年輯15
12・ 15~ 贄11il謁充 器・弥生土器・縄文土器・石器・

12 ・ 19 鉄苔

09 ・I・ 13~ 
2 ・ 19 

08・12・22 0836 (/Al嬰北）軟＂牛部本館・文法学郎本館改修隕械設債： r.事一次掘削／ •156.Mrrt 古 代 溝・住屈址・ピット・土師器・須 年輯15
12 • 24- （変更その I.その2) 兌掘調査 患笞・石苔

12 • 25 
09・ l ・5-

2 • 27 
3・ JO 

08・12・24 0837 五高間佼120周年記念禎樹（追加） 立会調．在 0.3出 遺構・遺物なし 年報15

偲・ 12・茄 0838 011嬰北）教ガ学都本館改修W囮酎誕補植工賽 立会調査 釦 遺Ill・遼物なし 年tlll5

09 ・I・ 20 0839 (UI髭HI）佃蓄倉Ht取設工事 立会調査 43.5d 遺Ill・遺物なし 年報15

09 •I• 22 0840 (：11嬰ltl)ltl地区ポイラー室改修工事 立会岡査 5n! 遺構・遺物なし 年報15

09 ・ 2 ・ 2 0841 (｝A1嬰Ill)ものづくり実胃室n新営に伴う支惇樹＊伐採・ 19 立会躙査 8n! 遺構・遺物なし 年報15

ffl:r." 
09 • 2 • 4 偲12 （本荘）医牛郎図許講義悼増晏機械設領工事 立会潤査 7.2nl 遺構・遺物なし 年報15

09 • 2 • 5 匈 3 (llI嬰北）ポイラー姪突撤去工m 立会躙査 5nl 遺構・遺物なし 年報15

09 • 2 • 12 aM4 （月・1嬰北）軟t牛船＊飢・文法学部本館改9い電久設償工事 ．t会調査 9.6m 遺Ill・遺物なし 年籟15
（窒更）

09 • 2 • 12 0845 (!i1嬰Ill)/1,1祉篇設翫築←T.,JI 立会潤査 1.6d 遺構・遺物なし 年観15

09 • 2 • 13 0846 （城ll(町）附属幼1阻帖ltl"I改修工事 立会潤査 Im 遣構・遺物なし 年観IS

09-2-13 0847-1 (!Al嬰北）軟打学部本館改修（蛮更） 立会調充 130.Brrl 這構・遭物なし 年観15
2 • 19 ~2 

09・2・23- 幽 8-1 (／』嬰北）文法学部本館改修（窒更、蜜夏その2) 立会調査 138.17rrl 遺構・遺物なし 年韻15
24 ~5 

2 ・町

3・4-
3・5 
3 • 13 

09 • 2 • 16 0849 闊髪1-11嬉（北趾区）外tr増設その饒工llt ．w．会調充 3ni 遺Ill・ 遺物なし 年報15

09 ・ 2・ 16 0850 （渡靡）体f館酎震改修閏倹趾債工事（追加） 羹掘潤企 13.32ni 遺111・遺物なし 年報15
（立会潤査）

09 ・ 2 ・ 17 0851 （保納） ＊閉工改1玉：r．9II 立会潤充 8nf 遺111・遺物なし 年報15

09 ・ 2 ・ 18 寧 （黒髪Ill)排木ポンブ電謀工事 立会潤充 Inf 遺構・遺物なし 年籟15

09 • 2 • 18 0853 (:I.1嬰ltl)ものづくり実胃翌D新営電気設備工2ド 立会潤充 0.5nf 遺Ill・遺物なし 年輯15

09・2・23 0847-3 (!.11嬰北）敦n牛部＊館改修（変更その2) 立会潤充 2“.6d 遺構・遺物なし 年報15

09・2・24 0854 （黒嬰北）北地IKポイラー窪改修工事 ．w．会瀾充 12m 土師器・絹恵器 年報15

09・2・26- 曲 （U¥嬰北）北地I和I!イラー窪改修工耶 費LID調査 106nf 古代 ビット・竪穴住屈址・道状遣構• 本報告In
3 • 12 土懐繕•土師器・須息罷•石製紡

錘lit

09・2・26 0855 （／i¥嬰191)111情fl1処理センター改修電気設情エ1It 立会調査 20.85n! 遺構・遺物なし 年報15

oo • 2 •町 0856 （／i＼嬰It/)ものづくり実¥lll≪D新営工事 ．v．会腐企 60.99rrl 遺構・遺物なし 年輯15

09 ・3 • 3 0857 (/Al嬰III)Imnt11処JII!センクースロープ取註工事 立会閃充 33.114nf 遺構・遺物なし 年報15
（内1.L咄）

09 ・ 3 ・ -I~ 0858 （黒嬰北）軟＂学郎本飢改 If東鯖植栽工事 v̀.it潤充 117d 遺構・遺物なし 年報15
3・6 
3• II 

09 • 3 • 6 0859 (/f¥嬰If!)共Ill棟黒嬰3酎震改修機械設憐エ平 立会調充 3.6m illll・遺物なし 年籟15
(Q.32nf) 

09 ・ 3 ・ 6 0860 (11嬰Ill)ものづくり実胃5{D新機械設Ila工事 立会潟充 115..<;4nf 遺構・遺物なし 年根15
3 ・ 13 (1794d) 

09・3・9- 0861 (:11嬰北）文法t沼届本飢改修東側机栽工事 :if.．会調充 露 nf 遺構・遺物なし 年骰15
3 ・ II 
3 ・ 17 

09 ・ 3 ・ 9 0862 （黒嬰111)共i11撮息嬰3酎霰改修電父設憐工事 立会調ft 21nf 遺構・遠物なし 年報15

09 • 3 • 10- 0863 （黒嬰111)ボイラー;i{lll!改作機械設慣工事 立会調査 98.Snf 遺IIJ・這物なし 年親15
3 ・ II (4.86nf) 

09 • 3 • 16 曲 ぽ＼嬰北）環填整償（徘水等）工事 立会調充 119.99nf 住計址・ビット・土閲笞 年tll15
3 • 23 

叩 •3 • 17 寧 （／i＼嬰川） It/地I?.ポイラー窪闘辺外構工事 立ig"E393.78nf 遺講・遺物なし 年殷15
(1.12d) 

09・3・23 0866 <:I.I嬰北）牛生会館北側徘木等工事 ．r．会潤査 18d 遺構・這物なし 年観15

09 • 3 •'l:/ 函 7 （黒嬰北）北地区ポイラー贅周辺外構工事 立会潤充 37.24n! 遺構・遺物なし 年籟15
(16.1d) 

09 • 3 • 31 0868 （医刹）カープミラー取設：E事 j.［会潤充 2m 遺情・這物なし 年報15

16 



I 構内遣跡と調査の概要

2“l1l 

09 • 4 • 15 0901 (II.I髪Ill)西l"I改修植殺移植工ni 立会閃査 18nl 遺惰・遺物なし 年報16
4 • 17 

09・4 ・20 0902 m1嬰川）阿l"1改修工事 立会潤査 422nl 内扉・場新孜1:際し黒褐色の住屈 年報16
•9. 22 址らしさ遺Ill検Ill
4 • 24 それ以外遺構・遭物なし

•1• 町

4 • 30 
5 • I 
5 • 25 
5 ・'Zi 
5 • 28 

09・4 ・23 0903 （紐IIl)191地区構内カープミラー取設工lJ! 立会潤査 1.19m 遺構． ill物なし 年報16

09 • 5 • 8 函 1 （中留毛）学生寄Iii合駐翰場新営工m 立会図充 16nl 遺樽・遺物なし 年籠16

09 • 5 • 8 0905 (!11嬰111)屋外111水管改1i工事 立会潤充 認 nf 遺構・這物なし 年籠16

09 • 5 ・'ZT 0906 （大江）薬牛郎f薬フロンティアセンクー齋営そのf111工事 立会潤査 0.8m 遭構・遣物なし 年報16

09・5・28 0907 （区病）基幹整霞（電話交換註阻更厨）工事 その 1（窒班） 立会躙査 1l.48nl 遭f11・遺物なし 年報16

09 • 6 • 5 0908 （灰柑）基幹整霞（電話交換設償更新）工事 その2 立会霜査 1.6“ 遭構・遺物なし 年籟16

09 • 6 • •I 0909 (•KiT.) 藁学部樹＊fl.採． f9慎工事 立会悶充 10.迅m 遺構・遺物なし 年報16

09•6• II 0910 (l!\~:ti:）ガス配*'•踵 立会潤充 3nl 遺構・遣物なし 年報16

09 • 7 • 3 O!lll （大江）渕学郎＂藁フロンティアセンター薪営その他電気設立会霜充 3.2•1nf 遺構・遺物なし 年籠16
i • 22 讚工事

09-7-6 0912 熊＊•K：やll\嬰団地（東地区）インフラ整憐 立会綱査 12nl 遺構・遺物なし 年輯16

09 • 7 • 8 0913 （！l＼嬰北）非常勁講細盲泊綸設凩クト拾水行漏水修理 立会霜充 0.6nl 遺IIJ・遺物なし 年般16

09 • 7 • 8 0913 （黒嬰北）特翡支援牛佼H外給＊仔漏水修理 立会潤査 0.8nl 還111・遣物なし 年観16

09 • 7 • 13 091•1 （I!・¥嬰北）文法牛郎本館団震プレース基礎まわり．T．m 立会潤査 3.5nf 遺Ill・還物なし 年tlll6

09・7・28 0915 （中留毛）留牛生tn合新営電気泣償工99（追加その5) 立会潤充 2nf 遼f11・遺物なし 年fll.16

09 ・8 • 7 0916 （紐,,,)動物資渾開髭研究厖設撮ltf図柑外配行漏水修理 立会霜査 3m 遺構・遺物なし 年観16

09 ・8 • 10 0917 （＊荘,,,)構内通路Hi観取泣工事 立会潤査 0.44n! 還IR・遭物なし 年籠16

09 • 9 • 4 0918 (9,1髪北）敦↑牛郎木飽・文法i'f.郎本館n闊改修費械誼摺工立会調査 50.37m 遺Ill・遭物なし 年報16
事

09 • 9 • 4 0919 (：l1髪北）文法学郎＊飢n購改1尉外捐エ市（愛更） 立会調査 46,.8m 遺構・遺物なし 年報．16

09・ 9・ 4 09'/!J （黒嬰北）文法学部＊/!RD購改修l1(1111外構工事 立会調充 3.56nf 遺構・遺物なし 年報16
10・ 2 • 2,t 
09•9•29 11921 (/Al髪北）軟↑牛郎本餓・文法ら祖后本館nJ¥11改修電il設惰J: 立会調査 8.26nl 遺構・遺物なし 年ffll6

事

09 • 10• 6 0922 （黒髪Ill):r.牛郎研究実験棟郎慣望A種接鬼工I" 立会躙査 3.6nl 這構・遺物なし 年様16

09 • 10 • 13 0923 （朕刹）東刹棟新営機械阪国（衛生）工事（褒夏） 立会潤充／エ区<i:Onf 古代 ビット・住居 年籟16
10 •巧～ 巽揖潤充 ⑨15.9111 土師器杯・須恵器這

10・ 30 (0925含）
II • 12 年郎
II• 13 50nl 

⑪ 認nf

09 • 10 • 19 09'“ （灰刹）東刹棟新営費械汲偉（衛生）工事追加その2 立会調充／ 工区古代 ピット 年ffll6
10・ 23 発揖潤査 ③39nl 
IO・'l:1-30 eanl 

C法追nl
⑨15.9nf 
(0923・ 
0925含）

09 ・IO・'l:I- 0925 （限刹）菓刹9棗精営費械設隣（衛生）工事追加その I 立会謂充／ 工区 古 ft ピット・住居址・構 年般16
IO・ 30 覧趾調査 Rl紐d 土箇夷・高坪

II • 12 (0923含） 土師苔・須恵器

II・ 13 ⑥?2nl 
11 • 19 ⑧7.2nl 
II • 24- Rお．7ni
II・祁

12・ I-
12 • 3 

09 • 10 • 13 0926 （阪刹）絡幹整幅（自家鵞電設慣更新）エm 立会図査 ““ :1：師苔 年骰16
10 • 28 

09• 10•20 0927 （黒駐M)ゴミ集fl!場取設工事 立会苫充 9.19111 土師苔 年骸16

09・ I0 • 21 0928 (:!I嬰北）軟＂学部本館・文法学部本饒 II期改II機械設憫工立会潤査 13d 遺構・遺物なし 年報16
111 

09 • 10・四 09'泊 （医1月）第61月9i11スロープ取設工事 立会潤充 2rrl 遺構・遺物なし 年報16

09・11・4 uno （祖EJt)駐礎研究9虹t囮プレ9ヽプ9Iヽ 凩改修工事 立会閃充 D.9rrl 滋帯 年様16

09 ・ 11 ・ 10 0931 （灰刹）東刹9虹t閲揖水＂等取設工事 立会調査 14m A•C 遣構・遺物なし 年報16
II ・ 18 B住居址・縄文後期土器・古代土

師罪・須恵器

09 • 11 • 10 0932 (!I，1嬰1"）lHOO會1illエ('f.郎分寮改修：1:111 立会閾充／地III菜試 古 代 溝 本骰告"'
11 • 30ー 発掘調査 掘・ピッ 古代士師器・須恵器

12 • 3 ト試掘

12 • 14 0.98nl 
外構工事

230.7nl 

09 • 12 • 9 O!}J.1 （直町）闊属小学佼プール他改修慨械設1賃工IIt 立会潤査 1.8rd 這構・遺物なし 年籠16

O!) ・ 12•9 如 (！l1髪Ill)IEIOO!lF館工学部分望他改修電気設鑽J:!JI 立会躙充 14.“nl 遣構・遺物なし 年楓16

IO• I• 7 0!)3.:; <:ti髪北） fに＂館改修電it設儲J•AIt 立会詞充／ 4お21111 古代・近代ピット 本親告tll
I• 12 捻掘潤充 土師料・須恵器・磁器

I・ 19 
l • 28 
2・2 

10 •I• 12 呻 （以刹） Inこばと保＂園耽 lld贔整偏 立会潤査 12111 踵甕 年観16

17 



3. これまでの調在と本瞥収録の逍跡

10 • l ・ 13 0937 (！i1戻Ill)Ill図舟館：l：学部分室他改修懐械設情工llt 立会潤査 56n{ 遺構・遺物なし 年骰16
2 ・ 23 

IO・ I・ M OO38 (!!，1嬰111)エコロジーシステム実験衣接地工1Jt 立会潤査／ IOrrl 縄文 溝． a含層 本恨佐Ill
2・ 17- 発掘調査 縄文土器・弥！1;：l:沿
2・ 19 

10・ I・ 15 ぼ(l9 (:Al戻北）教f学部本館II期改修匹憫外捐工'It 立会調査 12nf 遺携・遺物なし 年観16

ID・ I・ 26 ()9.10 (！lI戻Ill)11；物！t．uln填行で解折寮訴営］：事 立会濶査 Inf 遺1l1・遺物なし 年ffl16

10 •I• 29 ()9.II C:,.¥梵北） （いff負lk｛外階段改IJ"J:!11 立会図充 Inf i!llll・ 遺物なし 年11116

10 ・I・ 29 09-12 (！II梵北） （打『負lk！外配水行改修 立会濶査 Inf 遺情・遺物な L 年親16

10 ・ 2 ・ 2 ゆ13 (!,I，1戻III)IIIL4tt自n：学郎分寮クHIll工事 立会調査 7,rl ¥’字烈遺捐（溝？） 年骰16

10 ・ 2 ・ 8 ゆI•I (：JI梃北）教ff学部本負ill!UI改修東側外構工m 立会関査 lrrl 遺Ill・ 遺物なし 年恨16

10 ・ 2 ・ 8 IJ9.15 （U¥嬰北）教ff学部本館・文法学部本館改1引慨械設情：I?ド立会調査 3,rl 遺構・迫物な L 年穀16
(II期）

10 ・ 2 ・ 8 伍 16 （！l＼嬰北）教fit郎本館・文法牛部本館改修慣械設情工祁立会調査 72,rl il'llll・ 遺物なし 年親16
(II期）辺加

10 ・ 2 ・ 12 09-17 （大i.r.)粥学部講義1棗liiJ外tr:I3I! 立会潟丑 2rrl 遺旧・遺物なし 年骰16

10 ・ 2 ・ 15 ゆ18 (!Al戻北）教ffr内部東教5｛既設駐輪場撤去•新設他工事 立会関査 45rrl 這1l1・遺物なし 年親16

10 ・ 2 ・ 15 ⑫ 19 ()Al嬰北）教ffr内部l1［教5｛外9B..r.IIt 立会調査 0.5rrf 遺1#1・遺物なし 年"16
I0• 2• 15 0950 W.\~北）教ff学部東教1項i震改修殿械設伯工事 立会潤査 4Id 迅構・遺物な L 年輯16

10 • 2 • 15 0951 W.¥嬰北）教ff学部リ！教3i酎哀改修砥気設債工ilt 立会紺査 0.5m 遺Ill・ 遺物なし 年親16

10・2・22 0952 (：）.waII)生物生．0．環境行符解折5｛新営機械設備工事 立会調査 1.5rrl 遺構・遺物なし 年雑16

10 ・ 2 ・ 22 伍応3 W.¥戻111)生物！i;.C!.J.¥'I埴行愕解折衣新背電気設情工IIt 立会調査 Im 遺構・遺物なし 年報16

10 ・ 3 ・ I 0954 (!.11駐Ill)環境整99(it輪場等） ：I：llt 立会潤査 2nl 遺構・遺物なし 年fl!l6

10 ・ 3 ・ I ぼる 憔＼嬰191)環Jf!整i費届[9糾場外灯設情：r．llt 立会調査 2nl 遺構・遺物なし 年11116

10 • 3 ・ 2 0956 (*ijlりl1)ボイラー寮変電設1日改修その他：r庫 立会潤査 2rrl 遺構・遺物なし 年観16

10 • 3 ・ 3 0957 （大i.［北）演学部ki外通路屈II↓取設：r．llt 立会調査 3nl 遣In・遺物なし 年様16

10・ 3・ 4 0958 (IA¥嬰東）教ffど内部附属特別支援学校,Jヽ牛部遊Jは引t:rJlt 立会調査 2“ 遺構・遺物なし 年根16

10・ 3・ 4 碑 (！A1位北）教ff学部本lillll棟配水行・述結送水管工事 立会調査 2,rl 遺情・遺物なし 年報16

10 ・ 3 ・ 5 碑） （＊i[北）灰学郎駐伯場lRi!t:l3li 立会謂査 1711'1 遺ffl覆土検It1、計[il変史により保 年根16
tt．遺物なし

10 ・ 3 ・ 8 0961 (：l1嬰Ill)!Iii甜KM(2』11(設：いJI 立会潤査 0.83d 遺構・遺物なし 年報16

10 ・ 3 ・ 8 0962 (!l1嬰111)大学院自然ff学研究科実験棟地圏探光工学実験室立会潤査 0.7rrl 遺構・遺物なし 年骰16
改修電気設憫：[!II

10 • 3 • 10 096.1 は（町）附属IlI学校佼令Ill開Hi＊竹改作：13lt 立会潤査 0.63rrl 弥生 ピット・浅い窪み 年11116
弥生時代甕h1口縁部

10•3• ll 臨 I (!l¥嬰北） lkf館改修電気設1s:r．事（寵11撤去） 立会調充 12nf 遺捐・遺物なし 年限16

10 • 3 • 11 0965 (:1¥嬰北）文法牛部本館駐給場1位去；mlt 立会調査 0.48rrl 遺構・遺物なし 年flll6

10 ・ 3 ・ 12 0966 (：lI嬰北） l¥ll違センクー1Wk｛外il'I火栓取料I:m 立会調充 0.8rrl 遺捐・遺物なし 年報16

10 ・3 ・ 15 0967 （！l＼梵Ill)事務M来客）II駐II!場取設：[!JI 立会図充 2.34rrl 遺情・遺物なし 年報16

10 ・3 • 16 0968 (！l1嬰北）共JIii射!，1嬰6掲水設11i11位去他袷水設阻改修．13Ji 立会調査 3.76nl 遺1f1・遺物なし 年報16

10 • 3 • 19 0969 (:I.I嬰東）ソフトテニスコート給水：I3lt 立会調査 024rr! 遺構・遺物なし 年報16

10•3•23 0970 (;（町）附属中学校教f学部[,；J窓会弔魂碑案内揉往投恨工事 立会潤査 0.12,rl 遺捐・遺物なし 年報16

10 ・3 • 23 暉 1 (!.1，1嬰北）文法牛船I；紙ttJ.11設償：r.111 立会閾充 1.8nf 遣Ill・遺物なし 年報16

10・3・26 0972 (;t.:4Elll)保健グ;,i1)；棟給水配行エlJI 立会潤査 8.7rrl 遺Ill・ 遺物なし 年骰16

10・3・26 09i3 （大i.ut)渫学部葛滋館h！外袷水配行：I：llt 立会閾査 0.34rrl 遺構・遺物なし 年骰16

2010年度

10 • 4 • 6 1001 （＊荘It1)ガスメータ付近ガス埋設竹泊洩潤丑 立会調査 3.9nl 這構・遺物なし 年報17

10-6-25 1002 (!.1，1嬰北）文法学部本飢耐震プレース設阻他mlt 立会調査 22nl 遺構・遺わなし 年観17
9 • I 0.18rrf 

10・6・30 1003 (:ti提Ill)生物生．(J.i.t培f響り1析室れ板設訊工事 立会調査 0.18nl 遺情・遺物なし 年恨17

!O • 8 • 1 IOOI 憔1嬰北）＇． j憎i寮シャワー座改IJ工事 立会瀾査 11.04rrl 這情・遺物なし 年骰17

10 ・8 ・9 1005 （．）；（日［）附属小rt-12紛排水設阻：［111 立会潤査 17,rf 遺情・遺杓なし 年輯17

10 ・8 ・ 10 1006 (！,I，1髭北）文il浮郎本館ml泳改修外lll:I:111 立会閾査／ 1211.68d IIi ft ピット・住店址・ lll!tl'.:I: 年観17
9・3 発掘閾査 :I:師器・須思器

9 • 6-10 
ll • 3 * 4 

IO• 8 • IO 1007 (II.¥嬰It)教ff学部本館・文法学郎本館旧期改修慨械設備工立会潤充 182,rl 遺構・遺物なし 年戟17
9・3 IIt 

10 • 8 • II 1008 (！,!I嬰北）店u：配屯線守改修I3lt 立会濶査 13,rl 遺構・遺物なし 年戟17

10 • 9 • 1 

9・3 1009 (/!,！緊北）教f学部本館・文法学郎本館田11/l改修電気設情エ立会綱査／ 1.6rrl ti ft ピット・遺物なし 年報17
事 発掘潤査

10 • 9 ・ 15 l010 （城東）附属幼阻団運動場ガス漏れ修捏 立会潤査 2rrl 遺構・遺物なし 年報17

10 ・ 9 ・ 24 1011 (!.1，1髭III)JIt学部 I• 2サ飢III庭捐枚 立会濶査 2.3rrl 遺構・遺物なし 年報17

10 ・ 10 ・ 4 1012 (！!，＼忙北）教11牛部本館・文法学郎本館m期改修恨械設情エ立会調査 67.7rrf 遺構なし 年恨17
10 • 5 m （辺／JO) 土師器片

10 ・ 7 

JO・ JO・ 4 1013 (!,!1嬰北）教frt-郎本館周辺移M等：mlt 立会謂査 82,rl 遺構・遺物なし 年骰17
10 ・ 5 
10 ・ 7 

10 ・II・ 10 10).l (!I.I戻北）軟f学部本館酎震隈設l1l等：I3Jヽ 立会調査 9l.63rrl 遺捐・遺物なし 年tlll7
11 ・ 11 
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I 構内遺跡と調査の概要

10 • 10 • 26 1015 （！•I•\嬰北）軟f学部本館 mJVI改修外構エりt 立会潤充 2101.0ln( 遺旧・遺物なし 年報17
11 ・ 2 ・ l 

2 ・ 10 
2 • 15 
2 ・ 22 
2 • 25 

11 ・ 3 • 2 
3・3 

10・ 10・ 7 1016 （：！．I忙北）教介学部浄化lfi等撹去工事 立会関査 98.46d 遺構・遺物なし 年報17

10 ・ 12 • 6 1017 （本荘191)テニスコート整{9エ11i 立会関査 o.25nt 遺構・遺物なし 年報17

10 ・ 12 ・ 20 1018 WI梵．It) ．． li.高記念館樹木移H..Ellt 立会糾査 4Ili 遺構なし 年報17
須恵器・土師器Jl・

10 ・ 12 • 20 1019 (！！nut) 1i.高記念館便所新営工lit 立会閃充 5nf 遺構・遺物なし 年報17

10 12 ・ 27 1020 (:{,:~E1t1) テニスコート整伯工事（追加） 立会図査 0.5nf 遺構・遺物なし 年報17

11・1・17 1021 （！l¥嬰北）五高記念館使所新営電気設19J:llt 立会図査 2rd 遺構・遺物なし 年報17

11 1 ・ li 1022 （！I＼嬰北） li.高記念館便所新営1茂1点設情エlp 立会関査 20.2n1 這構・遺物なし 年報17

ll • l ・ 17 1023 (!・'.I梵1t1)PII悶改9E:r3Jt 立会潤査 6.95n1 遺情・遺物なし 年報l7

11 • 2 • 4 1024 (＊1E北）カープミラー取設：いIt 立会関査 0.25川 遺構・遺物なし 年報17

11・2・24 1025 （本IE1l1)医11:1111}駐礎研究棟と 1)こわし支悶配行料[lIt 立会関査 l75.5d 遺構・遺物なし 年報l7
2 ・ 25 

II・ 3 • 2 1026 <J.1.1嬰；It)教n学郎本館北餌1排水設憐修理：I3Ii 立会謂充 I0.3nt 遺構・遺物なし 年報17

II・ 3 • 9 1027 (.'Al梵北）北地区l"渭ii9t太陽光発電設偏設阻：1:1Ji 立会謂査 9.6n1 辺構・遺物なし 年報17

11 • 3 • 10 1028 (！9.I嬰北）教ff1祖昴本館正面入口11;liり火管修理 立会謂査 2.7nf 遺構・遺物なし 年報17

11 ・ 3 • 16 1029 （＊荘北）学生郎寮とりこわしエlIt 立会閃査 3rd 遺構・遺物なし 年報17
11・3・22 O.i5nf 

II・ 3 • 17 1030 （！l＼忙19l)環境整IG（駐佑湯等）エllt 立会閃査 lni 遺捐・遺物なし 年報17

11・3・23 1031 （！！し梵北）軟1'{1'f:郎本館西鰐・文法学郎本館北問排水設情改 立会閃査 205.irrl 遺捐・遺物なし 年報17
作］：m

2011年度

II • 4 ・ 18 1101 (:.I.\ ~ltfl l印れ給水サl込脊改修工事 立会詞査 12rrl 遺捐・遺物なし 年報18
-I・ 19 

11・5・30 1102 （＊荘,11)灰学部｝屈足研究棟 A棟とりこわし支閲配行杵工事 立会図充 62n! 遺捐・遺物なし 年報18
(8.2,rl) 

11 • 6 • 17 ll03 (！！．＼嬰ltl)阻木抜恨既．も工事 立会閑査 6.6d 遺情・遺物なし 年報18

11 ・-I・ 6 llQ.1 （＊荘北）臨1料；医学教f研究センクー（仮称）整債m業 立会関査／ 試掲古代・近代住／凸址 •.g墟・ピット 年報18
6 • 21~ 発掘関査 31.2rrl 土師器・須恵器・人什・銭貨・泥 ＊行

9 ・ 22 発掘 面子・亮il'i
SO3.9Id 

II・ 6 • 22 1105 (/,I•＼忙Itl) 捏蔵文化Ilu日充室排水音取設：1:11i 立会閃査 3.5ni 遺旧・遺物なし 年報18

11 • 6 • 24 ll06 （＊荘91I)朕学部｝屈悦研究棟 (A棟）とりこわしエlド 立会閃査／ 1556;().ini ti!n・古代・溝・ピット 年報18
10 • 17~ 発姐閃充 近lit :I:師器9ヤ・須恵器 ＊杏

10 • 19 
11 • I 
11 ・ 4 
II・ 10 
11 • 21 
11 • 24~ 
11 • 25 
II・ 28 
12 ・ 9 
12 ・ 12~ 
12 ・ 14 

11 • 7 • 5 llOi （医柑）中庭捉削：r．事 立会閃査 8.9rrl 遺構・遺物なし 年報18

11・7・11 1108 （！，I，＼嬰北）ぼ＃•行履JIl紺設改修：［平 立会；；；；査 71.3rrl 遺構・遺物なし 年報18
(3d) 

11・7・11 1109 (！l.＼梵北）閃抒行雇l11捻設改作恨械設情エりt 立会閃充 50.inl 遺構・遺物なし 年報18

8 • 1 
8・5 

11 7・26 1110 m＼梵It)Ji.tli記念館lli樹木シロアリ被甚支tt緊急取杵え工立会綱査 3.53nt 遺構・遺物なし 年報18
lJl 

11 ・ 8 ・ 18 1111 （！l＼嬰19i他） 1：1然料学研究1:H研究棟・理学部研究棟前通路陥 立会閃査 0.46Id 遺構・遺物なし 年報18
没等袖修J:l}f 15.2d 

11 ・ 9 ・ 21 lll2 （灰利）店幹・環境整情（第6病棟等支阻配棟・配管杵え） 立会閃査／ 500nf 古項・古代・竪穴住居址• in状遺捐・ピット 年報18

9 ・ 22 閲械設fa-T.m 発掘図査 近tit 土邸器・須患器 本苔

9 ・ 26~ 
9 ・ 29 
10 • 4 
10 • 11 
10 • 26~ 
10 ・ 28 
10 31 

ll ・ 9 ・ 21 1113 （医刹））辞幹・環境整伯（第6刹棟等支樟配線・配行杵え） 立会関査／ 2&1.83,rl l l l 2潤光地点と1Iil様 年報18

:r.llt 発掘調査 本杏

11・10・11~ 1 1 1 •1 （医刹））屈幹・環境整憐（第6刹棟等支悶配線・配管杵え） 立会囮査／ 1&1.8lnl 古代・近iItiE9J}址？ •清・ピット 年報l8

10 • 13 恨械設in:r♦lltその 2 発据詞査 遺物なし 本苔

10 • 17 
10 • 18 
11 • l 
11 • 11 

11・9・20 1115 (!',＼嬰北）ラグピー場慎給水脊補修工事 立会閃査 2.3rrl 遺捐・遺物なし 年報18

11 • 10 • 24~ lll6 （！l¥梵Ii:)文法学部講義棟便所増尽等改9E:r.m 立会関充／ 20d i!jit 竪穴住居址？・ピット 年報18

10.町 発捉閃査 古代土師器・須患器 本書
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3.これまでの調査と本害収録の遺跡

II・ 10 • 24- 1117 （＊荘中）医学部絡磁研究悼とりこわしにif.う中庭整阻 立会閃．忙 -191.7nl 遺構なし 年11118

10 • 25 土師器）¥・

12 ・ 12 
12 ・I・'111 

11•11·15 1118 （大江）電11支線撤去及び文住訴設 ．v．会コ化 0.42111 這構・遺物なし 年11118

11・11・22 1119 （医病）店幹・環埴整偏 (lfl中央お様偵等とりこわしに伴う ．v.iぉn忙 40id 遺構・這物なし

12・ 14 支算111木移槙等） ］：平

12 • I・17- 年輯18
I• 18 

II• II ・24- 1120 （区硝）絡幹・環填整債（第6利棟北憫平k（郎とりこわし） ：r. j"f.会潤忙 禽 nf 這構・遺物なし 年骰18

11 • 25 事

II• 11 • 28- 1121 (！!I嬰肖）碁幹・環埴聾債 (Iii外排水設燐等） ＿T．事 立会図忙／ i7•1&6nl 縄文・弥生II1期・古代・中世期・ 年慣18

12 • 6 • 4 兌氾コ忙 近現代開 ＊序

住居址？ •土坑・溝・溝状這構・
ピット・土坑状il'l捐・畑址（畝）
甕惰・縄文:t199r.．t師器片・須

恵器片 •9り礫・！i\耀石チップ・黒
曜石9ヤ・礫塊1i悶（敲:r.i?l

II• 12 • 5 1122 （底利）基幹・環境整債 (dll浪l[N情J1I!収とりこわし）エllI .w．会閃fi 165.5,rl 遺講・遣物なし 年骰18

II• 12 • 5 1123 （医刹）基幹・環境整1日 (II•庭支閃樹木1位J;) ]：事 .il．会閲外 21.6Id 遺講・遺物なし 年骰18

12• 2・ 3 

11 • 12・ 9 112•I (91髪北）北地区紅堂h！外給水配惰．．I：事 屯会潤仕 1ふIm 遺Ill．遺物なし 年11118

11 ・ 12 • 19 1125 （大江北）北門閲辺環境霰偏 “"t・外灯）工事 立公潤仕／ 匹 n1 古代 講 年11118

12 • l!O 兌氾閃企 土闘器9ャ・敲{i• 瓦9i• ＊行

II・ 12 • 19 11% （大江北）北門周辺環境笠憤（道路等） ：I：m . .1土心ut 4.7inf 遺構・還物なし 年11!l8

12 ・I・ 12 II町 （医病）設IR符理1棗ポイラー当ドレン配管他改99工事 y.i廿日を 8.lnf 遺構なし 年骰18
土師器片

12 • l・16 1128 （黒嬰北）北地区た炊・保健センクー州憫ガス配管修理 立公調．充 四 d 遺構・遺物なし 年11118

12・ 1 • 17- II29 （医病）店悴・環墳整憐 (Ill中央お絹141と1)こわし）工事 立会潤企／ 716.onf iijln・ tift 構•土坑・ピット 年11118

1 • 18 兌掘潤忙 古代土師笞・須恵召・石製品 ＊宵

I・ 20 
2•3 
2 • 6~7 
2 • 16~ 
2 • 17 
2 ・20-
2 • 21 
2-巧

11・12・9 1130 （本荘中）灰学郎基礎研究棟 (B•DR) とりこわし工事 立会閃忙/ 1169.6n1 中世以ほ 構•土坑・ピット 年餞18

12・ 13- 発氾閃忙 土師器9t•• 動物什 ＊會

12 • 14 
12 ・I・ 2~ 

1 ・26-
I・ 幻＇

2 • 8. 15 

12 • 1 • 25 11:11 ()j（町t,11地）環墳霰債（法面俣諷） 1？II .i“”"t 4.3nl 遺Ill・遺物なし 年籟18

12 • 1 • 31 IIエ （医病）店幹・環埴整憫（渡1/ili:l'Cと1)こわし）工事 立会霜忙 1•I.6“ 遺構・遺物なし 年11118

2 • I 
2・6 

12 • 2 • 8 1133 （本荘III)医学部IIIポイラー汽改1計覆使拉偏．．1:111 .t1.：？潤忙 4C5m 遺ti1．遺物なし 年恨18

12 • 2 • 16-2 • 17 
2・ 21 113-1 (！lH捐i)罪t内部潤場整園その龍I：事（その I) ．t．会潤ft 7•Ii“ 碑址もしくは構と息われる遺"' 年械18

プラン

遺物なし

12 • 2 • 16 113.3 (11髪ltl)踵牛郎闊場整情その他：I3fl（その2) ．v．会躙忙 Im 遺構・遺物なし 年籟18
(1248m) 

12 • 2 • 16 1136 （黒髪1M)理学郎111l場整債そのIii!:I:1J9（その3) •V.:？潤．忙 60.8nf 住屈址か溝？ 年観18
2 ・以～2• 21 土師器9\• • 9JI恵四JI・

12 • 2 • 20 1137 （！i¥嬰ltl)理:内部3サ飢スロープ取設：1:111 、［会潤．fr. 115,601d 遺講・遺物なし 年様18

12 • 2・ Tl 1138 （宇留毛） I.I!物名表示竹仮紐貫 立会苫．忙 0,19nl 遺構・遺物なし 年tll18

12・ 2・ Zl 1139 <:I.I髪北他）紺註．名称サイン註11't1渾 立会l1'I忙 0.6.'lnl 遺構・這物なし 年t1118

12・ 2・ 28 mo （京町）環境繋情（法ilii整鑽等） 1．．m 立会閃査 1.8nl 遺構・遺物なし 年ti!18

12-2-28 1141 （京町）環墳聾情 (lfl側囲尺） ：cm fl.5廿日忙 2.0nl 遺構・遺物なし 年籍18

12・ 3 • i 1 1 •12 （大江）藁双用禎物附屋外掲示板設Ill..I:lJI 立会四た 1.6d 遣構・遺物なし 年11118

12 • 3 • 12 1 143 （本荘III)ガス供給施設取舒 '［会’"c 公．8ni 遣構・遺物なし 年籟18

12 • 3 • 14 ll•M （本II1)エイズ学研究センター．生命粁源研究・支援セン ．v．会調代 7.5nl 遺構・遺物なし 年tll18
ター．動物資源間兌研究綸設祈飢 実験排水惰配行盛’’f9え
工事

12 • 3 ・ 36-3 • Z1 11-15 （医硝）届幹・環埴霰1111（第6利悼とりこわし）工事 .v.；？潤忙／ 心7.30nf 古代・中世溝・土坑・ピ..,卜 年骰18
4・2 兌揖閃忙 以闘 土師器I\•• 虹の取・f ・須患若lt
4•4 
8・21-8・ 四
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]1 黒髪北地区の調査





II 黒嬰北地区の調究

1. 資料館改修工事に伴う発掘調査（電気工事） （0603調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本地点は黒嬰北地区の中央部に位慨する。本工事は、国指定重要文化財に指定されている五高資料

館（現五麻記念館）の改修工事に伴い、賓料館の北に位骰する法文学部棟から電気配線を行い、また

空調機の室外機設置、室外機周囲の植栽を行うものである。黒嬰北地区は、 1994年に福利厚生施設建

設に伴う発掘調査 (9407調究地点）以後、校舎等の建物建築や本格的なライフラインの整備などの実

施がなく、埋蔵文化財の発掘調査事例も多くない。五高資料館南側（正面玄関側）の外灯設置工事の

際に立会調究 (0218調査地点）を行った結果、迎存状態が良好な古代の追物包含層および住居址（一

部）を確認しており、五高賓料館集周辺は、開発等の影押も少なく遺跡の追存状態は良好であると予

想された。このため本事業では発掘調査に切替わる事を想定し、調査準備を整えて立会調査を実施し

た。この結果、法文学部棟と五高資料館との間の道路横断部分において、辿物包含層・追構面を検出

し、迫構を確認した。法文学部棟から道路までの緑地帯では地表下0.6mまでの掘削であったが、盛

り土が施されており埋土内に収まった。包含層・追構・迫物の検出はない。また、五高資料館周辺に

おいては、地表下0.4mで包含層が確認された。これらの部分では、地表下0.8mまで掘削する予定で

あったが工事設計を変更し、 0.6mまでの掘削となった。このため、包含層上面を精査したのち地表

下0.6mまで包含層を掘削した。遺構面には達せず、包含層内で掘削は収まり、現状保存としてこの

まま施工とした。

b.調査の経過

2006年4月11日 立会調究実施、発掘調究に切り替え。

迫構検出・掘削、測最・写真等記録作業を実施、調査終了。

c.調査の組織

調査貝：小畑弘己・大坪志子

事務担当：中川木綿子

発掘作業貝：森川征子•森川護

整理作業貝：井上裕美・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・洒水直子・首藤優子・末吉美

紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山薪早苗

(2)調査区の基本層序

道路横断部分においては、地表下0.6mで包含層を検出し、地表下0.7mで逍構面を検出した。

(3)検出遥構

＜溝＞

1号溝状遥構（図3)

幅0.9mで南北に掘削した調究区北側を横断する。幅は0.3--0.5m、深さは最も深いところで約0.4m

である。ピットの集合のような形状をしており、幅や深さは一定しておらず不正形である。土壌によ

る相異は確認できなかったが、時期が異なる溝とピットが重複（切り合う）している可能性もある。
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II !!.＼嬰北地区の調査

くピット＞

2~4号ピット

調査区に中央で3個のピットを検出した。直径はそれぞれ0.4m、0.26m、0.56m、深さはそれぞれ

約3cm、7cm、30cmである。掘立柱建物の柱穴となるような配骰はみられない。

(4) 出土遥物（図4)

出土追物としては古代の土師器・須恵器が数点出土した。 1・4---6・8は道路部分の包含層から、

2・3・7は狩料館側緑地帯部分からの出土である。 1・ 2は土師器杯の底部と口縁部である。 2は

内外面ともに丹旅りで、また外面には沈線が3条廻る。 3は須恵器蓋か、直径が27cm程度と大きい。

4~6は須恵器杯、 7は須恵器の長頸壷の口頸部であろう。 8は須恵器の甕胴部片である。杯等は8

世紀後莱～ 9世紀前策の時期と考えられる。

(5) まとめ

本地点での発掘調壺は、調究区が非常に狭長であり、遺構や辿物について得られた情報も断片的な

ものであった。しかしながら、五翡狩料館周辺の逍跡の辿存状態が良好であることを再度確認出来た

ことは、今後の事業計画には有用な梢報である。迎構群と膨大な辿物の出土から、黒嬰北地区におけ

る遺跡の中心の一つは9704調査地点周辺と考えられ、また0425調査地点でも古墳時代から古代にかけ

ての集落が確認されている。これらの地点から200mほど西に離れた0603地点でも遺構が確認され、

また0218調究地点の住居址確認の事例もあわせると、追跡の範囲は広範に及ぶと想定される。黒髪南

地区や本荘中地区における調査成果では、古代を中心とする集落の場合は、迎構の分布は限定的であ

る。追構分布が集中する範囲と疎となる範囲とがある。黒嬰北地区における追構の疎密や分布状況、

特に西側については、今後調究を重ね情報を得ながら検討していかねばならない課題である。

遺物包含層及び辿構検出面については、五翡記念館南側ではそれぞれ地表下0.6mで包含層、地表

下1.2mで迫構面を検出している。今回の0603調査地点では、包含層は地表下0.4から0.6m、遺構面は

0.7mでの検出であった。本調究地点では辿構面は0.5m程度裔くなっている。包含層の厚さも考慮す

れば、五高記念館北側周辺は包含／付を削平して整地されたと考えられる。黒嬰北地区は南から北へ向

かって構内の地表は徐々に高くなっており、南地区がほぽ水平に整地されている状況とは対象的であ

る。北地区には白川から立田山に向かっていくつかの段丘が存在すると考えられる。資料館の南60m

付近にある段差は段丘崖のひとつであろう。現在の構内の状態に整地する以前は、かなりの勾配が

あった斜面地と推察され、切り土及び盛り土による地形改変も大きいと思われる。このようなことか

ら、黒嬰北地区での調究においては、南地区以上に文化層に達する深さが、多様に変化することに留

意する必要がある。
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図4 0603調査地点出土遥物実測図 (1/ 4) 

表3 0603調査地点出土遥物一覧表

図 番号 辺物 種類（器種） 法fil(CIII) 残存且 特徴 色 罰 出土辺構

口径
内： I司転ナデ 内： HueIOYR7/3 

4 1 t師器 坪 底径 7.8 底部l/3
外’阿転ナデ 外・ : Hue 7.5YR7 /3 

道路部包含屈

器店

[l径
内： Hue2.5YR6/8. 

2 土師器 杯 底径 口縁部片
内：ナデ．府き IOYR7/3 

電気資料館開

器店
外：ナデ．暦き 外： Hue2.5YR6/8. 

IOYR7/3 

口径 'l:1.0 
内： （り！転ナデ 内： HueN710 

3 須忠器 社 底径 口縁1/10
外： ［9jJ転ナデ 外 HueN610-7 /0 

冠気資料館憫

器高

口径 M.2 
口縁1/12 内．［IIl転ナデ 内： HueN7/0 

4 須患岱 杯 底径 9.2 
底l/9 外： ［99l転ナデ 外： HueN7/0 

辺路部包含屈

悩莉 3.9 

口径
内：回転ナデ 内： IIue N5/0 

5 須患器 碗 底径 8.2 1/4弱 道路部包含M

器店
外： [ii]転ナデ．削 I) 外． llucN6l0 

n径
内： (iii転ナデ，ナデ 内： llucIOYR5/2 

6 須患器 碗 底径 7.8 底部1/4弱 道路部包含層

器店
外，ナデ．削り 外： Hue2.'>Y6/2 

口径 l0.8 
内： l＂］転ナデ 内： HueN5/0~6/0 

7 須息器 壺 底托 口縁l/8 電気資料館側

器tli
外： ［11)転ナデ 外： Iluc N5/0~6/0 

口径
内・タタキ

内： Hue7.5YR6/l 

8 須患器 甕 底径 胴部片
外：タクキ

外 ’Hue2.5YR511- 道路部包含層

器店 2.5YR514 

II 黒嬰北地区の調査

←-- ;コ--3 

゜
10cm 

臼 考

沈線3条あり

赤彩

内面平行の当てJし痕．外[ti平行のタタキ

一部交差し矢羽状
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2. >ft料館改修工事に伴う発掘調査（屋外．T.事） （0604調介地点）

2. 資料館改修工事に伴う発掘調査（屋外工事） （0604調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

0603調査地点と同様、五高資料館（現五高記念館）の改修工事に伴い、狩料館の北側に排水桝を設

置する工事である。 0603調査地点の調査と併せて実施した。本書では、一連の工事のうち包含層また

は遺構面を検出した箇所について報告する。

資料館北側に広がる緑地帯の西半部分において、排水桝を設骰するために掘削したところ 3箇所で

包含層を確認、 2箇所で遺構面を検出した。住居址と思われるプランとピットを確認し、迫物が数点

出土した。

b. 調査の経過

2006年4月11日 立会調査実施、発掘調壺に切り替え。迎構検出・掘削。

2006年4月12日 測最・写真等記録を実施、調査終了。

C. 調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：小細工洋子・溜渕俊子・早田咲百合•森川征子・森川護

整理作業貝：井上裕美・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・洒水直子・首藤優子・末吉美

紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山脊早苗

(2)調査区の基本層序

トレンチ lでは地表下約0.5mで包含層を検出した。 0603調究地点とほぼ同様である。トレンチ 2

では地表下l.0~1.2mで包含層を検出した。トレンチ 2は、工事による掘削が1.2mまでであったため

これ以上の掘削を行なわず、遺構面には達していない。現状保存としている。トレンチ 3では、地表

下l.Omで包含層を検出し、 1.2m程度で追構面を検出した。

(3)検出遣構

検出した遺構は、住居址と思われる浅い掘り込み一つ、溝状辿構 1条、ピット 1個である。

く住居址状遥構＞

1号竪穴住居址（図3)

トレンチ lの東端に位置する。 トレンチ中央やや東で南北に住居址と思われるプランを検出したた

め、掘削を行った。深さは約0.2mである。大半は調壺区外であるため、全容は不明である。

くピット＞

トレンチ 1の東側、 1号竪穴住居址内で匝径0.3mのピットを一つ検出した。 1号竪穴住居址に伴

う柱穴であるかは、不明である。

＜溝状遥構＞

トレンチ 3では、既設桝から伸びるヒューム管の下に南北に伸びる細い溝状辿構を検出した。西側
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II 黒嬰北地区の調査

の肩は、配管工事の際に削平を受けている。現況では幅0.4m、深さ0.3-0.4mである。

(4) 出土遥物（図5)

出土逍物は古代士師器・須恵器が数点出土している。 1~3は土師器杯である。 1は丹がかけられ

ている。 7世紀中葉～後半の時期か。 3は底部外面に墨書があるが、字は判読不明である。 4は須恵

器皿、 5は土師器甕、 6は須恵器甕の口頸部である。 8は須恵器の甕胴部片である。これらは8世紀

末 •9 世紀初頭～前葉の時期と思われる。 7·8 はトレンチ2の包含層出土である。 7 は須恵器碗で

8世紀後半か、 8は須恵器甕（横瓶か）で 9世紀前葉の頃の所産と思われる。 9は土師器の小皿であ

る。撹乱からの出土である。

(5) まとめ

本地点での発掘調査の成果は、 0603調査地点とほぽ同様であるが、 トレンチ間での包含陪・追構面

の検出レベルの違いは注目される。トレンチ 1における包含層の検出レベルは地表下0.5mで、 0603

調査地点では0.4m、道路部分では0.6mと大きな違いはなく、若干包含層が削平されたものと理解さ

れる。迫構面の検出レベルも地表下約0.7m前後で0603調査地点と同様である。ところが、トレンチ

2は地表下1.2mまではまだ包含層であり、迫構内でなければ遺構面が低くなっていると思われる。

トレンチ3では、やはり地表下1.0mで包含陪、地表下1.24m前後で遣構面である。以上から、包含層

及び遺構面は西側に向かって傾斜している可能性がある。黒嬰北地区を東西に横切るかたちで段丘が

いくつか存在し、キャンパスは階段状と言える。 0604調査地点の結果は、同じ段丘面上と考えやすい

東西方向での文化層検出レベルの変化に対し、注意を促す成果である。段丘の形状、範囲、立地する

追跡の同異などの解明が、今後の調査に期待される。
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2. 賓科館改修工事に伴う発掘調介（射外一―I?li) （ 0604調在地．I•Ii)
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0604調査地点出土遥物一覧表

0604調査地点出土遥物実測図 (1/ 4) 

図 番号 迫物 種類（器種） 法fil(a:i) 残存 a 特徴 色 関 出土道構 臼 考

llif 
I I tゑ～ 内内さ 内 llu('2.5YR56 

5 1 土師器 杯 Ii!;iそ
租郎9;• 外・ ffljl)．内さ 外 llue2.5YR516 

トレン・,-I包含柑 赤彩

岱店

I l iそ
1』t郎 内 [n) 転・t• デ．府さ 内 11u`• 2.5YR7 6 

2 土師器 ＂、 底it 8.2 
I 6 外 (nJ転ナデ．削り 外 llut• 7.5¥'R6 ・I 

トレン •f• I包含柑

器店

(I｛そ
内 (nl転ナデ朽さ 内 llue:iYR6 ・I 

3 上師器 杯 rif.it 9.6 r』t部約I4 トレン •1• I包含N 墨行「屎」か？

岱高
外削 I).1ftさ り卜 1 1 し1l• 1 (I¥'1<7, 3 

[ I t t l •I.4 
内 (9i)転ナデ 内 IIt1cl(IYR7,＇） 

4 須患器 皿 httそ 1(）8 約16 
外阿転ナデ ，，ト 11tIl• I(IYR7, 1 

トレン •9• I包含N

器高 2.2 

I !if. 
内 [,iJ転ナデ，削り 内 'llucIOYR6i2 

5 土師器 甕 ljl;{を 胴郎）ヤ トレンチ 1包含層

岱nj
外． [aJ転ナデ．ハケ II外 Ih1<'IOY R6i2 

lllf 119 
11籍～

内.[u]転ナデ． タタキ
内： llue7.5YIW1:1 

6 須患器 甕 底it 外．（11(転ナデ．削り． トレン •1• I包含層 外面に 1.1然釉あり

t祁？j
刷部｝ヤ

クタキ
外： llue7.5YINl:I 

I ]If 
内 lIll 転•}•デ 内： lluc5Y7/2 

7 須忠器 碗 Ii({ tl  (）．(） 底郎約1/8
外 '(lll転・t・デ 外 ’IItIl• 5Y7/2 

トレン,.2包含柑

器店

l l if 
内 1[Il 転・｝•デ． タタキ 内， lhlt'2.5Y6I 

8 須恵器 甕 底tt 胴部／¥・
外 [nl転・トデ． タタキ 外 llueIOYl6 I 

トレン •9• 2a含附

器店

l l it 
内 [u]転・トデ 内 11II(• 75YR7 6 ， 上的器 小1Ill 底抒 68 約I:1 
外 [r1]転ナデ 外 !lu,・ 5YR6 6 

トレン •9- I 撹乱・坪 1•會 底部糸切り

岱紅
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II 黒嬰北地区の調査

3. 文法学部講義棟便所増築等改修工事に伴う発掘調査 (1116)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査区は、西側が開いたコの字状の文学部・法学部棟の中庭にある、文学部・法学部講義棟の南

側に位骰する。文学部・法学部講義棟の既存の便所を増築する工事のため、拡張部の立会調査を実施

した。近辺では渡り廊下の屋根設1性、雨水桝設骰工事などの工事を行っているが、いずれも既存の建

物沿いで掘り方内に収まるものや、掘削深度が浅く埋土内で収まり、包含層や辿構面に達した事例は

ほとんどない。北西に位骰する社会文化科学研究科研修室建設の際の試掘では、地表下 lmに厚さ

80cmの包含層、地表下2.2---2.4mで地山（追構面）を確認しており、同様の深さで文化層を検出する

ことが予想された。立会調究の結果、地表下0.9---1.0mで包含層を検出したため、発掘調査に切り替

えることとした。一部で包含府の原さ・追構面までの深さを確認したところ、包含層が70cm近く

あった。このため、一端包含l¥'!'i上面を精在し、迎構が無いことを確認のうえ、遺物に注意しながら重

機により包含層をある程度除去し、人力に切り替えた。

調査区の西側、壁から1.5m程度の範囲に包含層の広がりが検出されたため、 1号住居址として慎

璽に掘り下げたが、明確な住居址とはならなかったがその中で、西壁下で竪穴住居址が検出された。

北側の既存便所に隣接する部分では、幅l.0m幅で包含層が東西に溝状に入っていた。当初は溝かと

思われたが、隣接建物の基礎との関係を精査した結果、全面が基礎の埋め戻し土であることが判明し

た。調査区北東部の北へ細長く伸びる部分は、掘削が深くなかったため調査は実施せず保存とした。

恐らく、この範囲は既存建物の掘り方内であろうと思われる。

b.調査の経過

2011年10月24日 立会調在実施。西側から掘削開始、途中で包含層検出。本調壺切替えを決定。

試掘を行い、重機による包含層除去を行う（一次掘削）。

2011年10月25日 発掘調査開始。追構検出・掘削作業を行う。

2011年10月27日 全屎写其撮影、土層図面・測祉を行い、調査終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：高松紀子・松永一代・白都節子・古川昌代

整理作業員：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山脊早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本屑序

本調査区の基本層序は次のとおりである（南壁）。 1:現代埋土である。ゴミやガラなどが含まれ

る。地表下0.8m前後で包含府に達する。 2~5層が古代の包含層に相当する。本地点で初めて古代

の包含層がこのように色調で分層されたが迫物が伴わず、時期差を捉えることはできなかった。地表

下約1.5mで地山（追構面）である。本地点の地山の土質は、黒髪南地区や本荘地区の地山とは異なり、

粘性があり、パミスや砂岩質のプロックが入り、移植で掻くとごろごろと崩れてしまう。
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3. 文法学部講義棟便所増築等改修工1［に伴う発掘調究 (1116)

(3)検出遣構

検出した遺構は、古代の竪穴住居址 l基、ピットである。

く住居址＞

2号竪穴住居址（図6)

調査区の西側に位置する。西壁下で検出した。現状で約1.9X 0.6mである。住居址としては一辺が

短いが、北東隅に相当する部分から鼈の粘土が検出されたため、竪穴住居址とする。粘土を除去した

が、鼈を構成する礎石や支柱、掘り込み等は検出されなかった。

くその他＞

上記の遺構以外にピットが検出された。浅く、柱穴とは言い難い。遺物を取り上げた 6号ピットは

上面を円形で検出し、ピットとして掘削したが掘り込みにならなかったため、測最は行っていない。

(4) 出土遣物（図7)

本調査区は、包含層の堆積が原く追存状態も良好であったが、遺物の出土最は少なかった。土師

器・須恵器の破片が出土した。縄文時代・古墳時代の土器の出土はなかった。

2号竪穴住居址出土土器（図7: 1-13) 

l ~3は土師器杯の口縁部・底部である。いずれも赤採がある。 1は内湾気味の特徴がある。 2は

底部に墨書がある。文字は判読できない。 4は須恵器の蓋である。 5~8は須恵器杯である。 5は大

きく直線的に開く口縁である。 6も立ちあがりの様子から大きく開くようである。 7は低い高台が底

部端につく。 8は高さのある高台で、杯底部の端に付き杯はこのまま立ち上がる様子を見せる。 9・

10は土師器甕の口縁部である。源手のタイプで口縁はやや上を向く。 11も土師器の甕か。 12は須恵器

の高杯の脚部である。 13は須恵器甕の胴部片である。粘土紐の継目が明瞭に観察できる。内面は、上

半は叩きの当て具の同心円文があるが下半は叩きの当て具の文様がない。 2の土師器杯は 8世紀末～

9世紀初頭、 8の須恵器坪は 9世紀前半～中頃、他は概ね 9世紀前半の所産と考えられる。

6号ピット（窪み） （図7: 14) 

1点土師器杯が出土した。やや開き気味に直線的に開く。赤採がある。 8世紀後半か。

その他（図7: 15-21) 

15---18は包含層や地山清掃時の出土、 19---21は撹乱からの出土である。 15---17は土師器杯で15・ 17 

は赤採がある。 17は底部が丸い。 9・t阻紀後半か。 18・ 19は須恵器杯である。 18は底径が小さく大きく

開く。 9世紀中葉～後葉か。 19は小さく開く高台が付く。 20は壷の口縁部である。 21は黒色土器であ

る。口縁端部下に沈線が廻る。内面の口縁部は横方向に、以下は無作為に細かなヘラミガキが施され

ている。

(5) まとめ

黒髪北地区の中では珍しく、一定の面梢をもった発掘調査であった。包含層の遣存状態も良好であ

り、包含層・追構面の検出レベルが確認できた。付近一帯において、これまで包含層や追構面が検出

されなかったのは、破壊を受けているのではなく検出レベルが深いためであると判明したことは、今

後の事業には有用な情報を得ることができた。しかしながら、遺構面で検出した遺構はわずかであっ

た。付近での遺構密度については未だ不明といえ、今後の事業や調査計画には十分注意を払う必要が

ある。
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3. 文法学部講義棟便所増築等改修工事に伴う発掘調1f.(1116) 

また、文学部・法学部棟を挟んだ東側の道路では、包含層が地表下約0.4m、辿構面が0.7~0.8mで

検出されており (1015調査地点）、包含層・迫構面の検出レベルの高低差が非常にあることが判明し

た。立田山へ向う段丘上に立地するキャンパスであるが、東西方向の旧地形の変化にも注意が必要で

あると、改めて認識する結果である。

/
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図7 1116調査地点出土遥物実測図 (1/ 4) 
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II 黒髪北地区の調査

表5 1116調査地点出土遥物一覧表

図 番号 這物 穏類（蒻Bl) 法Ii!Ice) 残 存 伍 特 微 色 図 出土還構 鑓 考

口往
口縁～ 内：回転ナデ 内： HueSYR5/6 

7 I 土郎器 杯 底佳
崩郎9i• 外：回転ナデ．削り 外： Hue5YRS/6 

2サ竪穴住屈址 赤色化粧土

器高

口径
内： I目転ナデ．ナデ 内： Hue5YR6/6 !ll古あり

2 土師器 坪 底径 7.6 底郎114
外：回転ナデ． IIIJI) 外： HueSYR6/6 

2サ竪穴住居址
赤色化粧土

器高

口径
内：回転ナデ 内： HueIOYR6/4 

3 土師器 杯 底径 底郎1/8
外：回転ナデ．削 I) 外： HueIOYR6/6 

2サ竪穴化居址

路高

口径
口縁～ 内：回転ナデ． l'i1JI) 内： Hue5Y6/I 

4 須息器 互 底径
胴部1ヤ 外；回転ナデ．削I) 外： Hue5Y6/l 

2サ竪穴住屈址 内ilii一郎に自然釉あり

器高

口径
内； I目転ナデ 内： Hue2.5Y6/l 

5 須思器 杯 底径 口樟部）t 2サ竪穴住1＆址
悶高

外； liil転ナデ 外： IIuc2.5Y6II 

El粍
内：回転ナデ．削 I) 内： Huc7.5Y5l1

6 須患註 杯 庇径 7.2 底部1/6
外：回転ナデ．削 I) 外： Hue7.5Y5Il

2サ竪穴住屈址

閉店

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue7.5Y5II

7 須恵器 競 底径 11.4 底郎1/4 2サ竪穴住居址

四高
外：回転ナデ．削 I) 外： Hue7.5YS/1

口径
内：回転ナデ 内： Hue5Y5/l

8 須忠苔 碗？ 底径 底邸9ヤ
外：回転ナデ．削 I) 外： Hue5Y5/l 

2サ竪穴住98址
四高

口径 29.6
内：回転ナデ 内： HueIOYRS/4 ， 土師器 甕 底恒 口縁邸9i・
外：回転ナデ．削 I) 外： HueIOYRS/4 

2サ竪穴住居址

笞高

口径
内：回転ナデ 内： Hue7.5YR6/6

10 土師四 甕 底径 口樟部9t
外：回転ナデ 外： Hue7.5YR6/6

2サ竪穴住98址 角閃石．石英やや多く含む

器高

口琵
内：ナデ．削I) 内： Hue7.5YR7/3

II 土師器 甕 庇径 用部片
外：ナデ．ハケg 外： Hue7.5YR6/4 

2サ竪穴住居址 内外面スス1寸芍
器店

口径
内：ナデ 内： HueSYS/I 

12 須器 高杯 底径 脚部JI・
外：回転ナデ．削り 外： Hue5Y6/l 

2サ竪穴住居址•清拇 外固一郎に自然狛あり

器高

口径 内：ナデ． クタキ．指
内： Hue5Y6/l 

13 須恵器 壺 底径 用郎Ji• オサエ
外： Huc 5Y5/1 

2サ竪穴住居址

器高 外：クタキ

口径
口栂～ 内：回転ナデ 内： Hue5YR5/3 

14 土師器 l.f.? 底径 6サピット 赤色化粧土

器高
用郎片 外：回転ナデ．削り 外： Hue5YR5/6 

口径 IS.I 
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue5YR6/6 赤色化粧土．内面一郎にスス付

15 土師器 坪 底径 9.6 約l/8
外：回転ナデ．削り タ~ : Hue 5YR6l6 

包含Ril
珀

器高 3.1

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： HueIOYR7/6 

16 土師器 り 庇琵 8.2 底郎118 包含円 赤色化粧土

器高
外：回転ナデ．削り タ~ : Hue IOYR6l6 

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue5YR6l6

17 土師器 碗 底径 7.9 底郎1/S 清掃 赤色化粧土

塁高
外：回転ナデ． ff!Jり 外： Hue5YR6/6

口径
内：回転ナデ．削IJ 内： Hue7.5Y5/1

IS 須恵器 杯 底径 62 底郎1/6
外：回転ナデ．削I) 外： Hue7.5Y5/2

沼柑

器店

口径 8.0
内：回転ナデ．削I) 内： Hue5Y6/3

19 須恵器 碗 底径 底部片1/8
外：回転ナデ． IIJJIJ 外： Hue5Y6/3

揖乱

器高

口往
口縁～ 内：回転ナデ．タクキ 内： Hue5Y4/l 

20 須恵器 壺 底往
用部片 外： liiJ転1•デ．ククキ 外： Hue5Y4/I 

揖乱 外面に自然釉あり

笞高

口径
口緑～ 内：ナデ．府き 内： HueIOYRl.7 /1 

21 黙色土岱 碗？ 底径 撹乱 赤色化粧土

器高
用郎）1・ 外 ： •I・デ 外： Hue!OYR7/~ 
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m 黒髪南地区の調査





m 黒嬰南地区の調究

1. 基幹・環境整備（屋外排水設備等）工事に伴う立会•発掘調査 (1121)

本事業は、黒嬰南地区のおおよそ西半分の範囲において、汚水管・排水管・雨水管、雨水桝、ガス

を整備するものである。工事実施予定地のほぼ全箇所で、包含層及び遣構面が検出され立会調査は必

須であり、場合によっては本調査切替えの必要があると予想された。事業開始が2011年11月からで

あったが、多地点同時の掘削・施工を実施しなくてはエ期が厳しい状況であった。調査員 2名体制で

あったが、ー名は本荘地区の事業に継続的に専従しており、ー名での多地点同時調査および本事業以

外の事業への対応は困難であった。そのため、本学調査室（同年10より調査センター）調査員の確

認・指示の元に埋蔵文化財サポートシステムの調査員が立会調査•発掘調査にあたることとした。

調査区は大きく 8地区に分け、立会の調査範囲ごとに地点名として枝番号を付した。調査地点は全

部で112地点にのぼる。このうち、遣構を検出し、本調究に切り替えた調査地点について報告する。

1. 調査地点と成果

1I区①調査地点（図11)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

調査区II区の中央部、工学基礎教育センター東側入口付近に雨水桝を新設するため、地表下約3.5m

まで掘削する工事である。 II区の最初の掘削個所で、 4.4X 4.4mの範囲を掘削した。調査区の北西隅

の地表下l.lmで土坑を確認したため、発掘調査をおこなった。

b. 調査の経過

2011年11月29日 立会調究実施。遺構面検出、本調査に切り替え。追構の掘削。写真撮影。遺構測

最。調究終了。

c.調査の組織

調査貝：石丸恵利子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業貝：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古附満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山脊早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本屑序

調査区の基本土層は、コンクリートやバラスの下に現代埋土が堆積し、地表下2.3-2.5mまですべ

て現代埋土であった。その下には旧道路面と思われるアスファルトの埋設も確認した。 1層は現代埋

土で、地表下l.l-l.8mで迫構面を確認した。銅管や土管、 U字溝などの埋設により大きく削平を受

けている地点であった。
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(3)検出遥構

く土坑＞

m 黒嬰南地区の調査

調査区の北西端で土坑状の落ち込みを確認した (1号土坑）。南側は U字溝で削平され、北側は調

査区外に広がると考えられ、追構の性格は不明である。遺構検出面からの深さは約0.25mである。遺

物は出土していない。

(4) 出土遥物

包含層および地山寵上で土師器片が数点出土したのみである。

I区②調査地点（図11)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

II区①からのびる雨水管とつながる雨水桝を設置するための掘削である。 II区①同様に4.4X4.4m

の範囲を3.5mまで掘り下げる工事である。雨水桝新設箇所は、地表下2.0mまではすべて建物基礎や

コンクリート塊などを含む攪乱層であったが、西側隅に土坑が検出されたため、発掘調査を実施した。

b.調査の経過

2011年11月30日 立会調壺実施。桝新設箇所の掘削。包含培、追構面の検出、本調査に切り替え。

追構の掘削。写真撮影、測批。調査終了。

C. 調査の組織

調査員：石丸恵利子

事務担当：村田知型

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由其•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山寄早苗・典嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

調査区の基本土層は、地表からアスファルトやバラスが0.25~0.4mの厚さで覆われ、約2.0mまで

すべて現代の攪乱層であり、建物基礎やコンクリート塊などの埋設が著しい。西壁では地表下2.3m

までは現代埋土で、 2.5mで地山に達した。

(3)検出逍構

く土坑＞

調査区の西端で、地表下2.3mから掘り込まれた土坑を確認した。調査区外にも延びており全体の

大きさは不明であるが、 0.3X 0.4m程度と推測される。深さは約0.35mを測り、土坑の底から敲き石

が1点出土している。
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1. 基幹・環境整備（屋外排水設備等）工•事に伴う立会•発掘調究 (1121)
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m 黒嬰南地区の調究

(4) 出土遥物（図17: 25) 

図17:25は側面に敲打痕が認められる敲き石である。

1[区③調査地点（図11)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

II区①や②同様に、 II区①の北側からつながる雨水桝新設のための掘削である。 4.4X 4.4mの範囲

を掘削予定であったが、調査区の西側から約2.0mまで共同溝が埋設しており、新設桝は東側半分に

設置することとなった。 2.5X4.5mの範囲を掘削した結果、地表下l.2~1.6mで遺構面を確認したため

発掘調査をおこなった。

b. 調査の経過

2011年12月 1日 掘削開始。遺構面検出。発掘調査開始。

2011年12月2日 遺構検出、順次掘り下げ。甕棺墓、ピット検出。

2011年12月5日 作業員投入により遺構検出、順次掘り下げ。遺構測量。写真撮影。

2011年12月6日 甕棺取り上げ。墓城完掘後、遺構測枇。写真撮影。発掘調査終了。

C. 調査の組織

調査貝：石丸恵利子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：岡元美子、古川昌代

整理作業貝：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序（図12)

調査区の基本土層は、地表から0.3mがコンクリート、バラス、砂層 (1~3層）で、以下 1m (4 

~6層）が現代埋土もしくは攪乱層である。それ以下で包含層に達し、地表下l.2--l.6mで遺構面が

検出された。

(3)検出遥構

＜鹿棺墓＞

1号甕棺墓（図12)

調査区の南端で甕棺墓が検出された。墓城の西側は共同溝の設置により削平され、南側はわずかに

調査区外に広がる状況が確認できた。東西l.lmx南北0.9mの楕円形を呈する墓城で、検出面からの

深さは0.7mを測る。甕棺は北西から南東方向を軸にして配懺されている。蓋は確認できなかった。

甕棺の中には土が詰まっていたため、土壌を水洗選別したが、追物を確認することはできなかった。
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1. 基幹・現境整備（屋外排水設備等）工事に伴う立会•発掘調査 (1121)

① 
4B' 

<74• 

A
 

LH=17.40m 
A• 

9屈：黄褐色土(lluclOYR5/6)
10層：褐色土(HueJOYR4/ 4) 
II層： 1こぶい黄褐色土OluolOYRS/3)
12層：にぶい黄褐色土OluolOYRS/4)
13層： 1こぶい黄褐色土(HueI OYR4/3) 

゜
lm 

°――――――――――――――――――――――― 

LH=lB. 80m 

B' 

2
-
3―
 

4
 5

 
4
 I 

13 

1層：コンクリート
2層：パラス
3附：砂層
4層：撹乱
5層：褐色土(I!uclOYR4/4)
6層：黒色土(lluclOYR2/I)
7層：黄褐色土(IluolOYRS/6)
8屈：にぶい黄褐色土(lluolOYR5/4)
13層：にぶい抜褐色土(lluclOYR4/3)

゜
2m 

図12 JI区③1号鹿棺塞実測図 (1/20 • 1 / 40) 

42 



m 黒髪南地区の調査

(4) 出土遥物

1号甕棺墓出土遣物（図16: 1) 

図16:1は小型の甕棺で、弥生時代中期末頃の形態を呈する。ほぼ完形品であるが、底部近くには

内側から人為的に打ち割ったと考えられる菱形状の穿孔箇所が確認できる。その部分を下にして埋設

されていた。底部外面は丁寧なハケ目が観察でき、内側の底周辺には煤が付着していた。外面にも一

部煤の付着が認められる。

その他の出土遣物（図16:2-5 • 13) 

図16:2~4は土師器の杯で古代に相当するものと考えられる。図16:2は内外面に丹塗りが施さ

れ、高杯の可能性もある。図16:3と4には表面に赤色化粧土が確認できる。図16:5は赤焼きの須

恵器の杯であるが、近世以降のものと考えられる。図16:13は外面がやや剥離しているが、深鉢のロ

縁部で、縄文時代後期の鐘崎式の形態を有するものである。

]1区④調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

II区の最北端に設置する雨水桝設置のための掘削である。共同溝が1I区③地点から伸びていると予

想されたため、東側部分の4.4X2.2mのみ掘削を行った。

b.調査の経過

2011年12月5日 立会調査実施。途中で包含層検出、本調査切替えを決定。

2011年12月6日 全景写真撮影、測載を行い、調査終了。

C. 調査の組織

調査員：石丸恵利子・大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・興嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

本調査区の基本層序は次のとおりである。 1:現代埋土である。ゴミやガラなどが含まれる。地表

下0.8m前後で包含層に達する。地表下約1.5mで地山（遺構面）である。

(3)検出遣構

遺構面では、北西方向に長方形状に並ぶ14基のピットを検出した。 全体は長方形の配列をとるが、

掘立柱建物のような等間隔の柱穴の配列とは異なる。

(4) 出土遣物（図16:6 • 14) 

6は包含層から出土した、土師器の壷である。 14は、ピット 1・2から出土した縄文土器片が接合
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1. 基幹・環境整備（屋外排水設備等）工事に伴う立会•発掘調査 (1121)

した資料である。縄文時代後期後葉の太郎迫式である。このほかピット 3からも縄文土器片と土師器

片が出土している。

I区⑥調査地点（図11)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

II区④と同様に雨水桝設置のための掘削である。 1I区④の南約15mに位置する。 2.4X4.3mの範囲

を掘削した。掘削を進めると、調査範囲の北側2/3が削平され、南側1/3は逮構面が遺存していた。包

含層を精査したのち遣構面（地山）を検出し、住居址の一部と思われる落込みと、溝状の遥構を確認

した。

b.調査の経過

2011年12月6日 立会調査実施。包含層検出、遺構面・逍構を検出、本調査切替え。遺構の掘削、

写真撮影。

2011年12月7日 測蓋を行い、調査終了。

c.調査の組織

調査員：石丸恵利子・大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

基本層序は1I区④と同様である。

(3)検出遥構

＜竪穴住居址＞

調査区の南西隅で、竪穴住居址と思われる落ち込みを検出した。深さは約20cmである。住居址の

大半が調査区外であったため、全容は不明であった。方向は北東一南西をとると思われる。

＜溝状遥構＞

竪穴住居址から北へ、西壁沿いに伸びる。溝の西側の肩は調査区外で、北も撹乱により途切れる。

現状で幅約40cm、深さ約15cmである。

(4)出土遥物

図化していないが、溝状遺遺構から土師器甕の細片が1点出土している。
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1[区⑥調査地点（図11)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

m 黒嬰南地区の調査

⑤の掘り方南東部に小型桝を新設し、南へ汚水管を繋げる工事である。桝部分は地表下1.25mで地

山を検出したが、既設管で半分が破壊されており、残された部分でも追構は確認されなかった。管路

は幅0.8mで、約 3~5mずつ南から掘削を行った。包含層が確認され多段階で上面を精査し、遺構

の有無を確認したのちに所定の深さまでを掘削した。北に行くほど遣構面が浅くなり、北2/3の範囲

では掘削が辿構面まで達した。管路の遺構面では7個のピット、⑤との接続部では北東方向を向く遣

構が確認された。

b.調査の経過

2011年12月13日 6スパンに分け立会調査実施。第4スパンで遺構を検出し、本調査に切替え、遺

構の掘削、写真撮影、測祉を行い、調査終了。

2011年12月14日 第5・6スパンで辿構を検出し、本調査に切替え、遺構の掘削、写真撮影、測最

を行い、調査終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

基本層序は、地表下0.75-0.9mで包含層を、 0.9-1.0m前後で遺構面（地山）を確認した。

(3)検出遥構

＜竪穴住居址＞

調査区の南西隅で、竪穴住居址と思われる落ち込みを検出した。深さは約20cmである。住居址の

大半が調壺区外であったため、全容は不明であった。方向は北東一南西をとり、⑤の遺構繋がると思

われる。

(4) 出土遥物（図16: 7~9. 15~19) 

8・9は、桝設置部分で、既設管による破壊を受けなかった包含層（地山直上）から出土した。土

師器の破片である。ここからは15と16の縄文土器も出土している。 7は第6スパンの 1号住居址出土

である。 6世紀後半と思われる。 17-19は撹乱から出土した縄文土器である。このほか、第5スパン

のピットから、土師器甕の細片が出土している。ほか、撹乱からは須恵器片も出土している。
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1. 基幹・環境整備（射外排水設Miitが） l？liに伴う立会•発掘調代 (ll2l)

n区⑧調査地点（図13)

(1) 調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

II区④と Il区⑤の雨水桝をつなぐ雨水管新設のための工事である。 0.8X 11.7mの範囲で地表下1.2

~1.3mまで掘削した結果、 II区⑤側から北に4.lmの地点で、包含層から掘り込まれたピットを1基確

認したため、調究を実施した。

b. 調査の経過

2011年12月15H 北半分の掘削開始。

2011年12月16日 南半分の掘削開始。ピット検出、順次掘り下げ。写真撮影。辿構測最。調査終了。

C ．調査の組織

調査員：石 丸 恵 利 子

事務担当：村田知理

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由襄•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山脊早苗・輿嶺友紀也

(2) 調査区の基本層序

調壺区の基本土府は、地表から1.2mまではすべて現代埋土。それ以下で辿構面が検出された。

(3)検出遣構

く土坑＞

調査区のほぼ中央で、東側は調壺区外に広がるが、径0.4mのピットが検出された。台石と考えら

れる石器がピット中央付近に建てられた状態で出土した。

(4) 出土遥物（図17: 27 • 31) 

図17:27は台石で、ピット内より出土したものである。図17:31ば煙管の吸口で、内部に竹ひごが

残存しており、羅宇を差し込んだ際の隙間を埋めるために挿入されたものの残存と考えられる。

1I区⑩調査地点（図11)

(1) 調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

II区③と II区⑤の桝間をつなぐ汚水管新設のための工事である。全長28mの北側llm分を II区⑩と

して調査した。幅l.Omで、地表下1.2mまでを掘削した結果、西側0.3-0.4mは共同溝の埋土であった

が、東側で遺構面を確認したため調査をおこなった。

b. 調査の経過

2011年12月21日 掘削開始。ピット、住居址の掘り方を検出。順次掘り下げ。写真撮影。遺構測最。

調在終了。

46 



c.調査の絹織

調査員：石丸恵利子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

皿 黒嬰南地区の調在

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

調査区の基本土層は、東壁セクションで、地表下0.8mまでは現代埋土で、それ以下で包含層に達し、

l.2----l.25mで地山が確認された。

(3)検出遥構

調査区の南側から1.6mの地点で径0.3m、深さ0.5mのピットを検出した。ピット内より縄文土器が

出土している。また、調査区の北端で、住居址の南東側の立ち上がりが検出された。掘り込みの深さ

は0.23mを測る。掘りかたからやや北側に0.3m四方の硬化面が確認できた。床面直上より土師器、縄

文土器などが出土している。

(4)出土遣物（図16: 10 • 20 • 21、図17: 28) 

図16:10は土師器の壷の胴部破片である。外面には 5~7条単位の明瞭なハケ目調整を観察するこ

とができる。図16:20と21は縄文時代の深鉢で、 20は口縁部破片で住居址内より出土し、 21はピット

内より出土した胴部破片である。いずれも縄文時代後晩期のものである。図16:28は扁平な円礫にや

やえぐりが入った状態のもので石錘とした。図16:10と図17:28は、住居址床面直上で2点接した状

態で出土したものである。

1I区⑬調査地点（図11)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

⑬は、 II区③と II区①の間の雨水管工事である。攪乱で前範囲の半分ほどは削平されていたが、残

りでは包含層や辿構面を検出した。北側から 4スパンに分けて立会調査を実施した。第4スパンで、

竪穴住居址と思われる遺構を検出した。

b. 調査の経過

2012年1月10日 立会調査実施。第4スパンで迫構を検出し、本調査に切替え。迫構の掘削、写真

撮影、測最を行い、調査終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘
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1. 基幹・環境整備（J対外排水設備等） □I?l［に伴う立会•発掘調査 (ll2l)

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下0.8---0.9mで包含層、 1.2mで遺構面（地山）を検出した。

(3)検出遺構

く 1号竪穴住居址＞

n区①の北側、約 2mの地点で竪穴住居址と思われる追構を検出した。住居の主軸は北東を向く。

検出したのは住居址の南東壁であろう。大半が攪乱によって削平されており、全容や詳細は不明であ

る。遺物はない。

1I区⑯調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

⑯は、ガス管の配管に伴う掘削工事である。 II区⑤の北側4m付近を東西に掘削した。東の道路縁

石から掘削し、西へ2m程で共同溝が検出された。共同溝の西側を 5m程掘削したところ、北側半分

強はガス管の掘り方ですでに撹乱を受けており、南側には包含層が残存していた。精査の結果、ピッ

ト一つを検出した。

b. 調査の経過

2012年1月26日 立会調査実施、包含層・迎構面を確認し、遺構を検出。本調査に切替え、遺構の

掘削、写其撮影、測最を行い、調査終了。

C ．調査の組織

調 究員：大坪志子・嘉村哲也・中田裕樹

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下0.9~1.0mで包含層検出、 1.4mで辿構而を検出した。

(3)検出遣構

調究区南側に、幅0.4mで細長く残された迎構面で、ピットを一つ検出した。直径は約30cm、深さ

は約45cm程である。

(4) 出土遺物

ピットからの遺物の出土は無い。調査区の包含層からは、土師器杯の破片が出土している。
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I区⑲調査地点（図11)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

m 黒嬰南地区の調究

⑲は、共用棟黒髪 3の西側、⑭の南側に雨水桝を南北2箇所に設置する工事である。掘削の結果、

北側では包含層を一部検出し、追構面ではピット 2つを検出した。南側でも遺構面を確認し、ピット

3つを検出した。

b. 調査の経過

2012年1月26日 立会調査実施。包含層および辿構面を検出し、ピットを確認。本調査に切替え、

遺構の掘削、写真撮影、測最を行い、調査終了。

C ．調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

北の地点では地表下l.lmで辿構面を検出した。包含層は削平のため、一部のみ認められたのみで

ある。

(3)検出遥構

北の桝 l調査区では、 1.1X 1.3mの範囲の北側0.37mの範囲が、削片を受けずに遺存していた。直

径35cmと46cmのピットが二つ、検出された。

南の桝2調査区では1.15X 1.15mの範囲で3つのピットと、溝状の窪みが一つ検出された。直径は

いずれも35cm程度で、深さは21cm~31cm である。溝状の窪みは幅0.2m、長さ0.35mで南北を向い

ている。深さは10cm程度である。

(4) 出土遥物

ピットからの遺物の出土は無い。調査区の包含層からは、須恵器の破片が出土している。

皿区②調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a．調査地と調査経緯

m区②は、事務局南西の緑地帯に雨水桝を埋設する工事である。緑地帯西部を全面的に掘削したが、

南側で共同溝が検出されたため、共同溝より北側の約2.3X5.5mの範囲を調査した。最終的に施工に

必要な掘削深度が深く、重機の掘削範囲を超える可能性があったため、西側 3mほどを先に調査し、

後に東側に拡張して調査を行った。
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1. 基幹・環境整備（！対外排水設備等）」？l［に伴う立会•発掘調介 (112l)

b．調査の経過

2012年4月27日 立会調査実施。包含層を検出し、迫構面・辿構を検出し、本調査に切替え。遣構

の掘削、写其撮影、測最を行い、調査終了。

C ．調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：典嶺友紀也

整理作業員：井上裕美・入江由其•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下0.9mで包含層を検出し約1.2mで遺構面を確認した。

(3)検出遺構

＜溝＞

調査区西側、西壁の下で検出した。溝の西の肩は調査区外である。北西ー南東方向をとる。現況で

は幅1.46m、深さ0.54mである。東側の肩は、一端緩やかに落ちたあと、急に深くなる。土層がこの

変化点で分かれており、掘り直しが行われた可能性もある。辿物は出土しなかった。

くピット＞

溝の東側の台地上で一つ検出した。直径約40cm、深さは40cmである。東側拡張部でも、ピットー

つを検出したが、樹根の可能性がある。遺物は出土しなかった。

N区②＠調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a．調査地と調査経緯

w区①の西側を工学部1号館西側の中央付近から資料館の南に掘削した汚水管工事である。数m

ずつ掘削をすすめたところ、包含層を確認した。精査したのち迫構面を検出し、迫構が確認されたた

め、調査を実施した。
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b．調査の経過

2011年12月20日 立会調査実施。包含層を検出した後、遺構面まで掘削、遣構を検出。本調査に切

替え、遺構の掘削、写真撮影、測量を行い、調査終了。

C ．調査の組織

調査員：大 坪 志 子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘
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1. 基幹・環境整備（展外排水設備等） I ．． 1［に伴う立会•発掘調究 (ll21)

子・山脊吊苗・典htt友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下約0.8mで包含l付、 1.0前後で追構面である。

(3)検出遥構

ピットを多数検出した。不整形なものが多く、それらは隣接する W区①調査区から撤去した桜の樹

根の可能性が翡い。

(4) 出土遥物（図16: 11. 22~23. 29~30) 

11は土師器甕の口縁である。 22と23は縄文土器である。包含層から出土した。 22は浅鉢形土器の胴

部であろう。 29は叩き石である。 30は黒曜石の剥片である。

N区④調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

w区②③の南側のつづきで、幅0.7mx5.0mの汚水管新設のための工事個所である。鉄管や塩化ピ

ニール管などの埋設物が多く確認されたが、地表下l.Omで包含府に達した。追構・遺物は検出され

なかった。さらに、地表下1.3m~ 1.35mで遺構面を確認し、精究の結果、ピット状の遺構を 3基検出

した。

b. 調査の経過

2011年12月21日 掘削開始。ピット検出、順次掘り下げ、測批、写真撮影。調究終了。

c.調査の組織

調査員：石丸恵利子

事務担当：村田知型

発掘作業員：なし

整理作業貝：井上裕美・入江由其•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閣満代・首藤優子・末吉美

紀・増・井弘子・ lll脊吊苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

調査区の基本土層は、表土から約 lmまでは現代埋土で、 1.3mで地llIに達した。

(3)検出遥構

ピットを 3甚検出したが、 2基は木の根の入り込みと判断されるものであった。残りの 1基は0.2

x0.35m、深さ0.25mのもので、ピット内より須恵器が出土している。

(4) 出土遥物（図16: 12 ・ 24) 

図16:12は須恵器の翡杯の脚部破片で、ピットより出土したものである。図16:24は浅鉢の胴部破
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片で、縄文時代後期後策の粗襲土器である。

N区⑥調査地点（図14)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

皿 黒髪南地区の調査

w区⑥は、工学部研究狩料館南を東西にはしり、 W区③へ続く汚水管である。 W区③の西には溝状

のコンクリート構造物があるため一旦ここまで掘削し、 W区③と構造物との間70cmは、エ法を確認

後に掘削した。ほぼ全域において地表下l.Omで包含層を確認したため、上面を精究したのち追構面

を検出した。

b.調査の経過

2011年12月20日 立会調究実施。包含層を検出した後、迎構面まで掘削、迫構を検出。本調査に切

替え、迎構の掘削、写真撮影、測最を行い、調査終了。

2011年12月26日 ③との間の区間について立会調査実施。追構検出、辿構の掘削、写真撮影、測最

を行い、調査終了。

C. 調査の組織

調査員：石丸恵利子・大坪志子

事務担当：村田知型

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子•山脊早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

本地点では、地表下l.Omで包含層に達し、 1.2mで遺構面に達する。周辺より、包含層が深い感じ

を受けるが、これは盛り土のため周辺の地表面が高いためである。

(3)検出遥構

迫構としてはピットを数個確認したが、形態がやや不正形で、樹根の可能が高いと思われる。追物

の出土はない。

N区⑦調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

⑦は、工学部 1号館と工学部研究賓料館の間に、汚水管をとおす工事である。共同溝状のコンク

リート構造物の北側に沿って施工したため、半分近くがこの構造物の掘り方であった。工学部 1号館

に並行して東西方向に攪乱を受けているが、調査区の約30~40％程度残存していた。そのため、確認

した包含層・迎構面は非常に狭長であった。また調査区を横断する配管が多いため、それらによる削

平も著しかった。 包含附を検出し、掘削後遺構面において遺構が確認されたため、本調査を実施した。
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1. 碁幹・環境整備（屋外排水設備等） l？ltに伴う＼［会•発掘調在 (ll2l)

b. 調査の経過

2011年12月27H 調壺区の東側から掘削を開始し、東端の桝設間部分のみ立会調究実施。包含層を

検出した後、辿構雁まで掘削、遺構（溝）を検出。現状保存とし、写真撮影を行

い、調査終了。

2012年 1月6日 続きを東側から掘削、包含層を検出、梢究後掘り下げて迫構面検出。追構を確認、

本調査に切替え、辿構の掘削、写真撮影、測祉を行い、調査終了。

c.調査の組織

調査貝：大坪志子・嘉村哲也・中田裕樹

事務担当：村田知聖

発掘作業貝：なし

整理作業貝：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下0.8---0.9mで包含層を確認し地表下l.0~1.2mで辿構面（地山面）を確認した。

(3)検出遥構

ピット 7つを検出した。匝径約30cm、深さ約30cm程度である。出土遺物は無い。

(4) 出土遥物

迫構からの追物の出土は無い。包含9付から土師器片が 1点出土している。

N区⑧調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

w区⑧は、 W区⑦の東端から事務局本部南西部にある緑地帯に向かって、北へ汚水管を通す工事で

ある。調査区南側から0.97mの地点までは、検出した包含附上面に遺構がないことを確認し予定掘削

深度まで下げたが、包含層内で収まった。遺物も出土していない。管路がずれたため、 1/3程度南か

ら西側に拡張した。包含層上面の確認後に掘り下げたところ、遺構面に達し遺構が確認されたため、

本調査を実施した。
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b.調査の経過

2012年 1月10日～12日 南側から掘削開始。 2~3mずつ包含9習を検出、精査後迪構面検出、遺構

検出。本調在に切替え、遺構掘削、写真撮影、測最、調査終了。

2012年 1月24日 12日までの調査区北端から、西へ約 3m掘削。包含層を検出後、追構面を検出す

るが遺構は検出されず。調究終了。

c.調査の組織

調査貝：大坪志子・嘉村哲也・中田裕樹



事務担当：村田知聖

発掘作業貝：なし

m 開嬰南地区の調究

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

調査区の南側では、地表下0.9mで包含層を確認し、 1.1前後で追構面に達した。包含層の検出深度

は、北ほど浅くなり、道路横断部では、地表下0.6mで包含層を検出し、 0.8---0.9mで迫構面（地山）

を検出した。緑地帯では地表下1.2mで追構面を検出している。緑地帯のため、盛土で地表が高いため、

数値が大きい。

(3)検出遥構

ピットを数個検出した。直径は約30--40cm、深さは約30---50cmである。不整形のものは、周囲の

樹木の樹根であろうと思われる。

(4) 出土遥物

追物は土師器片・須恵器片が数点出土している。

N区⑨調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

w区⑨は、 W区③・⑦の交点にとなる角の東側（内側）に新しい雨水桝を設置し、工学部研究資料

館南から雨水管を通す工事である。桝はコンクリート構造物を一部破壊・撤去した箇所だった。この

桝設置部で遺構が確認されたため、本調究を実施した。地表下1.3mで包含層が確認され、包含層を

掘削したところ迫構面でピット 1つを確認した。

b.調査の経過

2012年1月20日 既存の構造物を撤去後、包含層を確認、精査を行い掘削。迫構面及びビットを検

出。掘削、写真撮影、記録を行い調査終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下1.3mで包含層を検出したが、構造物の撤去後であり削平されている可能性が高い。周囲が

撹乱のため、確認はできなかった。 5cmほど下で遺構面を検出した。
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1. 碁幹・環境整備（展外排水設備等） [•J~に伴うヽ［会•発掘調1f. (1121) 

(3)検出遥構

ピット一つと、調壺lメ：中央で検出した。 0.44X0.34のやや長楕円形、深さ40cmである。出土遺物は

ない。

N区⑩調査地点（図13)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

⑩は、 W区⑨の桝から II区⑦付近までの雨水管及び雨水桝設置工事である。包含層・追構面確認の

ため、 3~4m前後の距離で北から 9スパンに分割して調壺を行った。 幅0.8m、掘削深度1.5mの掘

削である。

第3スパンでは、地表下l.lm程まで掘り下げたところで包含層を確認した。遺構がないことを確

認して包含肘を掘削した。辿構面の検出作業を行い、ピットを確認した。

第4スパンは、包含附の上面で、ピット 1つと住居址と思われる迎構を検出した。これらの掘削．

記録後に包含附掘削を行い、追構面で迎構検出を行ったが、掘削深度が既定の深さに達していたため

現状保存とすることとし、第 4スパンの調在は終了した。

第5スパンは、調壺区の半分弱は隣接する配管の工事の際にすでに調究済みである。 地表下0.9m

程度下げたところで包含府を確認した。包含層より土器片が 1点出土している。包含府を掘り下げて

迫構検出作業を行ったところ、ピットと不明落込み、土坑を検出した。土坑は第6スパンの方へ延び

るため第 6スパン掘削時に完掘した。それぞれ埋土は包含hViの土に近似している。

第6スパンは、調究区の 3割程度は隣接する配管の工事の際にすでに調査済みである。地表下1.0

m程度で包含｝付を検出し、地表下1.4m程度で遺構面を確認した。第 5スパンで検出していた土坑の

続きを検出し、掘削を行うと、下に 2つのピットを検出した。これらの埋土はすべて包含層の土に近

似していた。
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b. 調査の経過

2012年 1月24--268 第 1スパンから第 7スパンまでを、立会調究実施。包含層を検出し上面を精

査後、掘り下げ。迎構面と遺構の検出、本調査に切替え。遺構の掘削、写真撮影、

測址を随時実施し、終了。

2012年 1月308 第8・ 9スパン立会調究。

c.調査の組織

調在貝：大坪志子・粘村哲也・中1_LI裕樹

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業貝：井上裕美・入江由真•江I□1 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山脊吊苗・輿嶺友紀也

(2) 調査区の基本層序

地表下l.0m前後で包含］付を検出し、 1.4mほどで追構面を検出した。
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(3)検出遥構

検出された迪構はピットと土坑である。第3スパン北端でピットを検出した。第3・4スパンの境

界付近では南北 lmの大きな土坑と、その南に硬化した土層が検出された。第5スパン中央では、不

正形のピットが、第 5・ 6スパンの境界付近では、土坑が検出され、掘削すると二つのピットが検出

された。

(4) 出土迫物

調査区の最も北、第3スパンのピットからは土師器が出土した。第3・4スパンで土師器片・須恵

器片が出土している。また、第5・6スパンの境界付近の土坑より黒曜石片 1点、礫塊石器（たたき

石と思われるもの） 1点、縄文土器片が出土し、下のピットの一つから土師器片 l点が出土した。

N区⑭調査地点（図14)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

w区⑭は、ガス管埋設に伴う掘削工事である。共用棟黒嬰 4に沿うように北東側に位骰する逆 L

字状をなす調壺区である。工事の既定掘削深度は地表下0.8mであった。南北方向の調査区では包含

層は検出されなかったが、 0.6m掘り下げたところで遺構面を確認した。東西方向は地表下0.4m程ま

で掘り下げたところで包含層を検出した。包含層掘削を行い、地表下0.6mまで掘り下げたところで

迫構面を確認した。工事の掘削深度が地表下0.8mで削平を受けるため、調査を行なった。

b.調査の経過

2012年2月16日 全範囲の立会調査を実施し、包含層上面を検出。写真撮影。

178 南北トレンチは辿構検出、掘削完了。写真撮影。

208 南北トレンチの追構検出、掘削完了。写真撮影。

21日 測最。調査終了。

C. 調査の組織

調 査員：大坪志子・中田裕樹・嘉村哲也

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子•山寄早苗・輿嶺友紀也

C ．調査の組織

調 査員：大坪志子・中田裕樹・就村哲也

事務担当：村田知聖

発掘作業貝：なし

整理作業員：井上裕美・入江由其・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也
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1. 基幹・現境整備（屋外排水設備等）工事に伴う立会•発掘調査 (1121)
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m 黒嬰南地区の調査

(2)調査区の基本層序

0.4mで包含層、 0.6mで辿構面を検出した。

(3)検出遥構

遺構面では10基以上の柱穴、根穴と思われるものを検出し、遣構掘削の結果、これらのうち 4つは

ピット、これら以外は樹根であると思われる。

(4) 出土遥物

包含層より須恵器片・土師器片が数点出土した。ピットからの出土は無い。

N区⑮調査地点（図14)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

w区⑮は、ガス管の埋設に伴う掘削工事で、 W区⑪ー 1~3に沿うようにのびる調査区である。調

査区が狭長なため、 13スパンに分割して調査を行った。このうち、工学部資料館西側の第10スパンで

遺構を検出した。

b.調査の経過

2012年2月20日 第 1スパンより、立会調査開始。第 1・ 2スパンまで確認終了。

21日 第3・ 4スパンまで確認終了。

22日 第5~7スパンまで確認終了。

23日 第8スパンまで確認終了。

248 第8拡張部・ 9スパンまで確認終了。

27日 第10スパン（半分）まで確認終了。

28日 第10---13スパンまで確認終了。

29日 第12スパン確認終了。

2012年3月13日 拡張部、掘削立会、確認終了。

c.調査の絹織

調査員：大坪志子・中田裕樹・嘉村哲也

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山脊早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

0.8--0.9m程掘削したところで包含陪を検出し、 l.Omのところで遺構面を確認した。

(3)検出遥構

検出された迫構はピット 3つである。出土遣物は無い。
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N区⑱調査地点（図15)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

w区⑱は、 W区⑯の北端より西側にのびる調査区で、ガス管の埋設に伴う掘削工事である。 2ス

パンに分割して調壺を行った。このうち第1スパンは、調査区西側から中央部分にある U字溝の下ま

でで包含層を確認、辿構面では精在の結果、遺構が確認されたため掘削を行った。遺物は出土しな

かった。 U字溝より東側は攪乱を受けており包含層・追構面の検出は無く、第2スパンは現状保存と

した。

b.調査の経過

2012年3月6日 第 1スパン立会調究開始。包含陪検出、包含9杓掘削。

7日 辿構面検出、本調査に切替え。迎構掘削、測賊、写其撮影、第 1スパン調査終了。

8日 第2スパン掘削、包含層確認、写真撮影、調究終了。

C ．調査の組織

調 査貝：大坪志子・中川裕樹・嘉村哲也

事務担当：村田知埋

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由其•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山脊早苗・典嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

第 1 スパンは地表下0.45~0.55m で包含層を検出し、 0.7m前後で辿構面を検出した。北へ延びる第

2スパンでは地表下0.8mで包含層を確認した。

(3)検出迫構

ピットが2つ検出された。一つは直径40cm、深さ80cm、一つは直径30cm、深さ40cmである。出

土遺物は無い。

N区⑳調査地点（図14)

(1)調査の目的と経過

a．調査地と調査経緯

⑳は、工学研究狩料館の西側に位骰し、 W区⑪ー 4の桝より北側にのびる雨水管の埋設に伴う掘削

工事である。掘削の都合上、 4スパンに分けて調壺を行った。

第 1スパンは、調究区北隅の桝設骰部分で、 0.8XQ.8mの範囲である。包含層を確認し、遺構面で

は精究の結果、追構が確認されたため掘削を行った。第2スパンは現状保存とし、第3・4スパンは

撹乱のため包含層・迎構面の検出はなかった。

b．調査の経過

2012年3月16日 立会調究実施。第 1スパンで包含層・迎構面及び追構を検出、本調査に切替え。
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1. 基幹·閑境整備（渥外排水設備等）口l?liに伴う立会•発掘調在 (1121)

C ．調査の組織

調究員：大坪志子・中田裕樹・嘉村哲也

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山脊早苗・典嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

第 1スパンでは、地表下l.Omで包含層、地表下1.3m程で遺構面を検出した。

(3)検出遣構

ピット 2つを検出した。一つは直径50cm、深さ40cm、一つは直径40x30cm、深さ30cmである。

出土遺物は無い。

N区21調査地点（図15)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

⑳は、共用棟黒髪4の西側に位置する倉庫より伸びるガス管の埋設に伴う掘削工事である。 W区⑱

とも接している。調査区が狭く長いため、 6スパンに分割して調査を行った。このうち、第 2~4ス

パンで、包含層を検出し、さらに追構面において追構を検出した。
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b．調査の経過

2012年3月21日 第 1スパンより立会開始。第 2・3スパンで包含層、逍構面及び追構を確認。本

調究に切替え、遺構掘削、写真撮影。

22日 第4スパンの立会調壺実施。構面及び迎構を確認。本調査に切替え、追構掘削、

写真撮影。

26日 第5・6スパンの立会調査実施。全体の測最。調査終了。

C ．調査の組織

調査員：大坪志子・中田裕樹・嘉村哲也

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下0.8mで遺構面を検出した。遺構面までは撹乱が著しく、包含層は検出されなかった。

(3)検出遺構

第2スパンでは、遺構面を精壺した結果、ピット 2つを検出した。一つは直径30cm、深さ20cm、
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一つは直径40cm、深さ40cmである。出土追物は無い。

第3スパンは、土坑を検出した。長さl.Om、0.6m、深さ30cmである。出土遣物は無い。

第4スパンは、ピット 1つを検出した。直径30cm、深さ40cmである。出土迫物は無い。

V区④調査地点（図11)

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

④は、 II区⑳側に並行して、 9号館東側を L字に囲むように雨水管と桝（大小各 1基）を設置す

る工事である。小桝設置個所で、地表下2.0mまで掘削を行った。予定の掘削深度まで達したところ、

近世の耕作土層を確認し、不定形の迪構と思われる掘り込みを検出した。

b. 調査の経過

2012年 1月18日 立会調査実施。追構面検出、掘削。写真撮影、測拭実施、調究終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子・中田裕樹・嘉村哲也

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由其•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下2.0mまでは、近現代埋土である。その下で近世耕作土と考えられる土層を検出している。

(3)検出遥構

現況で0.7x0.5m、深さ36cmの土坑のような落ち込みである。大半が撹乱によって破壊されており、

遺構の性格は不明である。埋土は、包含層の土と地山プロック（径5----40mm程度）を多く含んでいた。

掘削した壁面に黒色土層がきれいに廻ることから近世の耕作土直下の包含層の可能性も考えられる。

遺物は出土しなかった。

VI区④調査地点（図11)

（1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

VI区④は、 VI区②の北側に雨水桝を設樅する工事である。 3.5X3.5mの範囲を掘削した。調査区の

南東角には既設の桝があったため、 1/3程が撹乱を受けていた。地表下2.2mで遣構面を検出し、精査

した結果、撹乱を免れた部分においで畑址を確認した。

b. 調査の経過

2011年12月12日 立会調査実施。畑址を確認したため本調査に切り替え。掘削、写真撮影、測羅を

実施、調査終了。
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1. 基幹・瑣境整備（展外排水設備等）工事に伴う立会•発掘調ー在 (1121)

C ．調査の組織

調壺員：石丸恵利子・大坪志子

事務担当：村田知型

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子•山脊早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

地表下2.2mで遺構面を検出した。この付近一帯は白川に向かって、旧地形が落ち込んでおり明確

な古代の包含層は検出されない。遺構面は近•世耕作土で砂質の強い土層である。周囲が撹乱のため土

陪の観察はできなかったが、畑址が検出された9911調査地点の土層が参考にできる。それによれば、

近世耕作土までは、現代埋土と、近世の耕作土・洪水砂の互層が堆積していたと考えられる。

(3)検出遥構

④は、 VI区②の北側に雨水桝を設樅する工事である。 3.5x3.5mの範囲を掘削した。調査区の南東

角には既設の桝があったため、 1/3程が撹乱を受けていた、精壺した結果、撹乱を免れた部分におい

で畑址を確認した。 4条の畝を確認した。出土遺物はない。畝は南北を向き、少し東に傾く。東壁下

にわずかに西側が見える畝が 1条、西壁下に東半分が見え畝が 1条、その間に 2条の畝が検出された。

出土遺物はない。

(5) まとめ

本調壺は、調在区が狭長なため遺構の全体や性格を把握することが困難であった。遺物の検出もす

くなかった。しかし、黒髪南地区西半において、密なトレンチ調査となったことは大きな成果と言え

る。以下、主要調査区の調査成果についてまとめる。

II区①地は、表下l.1~1.8mで地山の残存を確認することができたが、追構については北側隅で土

坑状の掘り込みを1基確認したのみであった。土坑から遺物は出土していない。

II区②は、 調査区の西端、地表下2.3mの地点から掘り込まれた土坑を 1基検出し、底部より敲き

石が出土している。建物基礎のコンクリート塊やアスファルト片など多くの埋設物が存在していた部

分であるが、 II区①と比較して、包含層や遺構の検出面が深いことが確認できる。

II区③は、狭小な調壺区であったにもかかわらず、地表下約1.2mから掘り込まれた墓城を検出し、

ほぼ完形の小型の甕棺が出土した。弥生中期末頃のものと考えられる。これまでの黒嬰南地区の調査

においては、 9704調査地点（熊本大学埋蔵文化財調究報告宵第4集）で弥生時代中期中葉～後葉の甕

棺墓が多数検出されており、本調壺区はそこから東側に100m以上離れた場所に位置する。また、

1957年にも9704調査地点よりもさらに北西50mの地点で 1基の合口式甕棺が発見されていることなど、

黒嬰町迎跡群における甕棺墓の広がりを考えるうえで、本調査区から出土した甕棺は貴重な資料と

なった。

II区④調査区のピットは配列や方向からすると、古代掘立柱建物の柱穴とは考え難い。埋土は古代

の包含層の土であり、時期は少なくとも古代以前と思われる。遺物は縄文土器片が出土したが、周辺

では縄文時代の追構が確認されておらず、時期の特定には慎重を期したい。 9810調査地点で検出した

住居址は、軸が北より振れており、それらと同時期の住居址かと思われる。本荘地区の古代の住居址

64 



m 黒嬰南地区の調査

は概ね北を向くのとは、大きく異なる。溝状迫構は南北を向いており、古代の遺構である可能性があ

る。

Il区⑧は、地表下1.2mの地点で土坑を 1基検出し、土坑埋土より縦に立てられて状態で台石が 1

点出土している。

II 区⑬北端で検出した遣構は、 II 区⑤• II 区⑥• II区⑩で検出した住居址と同様である可能性が高

い。 m区②では南北を向く溝が検出された。幅、深さともに、周辺で検出された溝としては大きい。

これを、このまま南へ延長させると、 W区⑧で検出したはずであるが、検出されなかったことから、

途中で方向を変えている可能性が高い。 9704調査地点では、南北・東西を向く区画のための溝が検出

されているが、この溝は同様なものであるのか、どのような性格か、時期も含めて今後の調査成果に

よる検討が必要である。

II 区⑤ •II 区⑥ •II 区⑩で検出した竪穴住居址は、北東一南西の方向をとるようである。地表下1.2

mで検出した。 Il区⑩では、住居址の中央寄りになる部分で床面と考えられる硬化面も確認すること

ができた。

w区④は、ピットが1基検出されたのみであるが、地表下 lmで包含層に達し、 1.3mで地山が検出

されることが確認できた。

VI区④では、 9909調査地点（熊本大学埋蔵文化財調査室年報6)に続き畑の址が検出されが畝立の

方位が、東西ではなく南北である点は異なる。時期差と思われる。

V区④では畑址は検出されないものの、遺構面の検出は非常に深く落ち込んでいる。以前より、こ

のあたりで、旧地形は白川に向かって落ち込んでいると予想されているが、この一段低く落ちた土地

のどこまでが畑として利用されていたのか、古代以前の遺構面の広かりを確認することは、今後の南

地区での事業実施に有用な情報となるだろう。

このほか、掘削した各地点において、遺構面およぴピットを検出した。古代の住居址や溝等は少な

かったが、いずれの地点においても、遣跡が残存していることを確認することができた。また、工学

部資料館付近では黒曜石のチップが数点出土したが、これは0210調査地点（熊本大学埋蔵文化財調査

室年報9)・0302調査地点（熊本大学埋蔵文化財調査報告書第8集）の調査成果と併せて、少なくと

も0302調査地点から東側50mの範囲では縄文時代の遺物が分布していることを示している。

今回、広範囲にわたる調査において得られた遣構面に達するまでの深さ、検出される遺構、迫物、

時代的特徴などの情報を活かし、再開発事業と遺跡保存に取り組みたい。

出土迫物については、網田龍生氏、檀佳克氏、原田範昭氏、増田直人氏（以上、熊本市教育委員会

文化振興課）に御教示をいただいた。記して厚く感謝申し上げます。

65 



］． 基幹 ・閑境整価（）冦外排水設1iii等） l： ’li に伴う 立会 • 発掘逍在 (1 121 )

- - 一

二ニーニ」一
| 

1 

•一ーニ.2 
了ここ9:．3 /

/
 

‘¥- - •,• 5 

／月＿ー~6

。

¥`‘

蔭

口

・ IO 

8
 

‘
a

ー

，

し

＂9,9 ，
 

〗
図[

冒口 左ここ三、
12 

丁
ロ
~
i
9. 1

6

ー

.,

l

 

,

9

1

,

 

.
j
o
,
 

f
.
 

t--．
 [

 

．．
 

”9
-．^ ＂刀

/
,22

5
1
 ヽ(

 r
 

一

，翁立
竺
禽

，．
豆
pー

ふ丙

5

,h日
日
り

9g”̀
p 

苓
唸認．＂

『

•, 
9

,

)

i

]

．rt
-

巳
匹
祝

£ご竺這戸り羹蕊已
9 :¥ 

俗唸戸？9
.”;.3．、、う

4 

窒

3
 

2
 

゜

尋

7
n

ハ
月2

〗
団N
U
.

響

胃
ー

入
忍

口
什
甘

―一
介，．

[̀/‘‘¥
 

こ
ダ5
 

鸞
可
i1

ご〗·
J
r
{
]

ぷ
ー疋

；
ぷ
)

ぎ
心
,
f
9
 

ぎ~
•
9
,

戸し
8

，門：
、
多{: 

｝翌
翌
責

拿
竺
霞

・, 
＇ ， 

戯ヽ- :,

疇忌
＇ 

21 

. 4蕊．
（デペ-俊溶荼•S-』..、-.,_,...-5芯

炉窃芦` ＇ぶ
翌言

a屯，，
'•福iー、・・・-,99ビエしぇ．、，．士・‘7→

ヽ

£全と•S-'-...:—,-.
・ン・ ｝ ・・・シJ... ~・e．竺．．9C̀．．ーー、

、9 2 4 -→-」

゜
10cm 

図16 1121調査地点出土逍物実測図 1 (1/4・1/3) 

66 



皿 黒髪南地区の調査

゜

8
 

2
 

ロロニ

甘
日
＼
＼

〗□
口

1
ー
＼

ロ
CJ 26 

こ

10cm 

27 

｀
 

り
30

喜。
に◎
0 31 

゜
5cm 

こ二〉 29

図17 1121調査地点出土遥物実測図2 (1/4•1/1) 

67 



1. 基幹・現境整備（屋外排水設備等）工事に伴う立会•発掘調査 (1121)

表6 1121調査地点出土遥物一覧表

図 香号 遺物 種類（器種） 法fl1cm) 残存 lil 特 微 色 国 出土辺構 国 考

口径 “.6 内：ナデ 内： llueIOYRi/3 外面ススfす沿
16 I 土師岱 吏棺 底径 8.4 ほぼ完形 I! -{i) I•サ窮

器高 53.4 外：ナデ．ハケ n 外： llueIOYR7/3 内面底郎スス？コゲ？付粁

口径
内：府さ 内： llue2.SYR4t8 

2 土師器 杯 底径 底部I¥・
外：府さ 外： llue2.5YR4/8 II-@ Iサピット 内外面丹注1)

器高

3 :l:t戟；； 杯 噌 底郎9ヤ 内外： 回転転1•デ 内： Hue5YR5/6 n◎地III『[」： 赤包化粧：I:
醤高

:lilJ ナデ クf: I luc 5YR5/6 

口径
内：ナデ．ハケ目 内： Hue2.5YR6/6 外面赤色化粧土

・I 土師器 杯 底径 用部片
外：ナデ 外： HueIOYR6/3 D-@ 包含層埋土

劣化
器在

口径
内： lei転ナデ 内外 ： ll u e 7.5Y R7/6 5 ,J(息器 杯 底往 4.6 1/3 n{ 地IIIi/(．l: 赤焼さ

器窃
外：削り : llue 5YR6/6 

口径
内・ナデ． nIJり 外内 ： ll ue 25YR4 /6 外面丹拉少I)府しき6 土師器 壺 底l至 胴郎li•
外・府さ : Hue 25YR4/6 II-@ 包含層狸土

内面丹？ 残る
器店

口往 12.0 
I り： 9 if きき 内： Hue5YR6/6 II —⑥ 6スパン・ 1

7 :l:師t；； 杯 底佳 約1/2
外： 1" 外： II皿 5YR6/6 サ竪穴仕居址

内外面口界郎にスス付沿
沿高

口佳
内：ナデき． 削り 内： llue7.5YR5/4 II-⑥ 配行 1・包含

8 :I：応器 甕？ 底佳 用郎）ヤ
外：府 外： l!uc7.5YR7/6 屈

器高

， 土師器 甕 噌 肘部）¥・ 内外 ：ナデ 内： flueIOYR6/3 "-R 配管 1・地山
靡il'li

:,ヽケ[I 外： UucIOYR6/4 

口径 内：削I) 内： llue10YR4/2 
IO :l：紺召 壺 底佳 用郎）＼•

外：ナデ．ハケH 外： llucIOYR5/3 II咽竪穴住居址
器高

口径
内；回転ナデ 内： Jlue7.5YR6/4II :I:師岱 亮 底径 口縁郎片
外：回転ナデ 外： llue7.5YR6/4

IV-@ 
器店

口径
内：回転ナデ 内： HueN2/0 12 須患岱 高打・ 底径 脚郎片
外；回転ナデ 外： Hue5B2/1 

lV--c 3•i,' ピット
器店

口径
内：ナデ． 9仔き 内： llucIOYR7/4 13 縄文土器 深鉢形土骰 底径 口緑郎｝＼•
外； 外： Jluc II —® 包含屈雅土 外面剥阻

器高

n,1:色I：府岱研
ロ佳

内：磨き 内： HueIOYRl.i/1 14 鉢形土芦 底径 因郎9i•
外： Jffき 外： HueIOYRl.i /1 n4  1サビット 閉りin闘文

器高

15 縄文土器 深鉢形土器凪 胴郎9i• 内外：ナデ 内： lluc7.5YR6/4
ll-R 記ff2: 11.fき 外： Hue2.5YR4/4 

口径
内：ナデ 外内 ： lluc 2.5Y31'2 16 紐文土器 深鉢形土器 底径 羽郎11・
外：ナデ． 1ftき : Hue 7.5YR4/3 n-R配管 1・地山

沿窮

口径
内：ナデ 外内 ： ll ue JOV R7/3 II —⑥ 6スパン・撹17 縄文土器 深鉢形土器 底往 口縁部)¥・ 外面に圧痕？

沿高
外：ナデ : lluc IOYR7/3 乱

口径
内：ナデ 内外 ： ll u e 5 YR4 / 3 18 関文土辟 深鉢形土苔 底径 胴郎9ヤ
外：用き : Hue 5YR5/6 II-@ 投乱

苔高

1:1[£ 
内：ナデ 内： HueIOYR6/3 19 純文土岱 深鉢形土器 翡 破 li・
外：ナデ 外： llucIOYR5/3 ll-@ 椛it

口径
内：ナデ．府さ 内： HueJOY応1320 紐文土器 深鉢形土器 謡 口縁郎1i・
外：ナデ 外： Hue!OYR5l4 D咽竪穴住屈址

口径
内：ナデ 内： lluc2.5Y4/221 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴郎11・ n咽 1・サビット

器高
外：ナデ．府さ 外； HueIOYR5/4 

口径
内：ナデ 内： llue7.5YR6l422 綱文土器 浅鉢形土器 底径 尉郎）ヤ IV-R 外面/Al斑あり

蔚高 外：ナデ．府さ 外： HueIOYR5/4 

l:l径
内：ナデ 内： llucIOYR7/2 23 縄文：I:器 深鉢形土料 底径 胴郎）＼ー IV-@ 外iliiスス？

沿高
外：府さ 外： IIuc5YR4/4 

口佳
内：ナデ 内： llueIOYR7/4 24 関文土岱 浅鉢形土召 庇佳 胴郎片 ]194D包含屈捏土

召高 外：ナデ． Inさ 外： llucIOYR5/3 

長さ 12.8 
内： IkJ. 91uc 17 25 石岱 敲石幅 II.5 完形 II4 1 1}・ピット 煎趾lO15g

l1さ、1.0 外： 外： IIuc 

長さ 10.3 
内： 内： Hue

直使黛用266痕あgり26 石器 敲石糾 52 完形 II.④包含府捏土
I'/.さ 3.0 外： 外： Hue

長さ 20.9 
内： 内： llue

” 
石岱 台石ば 15.3 完形 11-R 1・サピット 重且2580g

厚さ 6.6 外： 外： Hue

Kさ 8.55
内： 内： llue28 石沿 石巽幅 6.8 完形 II-@ 竪穴住居址 重仕21lg

序さ 2.3 外： 外： llue

長さ 9.15 
内： 1/,I: llue 29 石器 敲石

幅序さ 73 .. 6 i 完形
外： 外． IIue IV-@ I•サピット 頂丑四1g

長さ 1邸
内： 内， Hue

韮捐曜lit0石.9g 30 石西 剥片幅 II IV⑬地1J1il(上
l'1-さ 0.6 外： 外,Hue 

iとさ 5.4 
内． 内： lluc31 鉗製品 恒汗吸口媒 1.2 吸口のみ II-@ 泣含附埋土

直量邸g
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W 本荘北地区の調査

1. 本荘団地北地区基幹・環境整備工事に伴う発掘調査(0304調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査地点は、本荘北地区に所在する本庄追跡内にある。本荘地区は、白川の蛇行が見られなくな

り下流域に差し掛かる地点にあり、白川左岸の自然堤防上（標高14m)に立地する。本地点は本荘北

地区の北辺中央部に位骰する。

本工事は、平成14年度末に計画された基幹・環境整備事業である。本荘北地区大学附属病院の設備

管理棟北側に発鼈機室を建設し、発電機室から共同溝を敷設して既設の共同溝 (0104調査地点：熊本

大学埋蔵文化財調究報告書第6集）に繋げる工事である。

本荘北地区では校舎や病棟の新営に伴い、比較的規模の大きな調査が行われてきた。その既往の調

査で古墳時代前期から古代にかけての集落が確認され、 0104調究地点では弥生時代の追構としては初

めて弥生時代前期初の溝も検出された。本荘北地区の迫構の分布は、白川に近いほど濃密であること

が分かっており、また古墳時代の迎構は敷地の西側に偏る傾向にある。

本地点では既設の建物を解体・撤去したのち、発掘調査を実施した。調査区の形状が不定形である

ため、説明の便宜上、東側広い部分を東側調査区、東西に伸びる部分を調査区東西部、西側の南北に

伸び若干幅広い部分を西側調査区とする。掘削は東側から開始した。東側調査区は、撹乱が顕著で大

半が破壊されていた。竪穴住居址が部分的に残されており、ほかピット群が検出された。これらの中

には、掘立柱建物になると思われるものがある。調査区東西部も撹乱による破壊が著しいが、西側は

遣跡の追存状態は良好であった。西側調査区は撹乱をほとんど受けておらず、敷石をもつ溝状の遣構

や弥生時代・古墳時代の溝が検出され、古式土師器の一括賓料に恵まれた。

b．調査の経過

2003年6月2日 発掘調査開始。一次掘削を進めつつ、作業員を投入。

東側調査区の追構検出・掘削。西へ順次掘削拡大。

2003年6月6日 15号溝完掘、写真。掘立柱建物柱穴実測。

2003年6月9日 東側調査区測械。調壺区東西部、追構掘削。 51号溝掘削開始。

2003年6月10日 調査区東西部、追構掘削開始。

2003年6月13日 調在の重点を西側へ移す。 52号溝 (15号溝の下）掘削。

2003年6月26日 51号溝完掘、写真。 92号溝完掘、写真。追構測最等。

2003年7月2日 調究終了。

C ．調査の組織

調査貝：大坪志子

事務担当：坂元紀乃

発掘作業貝：伊藤千代子・岡田イツ代・押方富江•河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・白石美智

子・溜渕俊子・西 倍ニ・林田恵子・早田咲百合•福田久美子・堀川貞子・前田和

子・前田宏一郎・前田日出男•松井昭子・松本和徳•水上順子・桃井哲夫・森川征

子・森川護•森田登•森みどり

整理作業貝：井上裕美・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・林田恵
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IV 本i/［北地区の調査

子 ・ 早 l:R小百合 ． j•竹井弘子 ・ 山脊早苗

(2)調査区の基本府序

本調査区は、全体的に辿構而である地山直上まで近 ・現代の削平が及んでおり、また、配管工事が

周辺で行われ辿物包含lr1もほとんど残っていなかった。調森区東側では削平が顕箸で包含！習の辿存は

なく、西側部分では残存していた。調究区の北縁で観察すると、東端では追路舗装のためのバラス

(54cm)下がすぐ地山である。東から1/3ほどの地点では舗装面 ・バラス (35cm)・埋土 (30cm)の

下が地山である。西側M92付近では舗装而 ・バラス (40cm)・埋土 (70cm)（部分的に辿物包含陪）

で地山とな る 。 51号溝および調究区西槌土陪断面図 （図19) では 、 21~1が古代の辿物包含附である。

地山は西側に向かって傾斜しており 、東側に比べると削平の程度は軽い。

(3)検出追構

＜竪穴住居址＞

1号竪穴住居址 （図20)

東側調査区の中央、南西部で検出した。撹乱のため、住居址の北側隅の一部が辿存しているのみで

ある。現況では1.2X 1.2mである。住居址の軸は南北から若干西へ振れており、白川に対して正面を

向く 。北西辺には焼土塊があり 、術の芯となる砂岩も出土した。砂岩は原位骰を保ってはいないが、

北西辺に疱があった可能性がある。この焼土を中心として折り返すならが、1辺2.5m程度の住居址

と考えられる。既往の調壺事例比較とすると、 1号住居址は龍を持ちながら、住居址は北の方位をと

らず、古墳時代と古代の住屈址の要素が見られる。辿物は土師器の細片が数点出土 したのみである。

3号竪穴住居址（図20)

東側調査区の東壁中央付近で検出された。全体の西側1/3程炭を残すのみである。削平され、数

cmの深さしか残っていない。南北は4.8mで、おおよそ 5m凹方の竪穴住居址だったと思われる。住

居址は北を向くが、西へ少し振れている。9901調査地点で検出された批落の状況では、古墳時代の住

居址は一辺が4~7mと概して大きく 、軸の方向はばらばらである。古代になると小型化し、また大

型のものも含めて住居址の車庸はおおよそ南北に揃う 。9901調究地点の成呆からすると 、3号住居址は

古代を前後2期に分けた場合の、全半 (7世紀代8世紀初頭）の時期の住居址の可能性考えられる。

56号竪穴住居址 （図20)

調査区束西部の中央やや西よりに位附する。主要部を投乱によ って破壊されているため、不明な点

も多いが、住居址として報告をしておく 。現状から一辺3.5m程度の住居址であったと考えられる。

3号竪穴住居址と同様に概ね北を向き、やや西に庫川が振れる。56号竪穴住居址．より以西は、撹乱によ

る破壊や削平が少なく辿梢の辿存状態は良好で、56号竪穴住居址も約0.6111の深さが残されていた。

古式土師器の甕と器台が出土している。

＜溝＞

92号溝 （図21)

15号溝の東側 1mの地、1¥に、15号溝に並行するように走る。51号溝を検出したレベルでは確認でき

なかったが、51号溝の壁が一切り取られたように確認できない部分があり 、その上部を15cmほど下

げたと ころで、確認できた。現状で幅約1.7m、深さ約 1mで、断而は逆台形である。51号溝との交

差部分において、51号溝の辿物に乱れがないことから91号溝が先行する。溝の上部と底から30cmほ
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IV 本荘北地区の週1t
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1. 本荘団地北地区基幹•閲境整備l..1iに伴う発掘調1f: (0304品j代地．1¥)

どのところで、弥生時代の土器が3点出土した。板付 I式の壷形土器と思われる頸部～肩部の破片と

底部片である。位骰的に0104調究地点で検出された弥生時代の125号溝と繋がるようである。なお、

調査概報では遺構番サを「91」としたが、「92」と改める。

51号溝（図21)

西側調査区の西北隅付近から、調壺区西南部にかけて南西一北東に走る溝である。 15号溝と交差す

る。現状で幅約2.3m、深さは約 lmである。底の幅が狭く、断面は逆台形かV字を呈する。溝の東

側の延長部は、本来東側調究区に達するはずであるが、東側調究区では検出されなかった。このため、

調査区外となる調査区東西部南側で南へ屈曲していると推察される。 0104調壺地点でも、 S字或いは

L字クランクのように屈曲した古墳時代の溝を検出しており、周辺の当該時期の溝は、複雑に方位を

変えているようである。周辺のこれまでの調査と同じく、 51号溝からは古墳時代前期の古式土師器が

まとまって出土した。器種には甕・高杯・小形丸底甜・手捏土器・大型壷などがある。追物のなかで

甕の多さが目立つ。

15号溝（図19• 22) 

西側調査区の中央を貰く、北西ー東南に走る溝である。現状で幅約2.2m、深さは0.3mである。埋

土を除去し追物包含l¥"1の上面レベルで検出した。溝の南端部を深さ0.25mほど掘った所で、 3~5cm

の玉砂利が敷き詰められているのが確認された。北に 2mほど広がり、それより北は部分的に残って

いる状態である。石は大きさや形状を揃え、丁寧に隙間なく敷いている。この敷石の下には、水の作

用によると思われる鉱物を含む硬い層が厚さ20cmにわたり堆積している。敷石の間からは近代陶磁

の破片がかなり出土し、素焼きの人形なども出土した。掘削後、溝として一定期間使用した後に敷石

を敷設したようだが、敷石が何のためかは不明である。

52号溝（図19• 22) 

15号溝と重複する。 15号溝を完掘したのち、さらに掘り方が周囲および下方へ広がる様子が観察さ

れたため、遺構番号を別に付し遺物を分けて掘削した。溝の肩の幅は15号溝とほぼ変わらないが、側

面の幅が広がり、 20cm程度深くなった。追物は近1仕・近代の陶磁器類と、本来は51号溝の遺物であ

る古式土師器が出土している。

く土坑＞

2号土坑（図22)

東側調究区の南西部、 1号竪穴住居址の北西部に位骰する。辿構面が撹乱により破壊され、陸橋状

に残された部分に位骰する。このため、東洒両端が削片されて失われている。現状では0.9x1.5mで

ある。浅い皿状の土坑に、 1号掘立柱建物の柱穴が掘り込まれている。性格は不明である。

60号土坑（図19)

西側調究区15号溝の西側に位骰する。不整形の穴で、数度掘り直しを行ったようである。性格は不

明である。

く掘立柱建物址＞

東側調究区の中央付近で、 tt穴列を3列検出した。

1号掘立柱建物址（図22)

3号竪穴住居址の南壁に沿うように、柱穴3つが検出された。おおよそ南北に並ぶが、わずかに西

に触れる。この 3つは、他の柱穴やピットよりー1Hlり大きく、直径は70cm程度である。西端の柱穴
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図21 51号溝迫物出土状況 •92号溝土屑断面実測図 (1 /50) 
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1. 本荘団地北地区基幹・環境整備．l？ltに伴う発掘調1f.(0304調1f.地点）

は他の迎構と重複しており、本来の大きさは不明であるが、深さなどから一連のものと思われる。北

側では、同規模の柱穴が検出されなかったため、建物は南側へ展開すると思われる。調査概報（熊本

大学埋蔵文化財調査室年報6)では、古墳時代の建物址と報告したが、遺物を精査した結果から古代

の掘立柱建物址と訂正する。

2号掘立柱建物址（図22)

3号竪穴住居址の西壁沿いに並ぶ柱穴列を 2号掘立柱建物とする。概ね北を向くが、やや西に振れ

る。柱穴は直径40cmである。北2個の柱穴と南2個の柱穴の深さが極端に異なる点は、同一の柱列

と考える際にやや気になる。 1号掘立柱建物址の中央及び東端の柱穴は、掘り返しを行ったと思われ

る痕跡があり、 2号掘立柱建物が再利用した可能性が考えられる。そうすると、 2号掘立柱建物は東

側へ展開すると思われる。

3号掘立柱建物址（図22)

2号掘立柱建物址の西側に、同じ間隔で柱穴が並ぶものを 3号掘立柱建物址とした。柱穴は 2号掘

立柱建物址と同じく、直径が40cm程度で、北の 1つと南2つの柱穴の深さが極端に異なる。周辺で

の調査事例では、同規模の建物が並設してようであり、 3号も 2号と同規模で同時存在していた可能

性がある。規模は恐らく同じで、本来なら北側にあと一つの柱穴があったと考えられるが、検出でき

なかった。 3号掘立柱建物は、西側に展開したと思われる。

(4)出土遣物（図23~26)

92号溝（図23: 1 ~3) 

図23:1は縄文土器の深鉢である。口縁端部と屈血部に亥lJ目突帯を廻らせる。図23:2及び3は、

弥生土器の壷形土器である。 2は表面を丁寧に磨いている。 3は大型製品である。いずれも肩部に一

条の沈線が施されている。 3はやや大きめの長石の粒の混入が目立つ。

51号溝（図23: 4~28、図24: 29,....,48、図25: 49,-..,59) 

図23:4及び5は弥生土器の甕形土器の口縁部である。 4・5は如意形口縁の端部に細かい刻み目

を施している。図23:6は甕形土器の屈曲部突帯部分である。細い亥lJ目が施される。図23:7は弥生

土器の壷形土器底部である。これら 4~7の土器は、 51号溝が古墳時代の遺物でほぽ占められること

からすると、本来は92号溝の迎物である可能性が高い。図23:8 ・ 9は手捏ね土器である。図23:10 

は器台である。脚部は大きくやや膨らんで広がる。口縁部は直立せずに緩やかに広がる。図23: 11--

13は高杯である。 11の杯部は下方の段を痕跡程度に残す。口縁部は外半せず、内湾気味に立ち上がり、

大きくは開かない。 12は段を残すようであるが、詳細は分からない。口縁は直線的に立ち上がり、大

きくは開かない。 13は脚部が鼓状に膨らみ気味で短く、布留系の特徴をよく示している。杯部の口縁

は直線的に立ち上がり開く。下方に段が沈線状につく。 14は脚部が屋膨らみ気味で裾が広がり、安定

感のある高杯である。杯部は下方に明瞭な陵がつき、口縁は外半気味に開く。 15の脚部は太くやや直

線的にのびる。杯部は口縁部が直線的に開き、下方には 9と同様に小さな段がつく。 16は唯一、脚部

が細く真っ直ぐな筒状であり、杯部も段がなく内湾した器となっている。 17は杯部を欠く。鼓状に膨

らみ、短めの脚部である。裾はあまり大きく開かず、立ち上がり気味である。 18も杯部を欠く。やや

膨らみ気味で、少し長めの脚部である。 19の脚部は真っ直ぐな筒状で、半分は中実である。裾の部分

が立ち上がらない。これらの高杯は布留系のもので、時期は布留 II式を中心とする。 16の脚の特徴は

九州在地系の特徴であるが、杯部の特徴は異なる。 19も異例である。図23:20--23・図24:24は小型

丸底壷．鉢である。 20~25は、いずれも口縁部が長く内湾しながら立ち上がる。胴部は口縁に比して
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図22 15号溝敷石断面図・15号溝土眉断面実測図・ 2号土坑実測図・ 1• 2 • 3号掘立柱建物実測図

(1 /25 • 1 /50) 
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1. 本荘付）地北地厄基幹・環境整備工事に伴う発掘晶11f.(0304調引さ地、ii)

小さめで、布留 I式の新しい段階から布留II式のものであろう。 27~29も同様の時期である。図24:

30--31 ・ 40は広口の直口壷である。他図24:32から図25:50までは土師器甕である。図25: 51 ・ 52は

二重口縁壷の口縁・頸部である。いずれも口縁は直立気味で開かない。図25:53は古代の土師器杯で

ある。刻書がある。図25:54は器台杯部の口縁と思われるが、砕片で詳細は不明である。図25:55は

古代土師器の杯である。図25:56は古代の甕の口縁部である。図25:53、55~56は、本51号溝と近世

以降と考えられる15号溝との交差地点での混入と考えられる。

52号溝（図25:57-58) 

図25:57--58は古代の土師器杯である。 8世紀後半の時期か。 52号溝からは、このほかにも古代の

土師器や須恵器が出土しているほか、近世・近代のものと思われる陶磁器、泥メンコ類も出土してい

る。

15号溝（図25:59-62) 

図25:59は古代の甕の口縁部である。図25:60--62は近代の磁器で、ぐい呑みや藍である。

1号竪穴住居址（図25:63-64) 

図25:63は土師器杯の口縁部、 64は須恵器椀、或いは高杯か。 7世紀代の可能性がある。

3号竪穴住居址（図25:65-68) 

図25:65は古代の土師器杯の口縁部である。 66は土師器椀の口縁部である。 67は須恵器杯の底部、

68は須恵質の甑の把手である。断面は円形ではなく板状である。

56号竪穴住居址（図25:69-70) 

図25:69は古式土師器の甕で、やや長めで内湾する口縁を持つ。 70は器台の杯部である。いずれも

布留II式と思われる。

41号溝状遣構（図25:71-72) 

41号溝状遺構は、 51号溝の上面にあった溝状の部分である。図25:71--72は短頸直口壷で、布留II

式の頃か。

60号土坑（図25:73) 

図25:73は土師器杯である。 8世紀後半か。

83号ピット（図25:74) 

図25:74土師器碗である。底の端部に裔台が付く。 8世紀末～ 9世紀初頭かであろう。

その他（図25:75-88) 

図25: 74--81は包含附中の遺物、 82~88は撹乱からの出土である。 75--77・ 82--83は土師器杯、 78

は直口壷の口縁部である。 79は鉢である。 80~81.84~88は須恵器蓋である。 84は丸味のある器形で

宝珠形のつまみを持つ。 85も厚みと丸味がある器形で小さいが返りが付いており、やや古相を示す。

7世紀中葉～後半か。 86は返りがなくなるが、原さがある。 8世紀前半であろう。 87は扁平化が進ん

でいる。 8世紀後半であろう。 88は9憔紀前葉か。

図26:89--102は縄文土器・弥生土器である。 89は、外面は粗い条痕を一面に施し、内面は丁寧に

ナデで調整されている。後晩期の所産か。 90は8条の沈線が雑に施されている。古閑式の口縁部か。

91は外面は粗い条痕が施され、内面は丁寧にナデにより調整されている。 92は細かな条痕と沈線が施

されている。磨消縄文土器の破片である。 93は外面に撚糸のような非常に細かな縄文が一面に施され

ている。 94は、途中で途切れる雑な沈線が2条施されている。古閑式の深鉢の口縁部であろう。 95は、

断面円形の粘土紐が口縁となっている。朝鮮系無文土器（円形粘土帯土器）と思われる。 51号溝から

の出土であるが、弥生時代の92号溝との交差がある。 92号溝の遺物とほぽ同時期である。 96は刻目突
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1. 本荘団地北地区）＆幹． J~境整備工ー'liに伴う発掘調1f. (0304，淵在地1’i.）
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図26 0304調査地点出土迅物実測図4 (1 / 4) 
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IV 本荘北地区の調査

帯文土器である。口縁部内側端部には摘まみだしたような凸部がある。突帯には細い刻目が施されて

いる。口縁部にも突帯があったと思われるが、欠失している。 97は甕の口縁部である。平坦面を持ち、

端部に細かい刻目を施す。城ノ越式の鋤型口縁に近い形態となっている。 98は弥生時代前期壷の頸部

である。 99~102は縄文土器の底部である。図26:103~105は磨り石である。石材は安山岩と思われ

る。 104はやや多孔質である。

(5) まとめ

本調査区は、変則的な範囲であり、近現代の工事による撹乱も顕著であった。調査区東側は、旧地

形の標高が翡いため、遺構面の削平もあり、住居址の遺存状態は決して良いとは言えない状況であっ

た。しかしながら、白川を目前に控えたこの地点においても、竪穴式住居を初めとして掘立柱建物址

が検出・確認されたことは一つの大きな成果である。

1999年の9901調査地点において、古墳時代前期の集落を確認して以後、病院敷地西側おける古墳時

代の遺構及ぴ追物資料は充実してきた。本調査区においても51号溝の検出があり、布留II式を中心と

する時期の古式土師器資料が得られた。遣構説明において既にふれたが、 51号溝の全容は不明である。

西側は、このまま延長すれば現在の堤防を越えてしまい、 dllがるとすれば、 0104調査地点で確認され

ている数本の溝のうち、どれに繋がるのかつながらないのか、東側はどこかで南に屈曲していると考

えられが、どのように続いているのかは不明である。 0104調査地点における溝も、屈曲を繰り返しど

のように通じているのかが分からないものがあり、ほか2本とも白川に向かっているが、そのまま白

川に通じていたのか、不明である。この時期の溝は、 9901調査地点では確認されておらず、検出範囲

は極めて限定的であり、南側にはいずれも延びないということでもある。水路としての役割があった

のか、何か別の構造物に付随するような別の機能を有した溝であったのか、今後の検討課題である。

今回、弥生時代の溝を検出した。 0104調査地点で検出した溝に繋がるものである。この溝は本荘地

区での弥生時代の唯一の迫構である。両地点での出土遣物は縄文晩期（弥生早期）夜臼式から弥生時

代前期の板付II式までのものが多いが、今回はやや時代が下る形態の刻目突帯を持つ土器が出土した。

また、丁度時期が重なる朝鮮系無文土器が初めて出土した。本荘地区において、弥生時代の生活の様

相は全く不明である。古墳時代・古代だけでなく、弥生時代の迎構や遺物にも注意を払い、今後の調

査に期待したい。
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1. 本荘liti地北地区基幹・環境整備J:1tに伴う発掘，閲1f.(0304調在地．’・li)

表7 0304調査地点出土遥物一覧表

図 醤号 遺物 種印（器種） 法塁 (cm) 残存 1il 特 微 色 図 出土遺構 臼 考

23 I 縄文1：器 深鉢形1：器
口翡径 20.0 

I I柑郎 内，，ト ..,•デ
ナテ’

内外 ll u c IO Y R 6 ! 6 
!lul.'2.5 Y5i2 92号溝 剌11突帝文

2 弥'1:t器 鉢形1`器 履 IIt汝部9t 内外 ナデ
・ナデ

内外 ll u e IO Y R 5 i •I 
lluc IOYR5/4 92号溝

3 弥'1•・． I: 器 .,=；t¥11．器 唱
晶

閉,;1郎～
郎片

内外 ナデ．削 I)
ナデ．用き

内外 l l u c l ( ） Y R 5 3 
Hue 7.5YR5 ・I 92サ溝J:

・I 弥'ti:器 甕形 1：器 員 11:- 内外 ナデ 内 Huc2 5YR•I •I 
51サ溝

1_1界面郎に匂II
明片 ナデ 外 IIlll、5YR66 外 1,1斑

5 弥'tI:．岱 甕形 1•器 噌
晶

I lftm;,:・ 内外 ヨコナデ．ナデ
ヨコナデ．ナデ

内外 ． ll u c IO Y R 6 1 6 
. lluc IOYR6l4 51サ溝 匂li1突帯文

6 弥't.I・・荏 甕形 1：器 鳳 胴部1ヤ 内外 ナデ
・I・テ’

内外 ll uc i .5 Y R 5 1 6 
lluc 5YR6!6 5サ溝 1世fl!IIR 剌r1突情文

7 弥'tI:路 もt11 1-t; 底口器径径高 12.6 底部片 内外 ナデ
mさ

内外 1 1 l l l• I ( ） Y R 6 I 、1
: IIIIC l(）YR5/4 51サ溝東・出134 内面コゲ1•t 行

口径悶 9.0 内ナデ 内，，ト llue IOYR6ら18 fボ1ね I:器 鉢
！器氏 225 .8 

はぼ完形
外ナデ．指オサエ llue IOYR6 •I 51-i}溝Nnl74 内外miniゑ部スス？付芍

口径 8.1 
内 ナデ．指指オサエ 内 11ue5YR•I'•I ， r:fH」1：器 鉢

底器径高 •1.5 
2 3 

外ナデ． オサエ 外 llue5YR5'6 
51サ溝・底 内外面1―1樟郎ススtt芍

底器口径径高 8.11008 ..2 9 

内．［り！転ヶナデ． ナデ． 51 サ溝・西問 2 層 •A
10 t・.師器 t:f fr はぼ完形

ハ H 外内 ・ ll u e 5 Y R 6 / 6 -f Aの下・出ICXI・ 内外[iill籍郎スス 1•t杓
外 (ul転ナデ．＂＼さ． lluc 5YR6i6 

ハケ H ooll6 Noll9 

盟n径 16.2 II..I I"1転ナデ． 内内ささ 内外 ll u c 5 Y R 6 1 8 51号溝西西側閲 2lcl (貨
II I.師器 店杯 M；部のみ

外回転ナデ． Hue 5YR6i6 -f) ・ 21-M • Aド・ 杯内1Ri昭文
0061 • 0098 • ool 10 

12 1 • •閲器 店 M;
LI盟径 15.0 

11柑のみ14 内外 I"］転転ナデ 内外 ll uc i .5 Y R li i 4 5)サ溝泣3 ふ氾出
III] ナデ ・ lluc i.5YR514 39 

口径 18.7 内 回転磨ナきデ． ハケ
n. 内 HueIOYRi ・I 51号溝• A F・ふ87• 脚部きにび礼あ (3ヶ所）I:l !••的笞 r訂 H

う.. 底と"径古” 1 1.8 
2 3 

外回転ナデハケ 外 HueIOYR7 ・I 1ゞ112 焼ムラ I)
1 4 1 II．磨き

口径見 16.5 内削り．ハケ [I
内外 l l u c 75 Y R 5 4 51号溝AF ふぷ｝・ふ

1 4 I••邸荏 店杯
底器 11 24 ..0 7 

2/3 外回転ナデ．．トデ．
ハケH lluc 7.5YR5 4 113 • Nll 18 ~12'2 

15 1．師笞 店杯
U 径盟 1 5 . 7 

底器 11 51..5 2 
llぼ完形 内外 匝転ナデ． 削月1I) 

In]転ナデ． さ
内外 H u e i .S Y R 6 1 6 

lluc 7.5YR6/6 51号溝 A下・出115 脚杯郎にかlf1ii剥L (3ヶ所）
郎内 陪多い

口盟径 19.1 内回転tナデ．ナデ． 内外 ll u c 5 Y R6 1 ,1 51号溝00132・ふ152・ 16 I:師器 ，灯杯 底器 1 2 .2 1 /2 
外 れl91J ナデ．ハケ II lluc IOYR6i,1 ふ153

内外[fliiltj スス {•I行
15.5 

口底器径径店 ）（）．7 
内外．回転転ナデ 削削IJ1 ，，内ト lluc 5YR516 17 !:師硲 邸杯 即部のみ • 191J ナデ． ） 

lluc 2.5YR5ifi 51号溝Ni.144
ハケ H

18 I：臣器 ‘ .... ": 4．̀ ． 噌 底部I2 
内 ［り］転ナデ．削 I) 内外 1 1 u l' 7 5 Y R 7 ti 51 号溝東・．~15晶 外 ナ デ IIuc 5YR7 6 

底口器径径店 12.0 
内外 ナデ．削り

外内 ll u e 7 .5 Y R 5 6 51号溝底． 51サ1JJふ り脚；部部に焼71-.fさL (3ヶ所）19 I.師器 店杯 脚部のみ ナデ．ハケ r1．内
さ

lluc 7.5YR5/6 13.1 底 ムラあり

如小』t鉢l¥'i？ 

口径 11.9 
外内・ ナデ． Iヽケ ll 内外 ' ll u c 7 . 5 Y l 6 i , I 公） I・.師器

盟
118 

ナデ ・ lluc IOYR5':I 51サ溝底 焼さムラあり

21 I:帥器 小11丸底鉢
口盟径 ll.6 

l, 3 内外 (nntI転きナデ 内外 ll u c 5 Y ~ 5 i fi 51サ溝・交又収． 92り・
II しll• 5YR5 6 溝

22 ！ •.帥． t；； 小1"九9氏鉢
盟口径 8.0 

約Ii,I 外内・ナデさ．． ハケ U
Iff ハケ II

外内 ll u e 7. 5 Y R6 1 6 
llul" i.5Yl{6i,1 51サ溝

z 1．的笞 小11丸9It鉢
盟口径 9.7 I U't部のみ 内ハケ [J 内 lluc5YR6 6 

51号溝 外面1)けスス f•t 行I 2 外 ([Il転ナデ．内さ 外 lluc5YR5 ・I 

口径且 1(）.（） 
外内 内き 内 lluc5YR6 6 2•I I.臼路 小 91 丸 1j~ 鉢

I器氏 6.9 
完形

9 ケヽ f:l.li1さ 外 flu('2.5YR68 51号溝ふ136 焼さムラあり

公3 I：師苔 小11丸r』t体
口径悶 11.7 

底器 8 . 3 
はぽ完形 内外，（,-,1転ナ．デ．用Hさiさ

' IヽケU
内外 ll ut、25 YI I, 2 

lluc IOYR8,2 51サ溝四 内外面スス付杓

26 1：的器 小利丸底鉢
口悶径 12.i 

底器 7 . 7 
I 2 

内 '府l回"l.'転さ転lffナナデさデ． •I• デ．
外， ・’‘,r

外11・1 lhw IOYRlii4 
llut・ i.5YRlii•I 

51サ129溝．酉西区餌一柑・F底げ． 
1'≪l 10cm 

内外Itiスス付行

口径径 11.9 内外 I9峠転ナデ． •/· ・r 
内外 ll u c 2 . 5 Y 6 2 51号溝 AF ふ58z !: tb岱 小11丸IJ!鉢

底器窃 7.(） 
はぼ完形 It1]転ナデ．ナ・r.

lluc IOYR, 3 焼きムラあり
ハケ H ふ62

口径悶 136 内 [0)転ナデ．ナデ 内 llue5YR6 6 51サ溝底・出1•II ゞ3 1. ［5器 小91丸庇鉢
底器 6 . 5 

3 ・I 内面 1―JR スス f•t 行外阿転ナデ．削り 外 IIue7.5YR6 •I 142 

口径悶 15.2 外内 ナデ．磨さ 内外 ll u c 5 Y R ｛卜8 51号溝・東．西 'i・，ド24 公J t・.師岱 鉢
底器 6.0 

4 15 
[9il転ナデ． JS,さ lluc 5YR6!6 Nnl47 • Nnlfl.1 

3() I.師諾 小別丸麻壺
U盟径 12.0 

ll~t 
胴 I¥・

内 '[o指)転ナデ．削 I)
オサエ

外 [r,)転ナデ．け9さ

内外 ll u e 5 Y l{ 6 i 6 
IIしIt'5YR6i6 5)サ溝 内面焼さムラあり

盟口径 12.3 I Ittヽ 内 l指I棘転ナデ． 削I),
内外 ll uc 5 Y R 6 4 31 ！ •.師岱 小'\~ JL,i(壺

胴部n・ オサエ
llue 5YR6i6 51サ溝

外：ナデ．ハケ II
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IV 本荘北地区の調査

園 番号 遵蒻 種類（曇糧） 法凪'""'' 残存 m 特 徴 色 lll 由:1:辺構 口 考

“ 
32 土鼠i器 小型丸庇壺

翡最大径 128 
約1/4 内外：ナデケ．目Iヽケ目

：ハ ．磨き
外内： H ue IOY RB/2 

: Hue IOYR7 /4 51号溝 内固コゲ・外国スス付珀

翡口径 11.3 内外 ：ナデ． ft1)り 内外 ： H u e IOY R7/6 33 土師苔 ，，屯1丸底壺 ほぼ完形 ：ナデ． Iヽケ目 : Hue IOYR7/4 51号構l'hl55 胴部・底部にスス付箸
103 

翡口径 12.7 内： 回9ヽ転ケナ目．デデ．磨．ll1l ナきデ． 内外 ： H u e I OY R6/4 5土1号・ペ構ル東ト・・上土圃層挑中塔色34 土錨器 小阻丸底壺 2/3 外： li!I転ナ I), : Hue IOYR6/4 内外国スス付着
112 ハケEl

翡口往 13.6 内：回転ナデ．ナデ．
内外 ： H u e 7.5YRSI4 SI号鑓西置際・贔35 土範器 ,1、!It丸底査 約l/2 9ヽ ケ目 外面スス・吹きこぽれ痕あり

ID.B 外：ナデ．ハケ目 : HueSYRS/6 173 • li,.177 

口翡往 12.7 外内：回転ナデ．間り 内： Hue2.5Y6/1 36 土師器 小堕丸底壺 415 ：回転ナデ．ハケ目 外： HueIOYR6/6 51号溝No22 内外面スス付笥
12.0 

口岱径径11.8 内： 削回転転IJ.ナナ指デ．オサナデエ， 内外 ： H ue ?.5Y R6/6 5の1号下溝西閲 •A 下 •A
” 土師器 小麿丸底壺 最器 l 2.8 ほぼ完形 ・ベルト・ぬ邸・

1四 外： liil デ．ハケ目 : Hue7.5YR6/6 油105

38 土師器 小棗丸底壺
最巽大径 12.7

四 内外：ナデケ．目ハケ目
:,ヽ ．磨き

外内： H ue IOYR2/ l 
: Hue5YR6/6 51号樽・ Mi96• t,b認 黒斑あり

口径＊ 132 内： 回削9回ヽ転ケI転)．ナ目ナデ磨デ．き． ＋デ．39 土郎器 壺 最恒 14.0 1/4 外内： Hue IOY R6/3 51号溝雙 l• lhl49・外面スス付着
日高

外： JllJI)． : Hue IOYR7/3 Nl171 

51号講底•西餌 2ト層・ •A 
口径＊ 13.6 

外内 ：： ナナデデ，， 磨屈さき 外内： Hue 7.5YR6/4 
下..ぺIレ比

外吹面きスス伯 土閾僻 甕 最径 15.8 3/4 : Hue5YR6/6 54・幽・ No106• No こぼれ痕あり器高 17.8 121・油123• &124 • 
ぬ126・ ltil29 

口桓＊ 15.2 内外 ：削I)，指オサエ 内外 ： H u e 四Y6/l 外焼面きスス付着’'Illあり41 土閾器 甕 最佳 17.7 213 51号
召高 ：ナデ．ハケ目 : Hue 2.SY6/l ムラあり

口径 15.4 内：固にナデ．ナデ．
内： HueIOYR7/3 

外内面面底ス郎ス付コ珀ゲ42 土閏匿 甕 底恒 192 ほぼ完形 lllJり 外： HueIOYR7/2 SI号讚比147
器高 21.6 外：回転ナデ．ナデ

最器口径大高径1紐20.7 内： 指回國転転オサナナデ． llJJり．
5酉1号蟹溝際•西・西半下·

43 土師器 甕 2/3 
外： 工デ， 9ヽ ケ目

内外 ： H u e I OY R6/4 • lbl09 ・贔 内外面スス付沿: Hue IOYR6/4 158 ・ぬ159• Mll60 • 
N:.167 

ロ匡＊ 16.3 内： 指li!I転オナサエデ． IIJJI), 内外 ： ll ue 5Y RS/4 5層1号・溝交A叉下螢・・ 1!!i底饂・出2 

“ 
土閾器 壺 最器 桓 22.4 4/S 内外面スス付着

高 252 外： 1iil転ナデ．ハケEl : IIue5YR5/4 
81 • thl07• ぬ117
51号層滸 •A 下・酉国

口径＊ 16.6 内：回転転ナデ． 割I) 外内： H ue IOY R7/3 
2 .ペルト・カマ

内面コゲ45 土閏器 甕 最恒22.l 3/4 外：回ナデ． IヽケEI : Hue IOYR7/2 ド．・ N:tl3・N:143・ぬ 外iliiスス付着
召高25.1 67・ Ii>鑓班号構・交

叉螢
口径 12.6 

醤； 内外：回回転転ナナデ． IヽケEl内外 ： II 皿5Y R5/4 46 土師器 甕
翡

： デ．ナデ : Hue IOYRS/3 51号溝・贔7 内外面スス付讀

47 土師器 壺 且 翡 i 外内：回回転転ナデ． 前り
： ナデ． Iヽケ目

内外 ： ll u c 2.5Y3/2 
: Hue 2.5Y3/2 51号構

口径
内外：：ナ削デり． ハケ目 外内： I Iue 2.5Y R6/6 48 土師器 杯 盟 胴部片 : Hue 2.5YR6/6 51号溝 匿めて欝い

25 49 土師器 甕 底口器高径径 123.4.8 4 2/3 内外： ナデ．削IJ
：ナデ． 9ヽ ケ目

内外 ： H ue I OY RS/3 
:H血 IOYR7/4 51号講ぬ1” 外面にスス付着

50 土師器 査？甕？
翡口径 172 醤； 外内：回転ナデ． IIIJIJ

：回転ナデ， 9ヽ ケ目
外内： H血2.5Y5/2 

: Hue 2.SYS/2 51号溝 焼きムラあり

口径 25.0 
醤； 外内：回転ナデ 内外 ： H u e 5Y R6/5 外団スス・吹きこぼれ痕あり51 弥生土器 二重口縁豆 底琵 ：回転ナデ : Huc5YR6/5 51号溝ぬ168

器高

52 土師器 二直口緑壺
翡口径 13.6

口縁節9t• 内外：回転転ナデ
:fii] ナデ

外内： Hue 7.5Y R8/4 
: Hue7.sYR8/6 51号樽

53 土箇臼 杯 底口呂高径径 9.0 1/8 内外：回転ナデ
：ナデ

外内： Hue 7.5YR7/6 
: Hue7.5YR7/4 

5溝1号西樽積揖i'!It111）情拇 (15号 刻杏

口琵 内： 9ヽ ケ目 外内： H血SYR6/6 a 土輝器 器台 底径 口縁絋片 外：回転ナデ : Hue SY函 51号溝
器高

55 土師器 年 且 胴部片 内外：：削ナデ11，， 削磨JIき. 磨さ 内外 ： H u e 2.5 Y R6/6 
: Hue邸YR6/6 51号講

56 土師翡 甕 凪 醤; 外内： liil転転ナナデ． 削1）
:Iii) デ．ナデ

外内： Hue 7.5YR7/3 
: Huc7.5YR6/4 

51号溝 内i1i1コゲ・吹きこぼれ痕あり

57 土箇呂 杯 底口器径径高 8.3.6 146 .0 1/4 外内：回転ナデ 内： HueIOYR7/6 52号樽酉焼土 外面一郎スス付贅
：回転ナデ．削り 外： HueIOYR7/3 

口径 内：回転ナデ．ナデ 内外 ： H u e I OYRS/4 四号樽 焼きムラあり58 土師器 年 底径 1/3 外：回転ナデ．割I) : Hue IOYRB/4 
苔高

岳｝ 土師岩 甕 且 醤i 内外：罰転輯ナデ． ftllり
:Iii].,.デ

外内： Hue 2.SYR◄/6 
: Hue IOR4/6 1誇溝 内i1i1ロ縁綿・外画丹紐り

60 磁器 ぐい呑み 底口器径高径 6.9 3.0 4.1 約1/2 外内： ナデ
：ナデ．削り

内外：Hue自色
: Hue 

］誇溝 染 1:t（呉須）

口径 内：ナデ 内外： Hue 白白色 15号講61 磁器 ぐい呑み 底器高径 l5 約1/3 外：ナデ．詞り : Hue 色

62 磁器 亙 底母口径径高 24.2 1.0 約113 外内：ナデ
：ナデ． IJ!llJ

外内：： HH血皿胄冑白白色色 15号鷺 染付け
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1.本荘団地北地区基幹・現境整備工事に伴う発掘調査 (0304調査地点）

図 番サ 遺物 種類（器種） 法Ill(cm) 残存泣 特 微 色 謂 tll土辺構 田 考

nlt 内： I61転ナデ 1勺： Hue5YR518 
25 63 土閏器 杯 底It 口緑郎J\•

外： I目転ナデ．削I) 外： lluc5YR5l8 l•I;•竪穴住屈址
笞店

nIt 10.4 内： lill転ナデ 内： flue2.5Y6/2 

“ 須忠器 壺？ 底径 口樟郎Ji• lサ竪穴tE9凸址
t；；店 外： I09転•,.デ 外： II皿 IOYR8l3

65 :I:面器 杯 温 口様一 内： ＠］転ナデ 内： Jluc7.5YR5/8 3サ竪穴9EI占・.址 赤色化粧土
沿窮

崩部I¥・ 外： Iil転ナデ． n1JI) 外： lluc7.5YR5/8

I]!¥¥ M.7 口縁～ 内： Ii]転ナデ 内： IIuc 7.5Yi/4 
66 土凶器 碗 底佳

祖郎片 外： 1m転ナデ 外： lluei.5Y7/4 
3サ竪穴住I,'}址

沿高

口径 内： ！り］転ナデ．ナデ 内外 ： ll u c 2.5 Y 7 /2 67 リi患料 lf. 翡
底郎/¥・

外： I叫 1転•I• デ．ナデ : Hue 25Y7/2 3•サ竪穴il:I＆址

口佳 内：
内； Hue7.5Y7/6 

68 須恵器 甑 底！f 把手のみ． 外：ナデ．削り．クタ
外： Hue5Y5/l 3サ竪穴化1廿址

器高 キ．指オサエ

口t佳t 16.0 
内： lluc7.5YR6l6 

69 :I：凹諾 甕？ 1/8 
内：ナデ． nIJI) 5YR6/1 56サ竪穴住屈址 胴部に沈祝あり

靡高
外：ナデ．ハケn 外： II皿 5YR6/6

25YR6/2 
Llll¥ 9.0 

口約は1/部6 
内： 1•デ．ハケ El. 閉

内： lluc5Yfl6/6 
70 土師器 器台 底往 さ 外： lluc7.5YR6/6 56l}竪穴ft1氾址

岱店 外： Isl転ナデ

I:It* E 9.6 内：ナデ．n,1り 内： llue5YR5/6
71 土師器 壺 屈径 11.2 1/•I 41-IHRikil'1情

器店
外：ナデ．ハケ H 外： lluc5YR5/-I 

1:11壱 15.2 l,.1:ナデ． 削I),Iヽケ
外内 ： ！ J ue 7.5Y RS/6 72 土師器 壺 底往 l/2 11 : lluc7.5YR6/6 41•ij•清状遺'"

開麻 22.7 外：ナデ．ハケ 11
口径 13.4 内：回転ナデ 内： Hue5YR6/8 焼さムラあり．燈明皿？

73 :I・・話器 杯 底往 8.、1 112 
外： l~I転ナデ 外： llue5YR6l6 60r.:-土坑 内外口樟郎スス付芍

笞jl'lj 3.6 
口径 底郎片 内：回転ナデ．絹さ 内： lluei.5Y2/l 

74 :!:関器 碗 底佳 約2/3 外：但1転ナデ．削I) 外： lIuc25Y5/4 四サピット 内外面スス1寸府
笞高

胃 Iり： !ill転•J•デ ',.J : IIuc l(）YR6/4 
75 土0雌器 杯 殷 7 約1/4

外： I01転ナデ．削I) 外： llucIOYR5/~ 西区
器

口径 13.0 内：（引転ナデ 内： llucIOYR6/4 
i6 土師器 坪 底径 8.6 約)/2 西区191西閑 焼さムラあり

笛j¥'/j 3.3 外： （i］転ナデ．削り 外： Hue5YR5/6 

n往 19.0 内：回転ナデ．ナデ 内： Huc7.5YRG/6

” 
土的器 杯 底径 14.0 1 /4 外：回転ナデ．ナデ．

7.5YR7/6 
酉11III洒閑 外i!iiスス1す莉

岱莉 4.9 削り
外： Hue7.5YR6/6 

IOYR6/4 
1川 17.6 内： •9• デ． Iヽケ11 外内： ll uc 7.5 YR5/6 78 土師器 壺 底径 口様郎1/4 水辺管付近
岱高

外：ナデ．ハケH : lluc7.5YR5/2 

I:Itt 磁 0 n樟部 内：ナデ．削り
内： llue5YR6l6 

79 土師器 鉢 底径
約1/8 外：ナデ

クf: flue SYRi /6 包含屈
芯高 IOYRi/-l 
口径 12.0 内：ナデ

内： llue5Y7/1 
80 須忠器 益 盟 1 /4 外： 1§1転ナデ．ナデ． 西搬ヽ I9

削I) 外： llue7.5YR7/l

口径 14.4 内：回転•J•デ 内： llucJOYR5l3 81 須忠器 石杯 底径 胴部1/8 西区包含附2
召高 外：固転・rデ． ffllり 外： llucJOYR•l/1 

口1惰 12.8
内： I咀1転ナデ 内： HueIOYR6/6 82 土師器 杯 底往 1/4 撹乱 外面ススi-t芍

笞託
外：回転ナデ．削I) 外： Jluc7.5YR5/4

口往
内：削り．折オサエ 内： liuc7.5YR5/6 83 土師器 杯 底佳 9.0 )/8 撹乱

芯高
外：削IJ 外： II皿 7.5YRS/6

＆ 須患器 必 盟 約1/8 内：ナデ 内： Hue5Y6/J 
拉乱消掃 外面n然柏あり

沿店 外 ' -/・デ 外： llue2.SYi/4 

85 須患器 盗
底mift 13.8 

1/8 内：ナデ 内： HueIOBG5/I 
撹乱

器高 外：ナデ．削り 外： llucIOIJG2/I 

口径 16.0
内：ナデ 内． llucIOYR512 86 須忠器 蓋

翡 l/8 
外：ナデ． nりI) 外； llucIOGY.1／l 撹乱

口佳 13.8 内： Hue2.5Y512 

87 須忠苔 益 底佳 318 内：回転ナデ．ナデ 5Y5/l 
情栂

呂高 外：回転ナデ．ナデ 外： l!uc5Y4/I 
5Y6/2 

88 須患器 必
盟口rn 1 4.6 

l/8 11•!: Im転ナデ．ナデ 外内 ： l! uc I OG Y G/ 1 批乱外； HI転•I• デ． nII り : lluc JOGY71I 

26 89 縄文土器 鉢形土器 盟 口柑郎)¥・ 外内：ナデ． 府き 内： llucJOYR6/4 
51サ·ilJ西区 •FG 付近 内外面一郎スス付芍

沿j!'/j ：ナデ り~ : lluc IOYR6/ 4 条棋文

l:J佳
内：ナデ 内． IIueIOYR613 90 縄文土器 鉢形土召 底佳 口縁郎li• 2サ土坑 沈祝文

笞応 外：ナデ 外： llucIOYR613 

口径
内：ナデ 内： HueIOYR6/4 91 縄文土岱 深鉢形：i沿；； 底i't 口緑郎｝i• 撹~t

岱高 外：ナ・ア 外： HueIOYR5/3 

口往
内：ナデ． IHさ 外内 ： Hue 7.5Y R4 /2 92 縄文土器 深鉢形：I：t9底往 刷郎9ヤ 51サ消 沈扱文2条あり

沿荘 外：ナデ．托文 : Hue 5Y4/2 

[]佳
内：ナデ．府き 内： lluc2.5Y3l1 93 縄文：I：器？ 鉢？ 底佳 刷郎li 51•サiR 外面に撚糸賓

器店 外：親文 外： lluc2.5Y4/6 

1:1径
内外 ：ナデ． 府さ 内： lh1c7.5YR6/6 釘 縄文土料 深鉢形土岱 盟 I:I I及郎） ;— 東鉗l 机雑な沈棟文2条：ナデ．｝りさ 外． llucIOYR6/-I 
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IV 本荘北地区の調査

図 番号 辺物 種類（器種） 法fit(cm) 残 存 fil 特 微 色 困 出土辺構 鑓 考

26 95 朝鮮土系器焦文 甕 履 口縁郎片 内外：：内Ii)転さナデ
外内： H u e 5Y R5/4 

: lluc 5YR6/4 51サiii

96 縄文；l：器 深鉢形：l:i；；凪 l:1様部片 内外 ：： ナ•J・・デァ． 指＊サエ 外内 ： H u e IOY R7l6 
: Hue 10YR6/4 52り・溝 刻目突帯文

97 弥生：l：器 深鉢形土器履 澁i・ 外内 ： ナ・ア
：ナデ

内外 ： ll u c 10 Y R 6 l 6 
: Hue 10YR716 

撹乱 刻目突否文

98 弥生：I：器 深鉢形土器凪 頚部片 外内 ： ナデ． IIiiffささ
:➔•デ．

内クl・： H u e l OY R 5 / 8 
: Hue IOYR5/8 地11』

99 縄文：t器 深鉢形土器凪 底郎l/8 内外 ： ナデ
:.,•テ’

内外 ： H ue IOYR5/3 
: Hue 10YR5/l 地111

100 縄文土器 深体形土岱 底口岱往往応 9.0 底郎片 外内： ナデ
: ·J• デ．指オサエ

内外 ： ll u e 7.5 Y R6 / 6 
: lluc 5YR7l6 60サ：I：坑

101 縄文土器 深鉢形土器 底口器径t邸t 10.4 底部片 タ内ト ： ナ・ァ． 99ii.99ささ
:.,•デ．

内外 ： Il u c 2. 5 Y 6 /3 
: Hue 7.5YR7/6 a介附

lO'l. 縄文土器 深鉢形土器 底I器:I t往高f 7 .0 底郎3/4 内外 ： ナデ
：ナデ．府さ

外内： ll ue 2.5 ¥ 7/4 
: lluc7.5YR6/6 3サ竪穴住居址

103 .6 器 /fl I)石 似m長さ 76..80 完形 閑； 外内 ： I l u e 51サilJ?il.128 煎紐167g
さ 2.2

: lluc 

け長さ l3.4 
閑： 内外 ： I I u c IQ.I ＂笞 府り石 ll.8 完 形 51サ溝 煎fi1:1039g

さ 5.0
: lluc 

105 1 i 岱 庖IJ石 l媒長1さ 916.4 .0 、元. .• lfク9 閑： 外内 ： ll u c 92り構 爪黛lOllg
さ 4.9 : Hue 
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2. 臨床医学教行研究七ンター（仮称）整備1i繁に伴う発掘調介 (1104調代地．1.'1)

2. 臨床医学教育研究センター（仮称）整備事業に伴う発掘調査 (1104
調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査地点は、本荘北地区の附属病院内北西隅に位骰し、白川左岸の標高約13mの沖積微高地（自

然堤防）上に位置する。近世以前の白川の本流は、より北西側を流れており、安定した高まりであっ

たと考えられている。白川左岸の上流 2km以内に、奈良～平安時代の大集落址である大江迫跡群や

新屋敷迎跡群などが位置している。本荘北地区の附属病院内は、本庄遺跡（熊本大学病院敷地遺跡）

の一部として熊本市追跡地図 (No.8 -95)に登録されており、校舎・病棟の新営などに伴ってこれ

まで多くの地点で発掘調査が行われている。

本調査地点は、本荘北地区の附属病院内にある旧こばと幼稚園敷地の駐車場に、臨床医学教育研究

センターを新設のための工事である。昭和48年に大学敷地として整備される以前は、浄土真宗仙崇寺

の墓所であった場所に相当する。平成18年に本調壺区と西側で隣接する医学部基礎研究棟建設工事に

伴う発掘調究 (9601調査地点）の際、 8~9世紀の古代の集落址や60基あまりの硲からなる近代の墓

地跡が地表下 lmに残されていることが確認されていることや、旧こばと保育園駐車場整備のための

立会調査 (0936調査地点）において埋甕が確認されていることから、本調査地点においても同時期の

遺構や迫物が出土することが想定された。平成22年年11月に試掘の申請を行い、当初は慎重工事で回

答があったが、学生部室とりこわし工事に伴う立会に合わせて平成23年 1月に熊本市文化財課による

確認調究が行われた際に追構面が確認された。さらに、平成23年4月6日に熊本市文化振興課によっ

て試掘調究がおこなわれた結果、近現代の墓城、古代の辿物包含陪が検出された。そのため、これら

に影群を与える当該地の工事を行う場合は、本調究が必要であることが示された。以上のことから、

建物新設工事に先立って発掘調究を実施した。調査区を北から 4つに区分し I~W区に分けて順次調

査をおこなった。発掘調査の面積は503.9面である。
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b. 調査の経過

2011年4月6日 熊本市文化財課による試掘調究。

2011年6月21日 黒出し指示。発掘調壺開始。

2011年6月22日 計画建物範周辺基幹整備箇所の掘削開始。計画建物敷地部分の 1次掘削開始。

2011年6月28日 作業員の投入により、北側 I区から本格的な発掘調査開始。プレハプ等設置。

2011年7月11日 2区辿構検出作業開始。墓城の写真撮影。追構測最。

2011年8月5日 皿区遺構検出作業開始。墓城の写真撮影。追構測械。

2011年8月23日 W区迫構検出作業l}il始。墓城の写真撮影。追構測最。

2011年9月12日 近世墓掘り上げ後の遺跡全体写真の撮影。古代包含層本格調究開始。

2011年9月22日 古代住居址掘り上げ後、写真撮影。追構測批。発掘調査終了。

c.調査の組織

調壺貝：石丸恵利子・大坪志子

事務担当：村田知型

発掘作業貝：岡元美子・菊池フミヨ・建薪豊美・莉松紀子・白都節子・古川昌代・中林正明・山本



W 本荘北地区の調査

浩美・柴田道子・松永一代•関 律子・松本和徳

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山寄早苗・典嶺友紀也

調査協力者：松下孝幸•松下玲子・松下真美・佐坂貴之（土井ケ浜迫跡・人類学ミュージアム）

椎葉博昭•岡本泰寛（株式会社埋蔵文化財サポートシステム）

(2)調査区の基本層序（図27)

墓城の掘りかたは調査区外にも広がるため、北壁で層序を確認すると、 4・ 19 ・ 27 ・ 34 ・ 37層が古

代層で、地表下約 lmで検出され、 0.3m--0.4mの厚さで堆積している。さらに地表下1.2m以下で地

山に達する。西壁においても同様で、地表から0.8m--0.9mで古代層に達し、 1.2m以下で地山となる。

(3)検出遥構

く近代塞堀＞（図28)

近代墓は調査区全面に分布していることが確認できた。すでに墓城があった同じ場所を掘り起こし

ているものなど、墓城はいくつもが切合っているため、同一墓城に複数個体の人骨が含まれているも

のも存在した。近代墓は、人骨は残存しないが墓城と判断した掘りかたの数を含めると431基におよ

ぶ。墓城の平面プランは方形のものが多くを占めるが長方形のものも認められ、埋土から釘が出土し

たものは木棺と判断した。木棺が主体であるが、甕棺も多く確認することができた。また桶棺の可能

性があるものも 1基検出されている。出土した人骨の所見については、松下原稿を参照されたい。本

稿では、副葬品などの出土辿物を中心に報告する。

く住居址＞

1号竪穴住居址（図29)

調査区のほぼ中央で検出された長さ5.0m、幅3.5mの長方形の竪穴住居址である。近代の墓城によっ

て破壊を受けているが、深さは検出面から0.15m---0.2mである。床面南側の西寄り部分に焼土面が検

出され、土師器と須恵器が出土している。

2号竪穴住居址（図29)

調査区の北東隅で検出された 1辺の長さが2.5mの竪穴住居址である。もう一辺は調査区外東側に

延びるため全体の大きさは不明である。床面に 2枚の硬化面が検出され、上面の深さは掘り込みの検

出面から0.13m、下面の深さは0.15mであった。土師器と移動式班の脚部が出土している。墨書のあ

る土師器の杯も出土している。

3号竪穴住居址（図29)

調査区の中央やや東寄りで検出された南北3.6m、東西3.8mの竪穴住居址である。墓城によって大

きく破壊されているが、 2号住居址同様に硬化面が2面検出された。深さは上面がO.lm、下面が0.25

m前後を測る。上面床面の東隅に焼土と粘土塊が検出されており、斑が構築されていた可能性がある。

4号竪穴住居址（図29)

調査区の中央やや北寄りで検出された住居址である。墓城によって大きく破壊されているため、西
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W 本荘北地区の調査

図28 1104調査地点墓凛実測図 (1/120) 01;1:甕棺.t.湯のライン
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2.臨床医学教育研究センター（仮称）整備事業に伴う発掘調査 (1104調究地点）
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図29 1104調査地点 1・2 ・3 ・4号竪穴住居址配臨図 (1/120) 
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W 本荘北地区の調査
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図30 1104調査地点 1• 4号竪穴住居址実測図 (1/40) 

93 



2. 臨床医学教脊研究センター（仮称）整備事業に伴う発拙調介 (1104調査地点）
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図31 1104調査地点2号竪穴住居址実測図 (1/30) 
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IV 本荘北地区の調査
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2. 臨床医学教行研究七ンター（仮称）膀備’li架に伴う発掘講1f.(1104調代地｝．＇．i）

方の立ち上がりを確認したのみである。大きさは不明であるが、深さはO.lmを測る。住居址の北側

隅と考えられる場所に、班の礎石が確認された。

(4) 出土遥物

く住居址＞

1号竪穴住居址出土遥物（図33:1~8) 

図33: 1 ---5は焼土面周辺から出土したものである。図33: l ~3は土師器の鉢で、図33:1と2

は内外面に、また図33:3は外面に煤の付着が認められる。図33:4は須恵器の杯蓋で9世紀初頭の

特徴を有するものである。図33:5は須恵器の碗である。図33:6は土師器の甕で外面に煤が付着し

ている。図33:7は須恵器のmlで9枇紀初頭の特徴を持つ。図33:8は須恵器の碗である。 8世紀～

9世紀頃のものが含まれている。

2号竪穴住居址出土遥物（図33:9-11) 

図33: 9 ・ 10は土師器の杯で、図33:9には赤色化粧土が施され、底に墨書により文字が記されて

いる。「廣世」と読めるであろうか。いずれも 9世紀頃のものである。図33:11は移動式竃の底部破

片で、内面に煤の付着が認められる。

3号竪穴住居址出土遥物（図33: 12,..., 14) 

図33:12は土師器の杯で、内外面に赤色化粧土が施されている。図33:13は土師器の碗で内外面に

赤色化粧土が施されている。図33:14は土師器の甕で外面に煤が付着している。いずれも古代に相当

するものである。

4号竪穴住居址出土遥物（図33:15) 

図33:15は須恵器の坪蓋である。 8世紀後半頃のものである。

＜墓堀および包含層出土遥物＞

土師器類（図33: 16~30、図34:31-40) 

図33:16は大型の蓋で古代の範賭に入るものである。図33: 17 ---25 ・ 28は土師器の杯で、図33:17 

と21は内外面に赤色化粧土が施され、図33:28は外面のみに赤色化粧土が施されている。図33:19は

底面に墨害が確認できるが、小破片のため判読することはできない。図33:20は内側底に刻書により

文字が亥l]まれている。「枚本」であろうか。内面に煤の付粁が確認でき、燈明皿として利用されたも

のと考えられる。 7世紀代のものである。図33:29と30も杯と考えられる小破片で、底部に圧痕が観

察できる。図33:30は内外面に赤色化粧土が施されている。図33:26 ・ 27は碗である。全体的に 8世

紀後半から 9世紀代のものが多く、一部7世紀までさかのぽるものが含まれている。

図34: 31---35 ・ 37は甕で、 35は弥生末から古墳時代初頭の特徴を持つものであるが、 33・ 34 ・ 37は

9世紀前半頃、 31・ 32は古代の範昭に入るものである。図33:36は鉢で古代のものである。図33:

38 ・ 39は甑の取っ手で、図33:40は移動式班の口縁である。古代のものであろう。

須恵器類（図34:41-57) 

図34:41は高杯で6世紀から 7世紀の特徴を有する。図34:42~44は杯蓋で、 8 世紀後半のものと
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図35 1104調査地点出土迫物実測図3 (1 / 4) 

考えられる。図34:44は赤焼きの須恵器で7世紀前半の特徴を有するものである。図34:45~50は碗

で50の外而には自然釉が施されている。回34: 51は壷の胴部で、内而の敲きが同心円と平行の二つの

たたき調整が観察できる狩料である。古代に多くみられる特徴をしている。8世紀後半～9世紀初頭

のものが主体を占めている。図34:52~57は須恵器の胴部破片である。

その他土器類（図35:58~72) 

図35:58は土師質の藍で骨壺の藍と考えられる。図35:59は杯節の形態を呈するが胎土の特徴から

近代以降のものと考えられる。図35:60は船としたものであるが全体の形は不明である。図35:61~ 

64は土師質の小Jlllで、 64には底部に穿孔が施され、底而に糸切りの痕跡が認められる。図35:65~67 

は涼炉の台となった部分の破片と息われるものである。図35:68は骨・壺である。図35:69は揺鉢で外

而には釉が施されている。図35:70~72は器種不明であるが、文字が刻まれているものである。71は

瓦を利用したものである。いずれも近代以降のものと考えられる。

縄文土器（図36:73~86) 

図36:73~75 ・ 77~84は深鉢である。図36:74は頸部破片でしっかりした L字状沈線が2条施され、

縄文時代後期末の御領式の範略に入るものである。図36: 76 ・ 85 ・ 86は浅鉢である。 いずれの究科も

内外而ともに磨き調整が丁寧に施され、内而においても底部や湾IIll部まで磨きの調整が確認でき、中
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図36 1104調査地点出土遺物実測図4 (1 / 3) 

九HI地域における土器調整を特徴づける賓料である。縄文時代後期後葉から晩期古閑式までにかけて

の土器群である。

く近代墓副葬品＞

泥面子 （図37:87~92 ・ 102~115、図38:116~141、図39:142~152 ・ 222~226、図40:

237 ・ 238 ・ 243) 

図37:87~92は20号蒻から 出土したもので、人而と釣鐘や亀を模したものなどが確認できる。長さ

2 cm程度の小さなものがまとまって副葬されていた。写真で報告したものと合わせて11点出土して

いる。図37:102~106は54号硲から 出土した、長さ 2~3crnの大きさのものである。人面やキッネ

100 



W 本荘北地区の調究

バロ~ 畠団ロ□ t 
こ 102 こ二） 103 こ〗 104

こ 105 0 106 

信冒□□い凰：冒
こ〉 87088:  89 こ，。

晨冒 10 0 ~8 
こ 91 こ92 ニコ，， こ二） 107

こ 108 ここ 109V ここ ll。 こ 111

>
乙 112 乙二 113 こ 114 こ 1!5

!, 1,h________m 

図37 1104調査地点出土遥物実測図5 (3/ 4) 

101 



2. 臨床医学教行研究七ンター（仮称）整備事栗に伴う発掘調在 (1104,4月在地点）

面であるが、裏面に炭で文字や X字などが描かれているものである。図37:107-115、図38:116-

141、図39:142-152も54号墓に副葬されていたもので、お多福や恵比寿、福禄寿などの人面を主体

にサル面、鬼面などが認められ、 20号築のものと同様なやや小型のものとしてはウマや虚無僧、羽子

板、蝋燭などの形をしたものが含まれている。 54号墓には合計120点副葬されていた。

図39:222-226は139号墓から出土したもので、 222は鏡餅、 223は不明、 224は土瓶、 225は翁面、

226は虚無僧である。図40:237は188号猫から出土したもので、急須であろうか。図40:238は211号

墓から出土したもので、茄子ではないかと思われるものである。図40:243は268号墓から出土した翁

面である。

破片面子（図37:99、図39: 100 • 101 • 235、図40: 236 • 239-242 • 245-246) 

図37:99は25号墓に副葬されていたもので、表裏面に釉薬が掛けられた陶器の破片を加工したもの

である。図39: 100 ・ 101も表裏面に釉薬が塗られた陶器の破片を加工したもので、 59号墓と114号墓

から出土した。図39:235は116号墓から出土したもので、揺鉢の破片を加工したものである。図40:

236は156号墓から出土した表衷面に釉薬がかけられた陶器の破片を加工したものである。図40:

239 ・ 240は223号墓から出土したもので、それぞれ磁器と播鉢の破片を加工したものである。図40:

241 ・ 242 ・ 244 ・ 245は、それぞれ243号猫、 247号墓、 338号墓、 I区包含層から出土した陶器破片を

加工したもので、図40:246は磁器破片を加工したものである。

石器・石製品（図40:247-250、図41: 251-257) 

図40:247は長軸方向の両端部にえぐりが入った石錘で、皿区東側の包含層から出土したものであ

る。図40:248は敲石としたもので、平面部には擦り面も確認できる。 47号墓から出土した。図40:

249も敲石としたものである。 291号墓から出土した。図40:250はすり石である。 W区包含層から出

土したものである。

図41: 251----255は滑石製の石筆で、 251----253は9号墓からまとまって出土した。 254は30号墓、 255

は63号墓から出土した。図40:256は滑石製のサイコロで1008号土坑から出土した。図40:257は石板

で9号墓から出土しており、石筆とセットで副葬されたものである。

ガラス製品（図41: 258-261、図42:271-294) 

図41: 258は数珠玉で3方向から穿孔が施されたものである。 193号築から出土した。図41: 259はト

ンポ玉で表面は青色の縞模様を呈する。図41: 260 ・ 261は用途不明であるが9号墓から出土しており、

石筆と石板同様に子どもが使用したものであると考えられる。

図42: 271---294は数珠韮で11つの墓城から出土しており、 130号墓と335号墓で各6点とまとまって

出土している。黒色、淡い青色、白色、赤みを帯びたオレンジなどの色調を呈する。

青銅製品（図42: 262-270) 

図42: 262---264ば煙管の雁首で、木質であった羅宇も残存しているものである。 264では雁首と羅

宇を固定したと考えられる繊維が一部残存して付着している。図42:265は、 264と同一個体の吸口で

ある。 197号墓から出土した。図42:266-268は舒で、 266と267は二股管、 268は一本舒である。いず

れにも耳かきが付いている。図42:269と270は裁縫用の指ぬきである。
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2. 臨床医学教脊研究センター（仮称）整備事業に伴う発掘調．1f.(1104調究地点）
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IV 本荘北地区の調査
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2. 臨床医学教行研究七ンター（仮称）整備1i業に伴う発掘晶在 (ll0U恥旧地．I．’f.）
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図41 1104調査地点出土遥物実測図9 (1/4•3/4) 

六道銭（図43:295-311、図44:312-329、図45:330-343、図46: 344-355 • 357-368、

図47:369-393、図48:394-405 ・ 410 • 411) 

図43: 295--301と302--306は25号墓から出土したもので、いずれも頭陀袋に包まれていたもので裁

維の付着が確認できる。前者は 6枚中 4枚が寛永通賓であり、残りの 2枚は不明である。後者は寛永

通官 1枚と文久永咽3枚 (1枚は宝）の計4枚である。寛永通費の衷面に頭陀袋が付着していないの

で、本来は 6枚あったものと推測される。文久永賓は1863年（文久3年）から鋳造が始まった日本の

銅貨である。同一墓城からの出土であるが、複数個体の埋葬であるか、両方が一度に副葬されたかは

不明である。 436号墓からも文久永賓が 1枚出土している（図48:396)。図43: 307--311は52号墓か

ら出土した。五十銭1枚と残り 3枚は五銭と思われることから大正もしくは昭和までの副葬品と考え

られる。図44: 312--318は63号墓から出土した寛永通官6枚である。一部に頭陀袋の一部が付着して

いる。図44: 319--325は64号墓から出土したもので、 5枚は寛永通宮で 1枚は不明瞭であり確認でき
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2. 臨床l哭学教佑iJf究七 ンター（仮称）的Iiii'1L梨1こi‘I’・う発掘調査 (1101,J'Jff. 地．＇•Ii)
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図45 1104調査地点出土迫物実測図13(3/ 4) 

なかった。1‘1144: 326~328は166号蒻から出土した 3枚ですべて党永通窃である。lil45: 330~ 336は

160号墓から 出 —| ：したもので 、 6 枚すべてが究永通貨だと息われる 。 碩陀袋が付滸している 。 図45:

337は現代掛けから 1， 1に1こし 6枚すぺてが迎永通窃のものである。

多くが虹水通貨であるが、その他の銭行とし ては、 1又146: 348とlll47: 393は天保辿究で、それぞれ

19号蒻、 399サ硲で出土している。天保通貨は、江戸時代末期から明治にかけて流辿した銅貨で、明

治24年まで迎／flしていた銭箕である。 また中国の銭行も出七しており 、図46: 366は元祐通窃で、

1086年から鋳造された宋銭である 261サ蒻から出士している l'又148: 410は明朝初代息．帝洪武帝の時

代 (14枇紀中頃）に鋳造された洪武通店で、 N区中央の包含l付から出士している。また 、図46:35 

は明朝第 3代品帝の水楽帝のとき (15111：紀初頭）に鋳造された水楽迎賓で171号蒻から 出土した。さ

らに、1叉147: 374は消朝時代 (17JI|：紀巾頃～18世紀初頭）に鋳造された康煕辿iYで301号墓から出土し 、

110 



W 本荘北地区の調査
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2. 臨諒I炎哨教-(fliJf究センター (i反称）唱を11iit'Ji．裳に伴う発拙iu/,lff.(l l04調在地点）
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2. 臨床l父学教ff研究七ンター（仮称）整備’Jり架に伴う発掘調1t(1104，品lft地．’・'．I:）

図47:387は同じく消朝時代の18世紀初頭に鋳造され乾隆通費で399号墓から出土した。また、朝鮮の

銭貨としては、図48:402は李朝時代に流通した銅貨である‘常平通費が421号墓から出土している。嘗

五（五文銭）で衷面には「営五典四」と記されているものである。そのほかに日本の銭貨としては、

一銭、二銭を確認することができた。

その他の副葬品（図48:523) 

図48:523は258号墓に副葬されていた絹製の着物である。 258号墓には絹み物や絹み針、扇子、小

皿、水差しなど多くの副葬品が納められていた。そのほかに特徴的な副非品として、 52号墓ではレ

コード盤とレコードプレーヤーの部品が、また泥面子が多Jit:に出土した54号硲にはミニチュアの急須

や七輪、土製人形なども含まれており、子どもの墓であることがわかる。 310号募ではピー玉が17個

まとまって出土し、 114号墓や338号硲では樹脂製のヘヤピンが複数出土している。その他の副葬品に

ついては写真で報告した（表11: 93----98、153-221、227----234、356、406----409、412----522、524~

555)。

(5) まとめ

本調究区では全面に近代墓が検出され、 9601調査地点からつづく墓域を確認することができた。さ

らに東方と南北方向に墓域が広がっている可能性が示された。また、墓城からの多くの副葬品よって、

近代・現代の埋葬習俗の様相をうかがうことができた。多1il:に出土した泥面子については、玉東町の

木葉猿窯元に江戸時代の泥面子の抜き型が残っており、それらとの比較を行った。その結果、本調査

区出土狩料と窯元に残る型の種類や形態には類似したものが多く、泥面子を使った遊び方に何らかの

ルールがあったことが示唆される。本調究区出土泥面子の大きさは、 2cm程度のものと 2~3cm

のものに分かれ、抜き型は 2タイプあったのではないかと推測される。熊本市内においては神水遺跡

で泥面子の報告があり（中村2011)、そのほかにも複数の辿跡で少最ながら出土していることが知ら

れている。また、長崎市の万才町遺跡においても類似したものが多く出土しており（大橋ほか1996)、

九州における泥面子の製作や流通を考えるうえで、本調-在区において非常に有益な資料が多羅に得ら

れたといえる。また、六道銭の中には、 El本の通貨だけでなく中国や朝鮮半島の銭貨が含まれており、

発掘成果の特徴の一つとなった。 20号硲は泥面子が副非されていることから子どもの墓と判断される

が、ハマグリ 1点とキサゴ8点も含まれており、 9601調在地点の幼児にハマグリを副葬する同様の事例

であろうか。

また、硲城によって多くが破壊されていたが、本調究区においても古代の住居址を 4基検出するこ

とができた。また、住居址の方向は9601調在地点の竪穴住居群とほぽ同様であることが確認できるが、

本調究区の住居址出土追物には 7世紀後半～ 9世紀までの遺物を含んでおり、 9601調在地点との同時

性については明確にできていない。さらに、古くは縄文後期後策～晩期にかけての縄文土器も複数出

土しており、白川左岸に広がる本庄辿跡の東方への縄文時代の包含層の広がりを確認することができ

た。

出土辿物については、網田龍生氏、棺佳克氏、原田範llf｛氏、増田直人氏（以上、熊本市教育委員会

文化振典課）、永田英津子（木葉猿窯元）、宮本千恵子（浪東町教育委員会）に御教示をいただいた。

記して厚く感謝申し上げます。
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W 本荘北地区の調査

参考文献
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2. 臨床l戻学教行研究センター（仮称）整備1t業に伴う発hlliiil介 (1104調究地点）

熊本市本庄遺跡1104調査地点出土の近代人骨

松下孝幸＊ •松下真実"

【キーワード】：熊本県、近代人骨、甕棺墓、木棺墓、坐葬

熊本市本荘 1丁目 1番1号に所在する本庄迎跡1104調査地点の発掘調査が建物建設工事に伴って、

2012年（平成24年）におこなわれた。本逍跡は熊本大学医学部構内に存在する遺跡であり、 1104調査

地点に隣接する9601地点は1996年度に発掘調査がおこなわれ、その際に約60基の近代墓が検出されて

いる（熊本大学埋蔵文化財調査室、 2008)。本調査地点はこの近代墓と連続する墓地である。本調査

地点付近は、昭和48年に附属病院敷地となる前までは浄土真宗仙崇寺の墓所であったが、記録によれ

ば昭和44年までに改葬されている。今回実施された1104調査地点の発掘調査の結果をみれば、改葬時

の取り残しと思われる部分骨や改葬時に散乱したと思われる骨も見受けられたが、大部分は改葬され

ていないもので、これらは当時無縁墓となっていたために、改葬されなかったものと思われる。埋葬

遺構は大部分は木棺（桶棺、箱棺）であったと思われるが、甕棺も47基存在した。甕棺は近世に武家

層の埋葬容器として使用されており、被葬者の所属階層と埋葬施設との関連も気になるところである。

熊本県では大江追跡群第68次調究区（松下、 2002) と出水国府跡（松下真実•他、 2008) から出土

した近代人骨の報告があるが、近代の追構そのものの調査例がかなり少ないので、近代人骨の研究は

進んでいない。九州・山口ではこの 2例ぐらいしか近代人骨の報告例は知られていない。

前者からは92体の近代人骨が出土している。男性の頭型は長頭型であるが、女性は短頭型である。

男性の顔面は高・狭顔であるが、女性は低・広顔で、歯槽性突顎は男女ともに認められない。四肢骨

は細く、男性は低身長で、女性は高身長であった。

後者は甕棺 l基から出土した 11本の男性骨である。頭型は過長頭型で、広顔傾向を示し、鼻根部は

扁平ではない。四肢骨は長く、太く、高身長であった。

上記2迎跡の近代人骨は甕棺から出土した人骨であることから、被葬者は旧士族ではないかと筆者

らは推測している。男性の頭型はいずれも長頭型であることが共通しており、熊本市域の近代人男性

は長頭型と考えてもよさそうであるが、顔面や四肢骨の特徴と推定身長値などが両者で異なっており、

さらに検討が必要で、このような意味からも本調査地点出土人骨の特徴が注目される。

本調究地点での埋葬姿勢は大部分が坐位であるが、そのほかに仰臥もみられた。検出された人骨は

表8に示すとおり380体である（明らかな散乱骨373,374を除く）。成人骨は352体で、そのうち男性骨

は124体、女性骨は142体、性別不明861本である。未成人骨（幼小児骨）は28体で、全体の7.4％で、

その割合は少ない。各人骨の性別・年齢などは表10に示した。また、年齢区分は表9のとおりである。

現在、人骨の整理、復元、保存処理をおこなっており、一連の作業が終了した時点では体数などに若

干の修正が生じる可能性がある。また、形質人類学的検討にも復元が完了後直ちに着手する計画ある。

近代蔭地や近代人骨の研究調査に恵まれることはきわめて稀なことである。日本が近代国家へと大

きく変化した硲末から近代にかけて、当時を生き抜いた人々の顔かたちがどのようなものであったの

か、生活様式の激変が骨格にどのような変化を及ぽしたのか、本人骨はこのような疑問と課題を解き

明かす貴重な賓料となるものである。

• Takayuki MATSUSHITA、*＊Masami MATSUSHITA 

The Doigahama Site Anthropological Museum〔こt:JI：ヶ浜辿跡・人類学ミュージアム〕

116 



W 本荘北地区の調充

表8 資料数 (Numberof materials) 

成人 幼小児 合計

男性 女性 不明

1 2 4 142 86 28 380 

表9 年齢区分 (Division of age) 

年齢区分 年 齢

未成人 乳児 1歳未満

幼児 1歳～ 5歳 （第一大臼歯萌出直前まで）

小児 6歳～15歳 （第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

成年 16歳～20歳 （蝶後頭軟骨結合癒合まで）

成人 壮年 21歳～39歳 (40歳未満）

熟年 40歳～59歳 (60歳未満）

老年 60歳以上

注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第14次発掘調査報告書 (1996) を参照されたい。

く参考文献＞

1. 熊本大学埋蔵文化財調査室、 2008：熊本大学構内迎跡発掘調査報告w（熊本大学埋蔵文化財調査

報告書第 4集）
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117 



2. 臨床医学教ff研究センター（仮称）整備’li架に伴う発掘調介 (1104調在地、点）

表10 本庄遥跡1104調査地点出土人骨一覧（Listof skeletons) 

人骨番号 迫構 性別 年齢 平面プラン 埋葬姿勢 頭位 顔の向き 慌考
ST- 001 女 1道1り1 }j形 坐位 西
ST- 002 女 1道ll )i形 坐位 南西
ST- 003 女 熟年 )j形 坐位 西
ST- 004 1道明 不明
ST- 005 男 イ道1りJ
ST- 006 幼児 頭治のみ
ST- 007 女 杓りl )j形 坐位（立膝） j用
ST- 008 売棺 男 不明 四肢骨のみ

ST- 009 小児 長）i形 仰臥 北東 ピー玉
ST- 011 兜棺 女 不明
ST- 012 幼小児 売棺 坐位 ,tii財
ST- 013 男 不明 央ffi
ST- 014 女 熟年 )i形 坐位（胡座） rt.ii'~!j 
ST- 015 男 不明 不明 不明 不明 一部残存
ST- 016 女 不明 方形 坐位 itiiH 
ST- 016の． I••N 不明 不明
ST- 019 女 1道1りl 長）i形 仰臥 北東

ST- 020 幼小児

ST- 022 女 壮年

ST- 023 甕棺 男 熟年 坐位 南西
ST- 024 不明 不明
ST- 025 不明 不明
ST- 026 不明 ィ渭Iり）
ST- 028 男 熟年
ST- 029 不明 杓りl
ST- 029上附 女 不明
ST- 030 不明 不明
ST- 031 売棺 男 熟年
ST- 032 不明 1道1りj
ST- 033 不明 不明
ST- 034 男 不明
ST- 035 売棺 男 、ti:年 坐位 北i財
ST- 036 不明 不明
ST- 037 幼小児

ST- 038 売棺 幼小児
ST- 039 男 熟年
ST- 040 男 1渭IJ
ST- 040の下 女 ,f~Iり1

ST- 041 斐棺 男 1道1リ1
ST- 042 幼小児
ST- 043 女 、11：年
ST- 044 男 熟年
ST- 046 不明 不明
ST- 047 甕棺 男 熟年 坐位 北
ST- 048 男 不明 方形 坐位 撹乱
ST- 050 女 不明 方形 坐位 iti 
ST- 051 男 不明
ST- 052 男 イ渭Iりi }i形 坐位 不明 撹乱、レコード
ST- 053 男 熟年
ST- 055 不明 不明
ST- 056 男 不明 Ji形 坐位（立膝） I ti • I’lj 
ST- 057 幼小児
ST- 058 女 不明 )j形 坐位（立膝） 北
ST- 059 不明 イ渭1り］
ST- 060-1 男 熟年 坐位 不明
ST- 060-2 男 不明 坐位 不明
ST- 061 不明 熟年 方形 坐位 不明
ST- 062 男 ・イ~ l ~ J }j形 坐位 j柑
ST- 063 女 不明 }j形 ItijJlj 
ST- 064 女 1道1りl
ST- 065 不明 不明
ST- 066 男 不明
ST- 067 男 熟年 }j形 屯位 l’り
ST- 067の．I舟 不明 不明 頭社のみ
ST- 068 甕棺 男 熟年 坐位 j!lj 
ST- 069 不明 不明
ST- 070 女 不明 )j形 坐位 北
ST- 071 女 ィ道1りl 方形 坐位（立膝） Itii肘
ST- 072 女 壮年 方形 坐位 1遭IJ
ST- 074 男 、19：年 方形 坐位 不明
ST- 075 不明 不明
ST- 076-1 幼小児 イ』Iりl 坐位 不明 11：大腿骨のみ
ST- 076-2 不明 1~'りl 膝盗骨など少址
ST- 077 不明 不明
ST- 078 男 不明 )j形 坐位 東
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W 本荘北地区の調査

人骨番号 迫構 性別 年齢 平面プラン 埋葬姿勢 頭位 顔の向き 備考
ST- 079 女 不明 方形 坐位 不明
ST- 080 女 不明 方形 坐位 南西
ST- 081 不明 不明 方形 坐位 不明
ST- 082 不明 不明
ST- 084 売棺 男 不明
ST- 085 女 不明
ST- 086 女 不明
ST- 087 不明 不明
ST- 088 男 熟年 不明 不明 南東 仰臥の可能性大
ST- 089 男 熟年 方形 坐位 i+i酉
ST- 090 不明 不明
ST- 091 女 不明 方形 坐位 南西
ST- 092 男 不明 方形 坐位 不明
ST- 093 男 不明 方形 坐位（立膝） 西
ST- 094 不明 不明
ST- 096 女 不明
ST- 097 女 不明

097の上面 女 不明
ST- 098 甕棺 女 熟年 坐位（立膝） 西
ST- 099 女 不明
ST- 100 売棺 男 熟年 坐位（立膝） 西
ST- 101 甕棺 男 不明 坐位 西
ST- 102 不明 不明
ST- 104 幼小児
ST- 106 女 不明
ST- 107 女 不明 方形 坐位 北
ST- 108 女 不明
ST- 109 女 不明 方形 坐位 北
ST- 110 不明 不明 方形 坐位 不明
ST- 111 男 熟年 方形 坐位（立膝） 南西
ST- 112 女 不明 不明 不明 不明
ST- 113 女 不明 方形 坐位 南西
ST- 114 女 不明 方形 坐位 北西 135を壊して114を造る
ST- 115 女 不明 方形 不明 不明 かんざし
ST- 117 女 不明 方形 坐位 南西
ST- 118 女 不明 方形 坐位 西
ST- 119 女 不明 方形 坐位 北東
ST- 120 女 不明 甕棺 014の下層
ST- 121 女 不明 方形 不明 不明 一部のみ残
ST- 122 女 壮年 方形 不明 不明
ST- 123 不明 不明
ST- 124 男 熟年 方形 坐位 西
ST- 125 男 不明 不明 不明 不明 大腿骨のみ
ST- 126 不明 不明 火葬骨
ST- 127 売棺 女 熟年 坐位 西
ST- 128 男 壮年 方形 坐位（胡座） 洒
ST- 129 女 不明 方形 坐位 不明
ST- 130 男 不明 不明 不明 不明 003で切られる

ST- 131 男 老年 方形 坐位（胡座） 西
ST- 132 女 不明 方形 坐位 西
ST- 134 男 熟年 方形 坐位（胡座） 酉

ST- 135 男 不明 不明 不明 不明
ST- 136 不明 不明 不明 不明 不明

ST- 137 女 不明 方形 坐位 西

ST- 138 女 熟年 方形 坐位（胡座） 西

ST- 139 男 不明 方形 坐位 北西

ST- 140 男 熟年 方形 坐位 北西

ST- 141 男 不明 方形 坐位 西

ST- 142 不明 不明
ST- 143 女 壮年 方形 坐位（胡座） 西

ST- 144 男 熟年 方形 坐位 西

ST- 145 女 不明 方形 不明 不明

ST- 146 不明 不明
ST- 147 男 不明 不明 坐位 不明

ST- 148 男 不明 方形 坐位 西

ST- 149 男 不明 不明 坐位 西

ST- 150 不明 不明

ST- 151 男 壮年 不明 側臥（右を下） 北西 上半身のみ

ST- 152 不明 不明

ST- 153 女 不明 方形 側臥（右を下） 北西

ST- 154 女 壮年 方形 坐位（立膝） 西

ST- 155 女 不明

ST- 156 男 不明 方形 坐位 不明

ST- 157 不明 不明

ST- 158 不明 不明

ST- 159 女 熟年 方形 坐位（立膝） 西

ST- 159の南 不明 不明 不明 四肢骨のみ
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2. 臨床医学教育研究七ンター（仮称）整備事業に伴う発掘調査 (1104調究地点）

人骨番号 迫構 性別 年齢 平面プラン 埋葬姿勢 頭位 顔の向き 備考

ST- 160の上面 女 不明

ST- 161 男 不明 方形 坐位（胡座） 酉

ST- 162 女 不明 方形 不明 不明

ST- 163 女 不明 不明 不明 不明

ST- 164 男 熟年 方形 坐位（胡Hを） 西

ST- 165 不明 不明 不明 不明 不明 党骨、肋骨のみ

ST- 166 男 熟年 方形 坐位 西

ST- 167 甕棺 女 不明 不明 不明

ST- 167の西 女 不明

ST- 168 女 壮年 方形 坐位（胡座） 西

ST- 169 男 熟年 方形 坐位 西

ST- 170 女 熟年 方形 坐位（立膝） 西

ST- 171 男 熟年 方形 坐位（胡Ht) 北

ST- l72 不明 不明 方形 坐位 北東

ST- l73 不明 不明

ST- 174 兜棺 女 不明 不明 不明

ST- 175 女 老年 方形 坐位 南西

ST- 176 男 不明 方形 坐位 南

ST- 176A 幼小児 不明 不明 不明

ST- 177 男 不明 不明 不明 不明 骨片

ST- 178 不明 不明 方形 不明 不明 仙骨など、改非残

ST- 179 女 不明 方形 坐位（立膝） 西

ST- 180 男 不明 方形 坐位 不明 腔骨、排骨のみ

ST- 181 女 不明

ST- 182 女 不明

ST- 183 女 熟年 方形 坐位 洒

ST- 184 甕棺 女 熟年 方形 坐位（立膝） 西

ST- 186 不明 不明

ST- 187 幼小児 方形 不明 不明 上腕骨、尺1牝｝のみ、改葬残

ST- l88 男 壮年 方形 坐位（立膝） 西

ST- 189 女 不明 方形 坐位 西

ST- 190 甕棺 女 熟年 坐位 不明

ST- 191 女 熟年 不明 不明 不明

ST- 192 不明 不明 方形 坐位（胡座） 西 頭蓋石灰化

ST- 193 女 熟年 方形 坐位 西

ST- 194 売棺 女 壮年 坐位（．1！膝） 北

ST- 195 女 不明

ST- 196 甕棺 男 朴：年 坐位 南

ST- 197 女 熟年 方形 坐位（立膝） 西

ST- 198 ,f~I引 不明 不明 不明 不明 168が破壊、大腿骨のみ

ST- 199 甕棺 幼小児 坐位 洒

ST- 200 不明 不明

ST- 201 不明 不明

ST- 202 

-----一一----------一イヌ骨

ST- 203 甕棺 女 不明 坐位 北西 改非残

ST- 204 不明 不明

ST- 205 不明 不明

ST- 206 男 不明 方形 坐位（胡座） 西

ST- 207 男 不明 方形 坐位 酉

ST- 208 女 不明

ST- 209 女 不明 不19l 坐位 不明 8.9頭盗、 9.5四肢骨取り上げ
ST- 210 女 不明

ST- 211 女 熟年 方形 坐位（立膝） 西
ST- 212 不明 不明

ST- 213 不明 不明

ST- 214 幼小児 不IVJ 不明 不明 頭蓋のみ
ST- 215 不明 不明 方形 不明 不明
ST- 216 不明 不明

ST- 217 不明 不明 方形 不明 不明 右肋骨のみ、 J:半身仰臥か？
ST- 218 男 不明 方形 仰臥 南東
ST- 219 男 不明

ST- 220 女 老年 方形 坐位（胡座） 匝
ST- 221 不明 不明

ST- 222 幼小児 長方形 仰臥 東
ST- 223 男 不明 方形 坐位（胡座） 南西
ST- 224 男 不明 方形 不明 不明
ST- 225 不明 不明

ST- 226 不明 不明
ST- 227 不明 不明
ST- 228 不明 不明
ST- 230 甕棺 女 熟年 坐位 亜
ST- 231 甕棺 女 壮年 坐位（立膝） 西
ST- 232 甕棺 男 不明 坐位 南
ST- 233 不明 不明
ST- 234 不明 不明
ST- 235 男 不明 方形 坐位（胡座） 南洒 頭盗なし
ST- 237 幼小児
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W 本荘北地区の調査

人骨番号 迫構 性別 年齢 平面プフン 埋葬姿勢 頭位 顔の向き 備考

ST- 238 不明 不明 不明 不明 不明 209の下層

ST- 239 幼小児 方形 側臥（右を下） 西

ST- 240 不明 不明 方形 不明 不明 骨片

ST- 241 男 不明 方形 不明 不明 頭盗、腔骨のみ

ST- 242 男 不明 方形 不明 不明 241で切られている
ST- 243 不明 不明

ST- 245 女 不明

ST- 247 女 壮年 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 248 女 不明 方形 坐位（立膝） 洒
ST- 249 女 不明 方形 坐位 不明

ST- 250 不明 不明

ST- 252 不明 不明

ST- 253 女 不明 方形 仰臥 上半身のみ
ST- 254 男 壮年 方形 坐位 不明
ST- 255 男 不明 方形 坐位 WI西
ST- 257 不明 不明

ST- 258 甕棺 女 壮年 坐位 北 衣服残

ST- 259 甕棺 男 熟年 坐位（立膝） 南西
ST- 260 女 不明

ST- 261 女 不明 不明 不明 不明

ST- 262 女 不明 不明 不明 不明

ST- 263 男 不明 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 264 女 不明

ST- 266 不明 不明

ST- 267 不明 不明

ST- 268 女 壮年 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 268のI¥j 幼児

ST- 269 女 不明

ST- 270 女 不明

ST- 271 男 熟年 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 272 甕棺 男 不明 不明 不明

ST- 272の南 不明 不明

ST- 273 不明 不明

ST- 274 不明 不明

ST- 275 不明 不明

ST- 276 甕棺 男 熟年 坐位（立膝） 西

ST- 277 不明 不明

ST- 278 甕棺 幼小児 不明 不明

ST- '279 甕棺 女 幼小児 不明 不明

ST- 280 甕棺 男 熟年 坐位（立膝） 西

ST- 282 女 不明

ST- 283 男 不明 方形 坐位（胡座） 南西

ST- 284 男 不明

ST- 285 女 不明

ST- 286-1 男 不明

ST- 286-2 女 不明

ST- 287 男 熟年 長方形 仰臥 南

ST- 288 女 壮年 方形 坐位（胡座） 南西

ST- 289 不明 不明

ST- 290 女 不明

ST- 291 幼小児 長方形 仰臥 束

ST- 292 不明 不明

ST- 293 不明 不明 方形 不明 不明

ST- 294 女 不明 方形 不明 不明 大腿骨のみ

ST- 295 幼小児 方形 坐位（立膝） ilj西
ST- 296 不明 不明

ST- 297 女 熟年 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 298 女 不明

ST- 299 不明 不明

ST- 301 男 不明 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 302 男 不明

ST- 303 不明 不明 方形 不明 不明

ST- 304 女 不明

ST- 305 男 不明

ST- 306 女 不明 方形 坐位 不明

ST- 307 不明 不明

ST- 308 幼小児

ST- 309 不明 不明

ST- 310 男 不明

ST- 311 男 老年 方形 坐位 不明

ST- 313 女 不明 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 315 女 壮年 方形 坐位（立膝） 東 292で破壊さる

ST- 318 男 熟年 不明 坐位 南西

ST- 319 男 不明 方形 不明 不明 320.323で切られる

ST- 320 男 不明 方形 不明 不明 323で切られる

ST- 322 男 老年 頭盗のみ

ST- 323 女 壮年 方形 坐位 南西 腰部、仰臥
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2. 臨床医学教行研究七ンター（f反称）整備事党に伴う発掘調．ft(1104調在地点）

人骨番号 迫構 性別 年齢 平面プラン 埋葬姿勢 頭位 顔の向き 備考
ST- 324 女 不明 方形 不明 不明

ST- 325 男 壮年 方形 坐位（立膝） 南圃

ST- 330 売棺 男 壮年 坐位（立膝） 西
ST- 331 甕棺 男 壮年 坐位（立膝） 西
ST- 332 甕棺 女 壮年 坐位 南酉

ST- 33'1 甕棺 幼小児 坐位（立膝） 西
ST- 336 男 熟年 方形 坐位（胡座） 南西
ST- 337 女 不明 不明 不明 ifi 
ST- 338 女 壮年 方形 坐位（立膝） 南

ST- 339 女 不明 方形 坐位 南西

ST- 340 女 不明 方形 :,[~Iリl 不明

ST- 342 男 熟年 方形 坐位．（立膝） 西

ST- 343 男 不明 方形 坐位（立膝） 北東

ST- 344 男 不明 方形 坐位 不明

ST- 345 男 熟年 坐位（胡座） 束

ST- 346-1 幼小児 方形 不明 不明

ST- 346-2 女 不明

ST- 347 男 熟年 方形 坐位 南西

ST- 351 女 不明

ST- 353 幼小児 不明 不明 不明 子どもの頭盗のみ、 347で破壊

ST- 355 女 不明 長方形 坐位 西

ST- 359 売棺 女 壮年 坐位（立膝） 南西

ST- 360 男 熟年 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 361 男 不明 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 366 男 不明 方形 仰臥の可能性大 東 頭蓋、上腕竹のみ、 359で切られる

ST- 367 男 不明 長方形 仰臥 東 359で切られる

ST- 370 不明 不明 不明 不明 不明 頭蓋のみ

ST- 371 女 不明 方形 坐位（立膝） 南東

ST- 375 甕棺 女 壮年 坐位（胡座） 南西

ST- 376 甕棺 女 不明 坐位（立膝） iij西
ST- 378 不明 不明 不明 不明 不明

ST- 379 甕棺 男 熟年 不明 不明

ST- 381 女 老年 方形 坐位（立膝） 南西

ST- 382 男 熟年 方形 坐位（立膝） 南東
ST- 383 女 熟年 }i形 不明 不明

ST- 384 女 不明 方形 坐位 不明

ST- 385 女 不明

ST- 387 女 壮年 方形 坐位（立膝） 南亜
ST- 388 男 壮年 }i形 おそらく仰臥 北 上半身のみ残
ST- 389-1 男 不明 方形 坐位（立膝） 南西
ST- 389-2 女 不明

ST- 391 女 壮年 方形 坐位 南西
ST- 393 男 不明

ST- 394 男 熟年 方形 不lリ） 不明 頭盗のみ
ST- 395 男 不明 方形 不明 不明 上腕Jh”のみ
ST- 402 男 不明

ST- 403 男 壮年 不明 不明 不明 頭盗のみ
ST- 405 不明 不明
ST- 406 女 不明 長方形 仰臥 北
ST- 407 男 老年 方形 坐位 南東
ST- 408 女 壮年 方形 坐位（胡座） 南西
ST- 409 女 壮年 方形 坐位 洒
ST- 410 男 老年 lと方形 仰臥 削西
ST- 411 甕棺 男 熟年 坐位（立膝） 北
ST- 412 不明 不明
ST- 414 男 熟年 方形 坐位（立膝） 南西
ST- 416 男 不明
ST- 420 女 不明 方形 ．^l :位 不明
ST- 422 女 不明

ST- 423 女 不明
ST- 426 男 熟年
ST- 427 不明 不明 方形 坐位 南西
ST- 428 兜棺 男 熟年 恨位（立膝） 北東
ST- 429 幼小児
ST 430 甕棺 女 壮年 坐位（立膝） 洒
ST- 431 売棺 男 不明 不明 不明 改葬残
ST- 431のiij西散乱 l 不明 不明
ST- 431の南匝散乱2 不明 不明

ST 432 女 壮年 方形 坐位 不明
ST- 433 売棺 女 壮年 坐位 南西
ST- 434 女 不明
ST- 435 男 熟年
ST 436 女 不明
ST 437 幼児
ST A 売棺 男 不明
ST- B 甕棺 女 壮年
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N 本荘北地区の調査

表11 1104調査地点出土遥物一覧表

図 替号 辺物 種類（器種） 法fil(cm) 残存 :1il 特 徴 色 閲 出土辺構 因 考

口往 28.5 
口粒～ 外内：ナデ． ヘラ削 IJ 内 HueIOYRi/•l 33 I -I：師岱 鉢

盟
胴部）i• ：ナデ，ハケ II 外： HueIOYR6/•I 1り竪穴9t1,1:ht焼土面 内外面一郎スス 1•t行

2 :I:師器 鉢
盟LIif 29.4 

n椋115 内外：： ［［I咀Il 転転ナ•J• デデ． 削り 内外 ． H ue IO Y R 7 /3 
: Hue IOYR7 /3 いが登穴il:l＆址焼土面 内外面にスス付杓

3 I：師器 鉢 底口器店径径 8,0 約)/3 外内：阿転ナデ 内． Hue5YRil6 
lり竪穴itl＆址焼．．t．面 外面スス 1•tit：回転ナデ 外： IIue7.5YR7/4 

・l 須患硲 甚
盟rHf: M.O 

約l/4
内 ［削り1転りナデ． ・J• ア

内外 ： H u e 5G Y 5 i l Iり竪穴｛I:居址焼土面
外：佃転ナデ．削 I) : llue 5GY5 1 

5 須息器 碗 底口器店佳径 8.3 底部片 内外・回転転ナデ． nn 1J I) 
：阿ナデ． IJり

内外 H u e 2. 5G Y 5 / J 
: Hue 2.5GY5/J 

1サ竪穴｛1:1＆址焼土面

盟口径 28.4 内：回転ょナデ． 削り． 内・ Hue 7.5YR7 /3 6 1：師器 甕 1/8 < I l lり竪穴11:Iふhi: 外面スス付がt
外： hl •J··ア、くし 11

外： Hue7.5YR7 /3 

LI 径悶 1 3 .8 外内：回転転ナデ 内外 ： H ue 5 Y 5 / l 7 iti忠器 皿 底器 10.0 l/5 1 サ竪‘:,·•~11:1廿址
1.8 

: IOl ナデ : Hue 5Y5/J 

8 ~ti患器 碗 底器n高径径 7 . • 1 底部のみ 外内 ： ［り）令転四•デ． n削lJ り
• [nJ ナデ． り

内外 ： I I u e 7 .5 Y 6 i l 
• Hue 7.5Y6/1 

l り竪穴 {l1,•}址

口往 12.8 
内外 ：阿転ナデ． ナデ 内外 ： H u e 7 .5 Y R 6 i 6 赤色化粧土． 1jf面に円行「廣， t師岱 杯

底器径窃 83..0 0 2/3 : InJ転ナデ．削り • Hue i.5YR616 
2サ竪穴化9凸址

世？」

10 I:師器 杯 底器[li径高を 831 . .1 1.2 8 118 内外 ．III)転ナデ 内・ Hue 5YR616 
2 サ竪穴(I;9,•;•址

: I")転ナデ．ナデ 外,: Hue 5YR6/6 

l l .I：師器 匠 底部片 内：削削 り 内： HueIOYR8/4 2サ竪穴｛I:．I,9:・址 内面一部スス付杓外： I),ハケ II 外： HueIOYR7/6 

12 J：師器 杯
盟口径 17.4 

2/3 内外：： ［I~＂11 転転ナナデデ． 削り
内外 ． H u e 2 . 5 Y R 6 / 8 

• Hue 2.5YR618 
3り・竪穴11:1,i・hl: 内外面赤色化粧I:

13 -l：師器 碗 底口器径径高 9.9 l/3 外内： Inl転転ナデ． ナデ 内 'Hue2.5YR6i6 3サ竪穴lt1、1址 内外面赤色化粧j:：回ナデ 外 'Hue2.5YR616 

M .I:師器 甕
口盟径 18.0 

約1/2 外内：阿転転ナデ． 削I)
：阿ナデ．ハケ II

内外 ： H ue 7.5 Y R 7 / 4 
: Hue i.5YR6l3 

3り竪穴it1,t；.址 外面スス付行

盟n径 13,(i 内・阿転？ナ・r.ナデ 内外 ： H u e i . 5 Y 6 / l 15 須忠器 社 約l/4 外：回ナデ， •J· デ， 4り竪9¥：11:1廿址
削

: Hue 7.5Y5/l 

tiff 悶23.6 内外： lり1転転ナデ， ナデ 1外1..1 : Hue 7.5YR7 /6 赤色化粧：I：. II竹部に沈線？あ
16 :I・，師器 甚

底器 2.6 
112 • [nJ -J・デ．削り : Hue 7.5YR6/6 

Ill{ 
り

17 ：l：師器 杯
n 径悶 1 3 . 4 
底器 37 ..5 2 

約2/3 内外・阿転転ナデ
回ナデ

内外 ： H u e 2.5Y R6 / 8 
: Hue 2.5YR6i8 

56りg 内外面赤色化粧土

n 径径 1 3 . 9 内外． 1~1 転転ナデ
内： Hue5YR616 

18 ←r．師器 杯
底器店 83,,0 3 

l/3 
: [i,] -/・デ ,11さ 外： Hue5YR616 102り．ij1:/l"f 外面にスス付行

底部： HueIOYR61,1 

19 -r．師器 杯 底部片 外内：回転転ナデ
; ml ナデ．削り

外内 ： H u e IOY R 6 1 4 
Hue i.5YR6/6 

279サ・：l31:;g 底面に因内あり

口t悶t 13,•1 
内外：阿転転ナデ 外内 ： 1-I u e lOY R7 /4 刻洛粧．円土全「体？本に」剥．箆iJ..I．IRi底[li縁tiに部赤ス色ス付化

20 -1：師器 杯 底 9.0 213 
: fjj) ナ・ア : Hue 10YR7 /4 

74り岱
器 3.4

21 !：師器 杯 い底器任屈抒 9、116.. 0 5 .2 2/3 
内外． Inl転ナデ． ,削,,さ

け圃9転きナデ． り．
内外 ： H ue 5Y R5/4 

: Hue 5YR5/4 
;半t追JI~． :t·. rn ~ m区東

部）
内外面赤色化粧：t

口ff径 13.1 
外内 ： 回転転ナデ 99iif9ささ

内 'Hue5YR6/6 
22 ：l:師器 杯

底器~ 38.3 .3 
1/6 ：回ナデ．

外： Hue2.5YRS/6 g追 沈線あり．赤色化粧 j••
5YR6/6 

23 t：師器 杯 口底器径径店 6.9 約1AI 内外 ： 回転転 •J- デ． •｝•デ
：回ナデ．ナデ

内外 ： H u e 5 Y R6 1 6 
: Hue 5YR616 イ澗I

24 i：師器 杯
口径悶 13.6 

底器 92.1 .9 
約114 外内 ．： IIOOIl転転ナナデデ．． I'f"9ささ 内外 ： H u e 5 Y R 6 ! 6 

• Hue 5YR6/4 
g;nJIIlt・鼻

外内底面面面口ス緑ラ付内部杓にき沈線・ヘラ府残き．
ヘス による沈線る．

25 :I:師岱 M 底口器径If.tri 6312.2 8 .2 l/8 外内： I＂1転転ナデ． ．J• デ
: Im ・J• デ．．J• デ

内外 ． Il u e 7 . 5 Y R 6 / 6 
: Hue 7.5YR6/6 

g逍j’l\ ： I••

26 1：師器 碗
盟ntt 146 

l/8 内外： ［中転転ナデ
・回・｝・デ

外内 ・ H u e 5 Y R 6 16 
: Hue i.5YR6i6 

g辺坪•!·.

27 I．．師岱 碗 底器口径店往 7.2 IiJ;部のみ 外内． Id転転ナデ． ナデ
: (i,J ➔・デ

内外 ： H u e N' l.5 1 0 
Hue IOYR6／と1

撹乱 内外面スス付行

28 I：師器 杯 底U器径径店 10.0 l/8 内外：阿転転ナデ 内． Hue5YR6t6 g辺 外面赤色化粧：t
9 回ナ デ タ~ : Hue 2.5YR6/8 

29 :I・．師器 杯？ 底部1ヤ 内外 '[り［転ナデ
：ナデ

外内 ： H u e lOY R 7 / 4 
: Hue 10YR7/4 

247サ店 圧痕あり

内： Hue10YR71・1 

30 土師器 杯？ 底部）t 内外 ： ナデ
：ナデ

(2.5YR516) 369り．g 圧痕あり． lJ,,]外iti赤色化粧土
外： HuelOYRi/4 

(2.5YR5!6) 
！勺： Hue7.5YR3!2 

盟n往 2・12
翌～ 内外 阿転・トデ． ＂iさ II柑郎： Hue2.5Y6/3

34 31 I：師器 甕 外． HuelOYR6l-l g道 内外面にスス 1•t 行
明片 ： ［司転ナデ

口象汝部： Huc2.5Y5/3
2.5Y614 

32 -1：師器 甕
口盟径 17.0 ng~ 内外． （UI転転ナデ． 111さ 内： HueIOYRi/4 

撹乱 内外面スス・コゲ復あり
胴片 : [Ill ナ・r，ハヶ rl外： Hue10YR7/4 
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2.臨床医学教育研究センター（仮称）整備事業に伴う発掘調査 (1104調査地点）

図 醤号 還物 糧悶（縫糧） 法Iii(cm) 残 存 凪 特 微 色 Ill Ill:I:遣構 雷 考
1 l'i : Hue 2.5YR4/6 

34 33 土師器 甕 口緑部片 外内：国転転ナデ． 割り SYRS/6 m区東半郎 赤色化粧土：回ナデ 外： Hue2.5YR4/6 
5YR5/6 

” 
土師呂 甕 口緑郎片

内：回削転I)ナデ． ナデ． 内： llue5YR5/6 210号嘉
外：回転ナデ

外： IIue7.5YR6/4

口径 24.0 内：回転ナデ． IIIJI) 内外 ： Hu e I OY R 7/4 35 土師器 甕 翡 口緑1/4 外：回転ナデ : Hue IOYR7/4 381サ冨 外面にスス付着

36 土師器 鉢
罪口径 26.6 

口緑1/4 外内：回転転ナデ． 削り 内： HueIOYR6/4 
慕辺 内外園にスス付着: 1ii1 ナデ．ハケ目 外： lluc7.5YR6/4

胴口緑郎片～ 
内：回転ナデ． lllJり

外内： I Iue 7.5 Y R7/3 
3 土鰤器 甕 外：回転ナデ． ftllり． :llue7.5YR6/3 喜道

9ヽケEl

38 土緬器 甑 把手のみ
内外 ：ナデ

：ナさデえ． 削り． 指お
内外 ： ll ue 2.5Y7/4 

: Hue IOYR7/4 149サ嘉

39 土鰤器 甑 把手のみ 内外：：ナデ I外り： Hu• 
: Hue7.5YR5/4 D区 一郎磨さあり

40 土師器 鼈 口緑郎片 外内 ：： ナナデデ．． 削削II) ) 内： Hue5YR6/6 m区東半郎 内外面スス付着
外： Hue7.SYR7/4

41 須恵器 高年 1/3 外内：回転ナデ． l1IJ削りり 内： II匹 7.sYS/2 m区：回転：ナデ． 外： Hue7.5Y5/l

42 須恵器 甚 底口器高佳様 2.146 .0 1/4 外内：回転ナデ 内： Hue7.5Vl/6 34・JJ-嘉：回転ナデ 外： Hue7.5Yl/6

心 須患器 菱 洞郎片 内外： liil回転転ナナデ． ナデ 内： llue5Y7/l 7J・l}r! 
： デ．削り 外： llue5Y7/l

踪口径 12.2 内：回転ナデ 内外 ： H ue 7.5 Y R7/6 44 須器 甚 径 16.8 約1/3 外：回転ナデ．割IJ : llue7.5YR6/8 ml! 赤娩さ

45 須恵器 碗 底口器径径高 73.8 11.0 2 1/4 外内：回転転ナデ． ナデ 内： Huc7.5Y6/l
畑サ喜

：回ナデ．割り 外： IIuc7.5YS/1 

46 須笞 碗 底口往径 8.4 1/3 
内：回転ナデ 内外 ： H u e 5 Y7/2 

”””̀ 器高
外：回転ナデ． lllJI) : Hue5Y7/2 

口径 11.6 
内：国転転ナナデ 内外 ： ll ue 2.5Y5/2 47 須恵器 碗 底器径高 32 6.6 約194
外：回デ.lllJり : Hue 2.5Y 4/1 嘉這踵土

口径
外内：回転転ナデ． 削り 外内： H皿 7.5Y6/I 俎 須恵器 碗 底径 92 底部1/3 n区

器高
:liil ナデ．ナデ : Hue7.5Y5/I 

49 須恵器 碗 底器口径径窮 ＆6 底郎片 外内： 1iil転転ナデ． IPJIJ 
: 1iil ナデ．削,,

外内 ： Hm 5Y 5/1 
: Hue5Y5/1 m区

口径
外内：回転ナデ． ナデ 外内 ： H匹 7.5Y5/ l 50 須恵器 碗 底径 10.9 1/8 

：回転ナデ． JllJI) : Huel.5Y5/l 0区 外面自然釉あり
器高

51 須恵器 壺 紐器口大高径径44.0 破片 外内：ナデ． タクキ 内： Huc7.5YR5/4
＂区東半郎 焼きムラあり：ナデ．タクキ 外： Huc2.5Y6/1

52 須恵器 胴郎片
内： 1iil心円タタキ 内： HueIOY5/1 

墓道1!11土外：平行タクキ 外： HueSY~/1

53 須恵器 胴郎片 外内：：格ク子クキタタキ 内外 ： H u e 7.5Y S/ 1 
: Hue?.5YS/1 冨這縄土1回目

“ 
須恵臼 胴部片 外内： l格ilJ.C.子•PIタ クタキ 内： HueIOBGS/1 

168サ冨： タキ 外： HueN3/0~S/O 

内：阿格•子i.•PI タクキ 外内 ： llue 7.5Y4/ I 
56 須恵器 胴部片 外： タクキ : Hue 2.5Y5/3 16サ嘉

N4/0 

56 須班器 目郎片 外内：ナデ． タタキ
：ナデ

外内 ： Hue N4 /0 
: Hue SYS/I 嘉這2同日上層 外面工具によるナデ

57 須恵器 開郎片 I内外：恥円タクキ 内外 ： H u e I OG6/ I 128サ区の京掘り下げ
：ナデ : Hue 5B5/1 時

35 58 土鰤器 菱 底器口径高往 25四2 1/4 内：回転転ナデ． ナデ 内： Hue7.SYRS/6 
公3サ嘉外： OO ナデ．削り 外： Huc7.5YRS/6

59 陶器 菱 凪 口緑部片 内外 ：回転ナデ 内： HueIOY叩 29サ菖楓土 外珀囮赤色化粧土？．内面スス付
：回転ナデ 外： Hue5YR5/6

60 土緬召 窪？
盟口径 1a4 

口緑郎片
内：回転ナデ 内外 ： H u e 5Y R6/6 11区稟半郎外：回転ナデ : Hue5YR6/6 

口径 6.5
外内：：削回転り．ナ布デ目 外内 ： H ue IOY R8/2 外む面に布目痕あり．雲母多く含61 土閾器 小 DII 底店径 3.6 完形 193サ嘉

器 1.0 : Hue IOYR8/2 

口且餞 7.1 内： liil転ナデ 外内 ： Hue !OYRS/3 62 土師器 Iヽヽ皿
底器 41 .5 .3 2/3 外：固転.,.デ : Hue IOYRS/3 193サ菖

63 土師器 ,1、JIii 底器口富径径 5.71..4 4 7 完形
内：回転ナデ 内： HueIOYRS/3 

1931}嘉外：回転ナデ 外： HueIOYR8/3

口径 5.9 
内：回転ナデ 内外 ： Hu c 7.5Y RS/3 64 土闘器 ,,ヽ皿

底翡径高 31.2 4 2/3 
外：回転ナデ : Hue7.5YRS/3 1区 底画糸切り．穿孔あり

65 土節器 泣炉 底郎片 内外；：回転ナデ． ナデ
内： Hue 3331}喜 穿孔あり外： Hue7.5YR7/4

66 土臼器 泣炉 底郎片
内： 外内 ： H ue 465 • 402号墓周辺土 穿孔あり外：回転；ナデ．ナデ : Hue5YR7/6 

6 土師笞 泣炉 底邸片 外内：：回転ナデ
内： Hue

揖乱 穿孔あり外： llue7.5YR7/4
口径 19.4 

外内：ナデ． 削り 外内： Hue IOYR7/4 68 土師器 甕 底径高 22.4 1/5 379サ嘉 胴llll～底郎簿黒く変色
器 23.3 ：ナデ．罰1) : Hue JOYR6/6 

” 
田聾 Ill 鉢 口縁一 内外：回転ナデ 外内 ： Hue 5Y R3/2 

＂工 外ilii釉誨す胴郎片 ：回転ナデ : Hue5YR3/2 
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W 本荘北地区の調査

図 呑母 辺物 種類（器積り 法fil(cm) 残存 a 特 微 色 g 出土辺構 饂 考

35 70 須恵器 不明 ぼ長はさ 42..5 7 破片 表裏 ：ナデ 表裏 ： Hu e I OYR4/4 田区 頂伍5.9g,ヘラ杏き・赤焼き？
さ 0.5

：ナテ : Hue5YR6/6 

71 瓦 不 明 厚幅圧さ 710..3 3 破片 外内：ナデ 内外 ： H u e N 3 /0 43l•サ甚 重用:1i!:148.6g,刻杏あり．瓦再利

さ 1.9
：ナデ : Hue N3/0 

72 瓦質土器？ 火鉢？ 尉郎片 外内：ナデ
：ナデ

外内： H u e 7.5 Y 7/ l 
: Hue 5NY57//0l , w区洒半部 面刻滑印石あ付り沿． ？ 回転削りあり． 内外

36 73 栂文土器 深鉢形土器 口縁郎片 外内：ナデ
：ナデ．府き

内外 ： H u e IOY R S /2 
: Hue IOYRS/2 m区 外面スス付着

74 紐文土器 深鉢形土器 団郎片
内：サナデエ． 磨き． 指オ 内外 ： H u e 2.5 Y 6 /4 引サ区 日部に沈樟2本を祐す
外：ナデ．府き

: Hue 2.5Y6/4 

75 縄文土器 深鉢形土器 沼部片 外内：ナデ
：ナデ．聞き

外内： H ue 2.5 Y 7l2 
: Hue 2.5Y6/4 m • IV区西半郎

76 縄文土器 浅鉢形土器 胴郎片 内外 ： ナデ
：ナデ．府き

外内： Hue 10Y R4/ l 
: Hue 10YR2/l m区西半部

77 縄文土器 深鉢形土器 胴郎片 内外 ：ナデ
：ナデ．府き

外内： Hue 10Y R4/ l 
: Hue 10YR6/2 m区西半部 外面スス1寸滸

78 縄文土器 深鉢形土器 胴郎片 内外 ：： ナナデデ．． 府府さき 外内： Hue 10Y R7/2 
: Hue2.5Y5/2 51サ甚

79 縄文土器 深鉢形土器 m部片
内外：： ナナデデ．． 府指オきサ．指エオ 外内： Hue 10Y R6/3 261サg

サエ
: Hue 10YR6/3 

80 栂文土器 深鉢形土器 因郎片 外内 ：： ナナデデ．． 用府さき 外内： Hu e 10Y R7/2 
: Hue 10YR7/3 

4面24サ竪穴住店址焼土 外面スス付珀

8l 紐文土器 深鉢形土器 用郎片 外内 ：： ナナデデ． 府き 内外 ： H u e 1 0 Y R5 /3 
: Hue 10YR6/3 465 • 402サ冨屈辺埋土

82 範文土器 深鉢形土器 因部片 外内 ：： ナナデデ．． 削聞きり 内外 ： H u e 2 5 Y4 /2 
: Hue25Y4/2 1「{

83 縄文土器 深鉢形土器 用部片 外内 ：： 磨聞きき 外内： H u e 2.5 Y R6/3 
: Hue 10YR7/4 11区

84 縄文土器 深鉢形土器 閑部片 外内 ：： ナナデデ．． 磨府きき 内外： H u e IO Y RS / 2 
: Hue lOYRS/4 甚道

85 紐文土器 浅鉢形土器 用郎片 外内：ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 1 0 Y R 7/ 2 
: Hue 10YR8/l 

g道

86 紐文土器 浅鉢形土器 底口器店径径 6.3 用底郎郎片一 外内： ナデ
：ナデ．聞き

外内： H ue 1 0YR 6/2 
: Hue 7.5YR6l4 1区

長悶さ 1.69 
塁： 表裏 ： H u e I O Y R S /4 

” 
町 土製品 泥面子 1.39 完形

: Hue IOYR4/3 20サ甚 煎丑1.7g,釣囚
さ 0.74

長悶さ 2.12 岱； 表裏 ： H u e I OY R S /4 瓜而に位止1.5まg．り孔亀1？つ．あ衷り面指紋． 裏88 土製品 泥面子 1.26 完 形
: Hue 10YR5/4 20サ茄

さ 0.66

閉長さ 1,48 
表： Hue10YR6/3 

89 土製品 泥面子 1.49 完 形 塁： IOYR5/3 20サ甚
瓜紋紐I.lg,人面（直子）． 裏面指

夷： HueIOYRS/3 
さ 0.57 2.5Y7/3 

問長さ 2.27 
塁： 表衷 ： H u e 2.5 Y 7/4 90 土製品 泥面子 1.37 完形 : Hue2.5Y7/4 20サ嘉 煎位2.0g,人面（男）．衷面指紋

さ 0.85

長嬰さ l.66 
塁： 表裏 ： H ue 7.5 Y5/4 91 土製品 泥面子 1.34 完形 : Huc7.5Y5/4 

20サg 砥fil:I.5g．布袋．裏面指紋
さ 0.72

問長さ 1.86 岱： 表襄 ： H ue lOYRS/4 92 土製品 泥面子 1.44 完形 : Hue IOYRS/4 
20サg 煎fi!:2.0g,A.面（男）．棗面指紋

さ 0.9

問長さ 1.86 塁；
表： Hue5YR6/8 

重面全iil:体l.6的g,に不府か明れ．て夷い面る指紋． 表93 土製品 泥面子 1.5 完形 10YR4l3 20サ窮
さ 0.64 裏： Huc7.5YR5/4

悶長さ 2.33 塁：
表： HuelOYR713 

重額黒丑斑・川2.？lあg・,鼻り人・矩面・（ロ男半）．分襄に面シ指ミ紋？ 94 土製品 泥面子 l.32 完形 IOYR6/3 20サg
さ 0.82 霰： Hue10YR714 

悶長さ l.72 
塁：

表： Hue10YR7/4 
95 土製品 泥面子 1.24 完形 10YR5/3 20サg 直:Ii!:1.9g.不明

さ 0.7 棗： HueIOYR5/4 

盟長さ 1.23 塁： 表筏 ： H u e l O Y R S/ 3 
96 土製品 泥面子 1.84 完形 : Hue 10YR7/4 

20サg 韮fil:l.7g,不明．襄面指紋
さ 0.66

長悶さ 1.35 岱；
表： HueIOYRS/3 

” 
土製品 泥面子 1.66 完 形 7.5YRS/4 20サ甚 瓜:fi1:1.6g,不明，裏面指紋

さ 0.58 霰： Hue10YR6/4 

長盟さ 2.58 
塁： 表哀 ： H ue 7.5 YR7/6 重紋顎iil:．の6描屈.6写gで,あ髪人り・ilii旧（・窟目子・）．鼻哀・面ロ指・ 

98 土製品 泥面子 2.-17 完形 : Hue7.5YR7/6 21サ窮

さ 1."

罪長径 l.89 
岱： 直器破伍片2.7転g,川表裏面粕薬あり． 困

37 99 土製品 破片面子 l.84 完 形 胎土： Hue2.5Y6/3 25サ甚
0.56 

39 100 土製品 破片面子 長厚短径径さ 220 . .84 567 l 完形 塁： 胎土： Hue2.5Y5/2 59サ菖 重器破丑片7.3転g.用表衷面釉薬あり．困

101 土製品 破片面子 短厚長径径さ 01.1..9663 5 9 完 形 岱： 胎土： Hue7.5Y5/3 114•サ嘉 重破片:1i!:転3.0川g,表面柏薬あり．内器

長閉さ 2.67 
塁： 表筏 ： H ue lOY R7/4 重耳の描丑．写5鼻.3あなg,りどキのツ描ネ写面I)．． 屈裏で面に目墨・

m 102 土製品 泥i!ii子 さ 21..409 完形 : Hue lOYR7/4 54サ嘉

103 土製品 泥面子
長嬰さ 2.57 

さ1.12.52 
完 形 塁； 表裏 ： H u e 1 0 Y R 7/4 

: Hue 10YR7/4 
引サ嘉 誼の拮:1i1:6写.3あg,りA．面哀面（窟墨子で文）．字墨あでり眉

嬰長さ 2.51 塁； 表襄 ： H u e 7.5 Y 6 /4 瓜裏益面7屈.0gで.文困字子あ鍔り ？． 裏面指紋．
l“ 土製品 泥面子 1.9 完形 : Hue 10YR6/4 

54•サ冨

さ 1.15

土製品 泥面子
長祁厚さ 3.2.05 14 完 形 塁： 表裏 ： Hue: lOYR7/4 54サ嘉 重団子ツの）黛の珈描の括写描写．あ写あ人ありり面．り、哀朱(面9色1)にの.1!l顔l!lで料でxで目（11lバ・

105 : Hue 10YR6/4 
さ 1.05
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2. 臨床医学教育研究センター（仮称）整備!Jf架に伴う発掘調在 (1104調ft地、1!,i)

図 醤号 氾物 種類（器種） 法Iii(cm) 残 存 凪 特 微 色 謂 出土遺構 臼 考

lとさ 324 k. k l luc l(）YR5が1 頂lil:11.0g, 人ihi（リ｝）．裏面指紋37 1(16 K製品 泥Iilif• ¢J,¥ 2.16 完形 団[;-g
＂／さ l.6.3

衷． 衷 '11ucl(）YRI/6 閲でHの拍7)'.あり裏面墨文字

長さ 2.8 k : K II\l9• 11)Yl16I•I "［の:/il:6描.7写11. A1r1i（おかめ）．愚で107 I・製品 泥面r・ 叫 229 完形 54り店
,..,.さ l(） 衷 夷 llucIOYR6/4 11 写あり

iとさ 261 
k }i llue,.5YR6i-l 

108 I製品 泥面—{• 糾 26 完彬 5-1サg 頂且6.、lg. 猿面
I1さ 121

代 究 llu,• IOYR5/・l 

長さ 3.29 Iと． K I Juc IOYR7 4 煎ほ5.4g, J、UIi（り） I, 襄面指拉
1m !,．製品 i尼lhi (• ¢;; 2.05 完形 訊サg

I'/さ 0.94 裏 夷： llueIOYR,'・1 悶でlil・,Ji＂の 1百があり

Jとさ 2,59 K : 
}< : llul'IO¥'R6i6 煎丑5.lg写.人面（女） 屈でH.

I IO K製品 泥ihi-f• 糾 2.09 完形 （'lt!O¥'R713) 5-1サg 用の描 あり 1]色系間料で嬰
I'/. さ l.(~j 宍＇

夷 ll11cIOYR4/6 の描写あり

Jとさ 2.89 
｝と

I< llu,• IOYR6/4 
煎祉5,4gil ,人面（り)．嬰で府の

Ill 1••製品 泥面—-f• 幅 2.28 完形 夷 IIlIl• I(）YRI/6 団ザ店，＇1-さ 119 痰 IOYR6i4 描写あ）

Jとさ 3.13 
火 }c • llue 10YR6・4 煎伍で4H.6gの.描｝、位i（リ几裏面指紋] ]2 ！：閃品 泥面f ¢i¥ 2.1 完形 5-1サg

Iりさ 086 
裏． 賽・ lluc loYR5 4 摂 写あり

Jとさ 2,61 
｝と： •K I lu(• 1 (IY l{7 •l 煎lil:52g, ）ヽlfii（沢武II-)．墨で

113 1-．製品 泥珀if- ¢廿 2,18 完形 5-1りt;
r'I-さ 1.0:1 夷' 襄 IIuc l[）YI<6,996 El ・1,Iの描1f.あI)

lとさ 3.73 
Iと K、l!uc!OY!l6/4 頂益5.9~. 人面（り）．衷面指校

114 L閃、¥/, 泥頂ii・ ¢Li 2.28 完形 51f；.岱
I'/.さ l.15

衷' ~ llu,• IOYR6/4 摂でII・府の拓'Jiあり

1をさ 3.17 ｝,: K'11ue IOYR5/3 1T(Ja4描.i写g. A.面（り））．囚で目・
I lo 1：製品 泥面 r- 似 1.77 完形

裏． 衷 llt1cIOYR5 :l 
51-5;.g 眉の あり，白色の韻料で顎

1,Iさ 0.88 伐の描写あり

！とさ 33i 
k 

K I It] 9• 5Y.3 1 
煎iil:で4l.l.811・ .）、rlriI,)））．襄面指牧38 1 1 6 !．．製品 泥面 f• 糾 1.73 完形 衷 IIm• 5Y l l 出サ・g

9，/.さ 081 夷 IOYR514 
墨で ljfの1両があり

Jとさ 2.03 k, }, llue !OYR5i4 
;f(lii:2つ2gあ,馬（g/1郎）． lll1面止まlli I製品 泥面fュ ¢KI 187 完形 IOYR716 54りg

叩さ 0.7・¥
夷．

襄 llueIOYR614 'HL2 IJ 

艮さ 1.8 K, 1<. llue 2.5 Y7 /3 
118 1：製品 泥1f,if- ¢晶 1.32 完形 裏， 5Y・lil 54サ店 煎Jii:l.5g.).:_!!．＼｝こ，衷面指紋

収さ ().67 衷： lluc 25Y6/3 
1とさ 2.91 }＜， 

}< : Jiu,• IOYR•l.·』 3
煎紐1.3g,)-）剣夷面指牧，表119 ！：製品 泥面{• ¢廿 0.91 完形 IOYR6 I 54サ・g

J'{. さ(）••19
襄

哀 IIし1e10YR6i4 面窪みに白色系附imtる

Jとさ 2.92 }, 1< I IIIl• 2.5Y5 4 120 le．伐晶 泥面f• 似 1.21 完形 5W•E 煎最2.2g tlウソク．喪面指粒：
1，/.さ（）．78 衷 夷 IIlIl• I(）YR5'4 

iとさ 2.l'i 
k 

K IIlI(• 1(）YR514 
121 K製品 泥I伯{・ ¢:，l l l 完形

衷
IOYR7が1 54サ窮 煎丑1.4g, ;J;J(•板．度面指紋

19iさ 0.59 衷： Jiu(、1(）YR594
J£ さ 2.53

岱 ｝<. !Ille 75YR514 l公； I•製品 i It ii i r・ 祁 117 完形 54り．g if(!i!:1.7g, {測
lワざ ().78 衷． lhw7.5YR5/4 

}K 5 2凶
k K Iluc lOYR•1 3 1四 1•• 製品 泥面i・ 糾 l公 完形 :;11;-~ 前丑l.7,:. 虚皇僧

I'I-さ(）6] 衷 衷 IIし1l.l(）YR4 3 

長さ II；； 
k : }< llue 10YR6'、11 2• I 1-．製品 泥r/lif— ¢/'! 1.37 、元形 引り．g 煎屈1.5g.imn．衷Ihi指紋

I'/.さ (),74 夷： 哀． llu(？l[）YI{5‘.3 

J~ さ lぷ3 k : k : llll(、lOYRfi/4 煎丑り）1．.7g衷. テ f-ポット？ （顔125 l：製品 泥I(Iir・ ¢;，1 179 完形 54り．g
I'/さ 0.71 夷： 哀・ llu,、l[）YR6/4 あ 1f1i指紋

幅長さ 1.8 k. K IItlC l1)YR594 126 1-．製品 泥面←ーf• 1 ;l-1 完形 5-1り・I,. 煎且1.6g釣鋒．哀lfii指牧
1,tさ 0.71 哀 夷 lluc10YR5,4 

！とさ 1.9 
le・ }< • lluc 10Yl<5 3 煎窪丑み2.llg部.分奴＇． 衷面指紋． 表lZ 1••製品 泥IKif, ti1 1.39 完形 引サg

17さ 0．応 衷・ 衷： lIucl(）YRl :！ 面 に金色系韻料残る

長さ 115 }＜ ： llut. ll)YR7, 4 

128 1：製品 泥Ihi r、¢廿 1,79 、る形 Iと： 75Y•Vl 
団り・店 頂益13g, 1測．襄[fli指紋

1,1さ 0,51 り；・ 衷 lluc10¥'R6/4 
7.5Y4/l 

此さ 1部
k K I IlIl. l(）YRか4129 I・製品 泥出i(・ I/I.I I,17 完形 5り・店 前丑1.5,:. 平？．衷Iii指紋

r'/. 51)69 
¥I(, 衷 IIIIcl(）YR6I4 

Jとさ 1.17 
}i.' K I ！しIt• IOYR1 3 

煎旦IAg. ．m、9;．哀面指紋．長I:M) l．製品 泥面 f ¢益 1.78 完形 2 5Y7, •1 引り．g
＂iさ 0.58

衷
夷 IIut• I{)YR5 4 面白色系紺i"ー・部残る

Jとさ 1.9 
I<. Iと 'Hu9• 11)YR7、1131 I製品 泥面1・・ 幅 1,•1 2 元形 54ザg 煎丑l.Sg,,f;ll)!

1,/.、".O.fi9 宍・ 衷 HueIOYR6i4 

長さ l.43 
1i. I< Hue IOYR4/3 132 l：製品 泥ifif・ n,1 2 •1 1 ；；；形 5,1 [;•g 煎祉2.0g. 不明（コウモリ？）．

"iさ ll.71
1,. 衷 IIU(：l(）YR413 衷血指紋

長さ 2.91i /, ・ lluc JOYR614 

133 しr.9i品 iii!面—-f• 9』 1.99 完形 & 7.5YR4/ヽI
5-1りg 煎iil:5.9g. A面（女). /.l只'Li.

！1/.さ 1.()1i 衷 衷 llue IOYR5l•l ！日の描万あり
7.5YR4 I94 

Jとさ 2.95 
｝<. K. llut• IUYR6 3 

l :i1 K製品 泥!11if- 1;1 2,16 完形
夷： l(IYR6.1 引り•E 煎景7.0g.fl:li頂i（9/.) 

1,Iさ 1.23 夷． Jiu,・ IIIYR6・1 
lとさ 2,63 

｝<: ｝と 11u(• IIIYR6 4 135 1製品 泥爪ir・ ¢l，i 2.61 完形 51り．g 煎lil:5.5g, A1hi (,})．夷面指紋

I'/.さ 1)、97 夷 衷 llueIOYRG/4 墨でn(/)描＇があり

仕さ：t38
}<: }i 11110 IOYR6/4 l祁 1：製品 泥暉r- 幅 2•• 1 7 完形 54•サ¢ if(lii:Jl.2g, 人lfti(?），夷iHi指

1,1さ l.69 衷 夷 IIしIt'IOYR5/4 紋

｝とさ 3．岱
k K I luI• I(）YR5 4 137 1．製品 泥面f ¢品 2．印 完形 54サ・g 斌iil:6.0g. 人面｛患比tn.!llで

!'/さ 0.9-1 衷 宍 IIllt• 75YR54 El・ lilの1日7iあり． iiに関
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W 本荘北地区の調査

図 番母 道物 種類（器種） 法国 (cm) 残存田 特 微 色 図 出土遺構 因 考

閉長さ 3.83 
表： Hue10YR3l3 

38 138 土製品 泥面子 l.83 完形 塁： lOYR6/4 54サg 重用の紐4祐.9写g．あ人り面(?)． 墨で目・

さ 0.91 裏： HueIOYR6/4 
7.5YR4/4 

閉長さ 3.12 
塁； 表霰 ： H u e 1 0 Y R 6 /4 直用黛の5描.6写g.あAり面（女？）． 墨で目・139 土製品 泥面子 l.84 完 形 54サ嘉

さ 1.19 : Hue lOYR6/4 

翌長さ 2.67 
塁： 表狐 ： H u e 1 0 Y R 6 /4 頂でfil祉l6の.6描g,写鬼あ面り． 襄面指紋． 屈MO 土製品 泥面子 2.29 完 形 54サ嘉

さ 1.14 : Hue IOYR5/4 

盟長さ 3.72 
塁； 表哀 ： H u e 1 0 Y R 5 l4 141 土製品 泥面子 l.97 完形 54サ甚 爪丑5.ig.人面（男）．棗面指紋

さ 0.97 : Hue lOYRS/4 

39 142 土製品 泥面子 厚長椙さ 3.2311 i 岱：
表： Hue10YR7/6 

指誼紋紐5．.l岳g,で人目面・用（恵の比祐写舟あ）．り棗面完 形 7.5YR3/4 54•サg
さ 0.9 霰： Hue10YR6/4 

盟長さ 3.2 
塁： 表甚 ： H u e 1 0 Y R 7/4 頂指顎州:1i1:紋5周．.4辺屈g,朱で人色目面の・間眉（福料の禄付拮珀寿写あ）．あり哀り面． 143 土製品 泥面子 2ll 完形 引サ甚

さ 0.98 : Hue IOYR7/4 

土製品 泥面子 厚長燐さ 22503 7 塁：
表裏 ： H u e 1 0 Y R 6 / 6 

煎墨紐で4目.4g・．1l:l人の面抽写（男あ）り． 哀面指紋1小i 完形 : Hue 10YR6/6 54サ甚
さ 0.89 7.5YR4/4 

長盟さ 3.33 塁： 表霰 ： H u e 1 0 Y R5 / 3 直屈紐で4目.5g・．1l1人の面祐写（男あ）り 裏面指紋．145 土裂品 泥面子 1.55 完形 54号喜
さ 0.92 : Hue 10YR5/3 

盟長さ 3.47 
塁；

表： Hue:10YR7/4
重指紋伍．6.7屈g,で人1l1面の福（写ピあン形り）． 筏面146 土製品 泥面子 2.19 完形 10YR6/4 54号嘉

さ 1.21 棗： Hue10YR6/4 

盟長さ 4.0 
塁：

表： Hue7.5YR5/4 
瓜帽丑で子51i.41のg・．嬰描人の1比面拮あ写（りりあ．J)．白褒面間指紋147 土製品 泥面子 l.81 完形 10YR6/4 54サ茄 屈 色の料

さ 0.97 裏： HueIOYRS/4 で 1)

長盟さ 3.12 
表： Hue10YR7/4 

写皿屈あfil:で5り目.5．g•,白/l]人色・面閲顎料＂（男一・）郎．兜残哀・る髪面指の紋搾148 土製品 泥面子 l.93 完形 岱： 10YR6/4 
出サ嘉

さ 0.94 哀： Hue10YR6/4 
lOYR4/4 

盟長さ 3.59 
岱： 表裏 ： H u e 1 0 Y R 7/4 煎朱呂でiil:色5の日2顔g・.n料人ので面拮切写子（男あの）り．拮衷写面あ指り．紋149 土製品 泥面子 l.96 完 形 出号喜

さ 0.91 : Hue lOYR7/6 

長盟さ 3.51 
塁： 表夷 ： H u e lO Y R 5 /4 150 土製品 泥而子 1.95 完 形 54•サ甚 頂蓋8.8g.人面（男）

さ 1.53 : Hue lOYR6/4 

ば長さ 3.17 塁； 表衷 ： H ue lOY R5/4 重丑の4搭.8巧g, 人面（男）． 墨で目・151 土製品 泥面子 1.67 完形 54サg
さ 0.87

: Hue lOYRS/4 1ll あり

長閉さ 3.74 
塁： 表裏 ： H ue 10Y R6 l4 重fil:茄5写.9あg人面（男）．墨で日・眉152 土製品 泥面子 2.15 完形 54号荘

さ 0.94 : Hue7.5YR6/6 のり

盟長さ 1.96 
塁：

表： HuelOYR6/4 
頂黙丑斑1？.3汚g.れ亀あ．り表面全体にシミ？153 土製品 泥面子 1.18 完形 lOYRS/4 54号甚

さ 0.59 哀： 1•Iuc lOYR5/4 

悶長さ 2.04 
岱：

表： HuelOYRS/4 
f面(に:Iii:止1.8まg，り孔筍1？つ．あ哀り面指紋， 襄154 土製品 泥面子 l.2l 完 形 10YR4/l 54サ嘉

さ 0.83 衷： HueIOYR7/4 

閉長さ 1.69 
塁： 表裏 ： H u e 1 0 Y R 7/4 瓜郎欠:Iii:損l.6あg,り手桶． 霰面指紋． 一155 土製品 泥面子 1.18 完形 54•サ嘉

さ 0.82
: Hue 10YR6l4 

長盟さ 1糾
塁： 表裏 ： H ue lOY R 7/3 156 土製品 泥面子 1.2 完形 54サ嘉 瓜黛1.7g.釣錢．衷面指紋

さ 0.71
: Hue lOYR7/4 

問長さ 2.0 岱；
表： Hue7.5YR6/6 

重面伍くぼl.5みg,部軍分に配白．色哀系面llJI指料紋残．る表157 土製品 泥面子 1.26 完 形 7.5YR-1/4（一郎） 引サ墓
さ 0.53 哀： Hue7.5YR5/4 

長盟さ 2.01 
岱： 表裏 ： H u e 7.5Y R7/4 瓜紐l.l瀑g.のろ打 うそく．裏面指紋．158 土製品 泥面子 1.08 完 形 54サ甚

さ 0.65
: Hue 7.5YR6/4 表裏面 楼写あり

長問さ 2.34 塁：
表： Hue10YR7/3 

重表面伍に1.0g白.色ろ系聞うそ科一く．郎残哀面る指紋．159 土製品 泥面子 1.04 完 形 10YR6/3 引サ嘉
さ 0.58 虞： Hue10YR6/4 

盟長さ 1.7 
塁： 表虞 ： H u e 7 . 5 Y R 6 /6 煎面鼻益部1.7分g,に鬼白色面系．顔裏料面付指苅紋． 表160 土製品 泥面子 l.4 4 完形 54サ甚

さ 0.69
: Hue 7.5YR6/6 

盟長さ 1.95 岱； 表裏 ： Hue 10Y R7/4 
161 土製品 泥面子 l.62 完形 引サg 頂丑2.5g,人面（男）．裏面指紋

さ 0.87
: Huc lOYR5/4 

乱長さ 1.75 
岱： 表裏 ： H u e 10 Y R 6 /4 

162 土聾品 泥面子 1.7 完 形 : Hue 10YR7/4 臼サ甚 煎伍2.0g,人面（男）．襄面指紋

さ 0.88

盟長さ 2.02 
塁： 表裏 ： H ue lOY R S/3 煎表-S:面l.く9gぼ,み恵部比分刃に天白．色襄系面願指科紋残． 

163 土製品 泥面子 1.62 完形 : Hue 10YR7/4 54サ嘉
さ 0.79 る

悶長さ l.66 塁； 表： Huc(RlO8/Y4R（7一/4部 重表:li!:面2＜.0gぽ,み恵一比部ガに天肌．色襄系面ilJI指科紋残． 
l&I 土製品 泥面子 l.65 完形 7.5Y)  54サ嘉

さ 0.95 瑛： HueIOYR7/4 る

長盟さ 237 
塁： 表衷 ： H u e 1 0 Y R 7/4 

165 土製品 泥面子 1.13 完形 : Hue lOYR7/4 54サ甚 重丑l.Sg.人面（男）．衷面指紋

さ 0.8

盟長さ l.65 塁：
表： HuelOYR6/6 

直面指益紋l.Og, 七福神の一人？． 裏
166 土製品 泥面子 l.44 完 形 SYRS/6 臼サ喜

さ 0.48 哀： HuelOYRBS/4 

盟長さ 1.75 塁；
表裏 ： Hue l OY RS/6 

瓜祉で嬰1.5g・,顎人の面描 （男）． 裏面指紋
167 土製品 泥面子 1.33 完形 : Hue lOYR6/4 臼サ募 墨 写あり

さ 0.75 7.5YR5/8 

長盟さ 1.71 
岱： 表襄 ： Huc 5Y R4 /6 派Ji!:で嬰l.Sのg,描人写面あ （女）． 哀面指紋

168 土製品 泥面子 1.43 完形 : Huc5YR5/6 
引サ慕 屈 り

さ 0.74

長盟さ l.67 
農： 表哀 ： H u e l O Y R S /4 

169 土製品 泥面子 1.23 完形 : Hue 5YR6/6 
引号g 重伍1.6g,地蔵菩薩．裏面指紋

さ 0.78
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2. 臨床医学教行研究七ンター（仮称）整備？l堺業に伴う発掘調究 (l104調:ft地］．li.）

図 番号 遺物 種類（器種） 法fil(cm) 残存 fil 特 微 色 詞 出土遺捐 因 考

悶lとさ 1.65 
岱： 1と： IIuc l(IYl{6/•I 煎ii1:1「.7llg,1．」 不明．裏面指紋． 1と170 :I：製品 泥面子 1.:1; 完形 5-1り．g

さ O.li8
衷： lluc l(IYR6f•i 面に の文字あり

け！とさ l.67 岱； 長衷 ： I I u c l (J ¥' R 7 ,1.1 
l7l 上製品 泥面子 1.43 完形 5-1i;g 頂只2.2g.鬼面

さ 0．郎
: IIuc l(IYR7/•I 

！l｝ とさ 1.68 :: 表衷 ： I I u c l ( ｝ Y R 6 / •I 煎只1.く6ぼg. J、面 （男）．白色衷面系顔指杖
172 :I:製品 泥i!H・ 1.17 完形 : lluc IOYRlil•I 51•I} .g 表面 みの一部に n 

さ 0.!!2 残る

fl,｝ とさ 1.69 岱：
1と： Jluc7.5YR7/•I 

fばtl一.7郎g．そろばん？．衷面指紋173 -1：製品 泥i籠f 1.15 完形 5'l'H5/(j 51S}．g 
さ O.SS 裏： HueIOYR6/•I 1碓i に摂付着

悶！とさ 1.8 .i : 
表： llucIOYR6/・I 

頂「シ益1..Igの． 出そ!(ろ?ばん？． 巽面にli4 :I：製品 泥ihif・ 1.02 完形 7.5Y R 5/ 3 51•I}.g 
さ 0.52 衷・ lluc i.5YR6/6 

米？」 1 あり

悶lとさ ）．!JI 
岱； ：｝と： lluI9 1(IYlし(i/6

175 1：製品 泥iii:（• 1.17 完形 54サ岱 1f(lil:l.7g, ;i渭l．裏面指紋
さ(),｛j3 衷： lluI: 1(）Yl{5/（; 

悶l•とさ 1.8'1 
岱： 1衷と： IIue IOYRIi/•1 

176 ;I:製品 泥irli--(• 1.25 完形 : lluc IOYR5/•I 
51 i;．g f(Ji1:1.5g. 1漕l．衷面指紋

さ 0.53

悶！とさ 1..I 岱； ：衷｝と： llueIOYR61・1 
177 土製品 泥iij:f・ 1.:11; 完形 : Ilue IOYH614 

54サg 爪丑1.2g.iiii子？
さ 0.7:J

悶lとさ 1.56 
岱：

1と： I•Iuc l(IYlし5/4
煎表面ほに1.7屈g.の机描写船あ？．り 衷ilii指紋．178 J：製品 泥illi-•(· 1.78 完形 IOYR5lli 54•サg

さ ().62 衷： llucIOYR5/4 

糾lとさ 1．部
岱； 表衷 ： H ue IO Y IW ! 6 煎面fil:l.：.iまg．勁礼物．あ裏り面指紋． 裏179 :i:製品 泥面・{・ 1..19 ・る 形 SIt;.g 

I'/.さ 0.58
: llue IOYR616 にti: IJ Iつり

悶長さ 3.61 
岱；

表： llucIOYR6i6 
煎丑63g, 人面（男）．襄面指紋

180 :I••製品 泥i籠f• 1.9 完形 7.5YR8/3 5-1り．g
さ 1.17 衷： llut!IOYIN/•I 扱で11の1印iあり

り"！はとさ 23 .. (66 12 
表： lluc7.5YR5l(i 

181 土製品 泥面1.. 完形 岱； 7.5YR6/•I 51•i;.g )I'困(ほりi.61•-gf,人面（男）↓．裏面指紋

さ 1.2:J
裏： lluci.5YRlilli で ・間の拮写の')

7.5YR7/•I 

け長さ 3.56 岱： 表： llueIOYR614 煎伍6II.3のg,拮人巧面（男）． 衷面指杖182 -191品 泥面子 2(）) 完形 S.Iり．g
さ 1.18

衷： HueIOYR614 晟で 万あり

¢,l,.,. •Lと1 さ：2H,（）6 岱：
}< : lluc IOYIW/4 

爪で尺6n.6のg,抽）7;、画（男）． 哀面指枚183 土製品 泥ifli ・・(• 完形 i.5YRlil•I 5•1•サg
さ I.OS 衷： Iluel(）YI{6/6 屈 あり

悶｝とさ ：i．61 
岱； 表： llueIOYRi/6 

煎屈ほで61i.91..I人Iの面描（写男あ）．り裏面指紋．l&1 ;l•• 製品 泥面・・(・ 1.91 ・る 形 5-1りg
さ l.14

衷： IIueIOYI{716 

悶iとさ 3.61 表： ・}と:Iluc l(}\'R7/•I 爪愚でほ511,8のg,描人9i面あり（男）． 裏面指紋185 :I：製品 泥面：｛• 1.96 完形 54りg
さ I.()6

衷： 衷： IIucll)¥'R7/91

悶lとさ ：1.:18 
i : 'P. 襄 : lluc 7.5YR!i/•1 爪指紋祉．5.81gi,i面人に面白色（系ピ頗ン科形付）．府夷ifi186 ：I：製品 泥泊i:(• 2.19 完形 引s;“

さ 1.16 : Hue 7.5YRlilli 

悶！とさ :1.:18 
表： Huei.5YR5/6 

l87 ：I：製品 泥面・・f• 2.21 完形
表： 7.5YIW-I S.1り．g 煎一部紐8に..l白g．色人系面頗科（付ピ沼ン形）． 表衷

さ 1.52
衷： 襄： lluci.5YR6/・I 

7.5Y RI /•I 

悶jとさ :u3 
岱： 1 衷:I Ille 7.5YR5/Ii 重りりFf且・5・.4g日．に人白．u面色の系（描男顔写）料．あの賽り彩面指色紋あ188 :I••製品 泥i籠f 1.82 完形 5-1•サg

さ 1.0 : lluc 7.5YR5/6 
屈で11,1

！翌とさ :1.-16 表： 表衷 ： H ue i .5Y R6 l•I 
189 土製品 泥面・・f• I.SI .̂ . . n"ク鼻 : Hue i.5YR61:J 引り．g 重圏でほ51(.10g.. 人面（男）． 裏面指紋

さ 0.89
衷：

7.5YR5/6 llの搭写あり

悶！とさ :1.5:1 
表： HueIOYR6l,I 

190 :I：製品 泥面•f• 1.8 完形 岱； i.5YR516 引t;.g jT（屈でほ151'.16g・ . 人面（男）． 襄面指紋
さ 1.02 衷： lluei.5YR61・1 11の描写あり

7.5YH516 

問jとさ 3..13 
岱； 表衷 ： H u e IO Y R 7 1 -I 頂紋．は4屈.7でg.間人の面拮写（男あ）り． 表衷面指191 土製品 泥蘭i:(・ 1.76 完形 5-1う;-g

さ 0.89 : Hue IOYRi /,I 

悶！とさ 3汲｝
羹： 表衷 ： H ue 7 .5 Y R 6 1 6 192 :I．．製品 泥面・・f 1.82 完形 5-1i}.g 胎頂丑．i：5に2赤g.の人粒面子（多男）． 裏面指紋

さ 0.9 : Hue i.5YR616 色 く含む

悶lとさ :J.86 
岱；

表衷 ： I l u c lOY Rli /•I 
193 ；l：製品 泥面：f・ 1.78 完形 : lllm 7.5YRli/•I 54l}・g 煎屈証5h9.5lg.. A面（男）． 裏面指紋

さ 0,89 7.5Yl~5/6 で 11・ロの描写あり

悶l・とさ ：i．（).5 

点： 襄le : Hue 7.5Yla/(i 19-1 :I：製品 泥面—-（• 196 完形 SI!j・g 爪且5..lg．人面（男）．裏面指紋
さ 0.99 : Hue 7.5Yfm16 

悶長さ 3.7 
岱： 夷1と： Iluc l(IYIし6/•I195 ；l：製品 泥i肝(• 1.71 完形 5,1サi[ 煎Jil:5.lg, 人面（男）．扱で IIの

さ 0.94 : Hue lOYH5/4 描1i•あり

悶lとさ 3.56 
岱： 衷表 ： ll uc IO Y I 0/4 196 :I:製品 泥ifli:(• 1.92 完形 54サ・岱 煎ほ5.4g, 人面（男）．衷面指紋

さ (),9•I : Hue IOYH7l4 屈で1[1の描1;ぁIJ

悶iとさ ：1.18 
岱： 表衷 ： I I u e l ( ） Y R 5 / • I 1T表色Cあ面.li1:•Ofll.り2．·gT.・， A嬰面に白（男色）系．頻裏料面指で紋彩l97 ．I：製品 泥面・・(• l.i迅 完形 S.Iりg

さ 0.91 : llu~ i.5YR5t6 
．屈で,a-目の拮写あり

ば長さ ：1.25 
岱： 衷1と： 11uc l(I\•R5/6 の頂昂描丑で95髭i.0あのg,り彩人色面あ（男）． 裏面指紋198 :I••製品 泥面子・ 1.72 完形 51t;.g 

さ 1.03 : Hue 7.5YR516 り．屈で1[l.li 

l問とさ :1.59 

i : 199 土製品 泥面f• 1.87 完形 表裏 ： l -I u e I O Y I { 6 / • I 511;-g f(:lil:5.7g, 人面（男）．裏面指紋

さ 1.03 : Huc l()YR5/•I 屈で~·,・髭の描写あり

200 :t．製品 泥面•f· ！糾"1とさ 32..06 ・12 完形 岱： 衷及： I I uc 7.5Y R 8 I.i 5-1サg 煎li1:53g．人面（男）．裏面指紋

さ 1.OI : Hue i.5YRil6 屈でh1・11の伝写あり

201 上製品 泥面：（・ ~" ｝iとlさ 23.. 3 .12 完形 :; 表哀 ： I I u c I O Y I し6 /• I 
1fC.lil:5.3g. 人面（男）．裏面指杖: Huc IOYl{6/•I 5-1りg

さ 0.!l9 7.5YR5lli 摂で1il.t1の描写あり

128 



IV 本荘北地区の調査

図 番母 遺物 種類（器種） 法 (cm) 残存 g 特 微 色 図 出土辺捐 因 考

202 土製品 泥面子
問長さ 3.52 
さ21.1.253 

完形 岱：
表裏 ： H ue I O Y R6/4 

: Hue 7.5YR7/6 54号甚 重屈益で6用.9g・.目人の面拮写（男あ）り． 衷面指紋

203 土製品 泥面子
盟長さ 3.62 
さ21..2206 

完形 塁：
表棗 ： H u e I O Y R 6 /4 

: Hue 7.5YR6/6 54号甚 直墨でfil:6用.2g・．目人の面拮写（男あ）り． 裏面指紋

閉長さ 3.38 
塁：

表裏 ： H ue 7.5Y R 7/6 直屈:litで6Il.llg・.目人の面拮写（男あ）り． 襄面指紋204 土製品 泥面子 2.15 完 形 54号茄
さ 1.08 : Hue 7.5YR6/4 

盟長さ 3.37 
表： HueIOYR713 

碑 土製品 泥面子 l.81 完 形 岱：
lOYRS/6 

引サ甚 直屈:1i1:で5帽.0子g,・人川面・ 日（男の）拮．写裏あ面り指紋
裏： Hue10YR6/4 さ 1.03 10YR4/6 

悶長さ 3.19 
塁：

表媒 ： H u c 7 .5 Y R 7/6 直髪る．位の5屈く.3でgぼ,目み人の部面拮分写に（男あ白）り．色裏系顔面指料紋残206 土製品 泥面子 1.77 完 形 54サ甚
さ 1.03 : Huc7.5YR5/6 

盟長さ 3.22 
岱：

表裏 ： H u e 7.5 Y R 5 /6 直白りりり．． 位色4黒墨系.41i11色で..系Ill料A1i11で・ili料田g子で（.男顎顎・）閲．嬰観の裏のの祐彩彩面巧指色色紋あああ207 土製品 泥面子 l.88 完形 54サ甚
さ0.82 : Hue 7.5YR5/6 

幅厚長さ 2.82.OO 1 岱；
表襄 ： H u e IO Y RS /6 

直白目のiil:色5描系.6写顔g.あ科人りで面髪の（男彩）．色裏あ面り指墨紋で208 土製品 泥面子 完形 : Hue 10YR6/4 54号g
さ l.05 7.5YR5/6 

長幅厚さ22 .. 903 2 
岱；

表衷 ： H u e lO Y R 4 /6 
誼屈白で伍色川4系.7顔g・.料目Aので面描髪写・（男あ顎）のり． 彩裏色面あ指り紋． 209 土製品 泥面子 完形 : Hue 7.5YR6/6 54号墓

さ0.93 7.5YR7/6 

問長さ 3.68 
表： Hue7.5YR6/6 

瓜白り．益色6墨系.4で顔g.用料人で・面目相の子（男拮部写）．分あ裏にり面彩指色紋あ210 土製品 泥面子 さ21.23.34 
完形 塁：

7.5YR7/4 
54サ墓裏： Hue7.5YR5/4 

7.5YR6/6 

211 土製品 泥面子 厚幅長さ 2.52.03 7 完形 岱：
表裏 ： H u e 1 0 Y R7/6 出号喜 重屈で釦顔．7のg．拍人写面あり（女） 襄面指紋．

さ0.95 : Hue lOYR6/6 

212 土製品 泥面子
長閉さ2.56 
さ21..2203 

完形 岱：
表斑 ： H u e 7 . 5 Y R 6 / 6 

: Hue 7.5YR6/6 
日号g 煎で丑目の5.4描g,写鬼あ面り． 裏面指紋． 屈

長問さ2.6 
岱：

表襄 ： H u e lO Y R 6 /4 
皿屈で伍16U.6のg,描獅写あ子り賃？斑面指紋．213 土製品 泥面子 1.9 完 形 : Hue lOYR5/4 54号甚

さ 1.09 IOYR7/4 

長gさ2.51
岱：

表： Hue7.5YR6/6 
瓜あ白丑色り5系．.0韻屈g,料で人の1l]面残・る目（男切の）箔子．写に霰あ「面家り指紋紋」214 土製品 泥面子 さ21.1.032 完形 7.5YR5/6 54号茄

裏： Hue7.5YR6/6 

長問さ2.69 
表： Hue7.5YRS/6 

lfc表屈fil:面で4用帽.Gの子g.描？人写兜面あ？にり(9.1「)家．紋襄」面あ指り紋． 215 土製品 泥面子
さ2.231.12 

完 形 岱：
10YR5/4 

臼号喜
裏： Hue7.5YR5/6 

7.5YR6/6 

長盟さ2.71 
塁：

表裏 ： H u e 7. 5 Y R 6 /4 J1l「あ白家舟色り紋s系」qg顔あ.科りAの．面残墨(るで!))帽旧)．子・裏目？ffii兜の指拮？紋ヰ1こ2l6 土製品 泥面子 2.18 完形 : Hue 7.5YR5/6 54サ窮
さ 1.08 7.5YR6/4 

嬰長さ 2.81 
貸； 表襄 ： H u e 7.5 Y R 6/4 重屈で丑5用2のg.祐人写面あり（男）． 哀面指紋217 土製品 泥面子 2.16 完形 : Hue7.5YR6/4 臼号嘉

さ 1.16

長閉さ2.76 
塁：

表： Huc7.5YR7/6
重押い歪るし6の？.0g．く.墨ぼ人でみ面＂にの土（男拮を写）．付あ裏けり面足のし指て218 土製品 泥面子 さ2.1.2081 

完形 7.5YR6/4 54号嘉
哀： Hue7.5YR6/4 

219 土製品 泥面子
長盟さ2.53 
さ2l.l.598 完形 岱：

表哀 ： H u e 7. 5 Y R 7 /6 
: Hue 7.5YR6/6 54•サ甚 直囚で伍6『.I3のg,描人ヰ面あり（男）． 衷面指紋

220 土製品 泥面子
長盟さ2.34 
さ21..4083 完 形 岱：

表裏 ： H u e 1 0 Y R 7/4 
: Hue 10YR7/4 54号墓 頂紋．紐5屈.7でg.用人の面椛写（童あ子り）． 棗面指

盟長さ 2.45 
表： HueJOYR5/6 

頂で白用紐色6の系.5拮顔g.写科人あで面り斐（1こ子彩）．色裏あ面り指．紋屈
岱：

10YR6/6 
221 土製品 泥面子 さ2.1.165 

完形
襄： HueIOYR4/6 54号喜

IOYR6/6 

長悶さ3.“ 
悶：

表衷 ： Hue IOY R6/3 皿表iil:面8全.5体g,的餞に餅白？色灯系斑顔．料裏付面培指紋39 222 土製品 泥面子 l.94 完形 : Hue lOYR6/4 139号甚
さ 1.03

長盟さ 1.86 
塁：

表裏 ： H u e IO Y R 6 /4 重面一伍部2.9白g,色不系韻明料．付瑛着面指紋． 表223 土製品 泥面子 1.62 完形 : Hue 10VR6/4 139号甚

さ0.91

長盟さ 1.71 
岱：

表裏： H u e 10 Y R6 l4 直裏益面2.白0g色.系急顔須科．付裏苅面指紋． 表・224 土製品 泥面子 1.74 完形 : Hue 10YR5/4 139号甚

さ0.81

悶長さ l.91 
岱：

表裏 ： Hue I OY RG /4 煎紐1.9g,翁面225 土製品 泥面子 1.39 完形 : Hue 10YR6/4 
139号甚

さ0.77

長閉さ4.1 
塁：

表哀 ： H u e IO Y R 7/4 139号茄 煎に:fil:白7色.l系g,顔虚科付無芍僧． 表面全体的226 土製品 泥面子 l.8l 完形 : Hue IOYR7/6 さ 1.05

長閉さ2.5 
岱：

表衷 ： H u e lOY R 5/4 菰表珀丑面2く2gぼ.み人部面分（にりJ白)．色系裏面顔指料紋付
四 土製品 泥面子 1.31 完形 : Hue 10YR5/4 139号嘉

さ0.88

土製品 泥面子 長幅厚さ2.1.“ 06 完形 岱：
表裏 ： H u e 7.5Y R6 l4 139サ苔 誼面伍くl3ぼみg.部急分に須白．色筏系面間指科紋残．る表228 : Hue 7.5YR6/6 さ 1.02

長盟さ 1.86 
岱：

表斑 ： H u e l 0 Y R6 /4 139号嘉 瓜色系祉韻1.8料g,付不沿明． 表面一部に白
229 土製品 泥面子 l.83 完形 : Hue 10YR6/4 さ0.66

長得さ 1.81 
岱：

表裏 ： Hue 10Y R6/4 139号募 頂表筏丑一2.4部g.に般白色若系面顔．料哀付面箔指紋．
230 土製品 泥面子 1.37 完 形 : Huc7.5YR6/4 さ0.79

贋長さ 1.75 
貸：

表棗 ： H ue I OY R6/4 l碑嘉 瓜表る丑．面2.霰く0面gぼ.白み人色部面系分顔に（男科白）付．色沿系襄間面指科紋残
231 土製品 泥面子 1.53 完形 : Hue IOYR6/4 さ0.83

長盟さ2.51 
岱：

表哀 ： H u e 7.5Y R 716 139-f}墓 重顔面益2・.2哀g.一人部面に白（男色）系．問襄料面付指沿紋
232 土製品 泥面子 l27 完形 : Hue 7.5YR6/6 さ0.79

129 



2. 臨床医学教育研究七ンター（仮称）整備事業に伴う発掘調査 (1104調査地点）

図 醤丹 遺物 種類｛器糧） 法国 (cm) 残存伍： 特 微 色 覇 出土還構 因 考

g 長さ 2.13 火： 表： llucJOYR6/4 直裏一Jil:郎2.81gこ,白不明． 料襄付面箸指紋． 央233 土製品 泥ffil：（・ 1.74 完形 裏： 衷： llue7.5YR6/4 139サ喜
色系関

さ 0.92

匹I 土製品 泥面子
煤長さ 32.22 .71 

完形
表： 衷'If. : llue 5YRi /6 1391}!'1 政裏fi{5一.8部g,A面系（男顔）科．付裏芍面指紋

序さ 1.17 
夷： : Hue 5YR7/8 表 に白色

39 235 土製品 破片iii:f•
長規径 3.48 
径 3.13

91さ O!Jl
完形 岱： '};.哀 : Hue 5YR4/3 

: II9IC5YR3/3 116サg 誼黛12.6g,慣鉢破片転Ill

艮径 3.13 w.: 胎火土：lluc 2.5Y5/4 
lfl器破lil:）8t.G転g,nI表裏面釉薬あり．μ40 236 土製品 破9ヤ面子・ 短径 2.71 完形 ; Iluc 2.5Y6/3 156サ喜

厚さ 0.73
哀：

哀： Hue5Y4/4
長さ 256 

岱： '};.裏 : llue 75YR7/6 237 土製品 泥面子
厚帷さ 2.1.408 4 完形 : Hue lOYR6/4 188•サ喜 重紐5.3g,£I．須？．裏面指紋

悶長さ 1.68 岱： 火： lluc7.5YR5/4 
238 土製品 泥面子 1.、1 完形

沢： lluc7.5YR5/4 211サ嘉 煎lil:l.3g,不明．衷面指紋
さ 0．引

北翡径 2.01 
岱： 爪破仕片2.8転g,！表哀面柏薬あり．磁239 土製品 破片面子 1.88 完形 胎：I:: llue 2.5Y7 /4 223サ嘉

柑 II0.49 
長短径 3.95 ~; 沢： Hue7.5YR5I3 

240 土製品 破片面子 径 3.i3 完形 霰： 衷： Hue7.5YR4t2 2239tE 煎位19.0g.Ill鉢破片転用
序さ 0.91
長径 237 

岱； 瓜破）lilヤ転S.81g",表面帖藁あり．困苔241 土製品 破／ヤ面子 短径 2.15 完形 胎土： Hue2.5V5l3 2431}:U 
厚さ 0.79
虻lt 2.41 

岱： 瓜器破lil:片4.2転g,Ill表筏面釉猥あり．困242 土製品 破） \·iflj~{- 規往 2.2 完形 胎土： HueIOYR5/2 247・1}嘉
厚さ 0.56
長さ 3.24 表： 表哀 ： H ue I OY R6l4 243 土製品 泥面子
序ばさ 2.J9 0.95 

完形
襄． : llue IOYR6/4 268サE 爪伝4.9g．翁ilii.哀面指紋

長径 1.93 

塁： 爪歎伍I2t.1転11.II表霰面粕薬あり．悶244 土製品 破9ヤ面子 短径 1.8 完形 胎土： Hue2.5Y513 338サ•店
序さ 0.63 器 I

2・15 土製品 破）ヤ面子
規艮径伍 22..425 1 

完形 岱： 胎：L: llue 7.5YR5/3 1区 Jf(破Jil9•lヤ.9転g,l 表斑面釉薬あり．陶

厚さ 0.65 岱 II

長径 2祁

岱： 重器破lil片3.9転g,h1表裏団釉薬あり．磁246 土製品 破9tilii子 親径 1．糾 完形 胎：I::lluc邸 Y812 IV区西渇
厚さ 0.78 
長さ 6.il 

内． 内： IIm247 石器 石粍 幅 555 完形 外， 外： Hue mI幻束平郎 瓜fil:105.3g
r1さ 1.68
長さ 17.15 内： 内： IIue 248 石若 敲石 ほ 7.4 完形 外： 外： IIue •17•サg 重益669g
ばさ 3.7
長さ 16.0 内： 外内 ： ll ue 249 石諾 敲石 幅 7.86 ほぼ完形

外： : Hue 291•サ店 重益863g
厚さ •1.82
長さ ＆6 

炉 内： Hue250 石器 すl)T, 幅 7.5 完形 IV区 Jf(lil:105g 
厚さ 3.1 外， Hue

41 去;1 石製品 石依 幅厚長さ 015.8.4 9 完形
内： 内： IIue 

94j•墓 煎は23.6g
さ 0.82 外： 外： Hue

252 石製品 石箪
幅長さ 015.8 .1 

完形
内： 内： IItlC 

9サ冨 lT(:Iii22.4g 
II?:さ 0.8 外： 外・ IIuc 

長さ 13.0 
内： 内： Hue253 石製品 石節幅 0.57 ほぼ完形 9サ嘉 重伍7.9g

ばさ 0.55 外： 外： Hue

長さ 4.73 
内・ 内： Hue公H 石製品 石ぽ祖 0.61 約1/4 30サE 直丑3.lg

厚さ 0.61 外・ 外： Hue

長さ 1.63 内， 内外 ： ll u e 255 石製品 石印祖 I.DI 破片 63サg 誼伍3.011
厚さ J.02 外： : Hue 

盟長ささ 1.33 内： 内： IIllC 25G 石饗品 サイコロ 1.31 ほぼ完形 1008•サ土坑 煎Jll:4.511
1.3 外： 外； Hue

長さ 20.18

り： 内： l!uc257 石製品 石版福 1•1.33 ほI森形 9サE 血fi1:盛．9g
厚さ 0.4 外： I！uc 

長径 1.18 
内： 内： IIue 258 ガラス製品 数珠玉 冠径 1.15 完形 193•サ嘉 lliLl:2.611.親玉

厚さ 121 外： 外： Hue

托径 1.41 

悶： 内外 ： I I I I C 259 ガラス製品 トンボ玉 紐径 1.4 完形 237サ孔； Jll丑4.0g,玉の表面に1酎様あり
厚さ l::rl : lluc 

托さ 4,7
内： 内： Hue260 ガラス製品 不明幅 3.1 完形 9サE 1Tclil6.8g 

厚さ 0.23 外： 外： Hue

長さ 321
内： 内： Hue261 ガラス袈品 不明幅 3.0 完形 9サE lll紐3.711

i1さ 0.19 外： 外： Hue

長さ 52 内； 内外 ； 1 • I u e 重r顕れ（著Ji!:にる残）．15.0る1!ig字．（火全（皿竹体の的？部）に分の緑は沿粁に11!わ42 寧 絹製品 紐行
幅llj(さ 11.33磁

屈tiのみ 28りg 郎が雁
外； : IIuc （土？）

！とさ 4.9 
内： 内： Hue寧 銅製品 焼汗幅 1.()5 厖甘のみ 北団（東より） 重fil8.9（竹g,閲部の分羅字は紐背が問う．

mさ 1.03 外： 外： Hue 木質 ？） が残る

長さ 5.5
I勺： 内： Hue邸 銅製品 短背 序幅 1.4 雁行のみ 197サ嘉 重る丑99g．全体的に紐青に同わ

さ 1.27 外： 外． IIuc れ

盟長さ ＆9 内： 内： flue265 銅製品 俎符 I．お 吸口 197サE lf(Iii:II.2g. 2臼と同一嘉内 •r•J
さ 1.27 外： 外： Hue 一糾体
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lV 本荘北地区の調査

図 番号 氾物 種類（懸穏） 法伍 (cm) 残存只 特 徴 色 籾 出士遺絹 田 考

鉗製品 長さ 1.74 内： 内： Hue 重旦8.lg, 全体的には行に罷わ42 266 廿 幡 0.52 一郎欠損 115サ喜（冑銅）
厚さ 0.35

外： 外： IIuc れる

銅製品 長さ 9.62 内： 内： Hue 頂lil:る4.0g.全体的には青に罷わ267 
（行銅）

昏 燐 O.ol 完形
外・ 外： Hue 288サ嘉

れ
厚さ 0.3

.Ill（宵製絹品） 
1! さ 9.2•1 内： l勺： Hue lfi:li1:5.（0髪g,の全毛f体寸沿的）に緑青にl1!わ蕊 汗 姐 0.52 完形 342サ喜
l1さ 0.27

外： 外： Hue れる

仕さ 1.77 

269 銅製品
指ぬさ

幅 1.59
完形

内： 内： Hue
212•サB .llilil:2部2分g,カほ青に11!われるが1ll

(13銅） ぼさ 0.16 外： 外・ Hue 色の 1確認でき白鉗か？
高さ 0ふi
長さ 1.57 

'i:iO 旧製品 指ぬき 幅 1ふl
完形

内： 外内： H ue 223サ嘉 頂J'il:1.5g,紐冑1こ1l!われる
9高9さ 0.11 外： : Hue 

さ 0.71
長径 0.55 内： 内： Hue切I ガラス製品 数珠王 短様 0.55 完形 255サ湛 直伍02g,鮮やかなオレンジ色
厚さ 0.46 外： 外： Hue

氏径 0.61 内： 内： Hue切2 ガラス製品 数玉 短径 0.6 完形 おサg 重益o.3g.澤粁色
厚さ 0.53 外： 外： IIuc 

l~［を〇引

岱； 内 •Hue273 ガラス製品 数珠玉 規[t o51 完形 411サg 爪紐02g,薄紐色
厚さ 0.44 外： lluc

長径 0.51 内： 内． Hue274 ガラス製品 数珠玉 規径 0.51 完形 337サ¥ llt征0、lg,白色
l1さ 0,41

外： 外： IIuc 

長径 0.5-1 

閑： 内： IIuc 切5 ガラス製品 数珠玉 短径 0.53 完形 出サ窮 煎!ilO.lg,1111色
ばさ 0.33 外： IIue 

氏佳 0.48 内： 内： Hue276 ガラス製品 数玉 規往 0.45 完形 148サ荘 頂伝0.lg. ~I 色
厚さ 0.JI

外： 外： IIuc 

切7 ガラス製品 数玉
長規径径 0.0.551 1 

完形
内： 外内： ll u e 159サ店 重且0.2g,i'f白色

厚さ 0.56
外： : lluc 

長規径 0.53 内： 内： llue
切8 ガラス製品 数玉 径 0.52 完形 外： 外： llue 335サ嘉 瓜 釦g．白色

厚さ 0.45

279 ガラス製品 数珠玉 長短径径 00ぷ.53｝ 完形 岱： 内： Hue
335サM 砥!il02g,白色

厚さ 0,16 外： Hue

長径 0、51 内： 内： Hue
280 ガラス製品 数珠王 短径 0,5 完形 外： 外： Hue 謡•サ引 煎lil02g,白色

厚さ 0,5 
長径 0.5

化 内： Hue281 ガラス製品 数珠玉 短径 0.49 完形 外； Hue 335サ窮 爪丑0.2g.白色
厚さ 0.46 
長規径 Q43 内： 内： IIuc 

282 ガラス製品 数珠玉 径 0.43 完形 外： 外： llue 130サ喜 重伍0.lg./).＼色
厚さ 0.3
只径 0.43 内： 内： lluc

283 ガラス製品 数珠玉 短径 0.42 完形 外： 外： Hue
130サg 重証0.lg,/Al色

厚さ 0.28
長短径 0.42 内： 外内： ll ue 叫 ガラス製品 数珠玉 径 0.42 完形 外； : Hue 130サ嘉 頂ほ0.lg,nl色
厚さ 0.29
長径 0.41

岱： 内： llue
285 ガラス製品 数珠王 規佳 0. .11 完形 外： Hue 130サE 頂Jil:O.lg, I~＼色

序さ 03
ktt o.42 

内' 内： I［UC 
蕊 ガラス製品 数珠玉 短径 0.42 完形 外： 外： Hue

1301}1"1 菰祉0.lg,/Al色
厚さ 0.29
長l怜 OAl 内： 内： Hue

痴 ガラス製品 数珠玉 規往 OAI 完形 外： 外： Hue 130サ店 韮ほ0.111./Al色
mさ 0.3

288 ガラス製品 数玉 厚長規l佳さl'i 000 •. .29 444 4 完形
内： 内： lluc 1引サ慕 重紐0.Ig.biやかな青色
外： 外： llue

長佳 0.44 内： 内・ Hue 
289 ガラス製品 数玉 規径 0.43 完形 外： 外： Hue 1541月3 重塁0.lg.Qf.やかな青色

厚さ 0.36

290 ガラス製品 数珠王
長短m 径 o0 .. 44 1 1 

完形
内； 内： lluc 15-1•サ嘉 直liO.lg.鮮やかなff色

厚さ 0.39
外； 外： llue

長径 0.37 

り： 内： H1lC
291 ガラス製品 数珠玉 短径 0.36 完形 外： Hue 1出サ刃 菰lilO.lg未満．鮮やかな青色

ばさ 0.2・1 
艮往 0.-11 内： 内： Hue 重紐0.lg未満．透明感ある白色292 ガラス製品 数珠玉 規径 0 .• II 完形 外： 外： Hue 154•サ翔
厚さ 0幻
氏佳 0.4 

内・ 内： Huc 重lilO.lg未消，透明感ある白色293 ガラス製品 数珠王 規径 0.4 完形
外＇ 外： Hue 15'1サ店

序さ 0.26
長往 0.53 内： 内： Hue 頂細lg.簿紐色幽 ガラス製品 数珠玉 短径 0.51 完形 外： 外： Hue 389サ嘉
厚さ 037
長さ 3ぷ’ 内： 内外 ： ll u e 重丑19.0g. 6枚．頭陀袋一部残

43 蕊 ft鉗製品 六道銭 燐 2.66 完形 外： : lluc 25サ嘉 存
厚さ 0.81

幅長さ 2.48 内： 内． Hue 直lil:2.7g,296 冑m製品 六道銭 2.51 完形 外： 外： ！lue 25サ喜

序さ 0.19
長さ 2.32 内； 内： Hue f(!ii:3.lg,寛永通賓匈 青銅製品 六道餃 帽 2.31 完形 外： 外：＂ue

25サ窮
mさ 0.13
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2. 臨床医学教育研究七ンター（仮称）整備事業に伴う発掘調査 (1104調在地点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法m(cm) 残 存 fit 特 微 色 罰 出土辺構 国 考

開！とさ 2.-17 
閑：

内外 ： ll uc 43 298 粁鉗製品 六道銭 2•1•1 完 形 : Hue 
お1，cg 煎紐28g.寛永通賓

さ O.M

299 汗鉗製品 六辺銭
悶！とさ 2.5 

さ (2J.. 519 7 
完形 閑；

内外 ： H u e 
: lluc 

25サ、g 爪且•1.2g. 寛永通費

悶l・とさ 2..12 
閑；

外内： ll uc 300 甘鉗製品 六道銭 2.・M 完形 : lluc 
25りg 爪ほ3.3g.寛水通官

さ (l.1•I

301 汗鉗製品 六道銭
け！とさ 2.:J.1 

さ 2()..:1ll7i 
完 形 悶：

内外 ： ll u c 
: lluc 去”}g jf(Jil:2.8g 

悶！とさ 3.（｝I 
閑：

外内： lluc 狐{1:lil:15.0g, 4枚．頭陀袋一部残
・貨2 汗鉗製品 六道銭 2.72 完形 : lluc おり・.lit

さ 0.5:J

開長さ 2.7 
靡：

内外 ： ll u c 303 t'f鉗製品 六辺銭 2.71 完形 : lluc 
251jg 爪紐3,6g,文久永官

さ O.lli

3().1 汗鉗製品 六道銭
悶}とさ 2.72 

さ 20..7152 
完形 岱：

内外 ： I I u e 
: lluc 

25サg Jf(.Iii:4.5g．文久永斉

305 ff鉗製品 六道銭 ~lJ'1-とLIさ 22..771 完 形 閑：
内外 ： ll u c 25りg 爪且3.8g,文久永宝

さ 0.1:i
: lluc 

悶lとさ 2.51 ti : 内外 ： l l u c 306 汗鉗製品 六追銭 2.51 完形 : lluc 
251}.~ JfcJi訟9g.1X永通費．文

さ 0.12

307 iV鉗製品 六辺銭
長悶さ 2.C1 

さ 20...6I1 
完形 閑；

内外 ： II u c 
: llue 

52り,g 煎fil:1•IAg. •1枚

悶長さ ）．9-1 
閑：

外内： ll u e 308 甘鉗製品 六道銭 1.98 •-·•八•： n-9 • 
: lluc 

52サg 爪ほ2.5g.五銭
さ ().16

悶｝とさ 2.1 
閑：

外内： llue 309 汗鉗製品 六道銭 2.l 完 形 : lluc 521,~.lil 煎ほ•1.3g, 五銭
さ（）広：

悶iとさ 1.91 
閑：

内外 ： ｝ l u c 310 存鉗製品 六追銭 1.91 、元,.一＂ク9 

: Hue 521}.U 煎ほ2.5g.五銭
さ 0.1•I

311 汗鉗製品 六辺銭
盟長さ 2.37 

さ (2)..:1l7i 完形 岱；
内外 ： H u e 

: IIIIC 
521}.U 頂Jil:5.0g.五十銭

•1•I 312 汗捐製品 六辺銭 1tl9. ~&1 さ 32..•71•31 完形 岱：
内外． ： ll u c 印り．g 爪•(9:ほ21.4g. 6枚．頭陀袋一郎残

さ 0.8 : lluc 

313 汗鉗製品 六道銭
！悶とさ 2.5:1 

さ 2()ふ.1•II 
完形 岱；

内外 ： ll u c 
: lluc 

印サg "（fil:3.3g．寛永通官

314 i’f鉗製品 六道銭 f長iさ 2,s8
さ (2)．.只16 

完形 閑；
外内： ll u c 

: lluc 6:Jりg 煎lil::l.6g,寛永通費文

315 汗鉗製品 六道銭
悶長さ 2.5:J 

さ 02.,515:1 完形 閑：
外内： ll u c 

: lluc 63:;•M lf(li1:3.4g．寛永通費．文

316 甘鉗製品 六辺銭
け！とさ 2:,6 

さ 02.5.175 
完形 閑：

内外 ： ll u c 
: IIuc 

631}~ 爪ほ32g．寛永通官．文

317 汗鉗製品 六道銭
悶lとさ 2.53 

さ 2(I..5-II1i 
完形 閑；

内外 ： I I u e 
: lluc 

rJ.1り．g f(Ji1:4.0g．寛水通費．文

318 粁鉗製品 kiE銭
悶lとさ 2.51 

さ 02.. 512 7 
完形 閑：

外内： ） ［ UC 
: llue li3りg .!TC.Iii:39g．寛水通官．文

悶！とさ 3.・11 
閑：

内外 ： H u e 煎{f駐l•I.9g.6 枚．頭陀袋一郎残319 汗鉗製品 K追銭 2.,1•1 •. Ji:... 汀-ク・ &ll}U 
さ 0.6..'l : lIuc 

け！とさ 2.-13 
閑：

内外 ： I I u e 320 ff捐製品 六辺銭 2..1 5 6-IIJg 爪屈3.lg,寛永通費
さ (J.13 : IIuc 

悶長さ 2.lli 
閑；

外内： l l uc 321 粁鉗製品 kin銭 2. 1 6 6-IIJ-fit 爪Ji!:2.3g
さ 0.1•I

: 1(uc 

悶長さ 2.3 
悶：

内外 ： ll u c 322 甘鉗製品 六道銭 231 6-1りg 爪.litl.9g.寛永通費
さ 0.1 : lluc 

悶長さ 2.:i 
323 汗鉗製品 六辺銭 2.:11 

さ 0.12
靡：

外内： ll uc 
: lluc 6•11}.~ 爪且2.6g,寛永通官

悶lとさ 2.:J 
324 ft鉗製品 六辺銭 2.:11 

さ 0.1:i
閑：

外内： I I ue 
: lluc Im;・船 爪lit2.、lg.寛永通賓

325 汗鉗製品 六辺銭
悶lとさ 2.32 

さ 02. .1:1-1 1 閑：
外内： ll uc 

: lluc 
61•I;g Jf(li!:2.3g．寛永通官

悶長さ 2.S6 
326 i'i鉗製品 六道銭 2.49 

さ (1.49
完形 閑；

外内： ll u c 
: lluc 

1661}g Jf(Jil:6.7g. 3枚

327 汗鉗製品 六道銭
悶長さ 2,：侶

さ 02..:1122 完形 閑：
外内： ll u c 

: lluc l66サ．g 煎Jil:L6g

悶長さ 2..17 
328 粁鉗製品 六辺銭 2.・16 

さ 0,)2
完 形 閑；

内外 ： ll u c 
: lluc 166りt[ 爪且四g.寛永通宮

ば長さ 2..12 
悶：

内外 ： ll u c 329 汗鉗製品 六道銭 2..1 2 .̂ • .•: 一nク9 166t;g JTcfil:22g．宜水通官
さ 0.12 : flue 

•15 330 甘鉗製品 六辺銭 紺”！とさ ：21..5i2 1 完形 閑：
内外 ： ll u c 1701}:U 煎•(iは19.0g, 6枚．頭陀袋一郎残

さ 0.8i : lluc 
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IV 本荘北地区の調査

図 番号 迅物 種顎（器種） 油国 (cm) 残 存 塁 特 微 色 図 出土辺構 臼 考

長さ 2.53 
内： 内： Hue45 331 青銅製品 六道銭 切 2.52 完形
外： 外： Huc 170サg 直E2.9g．寛永通賓

厚さ 0.16
長さ 2.52 

内： 内： Hue332 背銅製品 六辺銭 栢 2.48 完形
外： 外： Hue 170サ冨 諏lil:2.711.

厚さ 0.11
長さ 2.5

内： 外内 ' Hue 333 青銅製品 六道餃 幅 2.51 完形 外： : Hue 170tJ-1l 重位3.3g,寛永通賓
厚さ 0.13
長さ 2.52

内： 内： Hue
認 冑田製品 六道銭 幅 2.5-1 完形

外： 外： Hue 170サ嘉 頂紐42g,窪水通費文
厚さ 0.2 
長さ四4

内： 外内 ： H ue 335 宵鉗製品 六道銭 幅 227 完形
外： : Hue 170サ嘉 lfl£l:2.0g 

厚さ 0.12
長さ 2.4

内： 内外 ： H u e 336 青用製品 六辺銭 幅 2.42 完形
外・ : Hue 170サ砧 煎丑26g．在永通賓

厚さ 0.19
長さ 2.61

内： 内： H皿337 冑銅製品 六道銭 幅 252 完形
外： 外： Hue 現代1Jll土 砥lil182g, 6枚

r1さ 0.73
長さ 2,5 

内： 内： Hue338 宵用製品 六道銭 厚相 2.4 9 完形 外： 外： Hue 現代埋土 煎Jit3.lg.寛永通費
さ 0.13

閉長さ 2.49 内： 内： Hue
339 青餌製品 六道銭

さ 20. .144 3 完形
外： 外： Hue 現代棚土 重1it33g會宜永通費

氏さ 2.46 
内： 内： Hue340 青銅製品 六辺銭 幅 2.47 完形
外： 外： Hue 現代団土 重lil:3.8g.寛＊通官

序さ 0.1-l
長さ 2.48

内： 内： Hue341 背鉗製品 六道銭 幅 2.49 完形 外： 外： Hue 現代踵土 重伍2.7g,文永通官
厚さ 0.14

長悶さ 2.2 化 内： IIuc 342 青銅製品 六道餃 2.19 完形 現fl:棚土 重伍2.4g.11.永通賓
さ 0.13 外： IIuc 

長さ 2.35 
内： 内： Hue343 冑田製品 六辺餃 幅 234 完形
外： 外： Hue 現代棟土 煎lit2.6g．寛永通費

序さ 0.12
長さ 2.71

内： 内： Hue46 紐 行用製品 六辺銭 紐 2.67 完形 外： 外： Hue 5サg 爪lil:32g
厚さ 0.13
長さ 2.83 

り： 内： IIue 
345 青銅製品 六道銭

幅厚さ 02.83 .15 
完形

外： IIuc 
5号g 直li!:4.111.寛永通費

長さ 2.76
内： 内： Hue

346 青用製品 六辺銭
祁J'jl.さ 02. .179 3 

完形
外： 外： Hue 5サ嘉 煎証4,011,宜永通費

長さ 3.19 
内： 内： Hue

347 i'f絹製品 六辺銭
柑厚さ 30.23 24 

完形 外： 外： Hue 5サ喜 煎Jil:13.4g，二銭

348 背餌製品 六道銭
厚長ほさ 43 .. 9?:l 1 完形

内； 外内 ： Hue 19サg 重li!:21.Sg,天保通官

さ 03
外： : Hue 

氏さ 285 
内： 内： Hue

349 青釘製品 六道銭 帖 2.83 完形 外： 外： Hue 61サ茄 瓜伍7,0g,一銭

厚さ 021
長さ 2.31 内； 内： Hue

350 背鉗製品 六辺銭 幅厚 2.3 l 完形 外： 外： Hue
255•サ冨 韮J;t3,7g,一銭

さ 0.16
長さ 2.32 

り： 外内 ： H ue 351 青銅製品 六道銭 幅 232 完形 : Hue 255サg 重塁3.7g.―餃

厚さ。.15
長さ 2.31 内： 内： Hue

お2 育fl1製品 六道銭 幅 2.32 完形 外： 外： Hue 149サ嘉 頂ほ勾g．宜水通官

厚さ 0.12
長さ 2.45 内： 内： Hue

煎足3.lg.寛永通費353 青捐製品 六辺餞 祁厚 2A 8 完形 外： 外： Hue 149サ甚
さ 0.15

長さ 2.45 内； 内： Hue 重量2.6g,寛永通賓忠 脊銅製品 六道銭 福 2.42 完形 外； 外： Hue 149サ窮
厚さ 0.13
長さ 2.79 内： 内： Hue lli氏•1.5g．寛水通費355 背鉗製品 六道銭 帽 2.8 一郎欠lIl 外： 外： Hue 149サ嘉
r只さ 0.15 
長さ 2.34 

靡： 内： Hue 爪!il:2.lg356 背紺製品 六道銭 椛ぼさ 20 . .137 2 完形 外： Hue 1498•茄

長問さ 2.41 内： 内： llue lll:Jil:2.8g.宜永通費46 357 青銅製品 六辺銭
さ 0.2.4134 

完形 外： 外： llue 171•サ砧

圧さ 2.53 
岱； 内： Hue 171サ甚 煎伍3,7g,水榮通官358 青鉗製品 六道銭 幅 2,52 完形 外： Hue

厚さ 0.18
長さ 1.95 内： 外内 ； H ue 171号嘉 爪且I.lg359 背餌製品 六道銭 幅厚 1. 97 一部欠損 外： : Huc 

さ 0.08
長さ 2.53 内： 外内 ： H ue 171サ店 頂位3.6g,冗永通賓360 青銅製品 六道銭 笛 2.55 完形 外： : Hue 
厚さ 0.15
長さ 2.69 内； 内： H血 171号g 頂伍3.lg361 背鉗製品 六道餃 艇 2.66 完形 外： 外： Hue
尿さ 0.12
長さ 2.&I 内： 内： Hue 171サ喜 派E4.7g．寛永通費362 青用製品 六辺餃 似 2.82 完形 外： 外： Hue
序さ 0.M

363 青用製品 六道銭
氏閉さ 2.32 

さ均0.14 
完形 岱： 内： Hue 茄1-1j-g 近lil:3.5g,一餃

外： Hue
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2.臨床医学教育研究七ンター（仮称）整備事業に伴う発掘調査 (1104調査地点）

図 番号 辺物 種類（器橿） 法n(cml 残 存 伍 特 微 色
, 

出土遺98 田 考
長さ 2．訟 内： 内： Hue46 364 背鉗製品 六辺銭 幅 2.8 完形 外： 外： Hue

261•サ店 煎伍釘g,一銭
厚さ 0.17
長さ 2.31 内： 内： Hue

蕊 背鉗製品 六這銭 燐 2.32 完形
外： 外； Hue

茄lg•喜 煎!il:3.6g,一銭
J'f.さ 0.1-1
長さ 2．鴻

閑： 内： Hue
366 背用製品 六辺銭 柑 2.38 完形

外： Hue 261サ窮 頂紐邸g,元祐通費
[1さ 0.13
長さ 2.31 内： 内,Hue 

367 背ll1製品 六辺餃 柑序 2 3 1 完形 外： 外． Hue 261~-嘉 煎且3.6g.一餃
さ 0.15

長さ 2.8 内： 内： Hue
368 青用製品 六辺銭 椙 2.8 完形 外： 外： Hue 274サ窮 rr(!i1:6,7g,―絞

l'{.さ 0.17
Kさ 2:xl

岱： 内： 11uc 
47 369 青銅製品 六道9.I! 幅 2.36 完形

外： Hue 301サ墓 重:!il:2.4g
l1さ 0.I
幅Kさ 2..18 内： 内： IIuc 

370 肯紺製品 六道銭 2,•1 8 完形 外． 外： Hue
301•サg 煎Jil:3.4g,寛水通官．文

1~ さ 0.1•t
長さ 2.27 内： 内； Hue

371 青絹製品 六辺絞 幅 2.27 完形 外： 外； llue
301 IJ•嘉 爪祉1.9g

J1さ 0.09
仕さ 2.5 

岱： 内： Huc 
直:lil:2.4g.宜永通費．文372 冑Ill製品 六辺銭 糾 2.52 完形

外： Hue 301サ幕
厚さ Ql6
長さ 2.'i:I 内： 内： Hue

373 育鉗製品 六道餃 幅 2.52 完形 外： 外： Hue '̀lO1号g 爪!il:3.6g,l'l永通賓．文
厚さ O.M
長さ 2、6 内： 内： IIuc 

”4 青用製品 六道銭 幅 2.61 完形 外： 外： IIue 
.'lOl•サ茎 爪lil:2.5g．瑣熙通費

[1さ 0.1
長さ四 内： 内外 ： H u e T/5 冑l11製品 六道銭 紺 2.33 完形

外： : Hue 
3-121}甚 重歪3.7g.―餃

厚さ 0.14
長さ 2.23 内： l~l, Hue 

芍6 青川製品 六辺餃 帳 2埠 完形 外： 外： Hue 3•12f]·:U Jf!li1:l.9g,宜水通官
序さ 0.11
及さ 2.32 内： 内： lIuc 

57 青鉗製品 六辺餃 椙 2.32 完形 外： 外： llue 342サ慈 直紐3.7g,一銭
厚さ 0.18
長さ 2.32 内： 外内： H ue 378 Wlll製品 六道9'l. 幅 2.33 完形 外： : Hue 引2サ嘉 頂紐3．伽．一銭
I'iさ 0.15
μさ 2.32 内： 内： Hue379 背鉗製品 六辺伐 幅 2.33 完形 外： 外： Hue

:M2I;•搭 煎丑3.0g,窪水通官
ばさ i)．13

椙長さ 2.51 内： 内： llue380 肯紺製品 六辺銭 2.』19 完形
外' 外： lluc 383サg 頂丑32g,宜水通官

1'1.さ 0.12
J~ さ 2.32

内： 内： Hue381 青鉗製品 六辺銭 幅 2.32 完形
外： 外： IIue 383サ嘉 頂Jil:2.2g,克永通費

厚さ 0.12 
長さ 2.5 

内： 内： llue382 青鉗製品 六道銭 福 2.5 完形 383サg 煎丑2.6g
厚さ 0.11

外： 外： llue

長さ 2.29 
内' 内： Hue383 背銅製品 六道銭 祁 229 元形 383サE 煎:lil;2.4g.寛永通賓

ばさ 0.12
外： 外： llue

長さ 2.33 

岱： 内： Hue汲H 甘銅製品 六道餃 煤 2.36 完形 383サ嘉 重益22g,宜永通費
!1さ 0.12 外： Hue

北さ四I
内． 内： Hue385 背紺製品 六道銭 幅 2.5 完形
外． 外： Hue 383サg 菰紐3.lg.寛水通官

厚さ 0.14
仕さ 2.81 内： 内： llue386 肯紺製品 六道9l! 幅 2.82 一部欠柑 320サ嘉 頂li!:63g．一餃
”さ 021

外： 外： lluc

長さ 2 .• 15 

岱： 外内 • Hue 387 背鉗製品 六道銭 幅 2.47 完形 3991}嘉 頂伍3.3g,乾登通官
17-さ 0.15 : Hue 

盟長さ 2.36 内： 内： Hue388 背銅製品 六辺銭
さ 2O. .l 35 完形 外： 外： Hue 399サn lll:lil:22g.宜水通官

389 胄鉗製品 六辺銭
幅μさ 22..2827 

完形
内： 内： llue

399•り甚 誼祉2.4g．寛永通費
I"/.さ 0.11

外： 外： Hue

J!さ 2.47
内： 内： Hue390 肯鉗製品 六辺餃

柑I'"/.さ 02.4.181 
完形

外： 外： Hue 399サ甚 頂紐2.6g,宜永通官

長さ 25:l 
内； 内： Hue391 甘鉗製品 六辺銭 ¢i1 2.53 完形 3'.l9サ甚 重紐3.9g.1'l.永通官．文

I'!-さ O.lli 外： 外： IIue 

lとさ 2.42 
内： 内外 ： l lu e 392 ぅ’t銅製品 六道餃 似 2.44 完形 399サ甚 lli.liJ:2.如．窪永通責

厚さ 0.1 外： : Hue 

托さ 4.91
内： 内： Hue393 背阻製品 六道餃 ば 327 完形 399サ茎 瓜Jil:22.0g,天保通賓

flj(さ 0.28 外： 外： 11uc 

圧さ 2．邸
内： l勺： Hue48 3引 粁鉗製品 六辺銭 幅 2.8 完形 362•サ嘉 直細8g

げさ 0.19 外： 外： Hue

長さ 2.58
内： 内： Hue395 i7田製品 六辺銭 帖 2.58 完形 •Ia•サ冨 重歪42g.寛永通官

ばさ 0.15 外： 外： Hue

仕さ 2.67 
内： 内： IItIC 396 育鉗製品 六道餃

帳げさ O2..i M 
完形

外： 外： llue 位6サ廷 llilil:3.7g,文久永官
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IV 本荘北地区の調査

図 番母 迫物 種類（器種） 法m(cm) 残存紐 特 微 色 図 出土辺構 償 考

48 397 行銅製品 六道銭
悶此さ 2.29 

さ 20. .129 1 
完形 悶： 内外 ： H u c 

: Hue 
421サ店 頂伍2.lg.宜永通官

悶長さ 2.21 
閑 内外 ： H u e 398 冑銅製品 六辺銭 2.21 完形 : Hue 

421•サg lf(iii:2.lg.宜永通費
さ 0.12

399 行鉗製品 六道銭
悶iとさ 2.49 

さ 02..511 
完形 閑' 内外 ： H u e 

: Hue 
421 !｝・ g 煎紐2.6g.寛永通官

400 汗鉗製品 六辺銭
悶長さ 2.3'1 

さ 20. .134 3 
完形 閑 外内 ： H ue 

: Hue 
421-i;g 煎征2.4g．宜永通官

401 粁銅製品 六道銭
悶長さ 2.8'1 

さ 02..8412 
完形 閑 外内 • H ue 

: Hue 
421りg 爪:1il:4.5g．宜永通費

悶長さ 3.17 靡' 外内 ： H ue 402 粁鉗製品 六逍銭 3.21 完形
: Hue 

421り岱 爪仕7.6g,常平通責
さ 0.14

悶長さ 1.91 
靡： 内外 ： H u e 403 粁銅製品 六道銭 1.87 一部欠り1 : Hue 

374サ紅 煎紐l.lg．道？光通賓
さ 0.12

4旧 ＃銅製品 六道銭
悶長さ 2.31 

さ 02. .13 2 
完形 悶； 内外 ： H u e 

: Hue 
IVIな用半部 重iii:2.7g.宜永通官

405 粁鉗製品 六辺銭
盟長さ 2.33 

さ 20. .13 5 
完形 悶： 内外 ・ H u e 

: Hue 
[V区 頂伍3.7g.一銭

406 行鉗製品 六道銭
悶長さ 2.35 

さ 20..3416 
完形 閑' 内外 ・ H ue 

: Hue 
IV[~ 煎iii:3.7g

407 粁鉗製品 六道銭
悶長さ 2.31 

さ 20. .132 5 
完形 閑： 内外 ： H ue 

: Hue 
IV[i 煎紐3.7g

408 汗鉗製品 六道銭
悶長さ 2.33 

さ 20. .133 6 
完形 閑； 内外 ： H u e 

: Hue 
IV区 煎iil:3.6g

悶長さ 2.3 
閑： 内外 ： H u e 409 行銅製品 六道銭 2.31 完形

: Hue IVLx． 煎紐3.4g
さ 0.14

悶長さ 2.0 
閑 外内 ： H u e 48 410 粁鉗製品 六道銭 1.05 約1/2

: Hue 
IVIK中央部 Jli:.lil:0.5g,洪武通官

さ 0.1

4l l 粁鉗製品 六追銭
悶長さ 2.33 

さ 02. .135 3 
完形 靡． 外内 ： H u e 

• Hue 
不明 煎祉1.9g．窪永通官

412 粁鉗製品 六辺銭 幅長r1さ 32 . .384 1 完形 靡' 外内 ： H u e 5り,u 頂iii:23.0g. 6枚．頭陀袋付杓
さ 1.3

: llue 

413 粁銅製品 六道銭 似1長'1-さ 23..(7136 完形 悶・ 内外 ： H u e おサg 爪存ii1:14.6g, 6枚．頭陀袋一部残

さ 0.79
: Hue 

414 甘銅製品 六辺銭
悶長さ 3.35 

さ 31. .438 6 
完形 閑： 内外 ： H u e 

: Hue 
57り・¥l .lf（iii:23.8g. 6枚．頭陀袋付芍

415 ff鉗製品 六辺銭 完形 閑； 外内 ： H u e 
: Hue 

153•t;.g 木片付箸の為計濶不能

416 行銅製品 六辺銭 長幅l1さ 23 .. 65 2 1 一郎欠損 閑： 内外 ： H u e 町3り．g 煎存iii:112g. 5枚． 頭陀袋一部残

さ 0.57
: Hue 

417 甘銅製品 六道銭 幅9長1さ 22..98'11 完形 悶： 内外 ： H u e 315り.Q; 煎存li!:19.4g, 6枚． 頭陀袋一郎残

さ 0.9
: Hue 

悶長さ 2.44 
悶： 内外 ： H u e 418 冑銅製品 六道銭 2.4 1 完形 • Hue 351りg 煎伍3.7g

さ 0.22

419 肖銅製品 六辺銭 幅I長りさ 22..338 9 完形 閉' 外内 ： H ue 35JIJ-店 頂祉3.8g
さ 02

: Hue 

420 甘鉗製品 六道銭 幅I長'1-さ 22.5.36 完形 靡・ 内外 ： H u e 35)サ店 煎紐3.8g
さ 0.28

: Hue 

421 冑銅製品 六追銭 0Jl'/. 長.1さ 22.. 38 33 完形 岱・ 内外 ： H u e 351サg 頂伍3.9g
さ 0.24

: Hue 

422 行銅製品 六道銭
悶長さ 2.4 

さ 02.3.182 
完形 閑 外内 ： H u e 

: Hue 351り・.il 頂iil:3.7g

423 汗鉗製品 六辺銭
悶長さ 2.44 

さ 20.2391 
完形 閑． 外内 ： H u e 

: Hue 
351サg 頂fii:4.0g

悶長さ 2.54 悶； 外内 ： H u e 424 背鉗製品 六辺銭 ・l.02 一部欠損
: Hue 

390り．g 煎iii:16.6g. 6枚
さ 0.62

問lとさ 2.51 
岱； 外内 ： H u e 煎存ほ1う7.ち0g1,枚6は枚宜．水頭通陀官袋一部残•125 粁鉗製品 六辺銭 3.18 完形 391りg

さ 0.72
: Hue 

悶長さ 2.63 
閑： 外内 ： H u e 煎存．iil:1う7.ち6g1,枚6は枚寛．永頭通陀官袋一部残426 げ銅製品 六辺銭 3.79 完形 43.'il}•陥

さ 0.73
: Hue 

悶長さ 20.4 
闊： 外内 ： H u e 427 陶器 急須 18.1 完形 Mサg 煎紐1014g

さ 14.8
: Hue 

4お 均器 急須 ¢l長り~1 さ 910.7.6 72 完形 乳： 外内 ： H u e 2..沼•i} ．g 瓶サ紐」）104g．底面に屈打あり（「フ

さ 6.24 : Hue 

429 磁器 碗
IJlf 悶8.41 
底器 34 ..83 37 

完形 岱： 外内 ： H u e 
: Hue 

切21;.g Jf(iii:68.0g 
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2. 臨床医学教脊研究七ンター（仮称）整備事業に伴う発掘調究 (1104調究地点）

図 番号 遺物 種顆（器橿） 法凪 (cm) 残存屈 特 微 色 困 出土遺構 団 考
l]!"f 7.0 

内： 内： l｛uc •130 困岱 碗 /itit l/2 
外 外； 1［ue :Mi7り．g 煎E30.4g

岱高

nft.I.96 
内， 内： Hue431 磁笞 盃 底径 2.03 ;11-1 
外， 外： Hue II―i. 煎li!:17.、lg

苔店 2.96 
[］｛t 65 

I:Iit- 内， 内： Hue・132 困お 花妖’ 底往
頚部のみ 外： 外： Hue l¥'I'<.．中央郎 lfclii:61.0g 

笞況i
n('f.6.7 

内： 内： Hue・133 磁お 小皿 底ff 2.-16 完形 外： 外： Hue
5-tり．g Jl'(lil:Zi.Og 

沿莉 I.7 
IJ佳 5.5 I勺： 内： Hue434 磁 t} 鉦 底径 2.57 )/3 

外： 外： IIuc 
fi()l}・U 頂且5.3g

岱r,,; 2．糾
nft 7.96 

I勺＇ 内： Huc •135 磁岱 碗 底托 、1.(}j 完形
外‘ 外： Hue

1:1,PH¥ 爪lil:108g
岱$Ii 5.08 
I : l f t l (1.7(i lり， 内： Hue436 磁岱 碗 底径 ：l.96 はぼ完形

外 外： Hue
164•サ店 頂屈M6g

器窮 、1.86
n ft 5.93 内： 内： Hue、137 磁岱 小 1阻 底ff 2.2 ；；；形

タ•· 外： IIue 176り・I);,¥ 煎Jii:28.、lg
花店 1&1 
u i-t 7.81 

内： 内： IIuc 
・138 磁 t；； 碗 底佳 •1.0 一郎欠Ili

り[・ 外： Hue
1%I}.g 頂只95.0g

笞高 3.95 
!~さ 13.6 内， 内： Hue

・139 磁笞 也利ば 11.6 完形
外 外： Hue

万51}g 煎益l引g
I'/.さ 10.0
J](t 6.96 

内： I内： Hue440 磁柑 盃 底(f 2.45 9え形
外， 外： Hue

'lJ5り．g 煎丑お2g
硲応 2.6 
lliそ 33S 内： 内： Hue

441 磁岱 渭 {r 底if 2邸 尤形 り卜． 外： lluc
:ll:lり．g .!fcli!50.5g 

路応 6.03 
I:11t 9.29 

内‘ 内： IIuc 9142 磁岱 碗 底托 3.35 一郎欠Ill
クト・ 外： Hue :l26り・Ii¥ 煎li!52.5g

岱tr, 3.69 
1:irn s.5-1 内， 内： Hue

443 迅岱 碗 底ff :l.6 一郎欠lii 外， 外： Hue 4↑壺 ll lf(丑83.0g
岱布 •I.02 
1_l it 6.4 l'・J, 内： Hue

4 4 4 磁符 ぐい仔み 底往 3.26 1 /3 外： 外： lluc IIII 煎li!:17.0g
硲tr; 3.95 
I―1往 5.11

内・ 内： IIuc •M5 迅岱 盃 底if. 2.05 完形
クト・ 外： Hue

III.i.lmlS部 煎只磁Og
符tr, 2.96 
II {.t 9.24 

内 内： Hue
446 迅岱 碗 底it 3.li 3/•I 

外 外： Hue lll l9. jf[lii槌 Og
岱杯 、1.61
1こli t 6.8 内， 内： lluc

447 磁硲 ,1ヽ lul 底ft :I.(） l /3 外， 外： Hue
IIT l,(. g辺Jり！!•• 爪lil:7.7g

柑利 2.66 
ni'f. 内： 内： llue

小18 磁 t; 碗 底1f.1.（）1 ]/•I 
外． 外； llue !VI~．東軒l 爪証44.、lg

料店

IJtf. 6.48 
内・ 内： lIuc 、M9 磁符 沿tみ 底佳 、1.17 一郎欠I!t
クト・ 外： IIuc IVII巾央部 煎Jil27g

符店 7.44 
I I {．t 

内 内： Hue9150 磁笞 碗 底！を 3.1 113 
り~. 外： Hue I¥’Ii.III央部 煎Ji!:li.6g

笞応

n托 5.9i
内 内： Hue•151 田お

場t;^ 底径 3.i5 完形
外 外： Hue

II'［<．西1頃5 "（圧9-1.0g
お託 8.().t 
l]if. 6.1 

内 内： Hue•1 52 由岱 沿fみ r，t i.t 3.44 3 /•I 
外 外： Hue II’li.l"’i靖； 頂益氾，0g

苔店 6.28 
niそ 89 内， 内： IIue •153 土製品 忍 i(i 底if 7.4 完形

クト． 外： llue 
団り・!,,; 頂丑41.6g.遊Jし

岱莉 2.3 
Ifさ 6.8

内＇ 内： lluc
45-1 ←1：製品 醒 紺 、19 完形

外‘ 外： lluc
54 i;．g Jf(lii:60.5g.遊／し

r1 さ •1.6
)とさ 7.11 内， 内： Hue

455 .I••製品 l: 怜糾I li.67 完形
外 外： Hue

54•Ij• ~g Jfclil:J2Jg.遊Jし
rr/.さ !i.8
!•とさ 7.6 内， 内： Hue

456 1：製品 忍 ifi 幅 5.7 完形 外， 外： Hue
5,1り場g lT(/il:71.0g.遊.H,

rばさ 6.0 
艮さ 2．糾 内： 内： 11ue 

•157 I•9{ ,ti, 1ヽ 叫燐 8.56 一部欠ill 外： 外： Hue 撹乱 煎丑99.5g
mさ 8.6
Itさ 6..I

内： 内． IIuc
•68 ·I•• 製品 人 形 ば 2.83 一部欠1lI

外： 外： IIuc 
,'W・g Jfcli!:3-1.0g 

I'/.さ 2.66
長さ 3.02 内． 内： Hue 煎にほ困12.行0gあ. 遊lt（手水体）． 底459 1•• 製品 m物帖 2.79 は I~完形 外： 外： liuc 

去迅1;-r,,;
面り

[1さ 26S
長さ 2.76

内： 内・ Hue •160 :l；製品 不 1り1 料 •123 1/2 
外： 外． Hue

313t;g 煎圧11.2g
,1さ 2.77
長さ 9,63 内： 内． Hue

461 I:悶g, 人 形 糾 4,66 頭部のみ
外： 外． IIuc

:,11り・I,>; ＂（証 131g
I'/.さ 5,73
！とさ 7,71 内： 内． I・luc

・162 1：製品 人 形 糾 5,52 約112 外： 外． Hue
IさJり・Iii iT(Jii210.8g 

l'1.さ 1.51
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W 本荘北地区の調査

図 番号 辺物 種類（器種） 法m(cm) 残存阻 特 微 色 詞 出土辺構 臼 考

463 土製品 人形 幅序長ささ 612.7.27 7 破片 靡： 内外： H u e 
: Hue 

IV[{．洒半部 Jfc.lil:85.0g 

464 土製品 不明 破片 岱： 外内 ： H u e 
: Hue 

皿［を世半郎 爪丑17.4g

悶長さ 1.6 閑： 内外： H u e 465 石器 刺片 1.4 
: Hue 

Iり..g 爪Ll:0.5g,黙曜石
さ 0.25

466 鉗製品 仔 幅I長F/.さ 012.65.5 完形 岱； 外内 ： H u e 16サg 頂紐3.6g
さ 0.4

: Hue 

悶長さ 10.0 
靡： 内外 ・ H u e 467 鉗製品 仔 12 一部欠損 16サg 爪Jil:4.0g

さ 0.22
: Hue 

468 鉗製品 抒
幅m長さ 01.551.75 

一部欠損 岱： 外内 ・ H u e 306サg lf-cfii:4.5g 
さ 0.28

: Hue 

469 鉗製品 恒行の雁打 厚直店径さ l1..55 0 火皿のみ 岱； 内外： H u e 66サg lf（且4.0g
さ 02 : Hue 

悶長さ 2.02 
靡： 内外： H u e 470 金属製品 指給？ 2.01 完形 54t}.g 1T(Iii:3.6g 

さ 0.66
: Hue 

開長さ 15.9 
閑： 外内 ： H ue 471 鉗製品 抒 1.05 一部欠損 183サg 煎.lil:8.6g

さ 0.35 : Hue 

472 鉗製品 舒 幅n長iさ 213.8.i5 完 形 閑． 外内 ・ H u e 18.1サg 爪且72g
さ 。25 : Hue 

473 金拭製品
レコード

部品の一部 閑： 内外． H u e 52サg lf(fil:50ム.0g.サウンドポックス．
プレイヤー . Hue ァー

474 金属製品 装節品？ ば幅長さ 22.1.09 2 一部欠損 悶： 外内 ・ ll ue 54り．g 爪丘1.3g
さ 0.05 : Hue 

475 金属製品 装釣品？ 幅長” さ 44 ..09 69 完形 閑． 外内 ： H u e 5-1サg JfC.lil:12.6g 
さ 4.71 ・Hue

476 樹脂製品 レコード盤
悶長さ 25.0 

さ 21.59.02 
ほぽ完形 閑． 内外 ： H u e 

: Hue 
52りg 爪丑171g 

477 金属製品 留め具 厚幅長さ 22..85 54 完形 岱． 内外： H u e 133サg lf(木質.lil:5部.3あg,り478と対になっている

さ 2.05
: Hue 

478 金属製品 留め具
盟長さ 2.86 

さ 21..3766 
完形 閑． 外内 ： H u e 

: Hue 133りtt 頂木丑質4郎.7あg.り477と対になっている

479 金属製品 管？ 1長幅9.さ 31 9. 6. 6 5 完 形 靡． 外内 ： H u e l:l3サg 爪lil:277g
さ 2.72

: Hue 

板二状つ折製品り
悶長さ 30.5 

悶． 外内 ： H u e 480 金属製品 18.8 ほぽ完形
: Hue 祁4サ店 爪且3(l0g

さ 0.75

481 金属製品 鈴
長盟さ 6.5 

さ 44..3462 
完 形 岱： 外内 ： H u e 

: Hue 412サ店 爪ほ16.0g

482 ガラス製品 ガラス板 幅l長gさ 47.. 393 1 完形 岱： 外内 ： H u e 54り.g 煎証24.0g
さ 2.55

: Hue 

483 ガラス製品 小瓶 幅I長ワさ 42 .. 008 2 一部欠損 靡； 外内 ： H u e 76サ店 煎伍7.0g
さ 2.0

: Hue 

484 ガラス製品 瓶 幅厚長さ 236.66 .3 ほぽ完形 閑： 内外． H u e 182サ店 頂Iil:443g
さ 6.66

: Hue 

485 ガラス製品 容 器 長幅mさ 26 . .47 5 完 形 悶： 内外： H u e 1出サg 頂料あ.lil:84り.0（g間,料容11器.3のg)中に白色の頗

さ 6.42
: Hue 

486 ガラス製品 酒瓶 長幅厚さ 817.9.8 3 完 形 閑． 内外： H u e 185サg 頂fil:35lg
さ 4.5

• llue 

487 ガラス製品 瓶 幅高長さ 816.9 .0 
完 形 閑 外内 ． H u e 258り•E J'f（長cfil:さl779.0cg.mガラ径0ス.5栓1cm・ガラス搾

さ 8.9
: Hue in )付き

悶長さ 8.6 
閑： 内外： H u e f（⑭長tさ23510.g92c・mガラ直径ス0栓.64・cmガ)ラ付スさ棒488 ガラス製品 瓶 16.4 完形

: Hue 
什壺 A

さ 5.56

悶長さ 3.75 
閑： 内外： H u e 489 ガラス製品 瓶 4.44 完形

: Hue 
11区東半部 爪伍81.5g

さ 426

490 ガラス製品
眼設の

完形 岱： 内外： H u e 232りg ①②重仰煎閂益9紐吋咋露49.0呵mg・．長長序nささささ357碑00.22c.22ccmm m m レンズ : Hue 

491 ガラス製品 小皿
口見径 837 
底器 41..9 62 

完 形 閑： 内外： H u e 
: Hue 

258サg 頂伍63.0g

492 ガラス製品 コップ
口径閏 6.25 
底器 57 .. 0 59 

完 形 閑・ 内外： H u e 
: Hue 

258り•E Jf(lil:150g 

493 ガラス製品 水差し 幅”長さ 9102 .15 完 形 閑： 内外： H u e 258り・U 煎伍312g
さ 7.57

: Hue 

494 ガラス製品 不明 幅厚長さ 21..436 7 約l/2 閑： 外内 ・ H u e 什壺 B 煎旦2.0g
さ 2.23 • Hue 

495 ガラス製品 数珠玉 厚長短径径さ 1ll.12.24 5 8 完 形 閑 外内 ・ H ue 
: Hue 

8サ紅 煎ほ2.7g,親玉
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2. 臨床医学教育研究七ンター（仮称）整備’Ji:業に伴う発掘調究 (1104調査地点）

図 番号 辺物 種類（器種） 法蘊 (cm) 残存紐 特 微 色 関 出土辺構 臼 考

496 ガラス製品 ピー：I：. I長短f/.抒栢 1.i : 8 7 8 完形 腐： 内外 ： H u e 9号店 爪且7.5g
さ 172 

・ Hue 

497 ガラス製品 ピー：I； I長規f'/.径径 1.1. 888 9 完形 悶： 外内 ： H u e 9ザ店 1f(lil:8.6g 
さ l.M

: Hue 

498 ガラス製品 ピー屯 Ik短r/.径if l1..9 88 完形
仇．

内外 ' H u e 9号g 1f(Ii8.7g 
さ 1.78

: Hue 

499 ガラス製品 ピー屯 I長tワ射径 11..！9ト:1! 完形 闊 内外 ． H u e 9サ店 1fclil:9.2g 
さ 1.8.5

: llue 

悶l乏it l,96 
悶 内 'Hue

500 ガラス製品 ピー＿•-I~ iを l.93 完形
外： Hue

9号g lf(iil:9.7g 
さ 1.95

501 ガラス製品 ピー：I； r長規1径径 1.1 . 96 8 7 完形 悶 内外 ， H u e 9サg 頂lil:9.3g
さ l.77

: Hue 

502 ガラス製品 ピー～1; 収長短径tt ll..＆8 1 完形 悶 内外 H u e 210サg 頂ほ7.7g
さ 1.73

・ Hue 

503 ガラス製品 ピー玉 げ長討径径 1.1.989 1 完形 悶 内外 HH uu e e 310サg lfcli1:8.9g 
さ 1.82

罰艮往 1.86 悶 外内 ： H u e 紐 ガラス製品 ピー1; 1.82 完形
・ Huc 

310号g r（丑7．7g
さ 1.81

閑艮ff.. 1.9 1 
悶 内外 ． HH uu e e 505 ガラス製品 ピー1,・・ 往 1.87 完形 310サg 爪ほ8.9g

さ l.8•I

506 ガラス製品 ピー1; 叩長hJ.it: ｛-t 1.l .778 7 完形 閑 内外 ： H u e 310サ店 iT（只7.3g
さ 1.73

: Hue 

507 ガラス製品 ピー玉 I長短ワ． 径径 1.1 .86 8I 完形 靡 内外 ： H u e 310サg r（証8.2g
さ 1.79

: Hue 

悶長if 1.84 閑 外内 ： H ue 508 ガラス製品 ピー1; it: 1.82 完形
: Hue 

310サ店 爪屈7.9g
さ 1.78

509 ガラス製品 ピー：l; rl紅i;r.gIt •t l1..8 77 完形 閑 外内 ： H u e 310サ店 爪屈7.6g
さ 1.77

: Hue 

510 ガラス製品 ピー F. Il規r/.Hif. f 1.l.988 4 完形 靡 内外 ： H u e 310サ砥 爪且9.7g
さ 1.87

: Hue 

511 ガラス製品 ピーE Il規ワ・とifif 1.1.872 9 完形 閑 外内 ： H ue 310サ店 爪紐7.4g
さ l.61

: Hue 

512 ガラス製品 ピー□1;. 序lt乏J.itif 1.l.882 2 完形 閑 外内 ・ HHuu e e 310サg 頂且i.5g
さ 1.74

513 ガラス製品 ピーごE r艮t'l-i往ft 1.l.882 2 完形 悶 外内 ： H u e 310サ店 f(.lil:7.7g 
さ 1.69

: Hue 

l炉{｛f l.88 
悶 外内 ： H ue 514 ガラス製品 ピー1; t 1.88 完形

: Hue 
310号g 頂只8.8g

さ 18.5

515 ガラス製品 ピーF. r長短ヮ往径 1l.883 7 完形 悶 内外 HH uu e e 310サg if（伍8.7g
さ 1.92

516 ガラス製品 ピー玉 r長t1J.ff t洛 1.1.8899 完形 悶 内外 H u e 3logg 1T（fil:8..lg 
さ）．7 . Hue 

517 ガラス製品 ピー玉 長規ff 往 1.1 .86 ＆5 完形
I互さ 1.&3 

悶 内外 ： H u e 
・ Hue 

310サE 頂伍8.3g

518 ガラス製品 ピー屯 I長t1J.iit t ll..8 79 完形 悶 内外 ． ll u e 310号g iT(fil:i.5g 
さ 1.69 • Ilue 

519 ガラス製品 ピー．1； ,長規1｛it f II ．． 切部 完形 靡 内外 ： HH uu e e 310サg 爪証9.3g
さ 1.78

520 ガラス製品 ピー：,~ 1長M'1. fìt tll..84 8 完形
仇

内外 ： H u e 箱WI{中央 lf（日8.0g
さ 1.8

: Hue 

521 ガラス製品 ピーJ; 9長t1J. ri tf.. l1..554 3 

さ 1.5
完形 閑 外内 ： H ue 

: Hue 
第:I:w区中央掘 I)ドげ埋 1fCiii:4.8g 

悶l{fft t l.79 悶・ 外内 ： H ue 522 ガラス製品 ピー1; 1.78 完形 m区酉半部 1f(Ii1:7.4g 
さ 1,76 • Hue 

48 523 布製品 杓物 悶 内外 ． H u e 
: Hue 

258りg 詳細はI’t)•18参照

524 植物 往(・ 完形 靡・ 内外 ' H u e 
: Hue 

51サg at屈イ；能 (().lg以ド）

525 禎物 種(- 完形 靡 内外 ， H u e 
• Hue 51号g f(Iii:0.lg 

526 禎物 種 f• 一郎欠tll 靡 内外 ． H ue 
• Hue 

51サg atl'il:不能 (O.lg以下）

5'?:i 木製品 装飾品？ ¢I長T/.U さ •31..9686 閑 内． Hue 54-；｝g 爪込.6l:み2.0あg. 金属製品 (Sr)の打

さ 0.48 外・ Hue ち り

528 木製品 装飴品？
似ヮlとさ 53..294 2 

靡 内外 ： H u e 5'1サg if(ち込ほみ2.6あg.り金属製品 (sr)の打

さ 0.56 : Hue 

悶長さ 21.1 
靡 内外 ' HH uue e 

f竹（製ほ7.2g. 親11-2本・ 11叶↑ 5本．529 木製品 m •f- l.91 5 hl1’tのみ 190サg
さ 0.19
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IV 本荘北地区の調査

図 番号 辺物 種類（器種） 法fil(cm) 残存凪 特 徴 色 詞 出土還構 因 考

530 紙製品 新聞紙 tl : 外内 ： H ue 
: Hue 

258•!}•g 頂ほ135g

悶｝とさ 13．お
閑： 内外 ： H u e 531 木製品 籠 11.29 完形 : Hue 

258り-,.i; 頂ほ32.0g
さ 8.i:J

悶lとさ 17.5 閑； 内外 ： H u e 532 木製品 組み51• 0..17 完形 : Hue 
258•サ店 煎ほ43g

さ 0..19

533 木製品 li1 ・J・ ~1!,1-l,l とさ 019.6 .3 II滑のみ 岱： 内外 ： H u e 、あ8サ店 f(.Iii:3.0g, ！`滑がll*．竹製
さ 0.06 : Hue 

悶iとさ 2.2•I 岱； 内外 ： I I u c 甜 木製品 不明 1.8 穀 1ヤ : lluc 蕊サg 爪且0.6g, 火・衷に1R様あり
さ O.J.I

535 木製品 芥器 閑； 内外 ： H u e 
: Hue 

258•;｝•店 の•K抽iti7に;.あ赤り色のi益枚，）． 金色で花

536 布製・毛品糸 ほ紺物み物と 閑： 内外： H u c 
: Hue お8•サ窮 f(:li1:58.9g. *I¥・含む

537 布製品 不明 閑： 内外 ： ll u c 
: llue 

36'1•サg Jf(fil:38.7g 

538 
プラスチッ

ガラガラ 幅,長1さ 3l•.569.07 完形 閑； 内外 ： H ue 公55りg Jf(Ji1:7..Ig ク製品
さ 3.83 : Hue 

悶長さ 8.,1:J 
閑； 内外 ： H ue 539 樹脂製品 ヘアピン ）ふ3 完形

: Hue 80サ店 fe.li10..Ig 
さ 1.73

引0 樹詣製品 ヘアビン 糾ri1とさ 62...318 2 213 閑： 内外 ： I I u e 1 14•サ店 煎屈12g
さ 0.2•1

: Hue 

541 樹脂製品 ヘアピン
悶！とさ 9.2・1 

さ :0!. .232 1 
、る形 閉： 内外 ： H u e 

: Hue ll•1•サE 煎証2.lg

悶長さ 11.8 
閑： 内外 ： I I u c 542 樹脂製品 ヘアビン l.8 完 形 338サ店 Jf(Ji1:2.6g 

さ 0.32 : Hue 

悶仕さ to.I 閑： 内外 ： H u e 543 樹朋製品 ヘアビン 1.73 完 形 3381}.~ 頂.lil:2.0g
さ 0.31 : Hue 

544 樹脂製品 ヘアピン 幅Ilr/.とさ 2）.）9 ．7 、～.,形. tl : 内外 ： H u e 3.18•サ窮 爪Jil:3.2g
さ 0,38 : IIuc 

悶長さ 11.1 閑； 内外 ： l i u c &15 樹脂製品 ヘアピン l,9 完形 : Hue 
認•:；．g ＂（屈 3.2g

さ 0雌

546 樹脂製品 栂i
開lとさ 2.89 

さ 71... 919 8 完形 岱： 内外 ・ H u e 
: lluc 

137•サ窮 爪Ji!:3.4g

547 樹肘製品 櫛 似1l7-~さ 8、1.．6凶7 完形 閑； 外内 ： H u c 156•サ店 lT(Ji1:8.lg 
さ 0.27 : llue 

548 樹脂製品 櫛 /りlr/.~とI さ 71.8.m•I 一部欠ill 岱： 外内 ： H u e Il II東半郎 爪祉1.5g
さ 0.18 : Hue 

5-19 貝 ハマグリ •1/5 岱： 外内 ： H u e 
: Hue 

幻り..g 爪含祉む）II.5g. 11：殻 （右殻？の破9ヤ

550 貝 キサゴ 完形 閑： 外内 ： H ue 
: Hue 

20サg 爪証3.-lg(8憫まとめて計黛）

551 Il タカラ棟llft 
の一

約•1/5 閑： 内外 ： H u e 
: Hue 133サ岱 lf9仁c郎Iil:6.11.:1．仮13欠（i欠11あ{IIり郎約10.• Ig)． 殻

552 n 不明をll 一郎欠！II 閑： 内外 ・ H u e 
: Hue 173:”出の外 f(li1:2.9g 

553 貝 サルボウ ほぼ完形 閑； 内外 ： H ue 
: Hue 

mg掘I)下げ：I：内 f(.Iii:3.1..Ig. ti殻

55-1 貝 クロアワビ ほぼ完形 閑； 内外 ： H u e 
: Hue 

皿区掘 I)會Fif:I：内 頂li1:382g

555 H アカニシ？ 殻柏のみ 岱： 内外 ： H u e 
: Hue 

IV[を中央 爪ほ17.4g

※図番号のないものは写其のみ掲載
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3. 基幹・棗境整備（第6柄棟等支l咲配線・配管替え）機械設備工事に伴う発掘調1t(1112 ・ 1113調査地点）

3. 基幹・環境整備（第 6病棟等支障配線・配管替え）機械設備工事

に伴う発掘調査 (1112・ 1113調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査は、大学附属病院の第6病棟の解体に際し、支障のある配管を新規に敷設する工事に伴って

実施した。医学総合研究棟東側からボイラー室前まで、医学教育図書棟及び設備管理棟周辺に及ぶ広

範にわたって、配管のための立会調査として掘削を行った。本書では、掘削した範囲の中で発掘調査

に切り替えた半について報告する。本センターでは届出 1本について調査番号を付している。本事業

は埋設する管種により届出が異なるため、それぞれに調査番号を付したが、埋設箇所（掘削範囲）を

共有する箇所については併せて調査を行った。

本調査区は、医学教育図書棟の西側に位置する。医学総合研究棟東側から、 1112調査区として掘削

を進めた。北側から掘削したところ、 15m付近で追物包含附と思われる土層が検出された。このため、

南側へ慎重に掘削をすすめ、 32.5m付近まで包含層が遺存していることを確認し、発掘調査へ切り替

えた。調査期間中に、設備管理棟側へ分岐するルートにおいて調在の必要が高いと思われたため、条

件を整え調査を行った。

b.調査の経過

2011年9月22日 医学教育図書講義棟西側、立会調究実施し包含層を確認。協議を行い発掘調査に

切り替える。

2011年9月26日 発掘調究開始。遺構検出・掘削作業を行う。

2011年9月28日 全景写其撮影、土層図面・測批を行い、調査終了。

2011年9月29日 設備管理棟南への分岐範囲調査。追構検出・掘削・測量・写真等記録作業を実施、

調査終了。

c.調査の絹織

調査員：大坪志子

事務担当：村田知型

発掘作業員：岡元美子・柴田道子•関律子・高松紀子・中村正明・白都節子・古川昌代・松永一

代・松本和徳

整理作業員：井上裕美・入江由襄•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

調査区の北端部 (1号住居址）付近ではアスファルト及びバラスの下が包含層 (1層）である。や

や砂質が強い。地表下0.3m程度での検出である。地表下0.55mで辿構面に達する。 1号住居址上の 2

層は炭などが入る焼土層である。 7号住居址付近も同様で、アスファルト・バラス下が地表下0.3m

前後で包含層、 0.5m前後で辿構面である。調査区南半付近では、アスファルト・バラスの下に現代

埋土層があり、地表下0.5m前後で包含層、 0.8m前後で遺構面である。

既往の調査で、白川がある北から暗渠が通る南に向かって、旧地形は低く傾斜していることが判明
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W 本荘北地区の調究
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3. 基幹・環境整備（第 6病棟等支I液配線・配竹枠え）機械設備工事に伴う発掘調1f.(1112 ・ 1113調在地点）

している。このため、包含層や迎構面は医学教育図書棟や総合研究棟北側ではアスファルト・バラス

直下で検出されるが、南に向かって検出而は深くなる。本調壺区は、この傾斜に対し垂直方向をとる

ため、辿構検出面は南側ほど深くなる。

(3)検出過構

検出した遺構は、古代の竪穴住居址3基、土坑 l基、ピット多数である。

く住居址＞

1号竪穴住居址（図50)

調究区の北端に位置する。調究区に直交する壁と思われるなだらかに立ち上がりが検出された。追

物は古代の土師器と須恵器が出土しているが、この 1号住居址の向きは南北方向ではなく、北西を向

いている。附属病院敷地内の古代の住居址としては、異例である。大半は破壊を受けており、全体の

規模は不明である。

7号竪穴住居址（図50)

1号竪穴住居址の南 5mに位骰する。南璧は前時期のピットとの煎複で明確に捕らえられなかった

が、僅かに残された壁と思われる立ち上がりから、一辺6mの住居址と考えられる。住居址の主軸は

大概ね南北方向であるが、若干西に傾く。 9901調査地点では、古代においても若干の軸のズレにより

2時期に分かれることが判明している。その成果からすると、本住居址は古代の後の時期、 8世紀後

半以降の建物となる。出土辿物も矛盾しない。狭い調査区での検出で、さらに東側を撹乱によって破

壊されていた。寵は検出されなかった。

10号竪穴住居址（図50)

調壺区中央部に位置する。竪穴住居址の北東隅が調査区にかかり、大半は西壁外に外れる。住居址

の向きは南北を向いているが、若干東に傾く。出土遺物はない。

16号竪穴住居址？ （図50)

27号土坑北側にある撹乱をはさんだ南北に、住居址と思われた範囲があった。古代包含層である 2

附を掘削すると、砂質の強い 3附を検出し、 3層の北側の範囲を住居址等の遺構の北辺の可能性があ

ると捉えていた。さらに掘削すると、 4層は当該地域の基盤層と同じ灰色（実際は暗褐色）の砂岩プ

ロックの層が検出された後、古代の包含層と同じ 5層、地山土（ 6!習以下）となった。住居址と想定

した掘削を行ったが、 4層の砂岩府は住居址の埋土としては例がない。南側が既に破壊されており、

どの程度の規模になるのか、形状の推定も困難であるが、ここでは住居址の可能性として報告してお

く。出土遺物は土師器甕や須恵器壷などが出土している。

く土坑＞

27号土坑

調究区の南端に位置し、東壁に沿って南北方向に細長くのびる。現状で長さは3.5m、幅0.9m前後、

深さ20cmである。遺物は土師器片が数点出土したのみである。住居址としては他と比較して深さが

あり、また一辺が短すぎる。性格は不明である。
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IV 本荘北地区の調1f.
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3. 基幹・環境整備（第6射棟亦文隙配線・配管杵え）機械設備―l..1iに伴う発掘調1t(lll2.lll3，構l介地．’・'．i)

くその他＞

上記の遺構以外には、ピット（柱穴）が多数検出された。ピットの中には直径・深さともに大きく

掘立柱建物を構成する柱穴である可能性を持つと思われるものもあるが、調究範囲が狭長で、南北方

向からずれているため、一連のものとして捕らえることが出来なかった。 7号住居址の南側には帯状

の黒色土の範囲があったため、溝と想定して掘削したが、完掘するとピットが集合する状態となった。

7号住居址内西壁した、南墜付近、 16号調査区下など、本調壺区のピットは大小が重複し一箇所に集

中する傾向にある。

16号住居址（？）の北側では、包含層中の浅いレベルで硬化面が検出された。古代の時期の中では、

新しい時期の住居址があったと考えられるが、プランの確認は出来なかった。範囲とレベルを記録し

た。

(4) 出土遥物（図51)

1号竪穴住居址（図51: 1~4) 

1号住居址からは土師器llll、杯、甕の口縁、須恵器蓋などの破片が数点出土した。 2の杯は器高が

低く大きく開く。 8世紀末～ 9世紀前葉の所産と思われる。

7号竪穴住居址（図51: 5~24) 

土師器坪、須恵器杯、盗、兜の口縁、須恵器の甕の胴部が出土した。 5~12の土師器杯は、器高が

低くやや内湾気味に開き、 9世紀前莱のころと思われる。 13は底径が大きく、高台はやや内側につき

細身である。 9世紀初頭の頃か。 17・ 18の須恵器盗は扁平化しており、 9世紀前薬～中葉の頃の所産

と思われる。 21・ 22の須恵器杯は高台が外側に付き、 22の高台は短い特徴を有する。 8世紀後葉～ 9

世紀初頭のころであろう。このほか、 8世紀後半の須恵器甕（長頸瓶か？）と思われる二重口縁の破

片も出土している。これらから 7号住居址は 9世紀前莱の時期と考えられる。

16号竪穴住居址（？） （図51: 25~29) 

土師器甕の口縁から胴部にかけての破片、須恵器杯の口縁部、長頸壷の胴部片が出土した。 25~29

の特徴からは 8世紀後半代と思われる。

その他（図51: 30~47、図51: 48~73) 

30以降はピットおよび包含府の出土である。 30は土師器杯で、底部外面に黒害があるが、字は判読

不明である。 31の土師器杯は深さがあり、口縁端部が如意形に外反する。 8世紀前半～中葉頃か。 32

は土師器杯の口縁端部で、やや内傾する古い特徴を持つ。 33は平底で高台を持たず、胴部が直線的に

立ち上がり、深さのある杯である。 8世紀末か～ 9世紀初頭のころであろう。 34は土器の塊として出

土し、 19の遺構番号を付した。これらを取り上げた後、その下のピットを38とした。 19として取り上

げたが破片が35と接合しており、胎土等から同一固体と思われる。火を受けており、器表面は変色と

劣化が著しい。小型の丸底甕と思われる。 38は非常に｝戦い須恵器皿、 39は扁平化した須恵器蓋である。

端部の折り返しがほとんどなくなっている。これらは 9世紀前葉～中薬の頃と思われる。 41----47は46

号ピットから出土した。 41は古式土師器甕の口頸部である。 43は高杯である。脚部が太く、杯の底部

も原い。横に大きく広がる大型の高坪である。 8世紀中莱～後半の時期と思われる。 46は須恵器杯で、

高台が内側に付き低い。 8世紀後半か。 47は須恵器甕の屑部である。屑は張らずになだらかに胴部に

繋がる。 48は口縁部が垂直に立ちながら外反する。 7世紀初頭か。 49~52は土師器甕の口縁部、頸部、

胴部片である。 53・ 54は須忠器蓋である。 53は返りがまだ付いており、 8世紀前半以前であろう。 56

は土師器甕（鍋形）で8世紀末～ 9世紀初頭と思われる。 57・ 58は土師器甕の口縁部である。薄手の
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3.基幹・環境整備（第6剤棟等支l咲配線・配竹枠え）機械設備工事に伴う発掘調1f.0112 ・ 1113調究地点）
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タイプで 9世紀前葉～中葉の頃か。 60は須恵器高杯の脚端部である。 61は須恵器盤。 62は長頸壷の頸

部である。 63は須恵器杯の高台か。

64~68は撹乱出土である。 64は大きく開く須恵器杯、 65は須恵器皿である。 66は須恵器甕の胴部で

ある。 67は投弾のような土製品である。 68は土製の錘である。エンタシス状にならず、ストローのよ

うに直線的である。

69~73は包含層から出土した縄文土器である。後期後葉～晩期初頭の時期である。 69は御領式深鉢

の頸部、 72は天城式～古閑式の深鉢の頸部と思われる。 71・ 72は晩期浅鉢の口縁部、 73は胴部である。

(5) まとめ

本調地点の近隣の調査区を概観すると、総合研究棟建設地 (0101調査地点）では、近世（？）の畑

址 2面の下から古代の住居址 l基と古墳時代の住居址2甚を検出している。後世の撹乱は著しかった

が、古代の住居址が 1基であったことは辿構密度が低く感じられ、古代集落の東端であった可能性が

ある。西に隣接する医学教育図書棟建設地 (0707調査地点）では、大半が旧建物によって破壊されて

いたが、南側の低地には水田を、北側台地上には住居址11基が営まれていたことが明らかとなった。

0707調査地点も、破壊により決して広くはない範囲で11基の住居址が集中して検出されており、集落

の中心はやはり少し西側にあったと考えられる。北側では主軸を南北方向に取らない古墳時代の住居
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W 本荘北地区の調査

址が検出され、本調査地区の 1号住居址はこれらと一連のものと考えられるだろう。 0707調究地点で

住居址の中心をなすのは 7世紀末～ 8世紀後半代、南側に営まれた水田は 9世紀後半～10世紀代以降

である。本調究区の追物をみると、 8世紀後半～ 9世紀前半が主体をなしており、 0707調在地点の住

居址と水田の造営期間の間を埋める時期である。一帯は飽田郡への国術移転に伴い、集落が耕作地へ

と転換したことが知られている。本調究の成呆は、一帯における古代集落が耕作地へ転換する以前の、

終盤の一端であるかもしれない。

本荘北地区全体を俯諏してみると、 9901・ 0104 ・ 0006 ・ 0119調査地点などの成果からは、古墳時代

の住居址は概ね西側に偏る傾向があり、古代に入り、次第に集落が東に拡張した可能性がある。ただ

し、 0101調究地点でも古墳時代の住居址が確認されているため、 9901調究地点を中心とする集落が本

調査地点まで一連のものとして及んでいたのか、別の集落があったのかは未だ決し難い。古代につい

ても同様である。今後の調査成果を待って検討したい。

調査区の制約のため、検出した遺構の全容を捉えることが困難であった。断片的な調査では、本来

遺構が持つ情報址が著しく低減するため、やむを得ないとはいえ残念である。しかしながら、小さな

調査の成果もこれまでの事業展開と本庄遺跡の保存には活かされてきたと考える。本荘北地区は病院

として再開発を繰り返してきた地区ながら、破壊を免れた追跡は往時の集落の様子を語るには、十分

な情報を備えており、今後も保存と最小限の調究による歴史復元に努めたい。

表12 1112 • 1113調査地点出土遥物一覧表

図 昏号 氾物 種類（塁樋） 法m(cm) 残 存 m 特 微 色 m 出土辺構 口 考

n 径悶 1 • 1 , • 1 内外 I9Il .. iナデ． ナデ 内外 ・ H u e 2 . 5 Y R 6 i 6 51 1 土師路 皿 底岱 1 1.6 約1/8 lり竪穴住居址 内外面赤色化糀 I:
1.6 
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ll ìt 
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[uJ転ナデ．削り • IIuc 75Y6 4 ット

7 t：的器 杯
nn径~ 12.. 1 

麻硲店 82..2 7 
約1、,2 内外 [uJ転ナデ． ナデ

Iul転 •I• デ．ナデ
内外 ・ ll u じ5 ¥'R 5 i , I 

Hue 5YR5/6 
7サ竪穴{t1片址 灯内明外□？として使竹Ill ? 

面にスス f•I

8 上師岱 杯 底l器lii店t t 8..1 底部片115 内外 ： lIII転転•/··r. ナデ
: In) ・/・デ削り

内外 ： ll u c i . 5 Y l i l • I 
: lluc 7.5Yli/4 

7り竪穴(I:．I,1:hl: 赤色化粧ー！•｀

， 上師器 杯 底l器li径店t 6 . 0 胴底部部1～ヤ 内外： 1111転転ナデ
: l191 ナデ．削り

内外 ： ll u c 5 Y R 6 ! 6 
: lluc 5Yl{6/6 

7 lj竪 9¥：｛l:）＆址

n｛f l・l.6 
内外 lul転ナ・r.111削きり 内外 ． ll u c 2.5 ¥' 3 ' I 

内外面面．Iにl一色内郎研スス 1•i fi 10 :f:C出器 M 底器径高 62..0 6 
約 l'•I

l"l転・t-・r. Huc l(）YR6 •I 7り竪穴住居址

[1径 17..I
内外 (u]転・rデ． ナデ 内外 ll u c i .5 Y 6 6 

11 土的器 杯 底岱径莉 31.1 1.2 約118 [III転ナデ．削り ・ lluc i.5¥'6・6 
7り竪'}、1t1け址

12 ：I：師岱 u; 鳳 肘部片 内外 ． 1！峠転砂•デ
• [11)..,.デ

内外 ． fl u e 7 . 5 Y 7 ! 6 
・ flue 7.5Yli/6 

7サ繁穴(I:Ii.hi: 赤色化粧I:

13 :I:師岱 碗 底n器t往店f 1 3 . 0 租底部部9～i-
内外 ： lII]転・rデ． ナデ

: IIII転・｝・デ．削り
内外． ll u c 5 Y R 6 1 6 

: lluc 5YR6』16 7り竪穴（l:9&址 赤色化粧J:

14 :t師器 鉢 鳳 I□1柑部9ヤ 外内 [IIl転ナデ
[9II転ナデ

内外 ： I I u l• 7 5 Y R 6 6 
Hue 5YR611i 

7り竪穴化9心址 内外曲にスス f•Hr

15 土師器 鉢 凪 朋部片
内外 [Ill転・｝り‘

I91)転ナデ
内外． ll u (' 5 Y R 6 6 

. llul'5YR7/8 
7り竪穴{I:I、t;.hi: 外面にススtin

16 上師岱 甕 鳳 口柑部9ヤ 内外 ・ I91] 転•/·デ． ナデ
IヽII転・rデ．ナデ

内外 ll u c 2.5 ¥' 7 :l 
llul'2.5Y7/3 

7り竪穴｛t．居址

17 須患お 凸
盟[1 {t 1 5. 7 

約li8 内外 ［ヽ1]転ナデ． 削削 り 内 Huc5Y6 1 7り竪穴仕9心址
(n]転ナデ． IJ 外 Hue5¥'6il 

18 須恵器 社
認Lltf 16.0 

118 
内．削［Iu[IlI 転り ・l• デ． ナデ． 内外． H u e 2 .5 Y i i l 7り竪‘9て191、1;.ht 内外面に焼さ J_、うあり
外： 転・｝・デ．削り

. lluc 2.5Y6/I 

147 



3.基幹・環挽整備（第6病棟等支隙配線・配行杵え）機械設備工事に伴う発掘調査 (1112• 1113調査地点）

国 番号 遺物 種類（繕糧） 滋量 (cm) 残存 lil 特 微 色 綱 出土還綱 雷 考

51 19 !II患召 り
翡口匡 13.8 

119賣郎1111 内：回転ナデ 内： lluc5Y5/I 7号竪穴住居址外：回転ナデ 外： llueN5tl 

20 絹忠岱 り 底苔口高径径 ＆9 底陥約114 内：回転ナデ 外内 ： II 皿 5 Y6 / I 1号竪穴住屈址外：回転ぅ•デ．ナデ : Hue IOY5/I 

21 須！ぶ詞 碗 醤 1111郎～底郎 内外：回転ナデ 内外 ： II 皿 5 Y 6 /2 7サ堅穴住居址
器高

約]/4 ：回転ナデ．削り :J［皿 5¥6/1

22 須恵苔 碗 底口径径 10.4 底郎9i• 内外 ：国転ナデ． ナデ 内： II皿 5Y•111 7 ・f}盛穴住居址
器高

約115 ：回転ナデ． nIJI) 外： 1［皿 5Y5II

口径 内：ナデ．削I)
内； HueIOYR6l4 

23 .I:閲苔 甕 底径 胴郎9ヤ 外：ナデ．獨n.Iii* 外； II如 IOYR5t3 7号竪穴住居址
器高 サエ

24 煩忠岱 壺 噌 胴郎I¥・ 内外：クタキ 内： IIぽ9 邸Y•1/1 7号竪穴住居址
畠応

：ククキ 外： llueIOYRJ/3 

口径 内：回転ナデ．削I) 内外 ： ll u c 5 Y R G l6 25 ：l：師店 甕 底径 1:ui郎11・
外：回転ナデ : Jluc 5YR6t6 1が｝竪穴住屈址（？）

器高

口径 内：回転ナデ．削II 内： llue7.5Yl!7/<I
％ :l：師苔 甕 底径 開船I¥・

外：回転ナデ．ナデ 外： llucIOYRS/4 16サ竪穴住居址（？） NO. 3 
器応
口径

内：削'’ 外内 ： I Iue 7.5＼， RS/4 
2 .I••師召 甕 底径 胴郎Ji・ 外： 9ヽケ目 : llue IOYRS/3 16サ堅穴住居址（？）

器石

口径 内；回転ナデ 内： lluc7.5Y8l1
お 須患石 坪 翡 n樟郎9i•

外：回にナデ 外： II血 7.5Y8l1 16号竪穴住屈址（？）

最大径 16.9 内：回転ナデ 内外 ：II皿公iY5l229 1111,・2; 滋 謡 店部9ヤ
外：回転ナテ． ffllり :II血 15Y5/1 16サ竪穴住居址(?)

口径 16.4 内：回転ナデ．晒さ 内： llue5YR6/6 
30 ：I：師召 杯 底径 9.0 1111 

外：回転ナデ．磨さ 外： llue5YI沿／6 5号ビット 謁貪？文字不明
器高 3.5 

31 :I：師四 り
口盟径 M.o 

I―ltt郎J/6 内外 ：回転ナデ
：回転ナデ

内外 ： 11 11 じI O Y R8/~ 
: 1111じ IOYR8/◄

14サピット 焼さムラあり

口径
内外 ：回転ナデ 内： IIIIe 5\’R6•I 32 :I:＆引硲 り 底径 UIt郎h• 15弓ピット 内外面口界郎赤色化粧土

器高
：回転ナデ 外： lluc2..~YR-116 

口径 内：回転ナデ．ナデ 内： llue5YR716 33 .I士5お

" 
底径 9.0 約l/•I

外：回にナデ．ナデ 外： lluc5YR7/6 15号ビット
器高
最大径 13.6 

内：ナデ．削IJ 内： llue7.5YR•l/3 
外内面面剥に隠スス？コゲ？付着“ 

土価岱 史 底径 胴郎JI・. 外：ナデ 外： lluc7.5YR5/3 土器一括 (Ml9)付近
器高

最大径 16.9 内：ナデ．割’)．指オ
内： ll11e5YR5/4 

38土サ器一ビ括ット(M19) 笈 :I:師岱 甕
盟

約11:1 サエ
外： ll11e7.~YRS/3 外：ナデ．指オサエ

口径

澁i・ 内：回転ナデ 内： llue7.liYR6l436 _1•9師器 lf, 
翡 外：回転ナデ． fflJり 外： llue7.liYR6/3 31・1}ピブト

口径
内外 ：回転+デ..,.デ 内： llueIOYRi/3 37 I：師四 甕 底径 1_1樟郎）ヤ 31号ピット 内面にコゲ？あり

器高
：回転ナデ 外： llue7.5YR712

口径 21.8 u雑～ 内外 ；回転ナデ 内： llue7.5Y6l138 絹患召 Ill 翡 沼応JI・ ：回転ナデ 外： llue7.5Y6/l 31号ピ..,卜

口径 152 内：回転ナデ．ナデ．

39 須患岱 甚 底径 杓1/5 削り 内： IIue 75Yi/1 32サピット外：回転ナデ．ナデ． 外： llue7.5¥'6/I 器高
削り

口径
内：クタキ 内外 ： 11 11 0 N 510 ~o 絹患器 壺 底佳 Ill!郎9t・ 33号ビット

器高 外：回転ナデ．タクキ : llue 5Y7/I 

41 :I：師悶 壺 眉 l:I様～ 外内：国転1•デ． 削IJ ＇り： lluernY郎／6 46号ピット（住穴） 外illilこスス1,t精胴郎I¥・ ：回転1•デ 外： 1191e5V郎 16

口径
内：回転ナデ．削'’ 内： lluc7.5YR6t6 ・12 .I・・師召 甕 底径 1i11郎I¥・ 46サビット（住穴） 外面にスス付着

器窃 外：回にナデ． 9ヽケU外： lluc7.'iYR7l4 

口径
内：ナデ．府さ 内： 1［ucIOYR813 内面！ll斑43 絹息召 ,1)j 年 底径 )/3 46号ピット（住穴）

若高 外：回転ナデ．削り 外： HueIOYR8l4 外面9こ娩さムラあり

口径
内：回転ナデ．削り 内： llucN5l0 

“ ’"!l（四
工 底径 nl望郎li• 46号ピット（I占穴）

器店 外：同転ナデ．削I) 外： IIueN5IO 

口径
内外 ：回転ナデ． ナデ 内： llue7.5YR6/645 :I••閲悶 “杯 底径 脚船h• 46号ピット（住穴）

器布 ：回転ナデ．ナデ 夕~: llue 7$YR6t6 

口径
刷郎～ 内：回転ナデ 内： llueIOYS/1 46 珈糾屈 碗 底径 8.2 46号ビット (9如穴）

器高
底郎）1・ 外：回転＋デ．削,, 外： IIucN4/0 

口径
内：回転ナデ．クタキ 外内 ： lluc SYS/ I •Ii 瑣恵四 壺 底佳 胴郎9t・ 46サピット（往穴）

器店 外：回転ナデ．タタキ : llue5Y5/l 

口径
内：国伝ナデ．ナデ 内外 ： ll uc 7.5 Y R 6 t6 52 迅 ;f士5お 坪 底径 I:]樟郎）l・ 1"靖郎

器店 外；固転サ・テ． 削I) : llu~7.5YR6/6 

口径
内外：回転ナデ 内外 ： ll u e i$ ¥" R6 14 ・19 」・・凹岱 甕 翡 Ill直郎Jヤ

：固転ナデ : llue 7.~YR7l4 1佑費郎

5() ：l：師岱 甕 温 1_19g~ 内：回転転ナデ． nII) 外内 ： I Iu e I O Y R5/2 1号竪穴住駐址～5サ スス1す莉
器店 胴船11・ 外：回ナデ．ハケ IJ : llue IOYlt~/2 ピット 外illi一郎剥緩している

51 :I：師岱 甕 皿 頸郎/¥・ 外内：回転ナデ． 削IJ 内： llueIOYR7/4 
地山：回転十デ．削I) 外： II皿 IOYR6/4
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1¥’ 本荘北地区の調査

図 番母 遺物 種類（器種） 法lil1cm) 残存 lil 特 微 色 El 出土遺構 臼 考

52 52 土師器 史 凪 因部片 内外 ：： 削内りさ 外内 ： ll u c SY RS /4 
: IIue7.5YR5/4 P-1 外内面面にスス？コゲあ？付り看

一部にコゲ？

53 須恵器 歪 底口器径径茄 15.0 口縁郎片 内外：： 回Iil転転ナナデデ． 削り 外内 ： I I u c 7.5Y 7/2 
: IIuc 7.5Y6/l 1吟竪穴住9片址付近

51 須忠器 菟 凪 翡元 外内：回転転ナデ
: lill ナデ

外内 ： ll u c 5 Y6/ l 
: lluc 5Y3/l 

ビ1サッ竪ト穴．住地11廿11址ー5サ

55 ti（思器 碗 /口器』~ 高難rn 7. o 底部片l/8 外内 ： ： （I叫il) 転転ナ•J・デデ． 削I) 外(I.J : lluc 5Y6/l 
: lluc 5Y6/l w端部

56 土師器
品 ）

翡ロi t ぉ．2
約1/4 内外： l!ll転転ナデデ．． 削り

：回ナ ハケU
内外 ： H u e IO Y R 71 3 

: Hue 7.5YR7/3 包含層 外面にスス・コゲ付芍

57 :1：師器 史 鳳 胴口縁部片～ 外内：回l!ll転転ナデ． 削り
： ナデ．ハケ＂

内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 
: Hue 5YR6/6 包含層

58 土師器 甕 履 口縁部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ 内外 ： ll u c IO Y R 7/ 2 
: Hue IOYR713 包含層

59 土師器 甑 履 明部片 外内：：削ナデり． ハケ日
内外 ： H u e IO Y R 6 / 3 

: Hue IOYRi/3 包含層

60 須忠符 高杯 履 脚部｝ヤ 内外 ：： 回回転転ナナデデ．． f'11n1JJりり 内外 ： ll u c IO Y 5 / l 
: lluc IOY5/l 包含層W半

61 須恵器 皿 底口器rn 往茄 2l1 !i2.1 .. O 0 112 外内 ：： 回lill転転ナナデデ．． 削ナデり 内外 ： ll u c 7 . 5 Y 5 / l 
: lluc 7.5 Y5/l 包含屈 内面一部に1:1然釉あり

62 須恵荏 壺 員 肘郎Jヤ 内外 ：： 回回転転ナナデデ 内外 ： l h w 2. 5 Y 6 / l 
: lluc 2.5Y5/l 包含層

63 須恵荏 立ー 底口器径径高 12.0 脚部片 内外：回転ナデ． n削I）'り) 
：回転ナデ．

内外 ： I ！ u c 5Y4 / l 
: lluc SY•l/1 包含層

“ 
須恵若 杯

盟口if, 1 2.2 
口粒部1/8 内外 ： ： I回計転転ナ・J•デデ I外勺： lluc 7.5YRS/4 

: lluc 7.5YR6/4 
撹乱

65 須患器 llll 底口器jl'/j 径径 1ll.737 .. l. , i 約1/8 外内 ：： 回［09転転ナ・トデデ． 削I)
内外 ： ll u c 5 Y 7/ l 

: lluc 5Y7/l 撹乱

66 須患器 g ̀・・ 履 胴部片 内外 ：ナデ．タクキ
：ナデ．タタキ

外内 ： ll u c 2.5Y 5 l 1 
: Hue 5YR313 撹乱

67 ；l：製品 投弾 帷I長r/.さ 22. .8 75 完形 内外：： ナデ
内外 ： ll u e 7号竪穴itl,il址 外面にスス？付芍

さ 2.2.'l
: lluc IOYR3/3 

開長さ 2.0 
外内：：ナデ． 指オサエ

内外 ： l l u e 68 :I:師器 土錘 1.0 約l/3 : lluc IOYR7/4 7サ竪穴{E9&JIl:
さ I.I

69 縄文土笞 深鉢形土器凪 肘部片 内外 ： ナデ
：用さ

内外 ： H u e 2 . 5 Y i/ 3 
: Hue 2.5Yil3 

包含屈

70 縄文：I：器 深鉢形土器員 用部片 内外 ： ナデ
：ナデ．府き

内外 ： ll u c 2.5 Y i/3 
: lluc lOYRi/1 

7号竪穴住9i}址

71 縄文土器 浅鉢形土器員 口様郎！i・ 内外 ： ： lIinf きさ 内外 ： ll u c lO Y R 3 / l 
: lluc 7.5Y2/l 

土器一括 (Ml9) ！l¥色Ii9研土辟

72 縄文；l：器 浅鉢形土器凪 口緑部片 内外 ：： 1lli1f ささ 外内 ： ll u c N 2/0 
: lluc IOYR7/2 

18号竪穴住9J;-(?) 内面A1色n")f？

73 縄文土器 浅井形土器履 胴部）ヤ 内外 ：： 府1/iささ 内外 ： ll u c 5 Y 2 / l 
: lluc 5Y3/l 包含屈
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4. ：基幹・環境整備（り36術棟等女1咲配線・配竹枠え）機械整備l?liに伴う発掘湖ff.(1112調ft地.'.'.()

4. 基幹・環境整備（第 6病棟等支障配線・配管替え）機械整備工事

に伴う発掘調査 (1112調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査区は、本:i:［北地区である附屈病院の入退院棟の北側、第6病棟の東側、医学教育図書棟の南

西隅の場所に排水漕を新設する：l：iliに伴う発掘調在である。 2011年10月26日に立会調査を実施し、南

北7m、東西2.3mの範囲を地表下0.55mから1.6mまで掘削した。掘削範囲の北側より 1.3m地点から

さらに南へ1.7mの部分は、地表下2.5mまで掘り下げる必要があるため、さらに掘削を進めた。その

結果、地表下2.2m地点で地山を確認し、南北方向に延びると考えられる溝状の辿構を検出したので、

発掘調査に切り粋えて10月27・ 28 ・ 318に発掘調究を実施した。発掘調究の総面積は6.3面である。

b. 調査の経過

2011年10月26[l 調壺開始。溝状追構検出。

2011年10月27EI 溝状逍構両半部掘削開始。写其撮影。調在区西墜セクション図作成。

2011年10月28EI 溝状遺構亜半部完掘。写其撮影。溝状追構セクション図作成。東半分掘削。

2011年10月311こ1 週末の雨により壁面崩落のためその部分の土壌を撤去。溝状遺構完掘。写真撮影。

溝状辿桐l哺i図作成および測恥調壺終了。

c.調査の組織

調査員： 石丸忠利子

事務担当：村田知埋

発掘作業員：古川昌代・松永一代

整理作業員：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増：）卜弘子・山脊早苗・輿徹友紀也

(2)調査区の基本層序（図53)

調査区の基本土l付は、地表下0.2mはコンクリートとバラス（ l@・21f1)が敷かれ、 3層から 9

層までは、現代埋土と考えられる。 10層は、締りが強い黒褐色の粘性のシルト／料で、部分的に赤い鉱

物の粒子を含む。 lll付もしまりが強い暗褐色の粘質土層で、まだらに赤褐色土を含む。 10層と ll層が

溝状遺構の覆土と考えられる。

(3)検出遥構

＜溝状遥構＞

1号溝状遥構（図53)

地表下約2.0mで、調究区ほぽ中央に北北東に延びる溝状迎構の直方の立ち上がり部を確認した。

東方の立ち上がりは調在区外に相当するため、その幅を知ることはできない。また、調査区下場の3.5

面の狭小な範囲内で確認できた溝の深さは約0.65mを測るが、東方11lllでさらに深くなる可能性がある。

なお、調査区の北東側に存在するI医学部図害講義棟新営工事に伴う発掘調究 (0707調査地点）におい

て、調査区南側に溝が検出されており、立ち上がり部掘方の方向から、 0707調究地点の10号溝に関連
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図53 1112調査地点追構配匹図・出土追物実測図 (1/50 ・ 1 / 4) 

する追樅である可能性が裔い。溝の毅土から出土した辿物は、土師器片や古代の須恵器片少i心である。

10号溝からは、8世紀後半～9世紀後半を中心とする土師器や須恵器が多批に出土してお り、本調査

区の 1号溝状辿梢についても同時期に相当する可能性がある。

(4)出土迫物

1号ピット出土追物 （図53: 2) 

図53:2は須恵器の盗である。扁平な蓋で、 8世紀後半から 9世紀初頭頃の様相を呈 している。
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4. 基幹・環境整備（第6病棟亦文l液配線・配竹枠え）機械整備．T→lltに伴う発掘調ff.(1112調在地点）

包含層出土遥物（図53: 1, 3) 

図53:1は土師器の裔台付の碗であり、高台の貼り付けは粗雑である。表面全体に赤色化粧土が施

されている。 9世紀中頃のものと思われる。図53:3は須恵器の壷の胴部破片で、古代期に相当する

ものであろう。

縄文土器（図53:4) 

図53:4は浅鉢の口縁部で、表衷面ともに丁寧に磨きが施されている。縄文時代晩期の黒川式の浅

鉢と考えられる。胴部の張り出しが弱く頸部が短いもので、黒川式の中でも新式の範疇に含まれるも

のと思われる。

(5) まとめ

調査面積は狭小な範囲で時代を特定する遺物も少械であったが、 0707調査地点において検出された

溝とのつながりが推定される追構の一部を確認することができた。より西側の第6病棟までの間には、

狭い範囲ではあるが迫構や迫物包含附が残存している可能性がある。ただし、 1号溝状遺構の覆土上

層には現代埋土が含まれており、上陪においては建物建設時の基礎等の設置により壊されている可能

性が高い。また、地表下 2mより下府においては、溝などのように深く掘り込まれた遺構であれば

検出される可能性が残されているといえる。

また、本調査区では、縄文晩期の浅鉢を確認したが、 0707調在地点では縄文後期後半の土器が多く

出土し、また東側に隣接する0101調究地点でも縄文晩期前半の鉢もしくは浅鉢が出土している。これ

らのことから、 0101調究地点から1112調壺地点までの一体には、縄文時代後晩期において人が利用し

た痕跡が広がっているであろうことも確認することができた。

表13 1112調査地点出土遥物一覧表

図 番号 辺物 種類（器糧） 法塁 (cm) 残存紐 特 微 色 m 出土遺構 臼 考

I lff 
内回転ナデ 内 llue7.5YR6i6 

53 1 !．．師器 碗 9』tit 底郎I¥・
，，ト 回転ナデ．削 I) 外 Hue7.5YR6 6 

泣含柑 赤色化粧土

お紅

l lit. 
内回転ナデ． nIJ1) 内 Huei.5Y6 I 

2 in.'gぉ li. htif 1 18記片
外回転ナデ．削り 外 Huei.5Y6 I 

1リヒ・ 1 ト

沿紅

I lit 
内タタキ 内 1-Iuei.5Y5 2 

3 須！g．器 壺 底抒 肘郎J¥・
外・タタキ 外． Huei.5Y6・2 

包含培

岱店

I lit. 168 
内ナデ． 1:1き 内 HueIOY2'1 

4 縄文1：苔 浅鉢 ’‘tit 約I8 包含柑

芯高
，，トナデ．内き 外 HueJOY2 I 
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W 本荘北地区の調究

5. 基幹・環境整備（第 6病棟等支障配線・配管替え）機械設備工事
その 2に伴う発掘調査 (1114調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査の目的は1112・ 1113調査地点と同様である。本調査区は、医学教育図書棟の北側を通る1112

調査地点の延長部に相当する。設備管理棟北側、ボイラー設備の北側25mの区間について立会調査を

実施したところ、東側13mの間は迎跡が追存していること判明した。このため、当該部分については

発掘調査に切替え、実施した。

b. 調査の経過

2011年10月11日 設備管理棟北側区間の立会調査実施。西側から掘削開始、途中で包含層検出。

東側13mの区間について本調査切替えを決定。

2011年10月12日 発掘調究開始。遣構検出・掘削作業を行う。

2011年10月13日 午前全景写真撮影、土層図面・測量を行い、調査終了。

c.調査の組織

調 査 員 ： 大 坪志子

事務担当：村田知型

発掘作業員：柴田道子・松永一代

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘

子・山脊早苗・典嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

本調査区の基本層序は、 1: 10cmのアスファルト、 2:地表下0.45mまでバラス、 3:暗褐色土

層 (lOYR2/3)、4:暗褐色土層 (lOYR2/2)である。 4層の下、地表下0.75mで地山（遺構面）で

ある。 4層が古代の遺物包含層である。 3層は綺麗な土であるが4層より若干色が明る＜、また砂質

である。近世の土層の可能性がある。

(3)検出遥構

検出した退構は、古代の竪穴住居址 l基、古代の溝 1条、近世の溝 1条、ピットである。

く住居址＞

9号竪穴住居址（図54)

調査区の西側に位置する。調査区西端から2.2----4m付近が9号竪穴住居址の南壁と考えられるが、

大半は撹乱により破壊されている。東壁は検出できなかった。恐らく、調査区中央の撹乱によって破

壊されたと思われる。住居址の主軸は概ね北を向いている。東側では一部硬化した床面を検出した。

寵の跡或いはその存在を示す粘土等は検出されなかった。

＜溝＞

18号溝

調査区東側で検出した。幅0.4m、深さO.lmの小さな溝である。南北を向いており、埋土からも古
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5. 甚幹・環境整備（第61ii棟等支障配線・配竹枠え）機械設備工1［その2に伴う発掘調究 (1114調究地点）

代の溝と考えられる。

19号溝

調査区西端で検出した。方位は南北ではなく、調究区に直行し、白川に向かっている。埋土は 3層

と同じ土で、古代よりはやや新しい。向きなどから古代以降、恐らく近世はではないかと思われる。

溝の西肩は既に破壊されていた。二段掘りになっており、下の溝はやや向きを違える。現状では、上

の溝で幅約l.lm、幅約0.5で一端O.lmの深さまで落ちる。さらに0.2mの深さに落ちる。

＜その他＞

上記の追構以外にピット（柱穴）が多数検出されたが、掘立柱建物を構成する一連のものとしては、

捉えることが出来なかった。

(4) 出土遥物（図54)

出土した追物は砕片が多く、図化に耐えうるもののみ掲載した。 1は須恵器の蓋である。 9号竪穴

住居址と住居内の10号ピットの近くを掘削中に出土した。いずれに伴うかは不明である。 2は土師器

杯である。迎構面直上の包含層出土である。深さがあり、開かずに立ち上がる。 8世紀中葉のころと

思われる。 3は調査区の西半分の辿構面直上の包含層出土である。 2と同様に土師器の杯で、底部が

厚い。 8世紀中葉から後半か。 4は土師器杯の底部である。径が大きく厚みもある。回転ヘラ切の後

にナデを施す。 5は土師器杯である。大きく開く。調壺区の東半分の遺構面直上の包含層出土である。

9世紀前半のころと思われる。 6は土師器碗（杯）の底部である。高く細い広大が、底部の端に付く。

9世紀前半～中葉か。 7・8は須恵器杯の口縁部である。調査区西半分の包含層から出土した。 7は

口径が大きく、口縁端部が外半する。 8世紀後葉～末か。 8は内湾気味の口縁である。 8世紀中葉～

後葉か。 9~11は9号竪穴住居址の南壁を破壊している撹乱からの出土である。参考として掲載する。

9は須恵器盗である。 10は土師器甕の胴部片である。 11は土師器甕の口縁部である。口径が小さい。

12 ・ 13は縄文土器片である。 12は後晩期の土器の胴部片であろう。 13は波状口縁の頂部である。僅か

に波状となった頂部に 1点の押点があり、下に二本の凹線が廻る。上段の凹線の上には短い（途切れ

た）凹線があり、若干施文が雑な印象がある。

(5) まとめ

本調地点は、 1112・ 1113調査地点同様に狭長な調究区であった。しかし、調査区全体で遺構を検出

したことは、近辺におけるトレンチ調査としては成果を得た。

0101調査地点、 0707調査地点で確認された集落と9901調査地点一帯で確認された集落が、一連のも

のであるか否かは判断が困難である。 0101・ 0707調究地点と0712・ 9901調査地点の間には設備管理棟

および第 6病棟が建設されており、今後この間で調壺を実施したとしても遺構（集落）を確認できる

可能性は非常に低いであろう。 1114調在地点と本書で報告する0304調査地点は、この二つの集落間を

繋ぐ調査事例と言える。

0304調査地点と本調査地点の結果からすれば、いずれも遺構検出面積の点においては制限があるも

のの、古墳時代の住居址は確認されず、本調査地点は古墳時代の遺物も無い。 0712調査地点において

も、調査区東半には古墳時代の住居址は存在せず、酉半に偏っていた。これらのことから、古墳時代

の住居址群は9901・ 0712調査地点一帯で収束するのではないかと考えられる。古代の住居址は、少数
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IV 本41：北地区の調査

ながら各地点において途切れずに検出されている。現在敷地を東西に貫く賠渠の北側を流れていたと

考えられる旧河川 （大溝）に沿って、古代の集落が0101調査地点付近まで連綿と党まれていたと考え

られる。

9901調査地．I!．I；では、11I if1fJI I（大溝）沿いに水田は検出されず、むしろ大溝を挟んで南側で水田が検

出された。今後は、これまでの成呆によりこうした古代集落の移りかわりや土地利川の変遷を検討し

ていく ことが課題の一つである。 また（J：屈址はなくとも 、古墳時代の溝はなお東に延びており 、古墳

時代の集落構造や範lItlも、解明すべき、1灯である
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5.基幹・環境整備（第6病棟等支障配線・配管替え）機械設備工事その2に伴う発掘調査 (1114調査地点）

表14 1114調査地点出土遣物一覧表

図 醤号 遭暢 糧頸（舗糧） 濾 (cm) 棗存鑓 特 微 e 関 出土違構 鑓 考
口E

54 I 土鱗呂 菱 底丑 口緑郎片
内：固転ナデ 内： Hue2.5YR6/6 1 区 •9 号竪穴住屈

内外固赤色fl:粧土
器富

外：固にナデ 外： Hue2.5YR6/8 址 •100ピット

口径 128 
内：回転ナデ 内： IIue7.5YR4/3 

2 土師器 杯 底恒 l/8 1区・包含層・地山東
器高

外：回転ナデ，削I) 外： Huc7.5YR4/3 

口琵
口緑～ 内：国転ナデ 内： Hue7.5YR7163 土閾器 年 底径 1区・包含層・地山費

器高
胴部9ヤ 外：回転ナデ．削I) 外： H皿 7.5YR7/6 焼さムラあり

口径
内：固転ナデ 内： Hue5YR6/6

4 土師器 年 底佳 底郎9ヤ
1区西半・包含層・鯰 内外園赤色化粧土

器高
外：回転ナデ．ナデ 外： HueIOYR7/3 山 底lllilこ焼きムラあり

口琵
内：回転ナデ 内： Hue5YR7/6

5 土闘召 年 底径 底郎112 1区西半・包含層・地
底面に黒証？あり

器高
外：回転ナデ．ナデ 外： Hue7.5YR716 11』

口往
内：回転ナデ，ナデ 内： HueSYRG/6 

6 土輝器 硫 底径 庇郎1/8 1区・包含層・地山東 外面にスス付競
器高

外：回転ナデ，削り 外： Hue5YR6/6 

口径
口緑～ 内：回転.,.デ 内： llue7.5Y8/l

7 須恵器 坪； 底径
1区酉半・饂含層・鱚

器高
尉郎片 外：回転ナデ 外： Hue7.5Y8/l 山

口佳
口緑一 内：回にナデ 内： Hue2.5Y6/2

8 須恵器 .1f. 底E 1区酉半・包含扇・鯰

器高
嗣郎片 外：回転ナデ 外： Hue5Y6/l 山

口径
内：回転ナデ．府き 内： Hue2.5YRS/6 ， 須恵器 蓋 底径 口縁郎)l・

1 区 •9 サ竪穴住居
内外面赤色化証土

器高
外：回転ナデ 外： Hue2.5YR5/6 址・揖乱

口径
内：削 I) 内： Hue7.5YRSI4

10 土師器 甕？ 底径 尉部1ヤ
1 区 •9·1J-竪穴住居

外面にスス1,t滸
塁高

外：ナデ 外： Hue7.5YR3/I 址・揖乱

口径
内：回転ナデ． ll!JIJ 内： Hue5YR6/411 土師匿 甕 底径 口緑謡9ヤ 1 区 •9 号竪穴住居

内外団にスス付刃
匿高

外：ナデ 外： llue5YR6/4 址・揖乱

口径
内：ナデ 内： HueIOYR6/3 12 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴郎片

1 区 •9サ竪穴住居址

器高
外：ナデ．府さ 外： HueIOYRS/3 床下

口径
内：ナデ 内： HueNI.5/0 13 縄文土器 深鉢形土器 底径 口緑郎片

1区酉半・包含層・鯰 内jlij黒色扇研？．外jlij口唇部に

器高
外：ナデ 外： HueIOYR3/I 111 押阻文．スス付着
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W 本荘北地区の調在

6. 基幹・環境整備（旧中央診療棟とりこわし）工事に伴う発掘調査
(1129調査地点）

(1) 調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査区は、本荘北地区にある附屈病院の旧中央診療棟 (MRI-CT装骰棟、旧中央診療ー 1・ 2) 

のとりこわしおよび周辺整備に伴う発掘調査である。工事範囲を I~W区に区切って立会調査をおこ

なった結果、旧中央診療棟ー 1 (N区）の基礎撤去工事の際に発掘調査を実施した。建物上部を撤去

後、 2012年2月16日から基礎撤去のための掘削を南東隅より開始した。当時の工事は手掘りによる作

業と思われ、基礎構築の余掘りが狭く、基礎間に地表下1.4mで地山の残存を確認した。調査区中央

部は基礎間が狭く、すべて埋土であったが、南側および北側においては地山が残存し、ピット数基を

確認したため、熊本市文化財課に許可を得た後に、発掘調査に切り替えて調壺を実施した。発掘調査

の総面積は716.0面である。

b. 調査の経過

2012年 2月17日 基礎撤去掘削の際、建物内部地点でピット・溝検出。発掘調究に切り替え、調査

開始。

2012年2月20日 建物北側外周部で土坑・ピット検出。測批、写真撮影。

2012年2月21日 作業貝投入、迫構検出および掘り下げを行う。写真撮影。追構測最。

2012年2月27日 写其撮影。遺構測祉。発掘調査終了。

c.調査の組織

調査員：石丸恵利子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：白都節子・古川昌代

整理作業員：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山香早苗・典嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

建物内部の場所において地山の検出面は地表からl.5--l.6mであるが、調査地点の北側は共同溝の

埋土、東側は旧中央診療棟ー2が隣接し、南側は管理棟とつながっている。また、西側は0733調査地

点において基礎撤去が行われた場所であり、掘削範囲周辺はすべて埋土であるため、本調査区におけ

る基本土層は、地表下約1.5mに一部（フーチング間）地山が残存すること以外は不明である。

(3)検出遣構

＜溝＞

1号溝（図55)

調査区西側を北東ー南西方向に流れる断面逆台形の溝である。検出面において、幅0.5m、深さ0.2m

を測るが、上面は建物建設時に削平されたと考えられ、幅、深さともにさらに大きかった可能性があ

る。覆土の色調は (Hue2.5YR4/2)を呈する。
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6. 基幹•印境整備（旧中央診根棟とりこわし）」：1[に伴う発掘i加11t(1129調究地点）

く土坑＞（図55)

1号土坑

調査区南西に位置する1.1xQ.6m、最大深0.3mの不整形な土坑である。遺物は土師器および須恵器

の小破片が出土しているのみである。

2号土坑

1号溝の北側に位骰する0.9x0.7m、深さ0.25mの土坑である。北側部分はフーチンの掘方で削平

されている。土師器甕の口縁部破片や胴部破片が数点出土している。覆土は上下 2層を確認すること

ができるが、逍物はいずれも上層より出土している。上層は黄灰色 (Hue2.5YR4/1)の粘質土層で、

下層はより暗みを増す暗青灰色 (Hue5PB4/1)の粘質土層である。

3号土坑

1号溝の南西端に位骰する0.9XQ.8m、深さ0.5mの土坑で、 1号溝を切る形で形成されている。遣

物としては、土師器甕の口縁や胴部、高坪などのいずれも小破片が土坑の底から出土している。

4号土坑

4号土坑は、調査区の北西部、建物北側に沿って0.6mの幅で掘削した場所で確認した。北側は共

同溝の掘りかた、南側は建物基礎の掘りかたで壊されているが、残存部分で径1.6m、深さ0.35mを測

る。土坑の南東隅で土師器の甕、その直下に敲石と台石と思われる礫が並べて配置されている状況を

確認した。土師器甕は4世紀末から5世紀の様相を呈するものである。

5号土坑

4号土坑の西側に位骰する不整形の土坑で、南側は4号土坑同様に建物基礎の掘りかたで壊されて

いる。残存部分で0.9X0.5m、深さ0.2mの浅い落ち込みである。土師器片と須恵器片が覆土よりわず

かに出土したのみである。

6号土坑

2号土坑の東に位置し、 0.6x0.5m、深さ0.2mの浅い土坑である。半分に割れた滑石製の紡錘車が

土坑覆土の上部で出土している。

7号土坑

6号土坑の東に位置し、 0.7x0.4m、深さ0.4mの土坑である。北側はフーチングの掘りかたで削平

されている。土師器の鉢もしくは甕、壷の底部破片が 1点出土している。

8号土坑

調査区の東端、 1号溝の南に位置する、 0.8XQ.4m、深さ0.25mの土坑で、遣物は出土していない。

くピット＞ （図55)

ピットは 1号～24号まで15基を確認した (9基は前述の溝と土坑のため欠番）。形態は、径0.25~

0.5mの円形もしくは楕円形を呈し、深さ0.15--0.4mを測るものである。そのうち、 1~3号、 5号、
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W 本i［北地区の調究

7~10号、 13号、 21号ピットから土師器、須恵器の小破片が出土しているのみである。 20号からは円

礫が出土しているが加工の痕跡は認められなかった。

(4) 出土迫物

4号土坑出土遥物（図56:1, 4, 5) 

図56:1は土師器の甕である。胴部最大径は中位にある球形の胴部をもち、口縁部がやや内湾した

ものである。 4世紀末から 5世紀頃の様相を呈する。図56:4は、台石として使用されたと思われる

もので、一部平面部分とくぼみ部分に光沢があり、擦ったような痕跡が観察できる。図56:5は、端

部および中央のややくぽんだ部分に敲打痕が確認されたため敲石とした。逍物は、土坑の南東端で、

台石と敲石が並べられ、その上に土師器の甕がつぶれたような状態で検出された。

6号土坑出土迫物（図56:6) 

図56:6は滑石製の紡錘車で、半分に割れた状態のものである。ビットの中央部分、土坑埋土の底

に近い部分で出土している。

その他の出土遥物（図56:2, 3) 

図56:2は土師器の杯で、内外面ともに赤色化粧土が施されている。図56:3は須恵器の杯である。

外面に釉薬が掛けられ、黒味を帯びている。いずれも 8世紀代のものと考えられる。

(5) まとめ

本調査区は、地表下約1.2mまでは建物基礎によって全面で破壊を受けていたが、建物北側と南端

の一部で古墳時代から古代の迎構面が残っていることを確認することができた。その地点周辺では、

建物基礎が小さく工事の際の掘削範囲が狭かったことが幸いしていると考えられる。これまでの周辺

の調査 (0801調壺地点、 0733調壺地点）においては、建物基礎によって大きく破壊を受けていること

が報告されているため、本調究区において辿構面が確認できた点は有意義なことである。今後、本調

究区周辺で建物がなかった部分の掘削については、狭小な範囲であっても辿構面が残されている可能

性があるため注意が必要である。

出土遺物については、網田龍生氏、檀佳克氏、原田範昭氏、増田直人氏（以上、熊本市教育委員会

文化振興課）に御教示をいただいた。記して厚く感謝申し上げます。
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表15 1129調査地点出土迫物一院表

図 岳号 遺物 橿類（雑橿） 法● (cm) 残存量

＂ 
徴 色 IJII 出土遺構 偉 考

I l{f 160 
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7. 基幹・環境整備（第6病棟とりこわし）エ・J~に伴う発掘調1f: (1145逍ft地．1.'.()

7. 基幹・環境整備（第6病棟とりこわし）工事に伴う発掘調査 (1145
調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調究IKは、本荘北地区にある附属荊院の第6病棟とりこわし工事に伴う発掘調査である。工事範

囲を I~m区に区切って立会調壺を行った結果、第6病棟北側東半部の共同溝および給気塔等撤去部

(II区）において、共同溝が東側隅で南に垂直に1111がる部分の東外側の地表下約0.9---l.Omに、厚さ

0.15mのコンクリートの貼り 1未が検出された。コンクリートの貼り床はとりこわし工事に含まれてい

るため、工事範囲内の貼り 1未を撤去後、地表下l.2---l.3mで一部地山面を確認した。精壺した結果、

土坑や溝が検出されたため、熊本市文化財課に発掘調査への切り替え許可を得て調在を実施した。発

掘調壺の総面積は62.4rrlである。

b. 調査の経過

2012年4月2日 土坑を検出。発掘調在に切り替え調究開始。遺構検出。順次掘り下げ。

2012年4月4日 写真撮影。土坑および溝の測•Jit。調壺終了。

C. 調査の組織

調究員： 石丸恵利子

事務担当：村田知堅

発掘作業員：なし

整理作業貝：井上裕美・入江由真・ il..l□I 路・鬼塚美枝・小山正子・古隅満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山寄早Wi・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

調査区の基本土陪は、東壁セクションで地表下l.0mまではコンクリート床設岡後の埋戻し土で、

幅0.15mのコンクリート床面、さらにその下の地表から約1.2m以下が追構検出面である。コンクリー

トの貼り床設置範囲では上部の遺物包含府は全て削平されていると考えられる。

(3)検出逍構

＜溝＞

1号溝（図57)

遺構検出面4.5X3.3mの範囲において検出された、北洒ー南東方向に延びる断面 U字形の溝である。

幅1.6m、深さ0.7mを測る。覆土は、やや粘性のある暗い褐灰色 (HuelOYR5/1)砂質土である。遺

物は出土していない。

く土坑＞

1号土坑（図57)

調査区西側に位骰する1.3x l.Omのやや不整形な土坑である。土坑の深さは0.55mで、さらに深い

部分で0.7mを測る。覆土は、ややしまりのある黒褐色 (HuelOYR3/2)砂質土である。土師器の杯、
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IV 本荘北地区の調究

須恵器の盗などが出土している。

2号土坑（図57)

調査区南端に位骰する1.1x0.9mの土坑で、南側は工事の際の掘りかたで削平されている。 1号溝

を切る形で形成されている。土坑の深さや0.7mである。覆土は、やや粘性のある暗いオリープ褐色

(Hue2.5Y 3/2)の砂質土である。土師器と須恵器の杯の破片が少址出土している。

(4) 出土遣物

1号土坑出土遥物（図57: 1, 2, 4,..,,, 10, 12,.._, 14, 16) 

図57:1と2と4は土師器の杯である。図57:5 ・ 6は土師器の壷の口縁部破片である。図57:7 

は土師器の甕の口縁部破片である。図57:8は甑の取っ手で、先端は欠損しているが、やや上部にせ

りあがった形態を呈する。図57:9 ・ 10は須恵器の杯蓋である。図57:12は須恵器の壷の頸部破片で

ある。内外面に釉薬が掛けられている。図57:13は須恵器の壷もしくは甕の胴部破片である。図57:

14は須恵器の赤焼けの壷の胴部破片である。出土した土器類はいずれも破片であるが、 7~8世紀頃の

特徴を有する。図57:16は鉄鏃である。

2号土坑出土遥物（図57: 3 I 11, 15) 

図57:3は土師器の杯で、内外面に丹塗りが施されている。図57:11は須恵器の杯であり、 3とと

もに古代に相当するものである。図57:15は素焼きの薔と考えられるものであるが胎土から近世以降

の新しいものの様相を呈する。

(5) まとめ

本調査区においても追構面が確認されたのは約15rrfの狭い範囲であったが、溝と土坑が検出され古

代を中心とした追物が確認された。調査区周辺の建物と建物の間などの狭い範囲には、地表下lm前

後に遺物包含層および遺構面が残されている可能性があり、今後の調査に期待したい。

出土迫物については、網田龍生氏、棺佳克氏、原田範昭氏、増田直人氏（以上、熊本市教育委員会

文化振興課）に御教示をいただいた。記して厚く感謝申し上げます。
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W 本荘北地区の調査

表16 1145調査地点出土遥物一覧表

図 醤奇 遺 物 種類（器種） 法Jil(cm) 残存伍 特 微 色 図 出土辺構 国 考

口径 13.4 
内：回転ナデ 内： Hue7.5YR7/6

57 l 土師器 杯 底径 口縁郎片
外：回転ナデ 外： Hue7.5YR7/6

11区1号土坑
器高

口径 12.8 
内：回転ナデ 内： Hue7.5YR7/6

2 土師器 杯 底径 口縁部片
外：回転ナデ 外： Hue7.5YR6/6

n区1サ土坑
器高

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue2.SYRS/6 

3 土節器 り 底径 口縁部片 n区2号土坑 内外面丹塗りあり
器高

外：ナデ 外： Hue2.5YR4/6 

口径
内：回転ナデ 内： Hue7.5YR6/6 

4 土師器 杯 底径 口縁郎片
外：回転ナデ 外： Hue7.5YR6/6

II区1号土坑
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue7.5YR6/6

5 土師器 壺 底径 口縁部片
外： 1ii1転ナデ 外： Hue7.5YR6/6 

II区1サ土坑
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue7.5YR6/6 

6 土師器 壺 盟 口緑部片
外：回転ナデ 外： Hue7.5YR6/6 

ll区1サ土坑

口径
内：ナデ．ハケ日 内： Hue7.5YR6/6 

7 土師器 甕 底径 口緑部片 II区lサ土坑
器高

外：ナデ．ハケ目 外： Huc7.5YR6/6

口径
内：削り 内： Hue7.5YR7/4 n 区 1•サ土坑の京地山

8 土師器 甑 底径 把手のみ
器石

外：ナデ．削り 外： HuelOYRB/3 itr.上

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue2.5Y5/l ， 須恵器 西 底径 因郎片 n区1サ土坑

器高
外：回転ナデ．削り 外： Hue5Y5/l 

口径 19.0 
内：回転ナデ 内： Hue5Y5/2 

10 須恵器 亙 底径 口縁部片
外：回転ナデ．削り 外： Hue25Y6/2 

n区1サ土坑
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue7.5Y6/l

11 須恵器 杯 底径 胴郎片 n区2サ土坑
器高

外：回転ナデ．削り 外： Hue5Y5/l 

口径
内：回転ナデ 内： Hue7.5Y3l5 

12 須恵器 壺 底径 用部片
外：回転ナデ 外： Hue5Y6/l 

n区1号土坑 内外面自然柏あり
器高

口径
内：クタキ 内： Hue10Y4/l 

13 須恵器 壺？甕？ 底径 阻郎片
外：ククキ 外： Hue10Y3/l 

n区1サ土坑
器高

口径
内：ククキ 内： Hue5YR6/4 

14 須恵器 壺 底径 用部片
外：クタキ 外： Hue5YR6/6 

11区lサ土坑 赤焼
器高

口径
内： liil転ナデ 内： Hue7.5YR7/8 

15 土師器？ 菟？ 底径 口粒部片 11区2サ土坑
器高

外：回転ナデ 外： Hue7.5YR8/8 

長さ 10.0 
内： 内： Hue

16 鉄 器 鉄 鏃 幅 2.4 一部欠損
外： 外： Hue

11区lサ土坑 瓜丑29.8g
厚さ 0.45

165 
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V 本荘中地区の調査

1. 医学部基礎研究棟 (A棟）とりこわし工事に伴う発掘調査 (1106
調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査区は、研究棟の上屋と基礎の撤去および周辺整備にともなう発掘調査である。撤去する建物

は昭和33年に建設され、地下室を有することから、建物基礎の上部まで地表下約1.6mがすでに削平

されている。ただし、南側に隣接する0314調査地点において、基礎間に旧地表面が残存し、複数の溝

やピットが確認されているため、本調査区においても迫物や遺構が確認される可能性があった。撤去

建物はコンクリート基礎によって東西方向に26スパン、南北方向に 2もしくは 3スパンで構築されて

いる。東側から順に文化財の確認を行った結果、基礎上部の高さから約20cm前後下（地表下1.6m)

で、基礎間に地山を確認した。表面の精査をおこなったところ、ピット状の落ち込みを確認したため、

熊本市文化財課に許可を得た後に、発掘調査に切り替えて調査を実施した。また、建物周辺において

は、東から10・ 11スパンの建物北側の看板移設場所においても調査をおこなった。発掘調査の総面積

は1.156.0面である。

b. 調査の経過

2011年10月17日 建物内部基礎間の埋土を東側から掘削開始。

2011年11月1日 遺構面検出。

2011年11月4日 作業員を投入し発掘調査開始。東半部で迫構面掘削。写其撮影。遺構測最。

2011年11月21日 西半部の掘削開始。遺構面検出。

2011年11月24日 作業員を導入し遺構面掘削。溝、ピットを検出し掘削。

2011年11月25日 写真撮影。追構測量。

2011年12月9日 建物外周部北側の看板移設箇所の掘削。

2011年12月14日 看板移設先をさらに深く掘削する必要が生じ、掘削開始。ピット検出し掘削。写

真撮影。発掘調査終了。

c.調査の組織

調査員：石丸恵利子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：古川昌代・柴田道子・松永一代

整理作業員：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山寄早苗・典嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

建物基礎撤去における掘削は、すべて建物建設の際の埋土内で行ったため、地表から約1.6mまで

が建物建設の際の埋土で、それ以下が地山である。北東隅において建物外周部の掘削を行った際、地

表から0.7mが現代埋土で、さらに0.5mが遺物包含層、それより下の地表下1.2mで地山を確認するこ

とができた。
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(3)検出遥構

＜溝＞（図60)

1号溝

V 本荘中地区の調査

東から 9スパン南側の北東隅で、ほぼ東西方向の溝を確認した。幅0.8m、深さ0.15mを測る。やや

粘性を帯びる砂質土の覆土を完掘した結果、底部は畝状に凹凸をなす形状であった。溝本来の立ち上

がり部分はすでに削平され、底部のみが残存したものと考えられる。追物は確認されなかった。

2号溝

東から20スパンの北側で、北亜ー南東方向に延びる溝を確認した。南側の立ち上がりは基礎の掘り

方で削平されているため幅は不明である。覆土より瓦や須恵器の壷の破片が出土している。近世の溝

ではないかと考えられる。

3号溝

東から21~23スパン南側で北束ー南西に延びる溝を確認した。溝内部と考えられる部分はすべて砂

層で、ほぼ溝の底まで掘削を受けている状態だと思われる。迎物は出土していない。

く土坑・ピット＞

調査区内で土坑3基とピット 19基を確認した。土坑は0.3X0.5mや0.5x0.8mの不整形なもので、ピッ

トは径0.15--0.35m、深さO.l--0.3mのもので、 10・ 12号ピットのみから土師器片が出土している。

(4) 出土遥物

2号溝出土遥物（図61: 2 • 4 • 5) 

図61:2は須恵器の壷と考えられる胴部の破片である。図61:4は平瓦の破片で、近世のものと考

えられる。図61:5は涼炉の支え部分の破片と考えられるものである。

包含層出土遥物（図61: 1 • 3 • 6) 

図61:1は土師器の高杯の胴部破片で、弥生末～古墳時代初頭の様相を呈するものである。図61: 

3は壷の口縁部破片である。図61:6は全体的に表面に磨きの痕跡が認められたため磨り石とした。

(5) まとめ

本調査区においても、 0314調査地点同様に既存建物の基礎間に溝やピットが残存するのを確認する

ことができた。調査区南東隅において、 9801調査地点で検出された溝の続きが残存するのではと期待

されたが、既存建物の掘削深度が深かったためか検出することはできなかった。

なお本調査区周辺、特に調査区北側などの過去に建物が建設されていない場所では、地表下0.7m

前後で迫物包含層や追構面が検出される可能性があるため、今後の整備や工事においては注意が必要

である。

出土遣物については、網田龍生氏、棺佳克氏、原田範昭氏、増田直人氏（以上、熊本市教育委員会

文化振興課）に御教示をいただいた。記して厚く感謝申し上げます。
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1. 医学部基礎研究棟 (A棟）とりこわし工事に伴う発掘調査 (1106調査地点）
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V 本荘中地区の調査
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1. 医学部払礎研究棟 ( Al•東）と りこわし 1:．'Ji に伴う発掘調介 ( 1106調在地点）
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図61 1106調査地点出土遺物実測図 (1/ 4) 

表17 1106調査地点出土迎物一衷表

図 番号 il'I 物 種類（器種） 法逗 (cm) 残 存 量 特 徴 色 詞 出土遺構 偏 考

I lff 
61 I l：師粘 /.:, lィ r，(ft 胴郎）:・

内 ・ナデ rtJ Hue 10YH71:l 建物外/Id北憫.(/j)itit設

沿，灯
外 ： ー）•テ 外 'HueIOYR7/ ~ 筒所

l l 1 t IJ.1 タタキ 内 Huc25Y5/1 
2 須恵器 壺 底抒 刺部J¥・ 2り消（北憫の東から

t恰，＇，勺
外クタキ 外 l!ucJOYR5/3 209. Jくン II)

l l tt 
内 ． 同転 •J- テ~ 内 ，Hue75YR6t! 

3 須．9↓［器 咄t 底径 II柑郎）t
辻物外／，¥J.lt¥111,(1仮新設

器，灯
外 I五l転ナデ 外 Huじ7.5¥＇R6(I fiji祈

l l!f 
内ナデ 内 HueIOYH5 2 

I i (I.［g沿 Jt ・， 底tt 破 Ji•
2サ消 （北憫の東から

器窃
外 ・ナテ‘ 外 liue7.5Y7/I 20;,.パン I])

l l tf 
1村 内 Hue

’ 1 : L~f t；； 泊． b, 収抒 よえのみ
2サ1月 （北関の東から

悩1:r.
外 ．1・デ 外 Hue2YR6 6 叩スバン U)

Jcさ 108
内 ． 内 Huc

6 石硲 恥り（； 悶 6 9 
iii隕り）東から1スパン )f(土• 158g

l，，，さ :17
外 外 Hue 目 全体的に彩さあり
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V 本荘中地区の調査

2. 医学部基礎研究棟 (B・ D棟）とりこわし工事に伴う発掘調査
(1130調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査区は、医学部基礎研究棟B・D棟とりこわしに伴う発掘調査である。 B棟西端部分は建設時

にすべて包含層が掘削されており、遣構・遺物ともに確認することができなかったが、 D棟部分にお

いては、建物基礎間に地山の残存を確認できたため、遺構の検出が期待された。北側から順に掘削を

開始し、南端に溝を検出したため、熊本市文化財課に許可を得た後に発掘調査に切り替えて調査を実

施した。発掘調査の総面積は448.0面である。

b. 調査の経過

2012年1月24日 ピットおよび溝を確認。発掘調査開始。

2012年1月26日 追構検出および順次掘り下げ。溝セクション図作成。写真撮影。測最。

2012年1月27日 さらに西側の掘削。溝のつづき検出。迫構掘り下げ。写真撮影。測量。

発掘調査終了。

c.調査の組織

調査員：石丸恵利子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

本調査区においては、東側と南側の基礎は残し、さらに外側の掘削は行っていない。また、北側は

すでに A棟建設時に削平されており、西側についても掘り方内での掘削であったため、基本層序は

地表下から溝の立ち上がりが検出された面（地表下約1.6m)まではすべて現代埋土である。

(3)検出遺構

＜溝＞

1号溝（図62)

北から 7・ 8スパンにおいて北東ー南西方向に延びる溝を確認した。幅3.3m、深さ0.35mを測る。

溝の覆土を掘り上げた底部分は、中央付近がやや盛り上がった畝状を呈する。もともとはさらに深い

溝であったと推測されるが、上部は削平によって失われ、溝の底部のみが確認できたものである。覆

土より、土師器の甕、須恵器の壷などの土器とウシの歯（上顎左右の臼歯）及び四肢骨が出土してい

る。近世から近代の溝と考えられる。

く土坑＞

北から 5スパンの南東隅で、 0.4X 0.7mの土坑を 1基確認したが、遣物は出土していない。
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2. 医学部基礎研究棟 (B・ D棟）とりこわし工事に伴う発掘調ff.(1130調介地、点）

(4) 出土遺物

1号溝出土遥物（図62:1~7) 

図62:1と2は土師器で、 1は甕の口縁部破片である。 2は壷と考えられる口縁部破片で、外面に

流水文が刻まれている。図62: 3~6は須恵器である。 3は杯で、古墳時代に相当する特徴を有する

ものである。 4は播鉢の底部で、赤焼けのものである。 5と6は壷の胴部破片であり、近世のものと

考えられる。ウシの歯は上顎左右の臼歯で、左は第3前臼歯から第 3後臼歯までの 5本、右は第4前

臼歯から第 3後臼歯の 4本が確認できたが、これら以外の破片もあることから、頭薔骨が溝に埋没し、

遊離歯のみが残存した 1個体分であると考えられる。また、四肢骨骨幹部の破片も出土しているが、

部位は不明である。

(5) まとめ

本調査区においても、 1106調査地点同様に基礎間に追構面が残されていた。検出された1号溝は、

その位置と方向から判断して、 9511調査地点の30号溝（近世初期の追物を含む）と9801調査地点の 3

号溝 (19世紀後半以降）に連続するものと理解することができる。 1106調査地点および1130調査地点

の D棟 (B棟西側部分は重機による掘削と考えられる）は、手掘りによって掘削して構築された建

物であり、このような古い建物においては地下室を有するものであっても基礎間に遺構面が残存して

いる可能性が高いことが示された。

出土遺物については、網田龍生氏、檀佳克氏、原田範昭氏、増田直人氏（以上、熊本市教育委員会

文化振興課）に御教示をいただいた。記して厚く感謝申し上げます。
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図62 1130調査地点逍構配證図・出土追物実測図 (1/100 ・ 1 / 4) 

表18 1130調査地点出土辺物一腕表

図 悉号 潤物 種類（器種） 法量 (cm) 残存 量 特 徴 色 謂 出土遺" 償 考

I lit 
内：ナデ 内 11uc75\•Iも '•I

62 I tt~む 売 9沢往 nN部片
外ナデ 外 lluci.5¥'R・I 3 

I り渭
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I l { f. 

内：皿転ナデ 内 'Ilu(• 5Y6 1 
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3 須屯と 杯 /jr.it nn郎片
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I:；｛肩
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VI 大江地区の調査

1. 北門周辺環境整備（植栽・外灯）工事に伴う発掘調査 (1125調査
地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査区は、大江地区である薬学部の北門周辺における植栽や外灯などの環境整備工事に伴う発掘

調査である。 12月19日、立会調査を実施した結果、植栽3ケ所、外灯撤去および新設各 lケ所の工事

掘削面積19.5面のうち、外灯新設箇所で地表下1.55mにおいて溝状の遺構を確認した。このため、熊

本市文化財課に連絡し、発掘調査の許可を得たのちに、発掘調査に切り替えて12月20日に発掘調査を

実施した。その結果、南北方向に延びる溝の西方の立ち上がりを検出した。その他の地点においては、

すべて埋土内の掘削であった。発掘調査の総面積は6.4rrlである。

b.調査の経過

2011年12月20日 調査開始。溝状迪構検出、順次掘り下げ。写真撮影、測最。調査終了。

c.調査の組織

調査員：石丸恵利子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：なし

整理作業員：井上裕美・入江由真•江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美

紀・増井弘子・山寄早苗・輿嶺友紀也

(2)調査区の基本層序

調査区の基本土層は、北側壁セクションで地表から0.35mは表土 (1層）、 1.55mまでが暗い褐色土

層 (2層： HuelOYR4/2)、その下部にはややオリープ色を帯びた暗い灰褐色土層 (3層： Hue5Y

3/1)が、 0.4m程の厚さで堆積している。 3層が溝の覆土に相当する。

(3)検出遺構

＜溝＞

1号溝（図64)

外灯新設箇所の東西2.8m、南北2.3mの調査区内において、クスノキの根を撤去した下部において、

南北方向に延びる断面逆台形の溝の西方の立ち上がりを確認した。立ち上がり上面は、調査区のほぼ

中央に位置する。東方の立ち上がりは調査区外であるため、溝の幅は不明である。溝の深さは約0.6

mを測る。布目瓦と敲石が、溝の底部で出土しており、古代以降の遺構と考えられる。

(4) 出土遣物

1号溝出土遥物（図64:1 • 2) 

図64:1は、古代のものと考えられる丸瓦（布目瓦）である。表面はナデにより丁寧に調整され、

割れ目部分で、約 3cm単位での粘土紐の積み上げの状態が観察できる。また、裏面全体に布目の痕

が認められるが、端部（実測図下方）に布が綴じ合わされた部分の模様を観察することができる（写
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1. 北門周辺環境整備（植栽・外灯）丁．事に伴う発掘潤究 (1125調在地点）

真図版71: 1)。図64:2は敲石とした。細かな敲打の痕跡は観察できていないが、円礫の一部が強

い衝漿により剥離したものである。表面は部分的に光沢がある。そのほか、溝の覆土から土師器の甕

と思われる胴部の破片が2点出土している。

(5) まとめ

大江地区では、これまで掘削深度の深い大規模な調査は行われていないが、既設建造物の修理や改

修などにともなう立会•発掘調査によって、約0.5~1.4m で包含層および地山が検出されることが明

らかになっている。本調究区西側の0906調査地点（薬学部育薬フロンティアセンター新営その他工事

に伴う立会調査）では、地表下0.9mで水田土（時期は不明）が検出され、本調査区南側の0718調査

地点（薬学部本館耐裳改修工事にともなう発掘調査）では、地表下1.4m前後で南北方向に走る幅約

2mで深さ0.35mの溝が確認されている。本調査区で検出された 1号溝の位置と方向から、 0718調査

地点で確認された溝へとつながる可能性がある。また、今回の調査は非常に狭小な範囲であったが、

溝の検出や瓦の出土によって、当調査区周辺に人が暮らした痕跡が残されていることを明らかにする

ことができた。大江迫跡群は、熊本市内でも有数の大規模で貴璽な古代を中心とした遺跡群であり、

大江地区（薬学部地区）は、その南西端に位置する。大江地区における生活の様相を知るために、今

後の周辺調査に期待したい。

布目瓦については、金田一精氏（熊本市教育委員会文化振典課）に御教示をいただいた。記して厚

く感謝申し上げます。
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図63 大江地区（薬学部）における調査地点配囮図 (1/2000) 
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VI 大江地区の調査
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図64 1125調査地点遥構配囮図・基本土屈柱状模式図・出土遥物実測図（ 1/50 • 1 /20 • 1 /4) 

表19 1125調査地点出土遥物一院表

図 番丹 氾物 種類（器種） 法量 (cm) 残存塁 特 微 色 図 出土辺構 国 考

長さ 15.65 
内 Aj" 内． llue5Y7/l 

“ 
I 瓦 布II瓦ば 13.45 破）；•

外ナデ 外： lluc5Y6/l 
Pi・溝

ばさ 3.1

長さ 10.9 
内 内！！ue I 1 り溝 戸533g2 I 石沿 I敲 {i?|ば 7.5 完形
外 外 llue 一部剥塁

r1さ 5.0
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写真図版





図版 1 0603調査地点・同出土遺物

写真 1 作業風景（北東より）

写真3 道路部分完掘状況（東より）

写真2 道路部分完掘状況（南より）

写真4 資料館緑地帯掘削状況（北より）
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図版2 0604調査地点・同出土遺物

写真5 作業風最 （北東より）

写真7 1号竪穴住居址掘削状況（南より）

写冥6 トレンチ 1掘削状況（西より）

写真8 トレンチ 3溝状逍構掘削状況（東より）
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図版3 1116調査地点

写真9 作業風最（西より） 写真10 瑠粘土検出状況（南より）

写真11 2号竪穴住居址掘削状況（東より） 写真12 2号竪穴住居址迫物出土状況 （東より）

写真13 調査区完掘状況（北よ り）
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図版4 1116調査地点・同出土遺物 1

写真14 調査区南壁土層断面（北西より）

写真16 見学の様子（北東より）
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写真15 宮縁研究室学生見学
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図版5 1116調査地点出土遺物2

12 13 13 14 

15 16 17 18 

19 20 21 
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図版6 1121調査地点

写真18 II —①掘削後の状況（南東より）

写真20 II区③掘削風景（北西より） 写真21 II区③地山検出面（北より）

写真22 甕棺墓半裁状況（北より）
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図版7 1121調査地点

写真23 II区③作業風最（東より） 写真24 n区③甕棺掘り上げ後の状況（北より）

写真25 II区③南壁セクション（北より） 写真26 ]I区④完掘状況（北より）
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図版8 1121調査地点

-・. 
写真31 1I 区⑥— 3 第 5 スバン迫構面上面（北より ） 写頁32 ]1区R-4第6スバン住居址掘削状況（東より）

し L
写真33 JI区⑥ー5第6スバン掘削状況（北より） 写真34 .II区⑧ 掘削状況（南より）

写真35 Il区⑧ ピット半裁状況（北より） 写真36 n区⑩ 掘削状況（南西より）

こ‘.＿ 
,,..:,i_ r 

.. r‘..:./• _·~ .... ・・ 
写真37 I区⑩ 住居址掘削状況（東より） 写真38 lI区⑬ー1 作業風景 （北より）
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ヽ

図版9 1121調査地点

写真39 ]I 区⑬— 2 住居址掘削状況（南東より） 写真40 II区⑯ー1 調査風景（南より）

写其41 II 区⑮—2 完掘状況（西より） 写真42 JI 区⑲— 1 作業風景 （西より）

写真43 II区⑲ー2 桝 1ピット掘削状況 （南より） 写真44 ]I区⑲ぺ3 桝2ピット掘削状況 （東より）

写真45 皿区②— 1 西側全景（南より） 写真46 1[区②-2 溝完掘状況（南より）

189 



図版10 1121調査地点

写真47 皿区②— 3 溝土府断面（南より） 写頁48 m区②-4 東側全景（北より）

写真49 N区③— 1 作業風景（北より） 写真50 N区③— 2 追構掘削状況（南より）

写真52 N区③ 南半ピット掘削状況（西より）

写真53 N区④ 北半部掘削状況（西より） 写真54 N区⑥ー1 作業風景（東より）
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写真55 N区⑥ 東西部西部迅構面検出状況 （東より）

写真57 N区⑥-4 東西部逍構掘削状況（東より）

写真59 N区⑥ー6 東西部東端部掘削状況（東より）

写真61 N区⑦ー2 調査区東半完掘状況 （東より）

図版11 1121調査地点

•• 
写真56 N区⑥— 3 東西部西半掘削状況（東より）

写真58 N区⑥— 5 東西部遺構掘削状況（北より）

写真60 W区⑦— 1 作業風景（東より）

写真62 N区⑦—3 調査区西半完掘状況 （西より）
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図版12 1121調査地点

写真63 W区⑦— 4 ピット完掘状況（南より） 写真64 N区⑧— 1 調査風景（東より）

写真65 N区⑧— 2 緑地帯北部完掘状況（南より） 写真66 W区⑧— 3 道路南半完掘状況（南より）

写真67 N区⑧— 4 道路北半完掘状況（南より） 写真68 N区⑧— 5 道路北端完掘状況（北より）

写冥69 N区⑨— 1 作業風景 （西より） 写真70 N区⑨— 2 ピット完掘状況（西より）
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図版13 1121調査地点

写真71 N区⑩— 1 調査風最（北より）

写真73 N区⑩ー3 第4スパン完掘状況（南より）

写真75 N区⑭— 1 作業風最（南東よ り） 写真76 N区⑭ー2 南北トレンチ完掘状況（北より）

3 東西トレンチ東半完掘状況（東より）
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図版14 1121調査地点

写真79 N区⑮ー1 作業状況（第10スパン） （西より）

写真83 N区⑱— 2 ピット 1完掘状況（東より）

写真85 N区⑳ 作業風景（北より）
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写真80 W区⑮~2 第10スパンピット 1完掘状況（西より）

写真84 N区⑱ー3 ピット 2完掘状況（東より）

写真86 N区⑳— 2 第 1スパン完掘状況（南より）



図版15 1121調査地点

写真87 N区⑪— 1 作業風最 （北より） 写真88 N区⑪ー2 第2スパン完掘状況（北より）

写真89 N区R-3 第4スパン完掘状況 （西より） 写真90 N区⑪-4 第4スパン完掘状況 （北より）

写真91 V区④— 1 作業風最 （西より）

写真93 V区④— 3 逍構検出状況（西より） 写真94 VI区④-1 畑検出状況（南より）
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図版16 1121調査地点出土遺物 1
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図版17 1121調査地点出土遺物2
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図版18 1121調査地点出土追物3

29 29 30 30 

31 
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図版19 0304調査地点

写真95 調査区全最（北西より）

一 ヽ

写真96 調査区全景（北側）（北東より）
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図版20 0304調査地点

写真97 作業風景 写真98 作業風景

写真99 1号竪穴住居址土層断面（南東より） 写真100 1号竪穴住居址完掘状況 （北西より）

写真101 3号竪穴住居址掘削状況（南より）
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図版21 0304調査地点

-、し、

写真102 59号竪穴住居址土府断面 （北西より） 写真103 59号竪穴住居址発掘状況（南東より）

写真104 掘立柱建物（南より） 写真105 作業風最

写真106 92号溝完掘状況（南東より） 写真107 92号溝土附 （南東より）

写真108 51号溝迅物出土状況 （西より） 写真109 51号溝逍物出土状況 （北西より）
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図版22 0304調査地点

写真110 51号溝完掘状況（西よ り）

写真111 51号溝遇物出土状況（北西より） 写真112 51号溝迎物出土状況（北東より）

写真113 51号溝遇物出土状況（西より） 写真114 51号溝土層断面（北東より）
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写真115 15号溝敷石検出状況（南東より）
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写真117 15号溝（北西より）

図版23 0304調査地点

写真116 15号溝断面（北東より）

写真118 15号溝完掘状況 （南西より）

写真119 15号溝全景（北西より）
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図版24 0304調査地点出土遺物 1
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図版25 0304調査地点出土追物2
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図版26 0304調査地点出土遺物3
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図版27 0304調査地点出土遺物4
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図版28 1104調査地点

写真120 近代募掘り上げ後の状況：東側（南より）

写真121 近代墓掘り上げ後の状況 ：南側 （東より）
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写真122 近代墓掘り上げ後の状況 ：中央（東より）
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写真124 南壁セクシ ョン遠最 （北東より）



図版29 1104調査地点

写真125 西壁セクション遠景：南半部（北東より） 写真126 西壁セクション遠景：北半部（南東より）

写真127 北壁セクション遠景（南東より） 写真128 作業風景

写真129 作業風景 写真130 21 ・ 47号墓検出状況 （北より）

.. -, 

写真131 278 • 260号墓周辺検出状況 （南より） 写真132 334 • 335号墓検出状況（南より）
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図版30 1104調査地点

写真133 334 • 335 ・ 413号墓検出 写真134 100号甕棺（南より） 写真135 231号甕棺埋設状況 （南

状況（南より） 西より）

写真136 100号甕棺に刻まれた文字 写真137 232号甕棺に刻まれた文字

写真138 1号竪穴住居址完掘後状況（南より） 写冥139 1号竪穴住居址完掘後状況 （北東より）
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写真140 1号竪穴住居址面（北東より）

写真142 1号竪穴住居址完掘後状況：北側（西より）

写真144 2号竪穴住居址上面硬化面検出状況 （北西より）

写真146 2号竪穴住居址完掘後の状況 （南より）

図版31 1104調査地点

写真141 1号竪穴住居址笥（南西より）

写真143 1号竪穴住居址完掘後状況：南側（西より）

写真145 2号竪穴住居址上面掘り上げ状況（南西より）

写真147 3号竪穴住居址掘削状況：ペルト残 （北西より）
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図版32 1104調査地点

写真148 3号竪穴住居址掘削状況 ：ペルト残（北東より）

写真150 3号竪穴住居址上面完掘後状況 （東より）

写真152 3号竪穴住居址完掘後状況 （南東より）

写真154 4号竪穴住居址完掘後の状況 ：西側立ち上がり （南より）

212 

写真149 3号竪穴住居址焼土・粘土塊（西より）

写真151 3号竪穴住居址完掘後状況（南より）

写真155 4号竪穴住居址完掘後の状況（南東より）



図版33 1104調査地点

写真156 11号茎 （南より） 写真157 35号墓（南西より）

写真158 39号墓（北東より） 写真159 43号至（北東より）

写真160 88号墓（北より） 写真161 128 ・ 138号笙（東より）

写真162 132 ・ 144号塞（南より） 写真163 134 ・ 193 • 168号墓（東より）
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図版34 1104調査地点

写真164 149号墓六道銭出土状況（南西より） 写真165 151号募（南より）

写真166 153号墓（北より） 写真167 184号墓（南より）

写真168 192号墓（北より） 写真169 211号墓（西より）

写真170 231号墓（北東より） 写真171 253号墓（西より）
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図版35 1104調査地点

写真172 258号墓（北より）

写真174 283号墓（南より）

写真176 291号墓（北より）
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写真178 391号墓六道銭出土状況（東より）

写真173 279 ・ 280 • 331号墓 （東より）

写真175 287号墓（西より）

写真177 336号蒻（西より）

写真179 410号至（南より）

215 



図版36 1104調査地点出土遺物 1
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図版37 1104調査地点出土遺物2
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図版38 1104調査地点出土遺物3
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図版39 1104調査地点出土遺物4

写真180 1104調査地点出土泥メンコ
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図版40 1104調査地点出土遺物5
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図版41 1104調査地点出土遺物6
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図版42 1104調査地点出土逍物7
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図版43 1104調査地点出土遺物8
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図版44 1104調査地点出土遺物9

◎
 

鎗 `0  259 259 

262 263 

262 263 

260 261 

264 

265 

264 

/ 268 

゜ ゜269 269 270 270 

゜ ゜ ゜
271 272 273 

000000  

282 283 284 285 286 287 
0 0 0 O > 

288 289 290 291 292 293 ゜
294 

224 



図版45 1104調査地点出土逍物10
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図版46 1104調査地点出土遺物11
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図版47 1104調査地点出土逍物12
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図版48 1104調査地点出土遇物13
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図版49 1104調査地点出土追物14
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図版50 1104調査地点出土遣物15
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図版51 1104調査地点出土逍物16
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図版52 1104調査地点出土遺物17
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図版53 1104調査地点出土遺物18
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図版54 1104調査地点出土追物19
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写真181 調査区全景（北より）

-J 
写真183 1号竪穴住居址完掘状況（北より）

写真185 7号竪穴住居址逍物出土状況 （北西より）

図版55 111 2 ・ 111 3調査地点

写真182 調査区全景（南より）

写真184 1号竪穴住居址東壁土層断面（西より）

写真186 7号竪穴住居址付近完掘状況（南西より）
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図版56 111 2 ・ 111 3調査地点

写真187 7号竪穴住居址西壁（北東より） 写真188 10号竪穴住居址完掘状況（北西より）

写真189 16号竪穴住居址？掘削状況（東より） 写真190 16号竪穴住居址？西壁土層断面（南東より）

写真191 16号竪穴住居址？下ピット群（東より） 写真192 16号竪穴住居址？北側ピット群（東より）

写真193 27号土坑付近（南より） 写真194 管理棟南東西部東端迂構検出状況（東より）
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図版57 1112 ・ 1113調査地点出土遺物 1
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図版58 111 2 ・ 1113調査地点出土遺物2
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図版59 1112 ・ 1113調査地点出土逍物3
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図版60 1112調査地点・同出土遺物

写其195 調査区掘削風景（北より）

写真197 溝状逍構土府断面（西より）

写真199 調査区西壁土層（東より）

写真196 溝状逍構上場検出状況（南より）

: 

写真198 調査区被害壁土府（西より）

写真200 溝状逍構完掘状況（南より）
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3
 

3
 

4
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図版61 1114調査地点

写真201 作業風最（西より）

写真202 作業風景 （東よ り）

写真204 9号竪穴住居址掘削状況（東より）

写真206 調査区東半ピット群（東より）

・・・・・・・・・ .......... ・・・・・・・・・ ......... ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ......... ........ 

9
-

写真203 調査区全蛋（東より）

写真205 3号ピット・ 18号溝掘削状況 （南西より）

¢
 

写真207 調査区東端ピッ ト掘削状況 （東より）
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図版62 1114調査地点出土遺物

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

，
 

10 11 12 

12 13 13 

242 



写真208 N区掘削風景（北東より）

写真210 W区調査区中央包含屈完掘状況（北より）

写真212 1号溝土屑断面（南西より）

写真214 15号ピット逍物出土状況（東より）

図版63 1129調査地点

写真209 N区調査区西側包含層完掘状況（北東より）

写真211 N区調査区東側包含層完掘状況 （北西より）

写真213 1号溝完掘状況（南西より）

写真215 17号ピット（半裁）迅物出土状況（西より）
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図版64 1129調査地点 ・同出土逍物

写真216 調査区完掘状況全最（東より）

写真218 4号土坑逍物（土器）出土状況（西より）

写真219 4号土坑迎物 （石器）出土状況 （西より）

写真217 建物外周部掘削状況（西より）
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ザ：.占
ー洒-::!iZ",

写真220 掘削風最（東より）

写真222 II区迅構検出面（東より）

'‘¥  

図版65 1145調査地点

写真221 II区迫構検出面（南より）

写真223 迎物出土状況（南西より）

写真224 Il区掘り下げ後の状況（南より）
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図版66 1145調査地点・同出土遥物

: —• •:.:,, 

写真225 1号溝土層断面（北より）

写真227 1号土坑掘り上げ状況（北より）
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4
 

写真226 2号土坑土府断面（西より）
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写真228 掘削風景（東より）

写真230 南10スバン作業風景 （南より）

一. . 、，，.．• 兵ごぎ電登獲慶-:と•よ ’.…胃
写真232 北20• 21スパン2号溝検出状況 （北より）

写真234 2号溝土庖断面（北より）

図版67 1106調査地点

写真229 南9スパン 1号溝掘り上げ状況（北より）

―iこ ，．やT＇~＇
写真231 南9・ 10スパン掘り上げ状況（南より）

写頁233 2号溝掘削作業風景 （南西より）

写真235 2号溝掘り上げ状況 （北より）
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図版68 1106調査地点・同出土遥物

写真236 南23スパン 3号溝掘り上げ状況（南より）

写真238 南21スパン 3号溝掘り上げ状況（南より）

写真237 南22スパン 3号溝掘り上げ状況（南より）

写真239 北25スパンピット掘り上げ状況（南西より）

写真240 看板移籍先掘削後（北より）
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図版69 1130調査地点

写真241 掘削風最（南西より） 写真242 1号溝検出面遠景（西より）

写真243 1号溝北側立ちあがり部検出状況 （西よ り） 写真244 1号溝土屈断面：東側（西より）

写真245 1号溝掘り下げ後の状況：東側部分（西より）
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図版70 1130調査地点・同出土遺物

写真246 1号溝掘り上げ後の状況：全体（西より）

7
 

写真247 動物骨出土状況（北西より）
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図版71 1125調査地点・同出土逍物

写頁248 1号溝西側立ち上がり部検出状況 （南より）

写真250 1号溝南壁土府断面（北より）

写真249 1号溝床面辿物出土状況 （西より）

写真251 1号溝完掘状況（南より）
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20111004 
500rrl 

業に伴う
本 荘 51" 42” 

20111011 
20111026 

-
20111028 
20111031 

は本人じ庄ょう迫跡 熊本県 32° 130° 
学校敷地内の開発事

(lll3地点）
熊本市 43 201 285 47' 42' 20110921 264.83rrl 

業に伴う
本 荘 49.r 41.5” 

20111011 
~ 

1本1人じ庄ょう遺跡 熊本県 32" 130° 20111013 学校敷地内の開発事

(1114地点）
熊本市 43 201 285 47' 42' 20111017 184.Slrrl 

業に伴う
本 荘 50.3・ 40.6# 20111018 

20111101 
20111111 

黒くろか髪み町皇ち遺跡 熊本県 32" 130° 20111024 学校敷地内の開発事
熊本市 43 201 切8 4g 43' ―一 20面

(1116地点）
黒 嬰 0.8” 37.8” 20111027 業に伴う

黒くろか髪み皇町ら遺跡 熊本県 32" 130° 20111128 学校敷地内の開発事
熊本市 43 201 278 48' 43' - 7748.6面

(1121地点）
開 嬰 46.9. 37.8” 20120604 業に伴う

お大お江え遺tヽせ跡會群ぐ人 熊本県 32° 130° 
20111219 学校敷地内の開発事

(1125地点）
熊本市 43 201 283 47' 43' 20111220 8.37rrl 

業に伴う
大 江 43Z 17.3. 



20120117 
20120118 
20120120 
20120203 

ほ本人じ庄ょう遺跡 熊本県 32° 130° 20120206 
学校敷地内の開発事

(1129地点）
熊本市 43 201 285 47' 42' 20120207 716rrl 

業に伴う
本 荘 48” 43.9" 20120216 

20120217 
20120220 
20120221 
20120227 
20111209 
20111213 

は本んじ庄ょう追跡 熊本県 32° 130° 
20111214 
20120124 学校敷地内の開発事

(1130地点）
熊本市 43 201 285 47' 42' 

20120126 
1169.6Irl 

業に伴う
本 荘 40. l” 45.9# 

20120127 
20120208 
20120215 
20120326 
20120327 

は本人じ庄ょう遣跡 熊本県 32° 130° 20120402 
学校敷地内の開発事

(1145地点）
熊本市 43 201 285 47' 42' 20120404 427.30面

業に伴う
本 荘 47.2” 41.9” 20120821 

-
20120823 

所収道跡 稲別 主な時代 主な迫構 主な逍物 特記事項

ほ本んじ庄ょう遺跡 縄文・弥生・
縄文土器・縄文石器・土師器・

集落址 古項・古代・ 住居址・溝
(0304地点） 近世

須恵器・近代陶磁器

黒くろか髭み町2ち遣跡
集落址 古代 溝状追構・ピット 土師器・須忠器

(0603地点）
黒くろか髪み町拿ら遺跡

集落址 古代
住居址？・溝状追構・

土師器・須忠器
(0604地点） ビット

は本んじ庄ょう遺跡
集落址・募地 古代・近代

住居址．墓城・ビッ 土師器・須恵器・人骨・銭貨・

(1104地点） 卜 泥面子・甕棺

ほ本人じ庄ょう遺跡
集落址

古瑣・古代・
溝・ピット 土師器片・須恵器

(1106地点） 近世

は本人じ庄ょう遺跡
集落址

古用・古代・ 竪穴住居址・溝状遺
土師器・須恵器

(1112地点） 近世 構・ビット

U本人じ庄ょう追跡 1112潤査地点 1112調査地点と
1112調査地点と同様 1112調査地点と同様

(1113地点） と同様 同様

1本1人じ庄ょう遺跡
集落址 古代・近世

住居址？・溝・ピッ
なし

(1114地点） 卜

黒くろか髪み皇町ち迫跡
集落址 古代

竪穴住居址？・ピッ
古代土師器・須恵器

(1116地点） 卜

黒くろか髪み拿町ら迫跡 団古文代・弥生中期・
住居址？ •土坑・溝·

甕棺・縄文土器片・土師器片・
集落址 ・中世期・

溝状迫構・ピット・
須恵器片・円礫・黒曜石チップ・

(1121地点） 近現代期
土坑状遺構・畑址

黙晰石片・礫塊石器（敲石？）
（畝）

お大お江え迫いせ跡§群ぐ人
集落址 古代 溝 土師器片・敲石・瓦片

(1125地点）
ほ本人じ庄ょう追跡

集落址 古項・古代 溝・土坑・ピット 古代土師器・須恵器・石製品
(1129地点）
は本人じ庄ょう遺跡

集落址 中世以降 溝・土坑・ビット 土師器片・動物骨
(1130地点）
ほ本人じ庄ょう遺跡

集落址 古代・中世以降 溝・土坑・ピット 土師器片・甑の取手・須恵器片
(1145地点）
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